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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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本書は、二〇二四年にカクヨムで実施された「第９回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト　ホラー部門」で特別賞を受賞した「無職マンのゾンビサバイバル生活。」を改題、加筆修正したものです。
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「アアアアアアァ！　アアアアアァ！」

　地面に倒れてうるさく喚くその後頭部に、木刀を上段から体重を乗せて振り下ろす。

　ぐしゃりという音とともに、四肢がびくんと跳ね上がる。

　ダメ押しに、何度か脳天を狙ってコンパクトに振り下ろす。

　しばらくすると暴れていたそいつが静かになり、全身がだらりと弛し緩かんした。

　頭のあったところは紅白のペースト状の……詳しく言うのはよそう。

　俺は正眼に木刀を構えたまま、もう何分か眺め……二度とそいつが起き上がらないと確認した後、やっと体から力を抜き……おもむろに、奴の服を探る。

　おっ煙草だ……赤いパッケージかと思ったら血じゃんこれ、諦あきらめよう。

　煙草を喫いたくなる気持ちをぐっと我慢し、『戦利品』のつまったリュックサックを背負う。

　いくつかの缶詰と、真空パックのレトルト食品、まあまあだ。

「さーてお仕事終了、定時帰宅しまーす」

　車に乗り込んで、一呼吸。

　エンジンをかけて一気に出発する……『ゾンビ』が音に寄って来る前に。

「ああもう！　毎日つまんないっすねえ先輩、いっそゾンビとか出てこねえっすかねえ」

　昼間の叫び声で、ふと昔を思い出した。

　誰かが言ってた、えーと、誰だったかなあ……あーそうだ、前の職場の後輩だ、いい奴だった。

　同じようなチャラい彼女の写真を、ことあるごとに見せようとしてくる以外は。

　おめでとう後輩、めでたくゾンビは出てきたし、その上君はたぶんその腹に収まったぞ。

　あの世とやらがあるなら今頃は満足していることだろう、できるなら成仏してくれよなぁ。

　そんなことを考えながら、俺は短くなった煙草を喫い、天井に向かって煙を吐き出した。

　暗闇の中で手探り……箱に残っているのはあと五本だ。

　……在庫が心許ないなあ、また『仕入れ』に行かなきゃならんな。

　未練がましくフィルターギリギリまで喫ったそれに目をやりつつ、明日以降の計画を立てる。

　近所の『セイキョーマート』にはまだあったはずだけど、食料品はそんなに残ってなかった。

　どうせ『仕入れ』に行くならついでに色々と補充しておきたい。

　それに、あそこは電子タバコばっかりだったし、今更紙巻から鞍くら替がえする気はない。

　いっそのこと遠出して郊外の『ネオン』か『キョーナン』に行くのも手かもしれない。

　よし、『キョーナン』にしよう……ガソリンやカー用品も予備を確保しておきたいし。

　ついでに作業服も何着かいただいてこよう、そうしよう。

　そうと決まれば明日は早い、そろそろ寝ておくとするか。

　近くまで行って、天気がいいなら決行だ。

　雨天の場合は残念ながら、缶詰と普段喫わない不味い煙草でしのごう。

　日差しの中では『ゾンビ』の動きは鈍くなる。

　それでなくとも、視界の悪い雨の中でバッタリご対面するのはごめんだ。

　俺はまだ死ぬ気も、あの趣味の悪いクソったれの化け物たちにおいしく食われるつもりもない。

　すでに火の消えた煙草を灰皿に放り込み、もそもそと万年床に潜り込んだ。

　遠くにいるはずの家族たちを一瞬思ってから、目覚まし時計のタイマーを五時にセットする。

　虫も、動物も、『ゾンビ』の声もしない……これならよく眠れそうだ。

　ゾンビが出てくるようになってから、もう大分経つ。

　我ながら、しぶとく生きているものだと感心する。

　明日の段取りを考えながら、俺の意識は眠りへと落ちていった。
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　蛇口を捻ひねり、温いシャワーを浴びる……この生活も長くなったが、これはまだ慣れない。

　シャワーがあるだけで幸運なのはわかっているが、それでも二日に一度では……

「──陸士長、一等陸尉がお呼びです」

「──了解しました、向かいます」

　同僚の声が部屋の外から聞こえ、それに答えて蛇口を締める。

　さて……今日は、何体のゾンビを殺すことになるのだろうか。
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　ゾンビが発生したあの日、俺はいつものように縁側から庭を眺めてぼんやりと考え込んでいた。

　季節は、そろそろ梅雨に入るか入らないかといったところ。

　たしか、昼飯を食ったすぐ後だったはずなので……おそらく一時にはなっていなかったと思う。

　何を考えていたかは思い出せない、どうせ大したことでもないだろうし別にいいか。

　無職の身には、時間は掃いて捨てるほどあったのだ。

　そう無職、その頃の俺は三〇代前半にして無職であった……まあ、現在もだが。

　何故そうなったか、それを先に説明しておこう。

　……勤め先の社長をボッコボコにしてクビになったのだ。

　だがちょっと待ってほしい、何も俺だけが悪いのではない。

　好き好んで脂ぎったオッサンをバイオレンスしたわけではないのだ。

　俺には、理由もなく他人に暴力を振るって気持ちよくなる性癖はない。

　会社の、新入社員歓迎会でのことだ。

　給料が発生しない上に糞くそつまらん飲み会になど行きたくはないが、そこは一応俺も社会人。

　行きたくないと言えない弱い日本人であった。

　いつものようにヘラヘラと笑い、上司の面白くもない話に適当に相あい槌づちをうち、極限にまで薄めたウーロンハイを舐なめてひたすらに時間が過ぎるのを待っていた。

　俺は煙草は喫うが、酒はからっきしなのだ……そんないつもの飲み会であった。

　一次会は終了、二次会に行く人はお好きなように、ということになった。

　俺はもちろんそんなもんに行くはずもないので、いそいそと帰り支度をし、店から離れた有料駐車場の前で代行業者の車を待っていた。

　その時である、ふと耳に言い争う声が聞こえてきたのだ。

　ラブホテル街に続く路地の暗がりに目を向けると、そこには狸によく似た肥満体形のうちの社長と、腕を掴つかまれた若い女性社員の姿があった。

　彼女は今回の歓迎会で歓迎されていた、大学を出たばかりのピッカピカの新人である。

　今となってはあまり覚えていないが、結構かわいい娘だったような気がする。

　飲み会の最中もやけに粘着していたところから、『お気に入り』に認定したようであった。

　妻帯者だというのにお盛んだ、俺がこの世で嫌いな人間トップテンに入るのも納得の所業である。

　彼女が引きつった声で拒否するほど社長は興奮し、ムキになっているようだった。

　ろれつの回らない口調で「先っちょだけだから！」などと見苦しい発言をしている。

　簡単に言うと、ベロベロに酔った社長が、近くのホテルに嫌がる彼女を連れ込もうとしていた。

　……実を言うと、その夜の俺はいささか機嫌が悪かった。

　いつもなら八時には終わっているはずの飲み会が長引き、九時半までもつれこんでいたからだ。

　予約している時間を大幅にオーバーしていながら、社長がごねにごねて延長させた結果だ。

　時間内に彼女を口説き落とすつもりだったのかもしれない。

　……そんなわけで、俺の機嫌は悪かった。

　いつもなら家に帰って風ふ呂ろに入り、ゲームをするか映画でも見ている時間だった。

　俺の貴重なリラックスタイムを遅らせた張本人の糞野郎が目の前で悪事を働こうとしている。

　しかし俺もまっとうな社会人、まずは「やめましょうよ社長、嫌がってますって」と、止めた。

　結果、普通にぶん殴られて鼻血が出た……ので、正当防衛という名の金的を即座にぶち込んだ。

　驚いている彼女の前で、倒れた社長に何度かいい角度の蹴けりを複数回オマケ。

　一発で終わるつもりだったが、俺の深層心理には結構な量の社長への恨みが眠っていたらしい。

　……何かと騒がしい繁華街とはいえ、さすがに通報されたらしい。

　俺はパトロール中のお巡りさん二人組に一瞬で見つかり、あっという間に取り押さえられた。

　──そんなこんなで、俺はクビになった。

　まあ正確には、もろもろの事情で依願退職扱いになっている。

　彼女が社長にされたこと、俺が助けてくれたことを必死で警察官に証言してくれた、らしい。

　交番で隔離されていた当時の俺には知る由もなかったが。

　お巡りさん、あの時はマジでご迷惑をおかけしました。

　俺はといえば、スッキリしたから別にいいかとか考えていた気がする。

　この事件は親会社の知るところとなったらしく、狸は懲戒解雇。

　俺のところには、親会社から弁護士がやってきて、ことの経緯を説明してくれた。

　曰いわく、「会社はお前を訴えないから、お前もおとなしく退職金（+口止め料）を受け取っておけ」という大人の事情である。

　俺としてもあんなことをやらかした手前、とても同じ会社では働けないし働く気もなかったのでそれを受け入れ、無職にクラスチェンジしたのである。

　ちなみに、退職金はなかなかの額であった。

　親会社は何としても俺の口を封じておきたかったのだろう。

　まあそんなこんなで俺は無職になり、毎日毎日ぼんやりとした日々を過ごすことになったわけだ。

　思ったより話が長引いてしまったので、この続きはまた今度。
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　えーと、どこまで話したっけ……ああそうだ、俺が無職になった顛てん末まつだった。

　好き勝手に暴れた俺に残ったのは、結構な額の退職金と……激務ゆえにほぼ手つかずだった貯金。

　俺一人なら何年かは暮らしていける金額だった。

　会社の独身寮から出た俺は、その後実家へと身を寄せることにした。

　一人暮らしも少しは考えたが、この土地から一刻も早く逃げたかったのだ。

　フラフラ出歩いている時に、元同僚などに見つかったら気まずいことこの上ない。

　あの糞社長の取り巻きには恨まれていることだろうし。

　因縁をつけられたら最悪、もう一回警察沙ざ汰たになってしまう。

　俺は好戦的ではないが、殴られたら殴り返すくらいの心意気はあるつもりだ。

　そんなこんなで、何年かぶりに生まれ故郷の地方都市へと帰ることになった。

　しばらくはのんびりして、その後適当に仕事を探そうと思っていた。

　それなりの資格は持っているし、「書類上は」円満退職した身だ、何も問題はない。

　母親には退職したことに対し、散々小言を頂ちよう戴だいしたが女性を救ったことは褒められた。

　俺と同じく能天気な父親には、これで釣りの仲間兼運転手ができたと喜ばれた。

　就職して家を出ていた妹にはため息をつかれもしたが、丁度いいからと両親の世話を頼まれた。

　そして……無職になった俺は、意外と忙しく過ごしていた。

　正直、一日中ゴロゴロしていたかったがそうもいかない。

　実家に金を入れているとはいえ、無職に対する風当たりは結構強いのだ。

　積極的に外に出て家の周りの掃除をしたり、近所の爺じいさん婆さんの話に付き合ったり、時には買い出しの代行もしてやる。

　町内会のドブ掃除には率先して参加し、ゴミ捨て場にカラス除けネットをかける。

　こうすることで俺は『田た中なか野のさんとこの何をしてるかよくわからない無職の息子』から、『田中野さんとこの休職中のよく働く人当たりのいい息子』という、得難い地位を手に入れたのだ。

　……それからは、何事もなく二カ月が過ぎた。

　俺はごく一部の住人を除き、近所から一定の信頼を得るに至った。

　妹はいつの間にか、交際相手である人のよさそうな青年と結婚することとなった。

　二回ほど顔を合わせたが、優しくて穏やかないい青年だった。

　あの気の強い妹の相手も、これならできるかと納得した。

　未み来らい永えい劫ごう、円満に過ごしてほしいものだ。

　それなりに盛大な結婚式の後、妹夫婦はハネムーンとしてリゾート地の南の島に行った。

　期間は二週間、お互いの両親を招待するというおまけつきで。

　そんなに大金を一気に使ってもいいのかと一瞬心配したが、二人ともそれなりの高給取りだった。

　正直、会社員時代の俺よりもだいぶ多い気がする……世は不平等である。

　その後、俺は実家で自由を満喫する日々を送ることとなった。

　近隣との付き合いは変わらずにあるものの、家の中では誰の目も気にしなくてもいい！

　朝から寝間着で過ごしていいし、居間の大きな机の上でプラモデルを好き放題組んでもいい。

　宅配ピザ片手にゲームの世界を思う存分堪能していい。

　積んでいる映画やドラマ、アニメを片っ端から見てもいい。

　眠くなったら寝て、起きたくなったら起きる……最っ高だった。

　……そして、やはり家族はいいと再確認できた。

　何故なら一人暮らしでこの環境だと、おそらく俺は一生働かなくなってしまう……と。

　安穏とした日々は一日過ぎ、二日過ぎ、一週間が過ぎた。

　──その日は、突然やってきた。
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　縁側で一服しながらボケッとしていると、何かの動物のような声が聞こえてきた。

　時刻は昼すぎ、近所の住民は仕事やら買い物やらでほぼ無人。

　老人連中も、敬老会か何かの行事があるらしくて朝からバスに乗って仲良く出かけていった。

　近所に犬を飼っている家はないはずだし、猫もそうだ。

　野良犬か何かかな？　と考えていた俺に、もう一度その声が聞こえた。

「アァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　うっせえ！　何だこの声、犬がこんなこの世の終わりみたいな声で鳴くか？

　これは犬というより、喚いてる男の声……かな？

　……さっきより近い。隣の家の前からだ。

　隣、隣かあ……

　実を言うと近所で俺が唯一苦手とし、また近隣で一人だけ俺を嫌っているのが、隣のオヤジだ。

　どこかの高校教師だが、顔を合わせる度に「フラフラするな、無職」とキツく絡んでくるのだ。

　無職の分際で、特に焦らずヘラヘラ過ごしている俺がとにかく気に入らなかったらしい。

　奥さんと高校生の娘さんはいい人たちなのに、なんであのオッサンだけがこうなのだ。

「俺はあんたの生徒じゃねぇ！」と胸倉でも掴みたいが、悲しいかな近所付き合いは大事である。

　すいませんすいません、ハハハ、イヒヒヒ……などと、毎回大人の対応で流していた。

　……しかし、当たり前だがオッサンは仕事中のはず。

　だが、よく聞くとやはりあの聞きたくもないオッサンの声のようだ。

　急病か何かで早退してきて、玄関先で痛みのあまり倒れて叫んでいるのだろうか。

　……ありえるな、あの人血圧高そうだしいつも怒ってるもんな。

　正直死ぬほど面倒くさいが！　残念ながら近所付き合いの悲しさよ。

　武士の情けで救急車を呼んでやるとしようか。

　外出用サンダルを履いて道に出て、オッサンを捜す……いた。

　家の前にうずくまって、叫びながら門を叩たたいている。

「あのー……坂さか下したさん、大丈夫ですか？」

　声をかけると、不思議なことに声がピタリと止まった。

「あれ？　坂下さーん、俺ですよ、隣の田中野です。具合が悪いんですか？」

　不気味に思いながら再び声をかけると、オッサンははじけるように立ち上がり、俺の方を向いた。

　──なかなか衝撃的な光景だった。

　不自然なほどの白い肌、あちこち破れたボロボロのスーツ。

　全身に付着している赤黒い液体、眼がん窩かから飛び出した右目。

　明らかに折れている左腕、口の端からダラダラとこぼれる涎よだれ。

　どう見ても尋常な人間の姿ではなかった。

　アレだ、俺が大好きなジャンルの映画に出てくる……そう、『ゾンビ』にしか見えなかった。

「ううううううああああああああああああああああああああああ!!」

　そう思った瞬間、オッサンは俺に向かっていきなりダッシュしてきた。

　──速い！　中年の動きじゃない。

　実家と隣家の距離はおよそ二〇メートル前後、このままではすぐに到達されてしまう。

　あれがなんにせよ逃げるべきだ……だが、どうしても体が動かない。

　あまりのことに頭がパニックになっているのか、足が地面に張り付いたように動かない。

　喉のどがカラカラで、声も出ない……嘘だろ、俺はこんなにもヘタレだったのか。

　散々馬鹿にしてきたパニック映画のアホ登場人物たちと同じじゃないか！

　オッサンが迫る、もう距離は一〇メートルもない。

　飛び出ていない左目もよく見える、瞳ひとみも白目も真っ赤だ。

　あと五メートル。

　噛かみつくつもりのようで、大きく開けた口の端から涎がこぼれている。

　あと一メートル。

　奴が折れていない手を俺に伸ばす。

　俺は──

「──っしぃい！」

　オッサンの鳩尾目掛けて、右の前蹴りを叩き込んだ。

　足の裏に、嫌な感触があった……狙いは若干ズレて胸を直撃したようだ。

　だとしたら、あの何とも言えない感触は肋ろつ骨こつの折れるものだったのだろうか。

　オッサンは一メートル程吹き飛び、仰向けに倒れた。

　死を覚悟した俺が咄とつ嗟さに選択した行動は、『逃走』ではなく『戦闘』だった。

　……よく動いたもんだ、最近は道場にも通っていないし、通信空手はとっくにやめたというのに。

　昔取った杵きね柄づかというやつか、体は覚えているっていうもんなあ。

　軽く現実逃避していると、視界の隅でオッサンが立ち上がる。

　結構な威力だったと思うが、あまり効いた様子はない。

　……じゃあやっぱりアレは『ゾンビ』なのか？

　死人が生き返って人をバクバク喰くったり、噛んで感染したりする、あの？

　そこまで考えて、その思考を放棄。

　今考えても答えは出ないし、無駄……大事なのは、今この時だ。

　オッサンは俺を喰おうとした、殺そうとした。

　俺は喰われたくない、殺されたくない。

　じゃあ──殺すしか、ない!!

　……我ながらアレな考えだと思うが仕方ない。

　博愛主義を語っても喰われたらどうしようもない。

　もし間違ってオッサンがゾンビじゃなかったとしても、俺に噛みつきに来たのは事実だ。

　話も通じないし……あ、でも一応声はかけておこう。

　いつか裁判になった時に、正当防衛を主張できるかもしれない。

「坂下さーん、やめてくださぁい（棒読み）」

「あああああああ！　ガアアアアアアッ！」

「はーいわかりましたぁ！　畜生ッ！」

　返答は叫び声と再びのダッシュであった。

　蹴りは効果が薄かった……噛まれた時のことを考えると、パンチはリスクが高い。

　アレがゾンビだとして、唾だ液えきで感染する場合口に当たったら最悪それで詰む。

「……武器だ、武器が必要だ」

　向かってくるオッサンに再び前蹴りをぶち込み、倒す。

　何の回避行動もしなかったところを見ると、頭の程度は動物以下らしい。

　振り返って実家の庭に飛び込み、そこにあるプレハブの倉庫を開けた。

　母親の使う園芸道具、父親の日曜大工道具が見える。

　長い木の棒をひっつかみ、後ろから迫ってきていたオッサンに振り返ると同時に叩き込んだ。

「ゲギャッ!!」

　上手いこと脳天にヒットした。

　オッサンはまた倒れるが、まだ動いている。

　そこからは、単純作業の繰り返しだった。

　立ち上がるオッサン、頭をぶん殴る俺、倒れるオッサン。

　世界一不毛なルーチンワークが始まった。

　……何度繰り返しただろう。

　もはや生前の面影すらなくなったオッサンが、音を立てて庭に倒れこんだ。

　顔面はうっすらとパーツの場所がわかるかな……くらいにグシャグシャになっている。

　奴は一度びくりと痙けい攣れんした後、永遠に動かなくなった。

「っは、はぁっ……」

　どさり、と庭に腰を落とした。

　息が苦しい……両腕も、鉛のように重い。

　木の棒はオッサン由来の血で真っ赤に染まっている。

　元社長の時とは違う、初めての殺意を込めた暴力。

　初めての、殺人……しかも、相手は近所の住人。

　先ほどまで熱をもったように高揚していた精神は急速に冷え、若干の罪悪感を覚えた。

　それよりも、全身の倦けん怠たい感が勝っていた。

　胸ポケットに入れたままだった煙草を取り出すと、震える手で火をつける。

　何度か咳せきこんだが、気を取り直すと胸いっぱいに煙を吸い込み、盛大に吐き出す。

　……染みわたるようなうまさだった。

　後にも先にも、あんなにうまい一服はないだろうと思えるほどの。

「うぁ、あと三本しかねぇ……」

　俺のゾンビ初遭遇一日目は、そうして終わった。
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『ゾンビ』らしきものになった坂下のオッサンを殴り殺してから、おそらく三日。

　俺はひたすら家に引きこもっていた。

　ドアと窓に鍵かぎをかけ、カーテンを閉め、真っ暗になった家の中で布団をかぶって過ごしていた。

　冷蔵庫から取り出した適当な食い物を腹に収めては寝ることの繰り返し。

　テレビを点けることはなかった、音を立てるのがどうしても嫌だった。

　庭で土になりつつあるオッサンが、起き上がって襲いかかってくるようで。

　そうして昼か夜かもわからなくなった家の中で、俺はひたすらにショックを受けていた。

『坂下のオッサンを殺したこと』がショックだったのではない。

『殺したことに若干しか罪悪感を覚えていない』ことがショックだった。

　そりゃあ、あの時は無我夢中だった。

　モタモタしていたら、おそらく今庭に転がっているのは俺の方だったろう。

　それは疑いようがない、あの時、オッサンは完全に正気ではなかった、『ゾンビ』そのものだった。

　だが、だからといって……バケモノだからといって……この手で殴り殺した相手にこんな軽い罪悪感を抱くだけで済んでいいのか。

　レベル的には放置自転車を盗んだくらいだぞ、盗んだことないけど。

　……何なんだ俺は、俺ってこんなに血も涙もない人間だったのだろうか。

　パニック映画のアホ登場人物よりはマシだけど、人としてこれでいいのだろうか。

　完全に悪役側だぞ、この思考回路……しかもクライマックスであっけなく死ぬタイプの悪役だ。

　この三日がいつもそうであったように、再び自己嫌悪のループに落ち込んでいきそうだ。

　……いや……待て、何か、何か大事なことを忘れてはいないか？

「煙草がない……！　ない……！　もう三日も喫ってない！」

　気付いてしまったらもうダメだ、脳内が煙草のこと一色になる。

　さっきまでのオッサンへの後悔など、一瞬で隅に追いやられた。

　……だいたいあのオッサンが善人なら、俺はもっと悩んだのだろう。

　だが実際はどうだ？　毎日毎日無職無職無職と絡んできやがって。

　俺が何を言おうが何をしようが、悪い方へ悪い方へ曲解してまた絡んでくるのだアイツは。

　金に困ってるんだろう？　といきなり言われたことさえある。

「貯金がむっちゃあるから大丈夫ッス」と言ったらすっごい機嫌が悪くなったが。

　……なんか、腹が立ってきた。

　なんで俺が、あんないけ好かない嫌みな中年を気遣わなきゃならんのだ。

　そもそもオッサンはあの状態では自我などなかったのだろう、たぶん、きっと。

　襲いかかってきた野生動物みたいなもんだ。

　なまじ人間の姿をしているから、躊ちゆう躇ちよしただけのことだ。

　むしろ、自我なき哀れなオッサンにケリをつけてやったのだ……他の誰かが犠牲になる前に。

　ふむ、これは……これはむしろ悪役ではなく光属性の主人公ムーブではないのか？

「あああ、もうダメだ……！」

　ここ何年か、こんな長期間煙草を喫わなかったことがなかったせいで思考が滅茶苦茶だ！

　人生の貴重な喫煙時間をあんなオッサンへの懺ざん悔げとも呼べない何かで浪費してしまった！

　ごちゃごちゃ考えていても仕方がない！　自分でもどうかと思うが仕方がないのだ！

　シンプルに考えよう！　そうしよう！

・俺は何がしたい？　→　とにかく今は煙草が喫いたい！
・俺はどうしたい？　→　とりあえずこのまま死にたくない！
・じゃあどうする？　→　生き延びるしかない！
・いつまで？　→　知るか！　飽きるまでだ！


　ヨシ！　瞑めい想そう完了！……フハハ、我ながら見事な答えだ。

　死ぬのはいつでもできる、うちの屋根から飛び降りてもいいし、なんだったらゾンビ共の中にバターでも塗りたくって飛び込んでもいい。

　ゾンビがあのオッサン一人しかいないとは考えにくいし。

　仮にオッサンだけだったら、即警察か自衛隊に取り押さえられるか射殺されておしまいのはずだ。

　今の精神状態では考えられんが、いつか暇になったらもう一回考えてみることにする。

　……一応の方針が決定したことで、ずいぶんと気分がよくなった。

　我ながら呆あきれるが、ゾンビなんてものが出てきたのだ。

　多少正気を逸脱している方が生きやすい、はずだ。

　俺の行動理念は、『飽きるまで生きる！』……他にも色々、やりたいことはあるしな！
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　よし、若干強引にだが気持ちは切り替えたぞ。

　生きると決めたならその先のことを考えねばならない、どうやって生き延びていくのかを、だ。

　……まず、現在の状況を整理しておこう。

　家に引きこもっていた三日の間、近所からあのオッサンのような叫び声は聞こえなかったと思う。

　他に、誰かが帰宅した様子もない。

　つまり、近所の住民は外出先でトラブル……このゾンビ騒動に巻き込まれた可能性が高い。

　坂下のオッサンという実物がいた以上、街にはあんなのがウヨウヨしているのかもしれない。

　三日前は平日だった……老人や、病人以外は学校なり職場なりに行っていたはずだ。

　オッサンは勤務先でそれに遭遇、辛くも生き延びたが感染してしまい……たまたま自宅に帰ったタイミングでゾンビになってしまった、と……こう考えると、しっくりくる。

　まさか、この市の総人口がそっくりそのままゾンビになったとは考えにくい。

　生存者たちは、どこかにまとまって避難でもしていると考えるのが現実的か。

　……で、俺としてはどうするか。

　これは決まっている、今のところ避難所的な所に合流するつもりはない。

　探すのも面倒くさいし、一人の方が気楽だからな、消費する物資の量も少なくて済む。

　……ゾンビ映画あるある、『集団は崩壊する』

　主義思考が異なる雑多な人間が、こんな異常な状態で一つにまとまるはずがない。

　フィクションを引き合いに出すのもどうかと思うが、この現実もいまや半分フィクションみたいなものだからいいだろう……誰に迷惑かけるものでもないのだし。

　さて、とりあえず一度は外に出ないといけない。

　俺の想像が正しいかどうかの確認と、物資調達のためだ。

　家の冷蔵庫に残っていた生鮮食品は食い尽くした……いつまで電気があるかわからないからだ。

　缶詰や保存食はいくらか残っているが、これは緊急用に残しておきたい。

　何より煙草だ！　煙草がないと餓死より先にストレスで死ぬ可能性が、いや自信がある！

　誰にでも大事なものはあるだろう？　家族や友人、恋人やペット。

　俺にとってそれが煙草なだけのことだ、理屈じゃない。

　家族は海外だから心配しても仕方がない、電話もメッセージアプリも不通だし。

　何年も恋人はいないし、ペットも飼っていない……悲しくなんてないぞ。本当に。

　……外出に際し、準備は入念に行おう。

　確定ではないが、もしゾンビへの感染が唾液によるものだとしたら、肌の露出は避けるべきだ。

　そればっかりは試すわけにもいかないから、防御はしっかりしておこう。

　空気感染だとすれば、俺もとっくにゾンビになってるはずなのでそこは考えなくてもいい。

　いや、考えても仕方がない。

　そしてゾンビに遭遇した時用に、ちゃんとした武器が必要だ。

　積極的に戦おうとは思わないが、あって困るものではない。

　オッサンの脳天を叩たたき割った木の棒はヒビが入ってボロボロなのでもう使えない。

　手ごろな大きさで、強度もあって頑丈なものがいい。

「……こんなもん、か」

　家中を引っ搔き回し、やっと準備が終わった。

　俺の装備はこのようになった。

・バイク用のヘルメット（妹が忘れていったもの。ハーフタイプ、ゴーグル付き）
・長なが袖そでのシャツ（釣り用。針が通りにくい素材でできている）
・半はん袖そでベスト（釣り用。ポケットがたくさんあって便利）
・タクティカルグローブ（釣り用。ゴム製のすべり止めが内側にある）
・長ズボン（釣り用。ベストと同じ素材）
・作業用ブーツ（俺の私物。頑丈で鉄板が入っている）
・リュックサック（高校時代に部活で使っていた大き目のもの）


　……ほとんどおやじと自分の釣り用のものを、そのまま流用した。

　ヘルメット以外は普通の釣り人スタイルで落ち着いたぞ、すごいな釣り道具の実用性。

　これなら街が意外と普通だった場合も、警察の職質を回避できそうだ、たぶん。

　……そして、武器は木刀を使うことにした。

　学生時代は剣道部、そして道場で剣術等を学んだ俺がまともに扱える武器といえばこれしかない。

　こいつは、主に素振りに使う大型のものだ。

　刀身の部分が幅広で肉厚な構造……つまりデカくて頑丈に作られている。

　相応に重いのが難点だが、これならゾンビの脳天もいくらか楽に叩き潰つぶせるだろう。

　剣術をやっていた関係上、社会人になってから許可を取って本物の日本刀を購入し所有しているが……正直もったいなくて使いたくない。

　日本刀としてのグレードは下の方だが、安いやつでもゲーム機三台分くらいの値段はしたし。

　ゾンビ共に斬撃が通用するかも未知数だし。

　きれいに首をスパンとできればいいが、咄とつ嗟さにそれができるかどうかもわからん。

　それに、木刀ならまだ何本も予備があるので壊れても落としても未練はない。

　そして、家への出入りは、二階のベランダから脚立を使ってすることに決めた。

　一階は内側から鍵をかけ出入り不可能にし、就寝時の安全を確保することが目的だ。

　坂下のオッサンを見るに、ゾンビは頭があまり良くない。

　だが過信は禁物なので、いずれ内外から板か何かを打ち付けて完全に封鎖しておく必要があるな。

　腕時計を確認する……ちょうどいいことに、時刻は昼前の一一時だ。

　木刀は、とりあえず腰のベルトに刀よろしく差すことにした。

　できれば、使う時が来ないことを祈るばかりである……さて行くぞ、外へ！

　意気揚々と庭へ降り立った俺を迎えたのは、庭で相変わらず死んでいる坂下のオッサンだった。

「……片づけるか」

　盛り下がるなあ。
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「長く苦しい戦いだった……」

　庭に放置されていた坂下のオッサンの死体。

　まだ死んで……死んで？　三日しか経っていないためか、異臭などがなかったのが救いだ。

　探索に向けて引き締めていた気を一いつ旦たん緩めて、死体の処理をした。

　自宅の庭には絶対に置いておきたくないインテリアだし。

　オッサンの両足首を持って運搬し、彼の自宅の庭に安置して土をかけてやった。

　置いた所がいい感じにくぼんでいたために、オッサンはすぐに土に隠れて見えなくなった。

　……とりあえずのところはこれでいいだろう、彼も自宅で眠れて喜んでいるはずだ。

　いつか余裕ができたら、線香の一つでもあげてやろう。

「行こう、行こう」

　気を取り直して探索に出ることにする。

　今回の目的地は、近所にある青白のシマシマが有名なコンビニだ。

　自宅からは、徒歩で一〇分少々……初めての探索なのでこれで十分だろう。

　それに、一刻も早く煙草を喫いたい……正直、食料よりも煙草が欲しい。

　近所の住宅街は見通しが悪いので、遠回りして行くことにした。

　車道は、自宅の裏にある土手の上に位置しているので見通しがいい。

　もしゾンビがいたら、一瞬でわかるだろう。

「う、わぁ……」

　緊張しながら土手を登った俺の目に、ある意味想像通りの光景が飛び込んできた。

　何台もの横転した車、道に転がる人間のパーツらしき肉片、そこら中にある血けつ痕こん。

　鼻を突くガソリン臭や、今までに嗅かいだことのない吐き気を催す生臭さ。

　更には市の中心部方面に、幾筋も見える煙。

　心のどこかで「実は大した騒ぎになっていないんじゃないか」と期待していた心が痛い。

　わざわざ持ってきた財布を使う機会はなさそうだ……

　ため息をつきながら、車道を進む。

　周囲に目を向けながら歩くが、今のところゾンビどころか生きた人間の姿も見えない。

　世界中に俺一人しかいないのではないか？　と思えるほど音がしない。

　この季節にしては場違いなほど着込んだ服が体温を上げ、汗が噴き出るが安全には代えられない。

　道路上の車の陰や車内も確認しながら進んでいく。

　横転した一台の車の中に人影を見つけ、木刀を抜く。

　覗のぞき込んだ車内には、横転のショックからか首が反対を向いた男の死体……ゾンビではなかった。

　……どうやら、事故で死ぬだけではゾンビにならないようだ。

　歩きながら土手から住宅街を見下ろすと、人を見つけた。

　民家の庭、陰になった所に俺に背を向けてうつむいて立っている。

　左腕が欠落し、右肩も大きく抉えぐれている……生きた人間ではなさそうだ。

　中年女性に見える……微かに揺れているが、動く気配はない。

　道に落ちていたこぶし大の石を拾って、その民家の向かいの道に向かって放った。

　ガツン、と石が大きめの音を立てた途端。

「アガァアアアアアアアアアッ！」

　そう叫びながら女は突進していき、暗がりに消えて見えなくなった。

　それと同時に、その暗がりから同じような叫び声がいくつも聞こえてくる。

　下から見えない位置にしゃがみ、息をつく。

　奴らは音に反応するようだ……そして、やはり頭は良くないらしい。

　ゾンビは庭の生け垣を飛び越えるでも迂う回かいするでもなく、無理やり破壊して出ていったからだ。

　坂下のオッサンが特別アホだった、という説はとりあえず否定していいだろう。

　住宅街から死角になる位置を意識しながら歩き続けていくと、目当てのコンビニが見えてきた。

　駐車場には、車が一台……店に半分突っ込んだ形で停まっている。

　その運転席には人影が見える。

　後方から息を殺しながら近付き、観察するとまたもやただの死体だった。

　コンビニ正面のガラスはいくつか割れ、中が丸見えだ。

　照明は点いている……視界に動くものは見えない。死体もだ。

　慎重に、コンビニに足を踏み入れる……なかなかの惨状だ。

　棚はドミノよろしく倒れ、床面に雑誌や食料品が散らばっている。

　壁の食料品の棚は空きが目立つ。

　カウンターに目をやると、粉砕されたレジの後ろに煙草の棚がある。

　俺の喫っている銘柄も確認できたぞ！

　湧き上がる喜びを抑え、床のガラスを踏んで音を出さないようにカウンターの入り口に回り込む。

　──ゾンビがいた！　カウンターの内側に！

　青白のシマシマ制服を着た若い女のゾンビが、同じ制服を着た男の死体にまたがっていた。

　こちらから見える背中は制服が破れ、病的に白い肌と赤黒い肋ろつ骨こつがむき出しになっている。

「……ッ！」

　思わず息を呑のんだ俺の足元で、じゃりっとブーツが音を立てた。

　ガラスの破片を、踏んでしまった!?

　女はこちらにゆっくりと振り向き──

「──っし!!」

　その瞬間、俺は振り向きかけた女に上段から思い切り木刀を振り下ろした。

　たっぷりと体重を乗せた一撃は女の頭頂部に直撃し、ごぎんという衝撃を両手に伝えた。

　……手首が若干痛い、キツく握りすぎた。

　それに、柄には何か巻くべきだったな。

「ァアッ……」

　微かな嗚お咽えつを漏らした女ゾンビはべしゃりと倒れ、そのまま動かなくなった。

　ダメ押しに倒れた女の後頭部をもう一度殴る。

　その下の死体も、一応殴る……ピクリとも動かない。

「ふぅう……」

　息をつき、構えはそのままに緊張を解く。

　木刀には、僅わずかなへこみ以外に目立った損傷はない……やはり、木刀は武器として有能だった。

　それに坂下のオッサンのおかげか、体も思うように動いた……何事も、経験が重要だな。

　感想がこれだけとは人としてダメな気がするが、無視だ無視。

　そのまま煙草を手に取る前に、バックヤードも確認しておく……誰もいない。

　このコンビニにはバイトのほかにあと一人、店長がいるはずなのだが。

　結構な常連だったから、会えば挨あい拶さつくらいはする仲だった。

　逃げたのかな、いい人だったから無事ならいいが。

　ゆっくりと店内を見回す。

　とりあえず、ここには俺のほかに動くものはない。

　素早くリュックサックを下ろすと、物色を開始……まずは何をおいても煙草だ！

　死体と元死体に軽く手を合わせ、またいで棚に向かう。

　お気に入りの銘柄を手に取り、そのまま喫いたい気持ちを我慢して棚から取り出していく。

　全部で八箱ある、一箱はベストのポケットにねじ込む。

　棚の下にストックされていたカートン三箱も取り出し、リュックに入れていく。

　お気に入り第二位の銘柄も、在庫を二カートンほど入れた。

　ついでに、カウンターにあったライターもありったけ頂ちよう戴だいしていくことにする。

　火種は何かと役に立つしな。

　次は食料品だ……むう、サンドイッチや握り飯、弁当の棚は全滅だな。

　俺の前に誰かがかっさらっていったらしいな、考えることは皆同じか。

　つまみコーナーにある缶詰はいくらか無事だ、ありがたい。

　缶詰に真空パックの冷凍食品、菓子パン、カップ麺めん。

　それにクッキーなどの干菓子……目についたものはここらあたりか。

　それらを詰めるだけ詰め込んでパンパンになったリュックを背負う。

　うちは園芸用に井戸水を手押しポンプでくみ上げているから、飲料水は必要ない。

　ありがとう、おふくろ！

　栄養ドリンクとカロリーバーを何種類かベストのポケットに分けて入れていく。

　釣り装備はマジで便利……ありがとう、おやじ！

「撤収！」

　目的のものは確保したのでさっさとコンビニを出て、素早く周囲を確認。

　隣のパチンコ屋の立体駐車場に何人かの……何体かのゾンビを発見した。

　一瞬身構えたが、正面を向けている俺に気付いた様子はなく、ボケッと突っ立っている。

　目はあまり良くないようだな、助かった。

　そのまま行きよりも若干早足で帰宅する……特に何事もなかった。

　日頃の行いがいいおかげだな、うん。

　脚立を立てかけ、ベランダに帰還。

　家に入り、ヘルメットとブーツを脱ぎ、一階に下りた。

　居間にリュックサックを下ろし、ソファに座って胸ポケットから煙草を取り出し火を点ける。

　そしてついに、ゆっくりと三日ぶりの煙草を満喫する。

「ああああ～～～～～……うまい、うますぎ……」

　ズンと来るめまいに似た酩めい酊てい感に身を任せながら、俺はそのままソファに横になった。

　灰がソファに落ちようが知ったことか……今は、この感覚を思う存分楽しみたい。

　まずは煙草を手に入れた、これが悠々自適生活の第一歩だ！
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　初探索で手に入れた煙草を、ソファに寝転がって堪能する。

　ああうまい、たまらない！　たちまち思考がクリアになってくる。

　落ち着いたところで、改めて周辺状況を考えよう。

　俺が住んでいるのは『詩うた谷や市』……人口二〇万人ちょいの、いわゆる地方都市。

　県のほぼ中央に位置し、市の南北が大きな川によって区切られ、北区と南区に分かれている。

　俺の自宅は、南区の最も北寄りにある小規模な住宅街に位置している。

　コンビニに行く時に通った土手の反対側に下りると、河原とちょっとした公園がある。

　電車網はあまり発達しておらず、県庁所在地や南の都市に行く路線しかない。

　市民はもっぱら車かバス、タクシーを利用しているというわけだ。

　家の徒歩圏内には、今日行った青白制服の所を含めてコンビニが四軒ある。

　そしてドラッグストアが一軒と、小規模なスーパーマーケットも。

　……こうして考えると、俺が生きていくだけなら十分な環境だな、都会バンザイ！

　……え？　都会じゃない？　うるせえ電車とバスとタクシーがありゃ都会なんだよ！

　──その時、フッと電気が消えた。

「おわっ!?」

　窓をすべて締め切っているので昼間なのに真っ暗だ。

　あわてて手探りで卓上スタンドのスイッチを入れる……全く反応がない。

「あ～……停電かぁ」

　今日はゾンビと初遭遇してから……四日目。

　発電所に何かあったか、それとも送電線か……どちらにせよ、これで電気は止まった。

　冷蔵庫の生モノを食い尽くしておいて助かった。

　町にも同様のことが起きていれば、生鮮食品や冷凍食品はすぐにダメになっていくだろう。

　ジッポライターに火を点け、仏壇の棚からろうそくを取り出して着火、適当な皿に立てる。

「意外と停電って早いんだな……」

　ろうそくで二本目の煙草に火を点けながらこぼした。

　さらば映像媒体、さらばゲーム機……これからは、薄明かりで本でも読もうか。

　今後の探索では、保存食や缶詰を積極的に見つけていく必要がある。

　公共施設とかには備蓄があるんだろうが、そういう所は生存者の避難所になっているだろう。

　……前も言ったが合流するつもりはない、一人が気楽すぎるのが悪いのだ。

　それに、ああいう所に俺のような見るからに元気な独身男性が参加したらどうなるか？

　絶対に面倒な力仕事や物資探索を『強制』されるだろう。

　自分のためにやるのはいい……だが、見も知らぬ他人のために苦労するのはあまり好きではない。

「若いんだからやれよ」「何事も助け合いだぞ」「若い時の苦労は買ってでもしろって言うだろ？」

　……働いている時に、まあよく言われたもんだ。

　今なんかもっと言われる、死ぬほど言われる、間違いない。

　無職なのに、働くのはごめんだ。

　だから一人が最高なのだ、食料も物資も少なくてすむし、余計な責任を背負いこむこともない。

　病気にでもなって動けなくなったら、そのまま大地に還ってやるわ。

　いくら施設に自家発電機があって、電気に苦労しなくていいとしても嫌なものは………

「　発　電　機　？　」

　……そうか、そういう手があったか！　前にホームセンターで売っているのを見かけたぞ！

　あれがあれば電気が使える！　テレビもゲームも現役に戻れるぞ！

　ホームセンターなら、スマホ用のソーラー充電器みたいなものも売っているはずだ。

　通信機能は不通だが、スタンドアロン式の地図アプリはぜひとも使えるようにしておきたい。

　携帯用ガスコンロはここにあるから、燃料のガスを調達すればこれも使える。

　保存食や災害用物資も、たしか売っていたはずだ。

　おまけに灯油やガソリンも、敷地内のスタンドにある。

　なんてこった、最高じゃないかホームセンターは！

　この状況下では見向きもされない、高級な生活用品だって山ほど残っているハズだ！

　明日が晴れなら早速行ってみよう！

　鳥のマークでおなじみのホームセンターは、市内のいたる所にある。

　比較的自宅に近く、大規模な所は川を渡ってすぐ……だいたい、車で二〇分ってところだったな。

　近所の爺じいさん婆さんの手伝いで買い物代行してたから、そこら辺の土地勘はばっちりだ。

　距離と予想される荷物の多さから、徒歩では厳しいだろうな。

　だが、車ならガレージに二台ある……おやじの普通乗用車と、釣り用の、軽トラックが。
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　希望に胸を膨らませて眠りにつき、ぐっすり一〇時間以上睡眠をとって翌朝六時に起床した。

　今日の天気は、見事な快晴……俺の前途を祝福してくれているようだなあ。

　……いや気のせいだ！　前途有望ならそもそもゾンビは出てこない！　太陽め！　だましたな！

　真空パックのチーズ味チキンとカロリーバーを齧かじり、コップの井戸水で流し込む。

　コンロが使えるようになれば料理の幅も広がるなあ。

　ちなみに庭の手押しポンプからは窓経由でホースを引き、風ふ呂ろ桶おけに直接流し込めるようにした。

　飲み水は別の容器に確保してあるが……これも、余裕があればデカいものを調達しておきたい。

　顔を洗って歯を磨き、前回と同じ服装に着替える。

　リュックを背負って木刀を持ち、準備は整った。

　さあ、出発だ！

　おおっと！　胸ポケットに大事な煙草を忘れるところだった。

　周囲を確認し、ガレージに入る……ガレージと言っても屋根があるだけの簡単なものだが。

　おやじと釣りに行く時に使用していた、丸いライトがキュートな軽トラが頼もしい。

　俺が大学に入るか入らないかって時期に買ったはずだから、たぶん一五年は現役だろう。

　いささか外装はくたびれているが、まだまだ元気に走る。

　ちょっと前に車検は受けたばかりだし、燃料も満タンだ。

　リュックサックを助手席に置き、ベルトを締める。

　音につられてゾンビが寄ってくるかもしれんので、エンジンをかけたら一気に発車する。

　家の裏にある土手を登り、前回のコンビニとは逆方向にハンドルを切った。

　ついてくるゾンビはいない……ウチの周辺にはあんまりいないのかな？

　このまま道なりに行くと、北に渡る大きな橋がある。

　何事もなく到着すればいいが……

「案の定、か」

　やはりというかなんというか、道にはそこかしこに横転した車がある。

　対向車が走ってくるわけでもないので、ぐねぐねと車を避けながら走る。

　運転手は、死ぬかゾンビになったのだろうか。

　道に落ちている肉片的な何かを見なかったことにしながら、カーラジオのスイッチを入れた。

「やっぱラジオも全滅か……お？」

　ザリザリと周波数をいじっていると、何かが聞こえてきた。

『……緊急放送です。これをお聞きの皆様、外出を控え、自宅から離れないでください……』

『屋外は大変危険です。不要不急の外出は控え、救助があるまで自宅での待機をお願いします……』

　それからは、同じ文言の繰り返しだ。

　ふうむ、一応日本全体がしっちゃかめっちゃかになっているわけではないのか？

　まあ、政府のお偉いさん用の核シェルターとかはあるだろうし。

　しかし救助、救助ねえ……どうするんだろ？　自衛隊の護衛付きフェリー的なもので脱出とか？

　どちらにせよ、今すぐにってわけにはいかないだろうしな。

　不要不急の外出禁止なあ、餓死しろってことかな？

　──しかし、俺のこれは有用緊急の外出だから問題ないな！

　橋に向かう道すがら、車道の脇から何体かゾンビが出てきた。

　何事か叫びながら追いすがってきたが、五〇メートルほどするとピタリと動きを止めてしまう。

　諦あきらめが早いねえどうも、ありがたいけれど……昼間とか明るい所では活発に動かないのかな？

　なんかあいつら、暗い所にばっかりいる印象があるな。

　橋に到達した……やはり放置車両が多いな、歩道に何体かゾンビも見える。

　軽トラの小柄な車体ゆえの蛇行運転と、反対車線や歩道をフルに活用して一気に走り抜ける。

「ッゲゥ！」「あっやべっ！」

　横転したワンボックスの陰から出てきた推定男子高校生ゾンビを撥はねてしまった。

　豪快に横スピンしながら、ゾンビは欄干を越えて川に落下。

　うわっ、サイドミラーが割れてしまった……ホームセンターのカー用品コーナーにあるかな？

　ああ違う、男子高校生よ成仏して……成仏してくれ……

　……そして、なんとか橋を抜けた。

　川にかかる橋は全部で五本あるが、いつかはそれぞれの状況を確認しておかねばならないな。

　恐らく、高速道路に通じている一番東の橋は使い物にならんだろうが。

　ぎゅうぎゅうに逃げる車が詰まっていそうだ。

　止まった信号機を右折して国道へ。

　このまま道なりに行けばホームセンターは左側に見えてくる。

　店内にみっちりゾンビの詰まったハンバーガーショップを通り過ぎる……混みすぎだろ。

　こんなことになるなら、もっと食べとけばよかったなあ。

　自宅周辺と違い、コンビニや牛丼屋の店内にもちらほらゾンビが確認できた。

　……北側はゾンビが多いのかな？　人口はそれほど差はないハズだが。

　しばらく走ると、目的のホームセンターが見えてきた。

　店の前にある大きい駐車場には、そこそこ車が停まっている。

　こりゃあ、気を付けて探索する必要があるな……

　そう思いながら車道に一番近く、店からは一番遠い場所に車を停めた。

　エンジンを切り、素早く降車する……見える範囲に、ゾンビはいない。

「よっしゃ、行くか」

　リュックサックをきつく固定してホームセンターに向かって歩き出した。

　不死鳥のマークで全国的に有名なホームセンター『キョーナン』

　その入り口にいる……今のところ周囲に俺以外の生きた人間も、ゾンビもいない。

　やはり北区でも電気は切れているようで、中は薄暗い。

　無理やりヘルメットにガムテープで固定したライトを点けるが、外からでは状況がわからないな。

　自宅周辺で拾った適当な石を、中に向かって思い切り投げ込む。

　石はまっすぐ奥まで飛んでいき、何かに当たって結構な音を立てた。

　耳をすますと、奥からゾンビの騒ぐ声……二……いや三、かな。

　それから様々な方向に石を投げた結果、この店内には少なくとも七、八体前後のゾンビが潜んでいるとわかった……結構多いな。

　いや、店の規模から考えると少ないのかもしれない。

　とりあえず、可能な限り見つからないようにしながら動こう。

　石を投げた方向をおおまかに覚え、音を立てないように店内に侵入した。

　周囲を確認しながら物色する。

　まずは入り口付近の充電器コーナーだ、ここらには音に対する反応がなかった。

　おお、あるある！　大容量のモバイルバッテリーやソーラー充電器！

　急いで、空いているベストのポケットに詰め込んでいく。

　ついでに隣の電池コーナーから各種乾電池もいただく。

　充電式のものは残らず確保だ、家に充電器があるからな。

　反対の通路を見ると、大きなポスターが見えた。

　不死鳥を中途半端に擬人化したキャラクターが『災害用品フェア！』と叫んでいる。

　なんとも、タイムリーな！

　乾パン、水をぶち込めば食えるアルファ米、缶詰、カロリーバーに長期保存パン！

　こいつらは詰め込めるだけリュックに詰め込んでいこ……うッ!?

　──ウッキウキで近付くと、何かに足を掴つかまれた。

　そこには、下半身が欠損した若い店員らしきゾンビ。

「オアアアアアアアアアアアアアアアア！」「うおぉっ!?」

　ヤバイ！　叫ばれたし叫んでしまった！

　店内の暗がりから、一斉に聞こえる奴らの叫び声！

　畜生！　入り口でこれかよっ！

「オラぁッ！」

　腰から引き抜いた木刀で半身ゾンビの脳天をぶん殴ると、手の力が緩んだ！

　もう一回殴り、リュックをかっさらって入り口までダッシュ！

　後ろからダバダバと足音が聞こえる……そのまま入り口を通過して駐車場に出て、振り返る。

　追いかけてくるゾンビは……三体！

　足元にリュックを投げ、息を整えながら一体目を待つ。

　右肩に木刀の峰を乗せ、構え……

「──らッ！」

　飛び込んでくるゾンビを迎え撃つように、足を踏み出しながら振り下ろす。

　狙い通り、そいつの額が大きく陥没するほどの打撃を与えた。

　一体目が倒れ込み、二体目が迫る。

　振り返って、また走る……一〇メートル程走って、振り向いてまた構える。

「おォッ！」

　振り下ろす……が、タイミングが早かった！　頭じゃなくて鼻に当たった！

　二体目の鼻を砕いた木刀を無理やり反転させ、下段から顎あごを撥ね上げる。

　三体目も、すぐそこだ。

「──ッのォ！」

　ふらつく二体目を蹴けり飛ばすと、三体目を巻き込んで倒れた。

　すかさず距離を詰め、倒れたゾンビ二体の頭をぶん殴る。

　奴らは、直視したくない何かを地面にばら撒まいて静かになった。

　止めていた息を吐き、回復に努めながら周囲を見渡す……動くものは、なし。

　一時はどうなるかと思ったが、このやり方が通用してよかった。

　人呼んで、『幕末の志士戦法』

　とにかく逃げ、追いついてきた奴から一人ずつ処理をしていくってやつだ。

　学生時代に大いにハマった漫画から拝借した……ありがとう、人斬りの人。

　しかし、疲れるなあ、これ。

　それから入り口に戻り、この戦法を駆使して残りのゾンビを釣り出して処理していった。

　疲れたら駐車場の車の屋根に飛び乗って休憩。

　ちょっと車高がある車なら、奴らは登ってこれないみたいだ。

　ゾンビが頭までゾンビで助かったでござるな、死ぬほど疲れたけど。

「……ふひぃ」

　家から持ってきた井戸水を飲み、煙草に火を点け一服。

　目の前には駐車場に転がるゾンビたち……全部で九体もいやがった。

　いや、最初の半身野郎みたいなのがまだいる可能性もあるから安心はできないが。

　まあ移動能力は低いし、慌てず頭を潰つぶせばいいだけの話である。

　ここ何日かですっかりたくましくなった頭でそう考えつつ、再度侵入する。

　……まずは、ライトの確保だな。

　懐中電灯コーナーで高性能のヘルメットマウントライトを手に入れたので、早速装着。

　おお、明るい、文明の光だ！　これで隅々まで見渡せるぞ！

　うわぁ……床が散らばった血や人間のパーツですっごいグロい……見なきゃよかった。

　保存食やガスコンロのガスなどの細々したものをリュックに詰め込み、いったん車に戻る。

　リュックの中身を荷台に開けて、再度ホームセンターへ。

　何往復か繰り返した結果、食料品をかなり手に入れた。

　最後は入り口に置いてある台車を押しながら、店内で今回の探索一番の大物、発電機を探す。

　しかし、ここは驚くほど手つかずだな。

　ゾンビがいっぱいいたので、見逃されていたのかもしれない。

　となると、俺がゾンビを全滅させたことに他の誰かが気付くと危ないな。

　次に来た時に無くなっていることも考えて、今日は軽トラ満載に物資を持って帰ろう。

　発電機は軽油で動くものを選んだ。

　軽量で音が小さいと値札に書いてあったのが決め手だ……当たり前だが電気式は論外。

　無事に確保できたので、その他に役に立ちそうなものを物色する。

　軽油用ポリ缶、各種電気ケーブル、手ごろな大きさの鉄パイプ、特に必要じゃないクッション。

　家の一階部分に打ち付ける板も欲しいが、これは早々なくなるもんでもないから後日にする。

　園芸コーナーで野菜の種を見つける……栄養が偏らないためにも野菜は必要だ。

　電気が死んでいる今、スーパーの野菜は食えないだろうし。

　試しに庭にあるおふくろの園芸スペースに蒔まいてみよう。

　ダメだったら郊外の畑に行って引っこ抜いてくればいいだけの話だ……蛮族みたいな考え方だな。

　カー用品コーナーで適当なサイドミラーを見つけたので、これも持っていく。

　おっと、小さいカーナビがあるじゃないか！　軽トラには付いてないから、これも拝借っと。

「よし、今回の探索はこんなもんか」

　発電機もあったし、保存食その他も大量に手に入った……ちょっといいクッションとかもな！

　足りないものや気付いたものなんかは、後日取りにこよう。

　重くなった台車を押しながらウキウキで駐車場へ帰還した。
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　周囲を確認しながら、台車を押して軽トラへ急ぐ。

　駐車場の一番奥、道に出やすい所に停めたからわかりやすい。

　色々疲れたから、とっとと帰宅して休みたいなあ。

「あれ……なんか、車増えてないか？」

　俺の軽トラの斜め前に、白いバンが停まっている。

　誘拐犯が乗ってそうなワンボックス（偏見その一）……ここへ来た時はなかった車だ。

　四方に一台も車がない所をわざわざ選んで停めたから間違いない。

　ゾンビが運転するわけないから、あれは生存者のものだ。

　ここからでは、車内にいるかどうかわからない……いつでも使えるように木刀を抜いた。

　そのままぐるりと駐車場を大回りして、見晴らしのいい方向から軽トラに近付いていく。

　バンの窓にはスモークが貼られ、内部を見ることが難しくなっているようだ。

　視界の隅にバンを収めながら、軽トラの横に台車を停めて荷台に物資を移していく。

　大漁大漁っと、やはりホームセンターは素晴らしいな。

　──その時、バンのドアが開いたので素早く体をそちらに向ける。

　三人の男が出てきた。

　一人は四〇代くらいだろうか、坊主頭に浅黒い肌のがっしりした男だ。

　残る二人は二〇代になるかならないか……といったところか。

　二人とも乱雑に伸ばした髪はくすんだ金髪で、いくつもピアスを開けている。

　喧けん嘩か大好き！　喧嘩上等！　って感じだ（偏見その二）

「よぉ、大漁だなぁ兄さん」

　坊主頭が笑いながら話しかけてくる。

　二人の金髪はこちらを睨にらみつけてくるが、何も言わない……後輩教育がなってないぞ、先輩。

「いやぁ……中が手つかずだったんで、なんでもありすぎて困っちゃいましたよぉ」

　こちらも愛想笑いを浮かべながら返す……社会人の必ひつ須すテクだ。

「そいつぁいいや！　中にあのバケモノ連中はいたかい？」

　坊主頭は、探るように聞いてきた。

「あっちこっちで死んでますけど、動く奴はいなかったですよ？」

　正直に答えてやる……どうせ一〇人や二〇人で消費できるような量ではない。

　余計な軋あつ轢れきは、避けて通るが吉だ。

「いいねえいいねえ！　ありがとうよ兄さん！　よしタケ、リキ！　聞いたな、行くぞ！」

「ウス！」「……ッス」

　坊主頭は振り返って金髪たちに声をかけ、バンに戻っていく。

　荷物でも取りに行ったのだろう……意外と話のわかる男だったな。

　まあ目の前のホームセンターがよりどりみどり状態なのだ、わざわざ少ない物資を奪い合うほど馬鹿ではなかったということか。

「おいオッサン」

　返事に覇気のなかった方の金髪君が話しかけてきた……タケとリキ、どっちだろう。

「……何かな？」

　張り付いたウソ笑顔のまま答える。

「その発電機、くれよ」

　今まさに荷台に積んだものに、顎をしゃくる……馬鹿がいたわここに！　目の前に！

　止めないところを見ると、威勢のいい方の金髪君も同じ考えだろう。

「いやいや……まだ中にいっぱいあるよ？　これなんか小さいやつだしさぁ……」

「知るかよ、そいつが欲しいんだよ」「頼むよぉオジサン、怪我したくないっしょ？」

　二人してニヤニヤしながら、同時にそう言い放ってくる。

　おやあ……とても傍若無人でいらっしゃるな、この人間によく似た猿たちは。

　……こんな、推定一回りも下の、ろくに躾しつけもされてないだろう生き物に舐なめられるのは腹が立つ。

　営業モードはもう終了だ……平時ならともかく、この状況でこんな奴らに遠慮する必要はない。

　そもそも、俺が必死で集めた物資だぞ。

　目の前のクズ共にくれてやるくらいなら、ここでガソリンかけて燃やした方がなんぼかマシだ。

「──ふざけんなよ」

　今まで殴ったゾンビ由来の何かがしみ込んで赤黒くなった木刀を、見せつけるようにゆっくりと上段まで持っていき……そのまま、肩に乗せて構えた。

　俺の木刀が何故そんな色になったか、頭ゾンビ級の馬鹿でもそれくらいはわかったらしい。

　目に見えて、二人はうろたえた。

　ビジュアル的にもこの木刀はデカいし、迫力もあるしな。

「……笑わせんじゃねえぞ。それ以上寄ったら、その軽い頭ァかち割ってぶち転がすぞ、虫けらァ！」

　恐らく頭を潰す必要があるゾンビと違って、普通の人間ならどこをぶん殴ってもダメージは通る。

　若かろうが何だろうが、こんなの二匹だったらゾンビ九体よりマシだ。

　明確に悪意を向けてくる分、ゾンビより殴ることに抵抗はない……楽な相手だ、笑えてくるな。

　そのまま睨みつけつつ、いつでも殴りかかれるように無駄な力を抜く。

　……頭をやると言ったな、あれは嘘だ。

　手首か肩を、砕いてやる……せいぜい、のたうち回って反省するがいいさ。

「な、なんだよ、じょ、冗談だよ」「空気、よ、読めって」

　奴らは明らかに腰が引けているが油断はしない、無言で睨みつけてやる。

　しかし言葉遣いもクソだなこいつら……イイ感じに頭をしばいたら直るかもしれん。

「まともな言葉も喋しやべれねえのか、この──」

「──おい！　タケ、リキ！　何やってんだてめえら！」

　バンからデカいリュックを持って出てきた坊主頭が、慌ててこちらに走り寄ってくる。

　渾こん身しんの脅し文句がカットされて、ちょっとかなしい。

「せん、先輩！　このオッサンが急に……」

「──このクソガキがさ、発電機よこせって言ってきたもんでね……ツッコミをくれてやろうかと」

　ほざきかけた金髪の言葉を遮って言う……構えはそのままだ、坊主頭が味方とは限らないしな。

「こんの、馬鹿野郎！」

　それを聞いた瞬間、坊主頭が顔を真っ赤にして金髪二匹の頭に拳げん骨こつを入れる。

　……体重の乗ったいい殴り方だ、衝撃が逃げないからありゃあ痛いぞ。

　二匹はなすすべもなく、うずくまって悶もん絶ぜつしている。

「兄さん申し訳ねえ！　うちの若いのが迷惑かけたみたいでよ……」

「いやいや、実害はないんで気にしないでください」

　頭を下げてきた坊主頭に、にこやかに返す。

　だが、構えは解かない……こいつらが、背を向けるまで油断する気はない。

「勘弁してくれて助かったよ兄さん……オラてめえら！　いつまで痛がってんだ、行くぞ！」

　それを察したのか、坊主頭は二匹のケツに蹴けりを入れて無理やり立たせる。

　これも、しなりが効いたいい蹴りだ。

　何か格闘技やってるなこの人、打撃系……たぶん空手かな？　それも、実戦派だろう。

「せ、先輩痛いっすよ……！」「立ちます、立ちますから……！」

「アァ!?　寝ぼけてんじゃねえぞ！　だったらとっとと歩けや！」

　泣き言をこぼしつつ、二匹は歩き出した。

　坊主頭は、それを追い立てるように怒鳴りながらついていく。

　息を吐いて、木刀を下ろす。

「すまなかった兄さん！　俺ぁ木島組の石川ってんだ！　今度近くまで来たら寄ってくれ！」

「ご丁寧にどうも！　私はこの辺に住んでる木下ってもんです、お気になさらず！」

　だいぶ離れた所で、坊主頭……石川さんが言ってきた。

　気が荒いけど悪い人じゃなさそうなので、俺も名乗り返す……偽名だけどな！

　石川さんはともかく、あの二匹に個人情報を開示する気はない。

　三人がホームセンターに入るのを見届けると、残った荷物を荷台に詰め込んだ。

　……さあ、帰ろう。

　ゾンビより、生きた人間の相手の方が疲れるなあ……

　俺は煙草に火を点け、おもむろにエンジンをかけた。

　さっき回収した高級ビーズクッション……さっそく俺を癒してくれよ！
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　ホームセンターでの戦闘、その後の（アホ含む）生存者との初遭遇。

　心身から疲れ果てた俺は、帰宅するなり荷ほどきもせずに乾パンを齧かじって眠りについた。

　今は、深夜三時……いかん、生活リズムが狂ってしまう。

　明日、いやもう今日は出かけずにゆっくり過ごした方がいいな。

　真っ暗な室内でぼんやりそう考えていた時だった。

「ァァァァァァァ……！」

　窓の外から微かにゾンビの声らしきものが聞こえてきた。

　布団を撥はねのけると急いで二階に上がり、窓越しに声が聞こえた土手の方を見る。

　街灯と、闇に慣れた目のおかげでなんとかゾンビを視認することができた。

「むっちゃ動いてるじゃん……」

　複数のゾンビが行進している。

　どこへ行くか知らないが、人間を見つけたわけではなさそう……いや！

「誰かを、追ってる……？」

　ゾンビ共より先、一瞬街灯の下に見えた！

　明らかにゾンビよりも『人間っぽい』動きで逃げる人影！

　動きが速いのでよくわからんが、若い人間……なのか？

　その人影は、慌てた風でもなく一定のペースで走り続けている……かなり冷静な人物のようだ。

「ま、あの様子なら俺が気にするようなことでも……えっ」

　が、その人影の逃げる方向にもゾンビが見えた……しかも、結構な団体さんで。

　おいおい、あそこの位置からだと逃げる方向は……こっちじゃん!!

「ガアアアッ！」「ウルウウウ！」「ガギャアアアッ！」

　前方のゾンビ群に気付いたのか、人影はやはり土手を道に沿って逃げることにしたようだ。

　その後ろを、前後で合流したゾンビが追っていく……こっちに来ちまったかあ、どうしよ。

　このままだと、あの人影はともかくとしてご近所中がゾンビまみれになっちまう……！

　それは避けたい、というか……駆除しておきたい！

　今なら、こちらへ誘引すればゾンビを見える範囲で駆除できる！

　追われている奴がどうなるかはぶっちゃけどうでもいい、昨日のホームセンターの件もあるし。

　だが、俺の生活環境のあちこちにゾンビを放し飼いにするのはノーだ！

　……柄じゃないが仕方ない、やるか。

「──そこの人ッ！　こっちに逃げてこい！　この家の表側に回れ！」

　見ず知らずの人間に自宅を把握されるのはすこぶる嫌だが……！　ええい、もう知らん！

　もしヤバい奴だったら、最悪ぶん殴って追い払えばいいや！　我ながら蛮族思考だが仕方ない！

　俺の声が聞こえたのか、土手を駆け下りた人影がこちらを向く。

　遠くてわかりにくいが、帽子かなんかかぶってるっぽいな……男か女かもわからん。

　だが、明らかに速度を上げるのが見えた。

　急いで自室に取って返し、二本の木刀を拾ってベストを羽織り、ヘルメットを装着。

　そのままベランダに向かい、木刀が壊れた時用の包丁をベルトに挟み……庭に下りる。

　うあ、ゾンビの声が近くなってきた！

「グルウウウア！」「ガアアアアッ！」「ガアアアアアアッ！」

　うるせえよギャンギャン吠ほえやがって！　他からもゾンビが寄って来るだろうが！

　門に登ってライトを点灯させると、ちょうど角を曲がって人影がこちらに来るところだった。

　結構な距離を走っていると思うが、パニックになった様子はない。

「こっちだ！　門柱に登れ！」「──ありがとう、ございますっ！」

　おや、随分声が高い……ひょっとして女性か？　まあ、男女はどうでもいいが。

　切羽詰まった状況でありがとうが言える人だ、これはいい人かもしれん！　たぶん！

　その人は、速度を上げてあっという間に門前に来た。

　そして、止まることなくジャンプして門柱に手をかけ、反動を使ってひらりと飛び乗った。

　うお、すっげえ身体能力……やっべえ、これ悪い奴だったらかなり手こずりそうだぞ、オイ。

「グルガアアアアアアアッ！」「ギャシャアアアアアッ！」「アガガガガガガッ！」

　遅れることしばし、ゾンビ団体さんのお着きだ。

　うーむ……ゾンビは夜行性なのか……？　動きも昼間より速い感じがするし。

　というか、明るい時に受動的に、暗い時に能動的に動く感じなのかな？

　ふむ、そう考えると探索は昼間、それも晴れの日に行った方がよさそうだ。

「あの、ありがとう、ございます」

　少し考え事をしていると、逃げてきた人が息を整えてお礼をしてきた。

「……いや、気にしないで。近所中にゾンビが散るより、ここの方がいいと思っただけですよ」

　──ライトに照らされたのは、意志の強そうな目をした……キリッとした綺き麗れいな女性だった。

　なんかこう、学生時代はバレー部とかが似合いそうで、歌劇団の男役っぽい……俺より年下、たぶん二〇代前半、くらい？　ううむ、女性の年齢はよくわからんなあ。

「申し訳ありません……バイクがあるのですが、土手の反対側に停めてしまっていて」

「なるほど、それは災難ですね」

　こんな夜に、探索？　妙だな……が！　俺には何の関係もないし首を突っ込む気も、ない！

「ギャアアアアアアアアアアアッ！」「グルオオオオオオッ！」

「おっと、こちらへ！」

　ゾンビが殺到してくる前に、女性を促して庭へ飛び降りた。

　相変わらずギャアギャアうるさいが、体当たりするばかりで門を開ける知能はやはりないらしい。

　その間に、音を立てないように庭の中央へ撤退。

　が、女性は走り続けて足が疲れていたのか……着地の際によろけて倒れそうになってしまった。

　慌てて腕を支えようとしたら……バランスを崩して二人して庭に倒れ込んでしまう！

　や、柔らか……じゃ、ない!?　いい匂いもする！　ああっ、違う違う！

　お、俺はなんてことを……！　訴えないでください!!

「（ご、ご迷惑を……）」「（い、いえいえ、こ……これくらいは別に！　それに、申し訳ない！）」

　女性は謝ってくるが、こっちこそ本当に申し訳ない!!　慌てて体を離す！

「（じゃ、じゃあ今ゾンビ共はここに殺到してるんで……裏口から土手に逃げてくださいよ）」

　話の通じる人だが、流石に初対面の異性を泊めるのはちょいと抵抗がある。

　泊めてくれと言われる前に逃がす方がいいだろう……この人、かなり身体能力高いっぽいし。

　不可抗力とはいえセクハラしちゃったし……気まずい!!

「（あなたは、どうするんです？）」

　心配そうに聞いてくるが、俺は……

「（……いやなに、自宅周辺のゴミ掃除ですよ）」

　木刀を担ぎ、できるだけ頼もしそうに微笑んだ。

　　　　[image: ]

「──ぬう、あっ！」「ゲグ!?」

　振り下ろした木刀が、オッサンゾンビの額に叩たたき込まれた。

　手に、骨の折れる感触が響いて奴の目が飛び出す！　頭ず蓋がい骨こつ、いただき！

　反対方向……坂下家の塀との境目から飛び降り、自宅前にいるゾンビの背後から襲い掛かった。

　やはり昼のゾンビと違い、明らかに反応が早く……二体の後頭部を砕いたところで残りに気付かれた。

　今は、三体目を成仏させたところだ。
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「アギャアアアオゴッ!?」「──るっせえ！」

　吠えるゾンビの口に木刀を突き入れる。

　バキバキと歯が折れ、喉のど奥から骨の折れる感触がした。

「るぅあっ！」

　そいつの腹に蹴りをぶち込み、後方のゾンビを巻き込んで引き離す。

　これで四体が成仏……残りはひいふう……五体か！　ちょいと多いな！

　だがまあ、この周辺は丁度いい塀ばっかりだ！　いくらでも避難場所はある！

　コソコソ逃げ回りながら可及的速やかに駆除してくれるわ！

「ふう、う……」

　後方に跳び下がりつつ、木刀を下段に構えて新手に備える。

「ガアアアアアアッ！」

　新手が二体、横並びになって走ってきた。

　同時に来るなよ！　仲良しかお前ら！　……仕方ない、ぶっつけ本番だが『アレ』やるか！

「っしぃい──！」

　ゾンビの横へ走りつつ、体を回して膝ひざを折る。

　しゃがむ勢いと、横回転の勢いが木刀を加速させる。

「──っしゃあっ！」

　唸うなりを上げる木刀が、迫るゾンビの足首に食い込んでへし折った。

　ゾンビは、呻うめきながら地面に倒れ込む。

　これぞ、南な雲ぐも流剣術『草くさ薙なぎ』

　俺が通っていた道場で習った、剣術の技だ。

　ちょいちょい稽けい古こはしていたが、実戦？　で使うのは初めてだ。

「──っせい！」

　倒れたゾンビの脳天に木刀を振り下ろし、ついでに倒れた隣のゾンビも同じように成仏させる。

　昼間よりはアグレッシブだが、夜のゾンビも弱点までは変わっていないようで助かった。

　……しかし、しんどい。

　これほどの連戦は初めてだ、頑張れ俺の心肺機能！

　再び後方に跳んで次に備え──ん？　あと三体が、何故来ない？

「おおい!?　ちょっとォ、何してんすか!?」

　なんと、先程の女性が門前でゾンビと戦っていた。

　逃げてって言ったのに！　そんな気を回さなくってもいいんだが!?

　ここで死なれたら寝覚めが悪い──

「──っふ！」

　俺に背中を見せていたゾンビの後頭部から、勢いよくナイフの刃が飛び出した。

「──っは！」

　かと思えば、そいつは腹を蹴けり飛ばされて倒れ込む。

　こちらを向いたゾンビの片目は潰つぶれていた……あの人、ただものじゃない。

　恐らくあのナイフでゾンビの目を突いて、頭部を貫通させたんだろう……強い。

「──っし！」

　女性がもう一体のゾンビの喉を、逆手に持ったナイフを鋭く振って切り裂いた。

　アクション映画に出てくるような、とても厳つい大型ナイフである。

　ゾンビの喉は豪快に裂けた、というか半分以上首が切れた。

　アレ、骨までいってんな……って！　不味い！

　女性の後ろにゾンビがいる！　顔面に刺し傷があるが、脳まで届いていなかったのか!?

　彼女は気付いていない！

「──横に跳んで、避けろォ！」

　ベルトに挟んだ包丁を取り、前方に放る。

　回転しながら落ちてくる包丁の柄を、ブーツで蹴り飛ばした。

　包丁は真っ直ぐ飛んでいき、勢いよくゾンビの顔面に根元まで埋まった。

　南雲流剣術、奥伝ノ一『飛ひ燕えん』……名前だけは格好いい、俺がなんとか使える技だ。

　どう、と倒れ込むゾンビの横で、避けた女性が目を丸くしていた。

　……上手くいってよかった、本当に。

　間違えてこの人に刺さってたら、間抜けじゃ済まない。

「……あの、ありがとうございます」

「いえ、こちらこそ。庭にいてくださったらよかったのに」

　またも頭を下げてくる女性に、苦笑いで返す。

　……この人、俺が助けなくても絶対なんとかなったと思うけど。
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「何度もありがとうございました。あの……申し訳ありませんが急ぎますので、これで」

　ゾンビ共の死体？　を近所の空き地まで運んだ後、律儀に手伝ってくれた女性が頭を下げてきた。

　いや……これも手伝わなくてもいいのに。

「いえいえ、まだ夜も遅いのでお気を付けて」

　が、俺からは何も聞くことはない……どうせ二度と会わないだろうし。

「はい……あなたも、お気を付けて」

　女性は、少し笑うと帽子を深く被り直し、身を翻した。

　ふう、変な時間に起きたら面白い人に会ってしまった。

「──あのっ！」

　家に戻ろうとしていると、立ち去りかけた女性が声をかけてきた。

「私は神かん崎ざきと言います！　ありがとうございました！」

　あー……名乗られてしまった……ならば、仕方あるまい。

「田中野です！　そちらもお気を付けて、神崎さん！」

　言い返し、手を振った。

　そう、この珍しいんだか珍しくないんだかわからないのが俺の苗字だ。

　彼女は俺に小さく笑いかけると、深々と頭を下げて去って行った。

　いい人だな……もう会うことはないと思うけど、元気でいてほしい。
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　そんな邂かい逅こうがあった翌日、というか当日だな。

　ひと眠りしたらちょうど夜が明けたので、朝食を食べて本日の作業に取り掛かる。

　まずは、昨日調達してきた発電機を試す……設置場所はもちろん家の外にする。

　静音を売り物にしてたが、夜なんかは音が響くし大丈夫だろうか。

　昨日の帰りにガソスタで調達しておいた軽油を入れ、始動させる。

　発電機があるのか昨日は機械が問題なく動いていたが、今後はわからないな。

　手回しでガソリンをくみ上げられる機械があると聞いたことがある、今度探してみようか。

「おっと、エンジンオイルも一緒に入れないとダメなんだったな」

　チョークを引いて始動キーを回すと、ブルンと音を立てて発電機が動き出した。

　……ふーむ、静音仕様というだけあってそんなにうるさくはない。

　夜に動かしても問題ないかな？

　……いや、油断は禁物、防音壁みたいなもので覆えばより安全なはずだ。

　今度またホームセンターに行って探してみるとして……とりあえずは昼間だけ動かすことにする。

　昨日大量に仕入れたバッテリーを片っ端から充電して、夜はそれを使おう。

　冷蔵庫やテレビなんかは、その結果を見て使うか考えるか。

　あっ、映像を見るだけならポータブルプレイヤーという手もあったな……。

　……電気屋の探索も視野に入れておこう。

　ソーラー式バッテリーはどこまで使えるかわからないので、日当たりのいい所に放置。

　充電できていたらラッキー、くらいの気持ちでいよう。

　とにかく、これで最低限の電力は確保できたぞ。

　次は食料の確認。

　災害用品フェアのおかげで、長期保存可能な食料がかなり手に入った。

　目測でざっと見積もっても二、三ヵ月分の備蓄ができたと思う。

　アルファ米なんかはレトルトカレーのパックみたいな形なので、大量に持ち出せたしな。

　災害用だけあって、他の食品もみんな賞味期限が長い。

　ガスコンロがあるので即席めんや乾燥パスタも食えるようになった……うーん、夢が膨らむ。

　……ただ、毎日食うと飽きるし、栄養失調になりそうなのがネックだ。

　つまり生鮮食品をどうするか、それが当面の問題だな。

　牛や豚、鶏なんかは牧場にはいるだろうが、餌がもらえなければ遠からず餓死するだろう。

　鶏はともかく牛なんか捌さばくのも大変だしできる気もしない、なにより面倒なのでやりたくない。

　まあ、大豆は畑の肉って言われるらしいし代用できるかな？　昨日種を回収しておいてよかった。

　そうなると、俺が手っ取り早く手に入れられそうな生鮮食品は魚しか思いつかない。

　川魚は何が食えるかいまいちわからないし、うまいものが少ないので今はパスだ。

　俺もおやじももっぱら海釣りばっかりやってたから、狙うなら海だな。

　魚以外にも海藻やら貝やら、海には食えるものはいっぱいある。

　わが県の西側は、海に接している……距離は車で一時間半ほど。

　生餌は早々に全滅するだろうから、ルアーを使うしかないなあ。

　いくつかあったはずだが、念のためにどこかの釣具屋で予備を見つけておきたい。

　幸いおやじは釣り好きだったので、竿さおやリールその他の道具は潤沢にある。

　今すぐというわけじゃないが、海まで行くことも考えておこう。
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　一息ついたので、昼飯にする。

　ガスコンロを使ってラーメンを作ることにした。

　家にあるものの中で、一番賞味期限が短かったからだ。

　腹ペコなので二袋一気に茹ゆでる。……この麺めんだけ茹でてる時の匂いってなんか好きなんだよなあ。

　完成したので、鍋なべから直接食う。

　具は一切ない……ハムって長持ちするんだっけ？　まあいいや。

「うほお！　うまい、最高！」

　やっぱり日本人は醤しよう油ゆ味だよなあ、一気に食ってしまった。

　しかし、長期保存できる食い物や、保存食の作り方なんかはしっかり知っておく必要がある。

　あやふやな知識で作って食中毒にでもなったら、孤独死確定だ。

　このゾンビ騒動がいつまで続くかわからないが、備えは必要だろう。

　本屋の探索も考えないとな。

　うーん、行く所が増えてきた。

　ゾンビのおかげで毎日が充実してるぞ！　……この考え方は危険な気がする。

　少なくとも、危険だと思える自意識を大事にしておこう、そうしよう。

　昼飯を食って少し休憩したら庭に出る。

　母親が丹誠込めて育ててきた花やなんかを、片っ端からひっこ抜いていく。

　ごめんねおふくろ、かわいい息子の食料のためだから許してくれ。

　お花で心は豊かになるが、食わねば体が貧しくなるのだ。

「あっつぅ……」

　急にゾンビが来た時のことを考えて探索用の服を着ているので、暑くてしょうがない。

　汗をかきながら作業を続ける。

　庭の一角が綺き麗れいに坊主になったので、母親の使っていた小さい鍬くわみたいなもので耕していく。

　イイ感じに土がむき出しになったので、適当に形を整えて畑のような状態にでっち上げた。

　今回蒔まくのはミニトマトと小さいレタス、あと台所の片隅で芽を出していたジャガイモだ。

　種のパッケージの裏面の説明文を読みながら蒔いていく。

　ジャガイモはそのまま豪快に埋める……いいのかな、これで。

　しっかし、レタスって収穫まで二カ月もかかるのかよ。

　ミニトマトは苗からだと五〇日前後……比べると短く感じるな。

　命を育てるのは刈り取るよりも大変なんだなあ、当然ながら。

　肥料などに不安が残るが、花がすくすく育ってたんだからまあ大丈夫だろう。

　ちなみに花は、土にザクザクと混ぜ込んで簡易肥料のようなものにした。

　ないよりはマシなんじゃないかな、たぶん、おそらく、きっと。

　……本屋に行ったら家庭農園系の本も探そう。

　そして、汗だくの体で帰宅して体を濡ぬれタオルで拭ふいて一息。

　風ふ呂ろに入りたいなあ……井戸のおかげで水はあるし、沸かしたお湯で体を拭けるだけましか。

　夏は水みず風ぶ呂ろでいいけど、冬はどうすりゃいいんだ？

　デカい鍋に湯を沸かして風呂に入れればいいのかな。

　うーん、少し便利になるとどんどん欲が出てくる……人間って複雑だなあ。

　とまあ、そんなことをビーズクッションに埋まりながら考えている。

　いやあ……これ回収してよかったわ、無茶苦茶気持ちいい！


[image: ]

　今日は本屋にやってきた。

　自宅から車で三〇分の所にある、レンタルビデオ店と合体したそこそこ大きい店舗だ。

　目的は野菜の栽培や、保存食などの本を探すこと。

　ついでに余裕があれば、気になっていた漫画の単行本もいただいておこう。

　……一昨日のホームセンターでのアレとかが響いて寝坊してしまった。

　まあ今回はここの探索だけなので問題はないだろう。

　駐車場の端に軽トラを停め、様子を窺うかがう。

　他に何台か車があるが、車内に人影はない。

　ここの本屋は前面がガラス張りなので、中がよく見える……うーん……見える範囲にはいないな。

　中まで明るい店だからゾンビはいないのかな？

　車から降り、いつものように木刀を左腰に……いや、右腰にマウントする。

　前のホームセンターの一件から考えを改め、今日からは左腰に日本刀を差すことにした。

　ああいう連中には目に見える威嚇が必要だと痛感したからな……見た目でビビらせるしかない。

　木刀ではいまいちパンチに欠けたため、あの金髪猿二匹はあそこまで脅す必要があったのだ。

　まあ、かかってきたら骨の二、三本はへし折ってやるつもりだったが。

　だが、日本刀なら？

　見た瞬間に明らかにヤバい奴だとわかるだろう、まともな人間なら絶対に近付かない。

　余計な労力を使わずに、無用な争いを回避できるというわけだ……そうだと、いいなあ。

　ちなみに日本刀だが、俺が三振り所有しているうちの一番の安物を使うことにした。

　それでも結構な値段だが、背に腹は代えられまい。

　居合の所作が練習しやすい、二尺という短めなやつだ。

　この日本刀は威嚇並びに対人用に使うことになるだろう。

　掃除や手入れが凄すさまじく面倒なので、ゾンビは斬りたくない。

　できれば人間も斬りたくないので、アホ共には自重してほしいものである。

　さすがに木刀と日本刀を差した場合、重さでズボンが下がってしまうため、ベルトに加えておやじのサスペンダーも使っている。

　……余ってるベルトでガンベルト的なものを作ろうかな……背負うと咄とつ嗟さに抜けないからなあ。

　さて、そんなこんなで何事もなく本屋に侵入成功。

　えーと、栽培とか食物関係はどこの棚だろうな。

　この本屋には、漫画を買いに来たことしかないからなあ。

『読めばわかる！　骨法の秘技！』

　……まったく予定になかったが超気になるのでこれは持っていこう。

　骨法は手を出してなかったしな……お、あったあった。

『お手軽家庭菜園のススメ』

　パラパラとめくって内容を確認……写真付きで、大変わかりやすい。

　今回植えた野菜についての項目もあったし、これに決まりだ。

　次は保存食関係の書物だな。

　むーん……災害系の場所の方がいいのがあるかも……あった！

『危機に備えよう！　おいしい保存食！』

　ふむふむ、保存食のおいしい調理法や、燻くん製せいや塩漬けの作り方なんかが載っている。

　長期保存がきく食べ物の種類とかもあるな。

　へー、ハチミツってそんなに長持ちするのか……よし、これにしよっと。
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　目当てのものを手に入れたので、さっさと帰ろう……空が少し、曇り始めてきた。

　そろそろ梅雨の季節だし、こうやって伸び伸びと探索できる日も少なくなってきそうだ。

「──だっ、だれかっ！　たすっ、助けてぇ！」

　車に乗ってエンジンをかけようとしているまさにその時、悲痛な叫び声が聞こえてきた。

　本屋の隣にある、スーパーの方角からだ……どうしよう。

　正直、助ける義理はない……赤の他人を、命を危険にさらして助けるのはリスクが高い。

「──誰かあっ！　誰かいませんかァ!?」

　……だがなあ……声、聞いちゃったしなあ、しかも若い女の子っぽいしなあ。

　他人の命は背負いたくないから、一人でやっていこうと決めた。

　だけどここで見捨てたら、きっと俺はこの先何回も後悔するだろう。

「あの時助けられたよなあ～」「助ければよかったかなぁ～」

　などと、ことあるごとに思い出して微妙に気に病みそうな予感がするのだ。

　……それはよくない、健康的で文化的な生活のためにそういう後を引くのはよくない。

　うん、助けよう！　俺の、ちっぽけな自己満足のために！

　……いいんだよ、助けられた方には言わなきゃわかんないんだから!!

　助けた後は、そこら辺の避難所を探して連れて行けばいいか、うん！

　そうと決まればエンジンをかけ、スーパーに突撃。

　スーパーの駐車場の真ん中あたりにゾンビの人だかりが見える。

　多いな、一〇体くらいはいるぞ。

「……こりゃ、手遅れかな？」

　いや、ゾンビのたかっている先……トラックの上に人影が見える！

　一人か!?　少し乱れているがセーラー服……やっぱり女の子か！

「おーい！　そいつらは登ってこれない！　そのまま動くな、こっちでなんとかする！」

　ゾンビ共の横をかすめるように通り過ぎながら、女の子に叫んだ。

　横滑りさせながら軽トラを乱暴に停め、木刀をひっつかんで車外へ。

　奴らの注意を引き付けるために、吠ほえた。

「──かかってこいオラぁ！　バケモン共ォ！」

　そう気合を入れて叫んだものの、ゾンビ共は一向にこちらに注意を向けない。

　……死ぬほど恥ずかしいんだけど。

　畜生、こいつらそんなに女の肉が好きか。

　あっ……よく見たら全員男じゃねえか！……ゾンビに性欲ってあるのかな？

「こぉのっ！　スケベゾンビがっ！」

　そうしていても仕方がないので、一番外側にいた奴の後頭部をぶん殴る。

　返す刀で、その横の奴も。

　そこまで暴れて、ようやく奴らは俺の存在に気付いたらしい。

　手を伸ばしてこっちに来ようとした一体の太ふと腿ももを、思い切りぶっ叩たたく。

　へし折れる手ごたえがした。

　地面に倒してからダッシュで距離をとる。

　以前使った、掟おきて破りの幕末人斬り戦法だ。

　今回は足を攻めてみる。

　ゾンビはダメージに無む頓とん着ちやくだが、さすがに足を破壊されては動けないだろう。

　処理するのはその後でいい！　数が多いしな、今は。

　一〇体相手の鬼ごっこはリスクが高すぎる、足を止めるわけにはいかない。

「っふ！」

　さらに一体の膝ひざを、横から殴った。

　ゾンビは愚直に後を追ってくるから、型にはめれば多人数相手でもなんとかなるはずだ。

　後は俺の体力次第！　がんばれ三〇代！　はい次！　次ぃ！

　倒れたゾンビたちは這はいずってまだ動くが、スピードは見る影もない。

　これで、なんとか……

「おじさん！　後ろッ！」

　おじさんって俺のことうぉおっ!?　肩を掴つかまれた！　畜生、新手か！

「さわん……なっ！」

　反動をつけ、思いっきりのけぞる。

　ヘルメット越しに、べきりと鼻の砕ける感触がした。

　かぶっててよかった！　緩んだ手から逃れ、前方へ踏み込む。

「──っし！」

　そのまま、勢いを乗せて正面のゾンビの喉のどを突く。

　ボウリングのピンめいてすっ転んだゾンビの背中を踏み、前に。

「おおおおっ！」

　迫る三体のゾンビの肩、右手、左足を殴りつつ突破！

　細かく狙う暇がない！　息が上がってきた！

　夢中で駆け抜け、女の子のいるトラックの荷台へ飛び乗る。

　これが中型トラックで助かったぁ！

　息を弾ませながら、残ったゾンビを数える……新手は、二体。
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　元からいたゾンビは立ってる奴が四体、倒れてる奴が四体。

「だっ、大丈夫ですか!?」

「だい……大、丈夫。ち、ちょこっと、休憩、させてね……」

　屋根の上にいる女の子が、心配そうに声をかけてきた。

　俺に任せろー！　なんて言った手前、たいそうきまりが悪い。

　息を整え、荷台に立ち上がる。

　追いついてきたゾンビ達の脳天を、スイカ割りよろしく叩き割る。

　おお、こいつら登ってこれないから楽でいいや！

「ヒィッ!?」

　後ろから悲鳴……ごめんねグロくって。

「……ラス、トォッ！」

　地面でもがいていた最後のゾンビの脳天を砕く……あ、ヤバい。

　木刀に、結構な数のヒビが入っている。

　家にまだ予備があるからいいけど、最中に折れなくてよかった……

　周りを見回すが……残っているゾンビも新手も、これで打ち止めのようだ。

「……ふう、もう大丈夫だよ」「あ、は、はひ！」

　振り返ってトラックの上に声をかけると、セーラー服の女の子が荷台に降りてきた。

　……あれは確か、市内にある私立高校だな、友達の妹が通ってたから見覚えがある。

　結構偏差値が高くて有名だったとこだ……ここからそう遠くない所にあったはずだけど。

　女の子は、今時珍しく髪を二房の三つ編みにまとめていた。

「あ、ありがとうございます、おじさん。も、もうだめかと思いましたぁ……」

　おじさん、ね……まあ学生にとって三〇代はおじさんだよなあ。

　俺も学生時代はそう思ってたし、まあ仕方ないかあ。

「一緒に食料を探しに来た人達とはぐれちゃって……」

　うつむきながら彼女が言う。

「一緒にってことは……どこかに拠点があるの？」

「はい、ウチの通ってる高校が避難所になってて……」

　やはり、思った通り学校は避難所になっていたか。

「ここではぐれたの？」

「それが……コンビニに行く途中であの、ゾンビに見つかっちゃって。夢中で逃げ回ってるうちにバラバラになったみたいで、気が付いたら、ここに……」

「なるほど、何人で行動してたの？」

「ウチを入れて三人です……」

　ふーむ、このタイミングで捜しに行くのは危険だな、本格的に雨が降りそうだし。

　近所にいるならともかく、どこにいるかわからない人間を捜すのは難しい。

「あのさ、もしよかったら学校まで送っていくよ。場所は知ってるし」

「えっ……い、いいんですか!?」

「友達も学校まで戻ってるかもしれないしさ、こんな身なりで怪しいだろうけど……」

「い、いいえ！　あんなに頑張って助けてくれたんです、おじさんはとってもいい人です！」

　思いのほか、強く言われた。

「そっ、そう？」「そうですっ！」

　くりくりした綺き麗れいな目が、俺を真っ直ぐ見つめている。

　なんちゅうええ娘や……この前の神崎さんといい……人間も、まだまだ捨てたものではないな。

　こんな娘を見殺しにするところだったのか……危ない、危ない。

　……しかし、簡単に人を信じすぎじゃないかなこの娘。

　将来ろくでもない男に騙だまされないか、心配である。

「とにかく車に乗って。雨が降りそうだし、またゾンビが戻ってくるかもしれないから」

「はい！　お、お世話になります！」

　運転席に座った俺に促され、おすおずと彼女が助手席に乗り込んできた。

　狭い軽トラだが、彼女が小柄なので余裕は十分にある。

「あの、ウチ、雄お鹿が原はら比ひ奈なっていいます！」

　彼女……雄鹿原さんが名乗ってきた。

　うわあ……最後まで謎のおじさんとして別れたかったが仕方あるまい。

「ご丁寧にどうも。俺は……田中野一いち朗ろう太ただよ。よろしくね、雄鹿原さん」

「はい！　田中野さん！」

　……微妙に変な名前だから、結構コンプレックスなんだよなあ。

　なんだよ一朗太って、戦国武将の幼名みたいじゃないか……妹は普通なのに、何故だ両親よ。

　まあ先日のアホ二匹の五億倍くらいまともな娘だし、名乗るくらいはいいだろう。

　……いや待て、０になにを掛けても０だったわ。

　そんなことを考えながら、アクセルを踏み込んだ。
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　雨が本格的に降ってくる中、軽トラは元気に走っている。

「へぇ、雄鹿原さんは高一なんだ」

「はい、三月に引っ越してきたばかりなので、周りのこともよくわからなくて……」

　さっき助けた雄鹿原さんと、雑談の最中だ。

　聞きなれない苗字だと思ったが、やはり他府県出身か。

「土地勘もない所で、よくもまあ探索に出たもんだね」

「うう、それは、私も何か役に立ちたくて……」

　結構、直情的な娘なのかもしれん。

「死んだら元も子もないんだからさ。掃除とか料理とか、いろいろあるでしょ？」

「は、はいぃ……」

　おっといかん……死にかけた後の女の子にする話じゃないな。

「……まあ、これでも食べて元気出して」

　ダッシュボードを開け、チョコレートバーを取り出して渡す。

　方々から調達してきたもので、今やダッシュボードの中はこいつでギッチギチになっている。

「うわぁ……！　い、いいんですか？」

「いいのいいの、ご覧の通り無茶苦茶あるから」

「ありがとうございます！　い、いただきます！　ももふ、おいひぃ……」

　目を輝かせて、彼女はバーに齧かじりつく……甘味に飢えていたのだろう、うっすら涙目だ。

　なんかこう、小動物的なかわいさがあるな、この娘。

　妹の小さい頃を思い出す……アイツ元気に生きてるかな。

「いっぱいあるからゆっくり食べな。ただ、ここで食べられる分しかあげられないけど」

「ありがとうございます！」

　本当のところはお土産も持たせてやりたいが、絶対に避難所全体に行き渡る量ではない。

　だいたいこういう小さな不公平が争いを生むのだ。

　今？　腹の中を掻っ捌さばかないかぎりわかんないからいいの！

「んぐんぐ、おいひぃ～♪」

　……ウッソだろ!?　六つ食べたぞこの娘!?　これが別腹ってやつか……。

「あとさ、探索に出るなら露出を抑えた方がいい、ジャージとかね。噛かまれたらヤバいでしょ？」

「や、やっぱり噛まれるとゾンビになっちゃうんですか？」

「それはわかんないけど、感染しなくても噛まれると大怪我だし、人間の歯って意外と汚いんだよ」

　殴り合いで口に拳こぶしが当たって化か膿のうしてえらいことに……なんて、よく聞くからな。

「そ、そうですね……」

「探索は体力のある人に頼んだ方がいい。最悪の場合ゾンビと戦わないといけないんだからね」

「……あの、どういう所を探せばいいんですか？」

「大人数で動くならこの近くにある『キョーナン』がおススメかな。だいたいのものは揃そろうし」

　車内で色々とレクチャーする。

　目的地に着くまでは暇だし、なーんかこの娘危なっかしいんだよなあ。

　せっかく助けたのにアッサリ死なれると寝覚めが悪い、いい娘だから余計にな。

　…まあ俺は、避難所に合流する気はないのだが。

　避難所での安定した生活よりも、危険でも気ままなおひとり様生活がいい。

　こればっかりは仕方がないのだ。

　正直、一人だからこそこの生活は上手くいっている感がある。

　自分のためだからこそ、頑張れるのだ……顔も知らない人間のためにはちょっと死ねないなあ。

　他人の命を助けることに使命感を持つ、そんな聖者というか勇者っぽい人に頑張ってもらおう。

　俺は、この世界の片隅でコソコソ動き回って生き残れれば満足なのだ。

「あ、そうだ。学校に着いたら校舎の隅っこでもいいから一晩泊めてほしいんだけど……」

　色々あって遅くなった上に、そもそも寝坊したのがここで響いてきた。

　以前見た夜に能動的に動くゾンビが気になるからな……リスクは極力排除すべきだ。

　まあ、隅っこでおとなしくしているくらいなら許されるだろう。

　自前の食料もリュックに入っているし、迷惑をかけるわけではない。

「ええっと、警察の人が運営されているので、たぶんその人たちに頼めば……」

　ほう警察、警察がいるのか。

　思ったよりしっかりしてそうな避難所だな……ん？

「えっと、警察が指示出したの？　君達だけで探索してこいって？」

　そいつは、ちょっと問題だぞ？

「あぅ、その……配給の食料が少なかったから探しに行こうって同級生が……」

　……それ、脱走みたいなもんじゃん！

　オイオイオイ、この娘けっこうアグレッシブだわ！

　その後、軽挙妄動を慎むように涙目になるまで、キツくお説教したのは言うまでもない。

　食いしんぼで死んだら末代までの恥だぞ……ここで末代だわ。
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　そんなこんなで土砂降りの中、目的の高校へ到着した。

『私立友ゆう愛あい高等学校』とでっかく書かれた校門がよく目立つ。

　校舎の周囲は、ぐるりと頑丈そうな高いフェンスに囲まれている。

　なるほど、これは籠ろう城じようするのにもってこいの場所だな。

　ここには自家発電機があるらしく、校舎や正門には明かりが見える。

「そこで停車してください！　この避難所は満員で入れません！」

　駆け寄ってきた真面目そうな若い警官が怒鳴る。

「ここの生徒を街で保護したから連れてきたんですよ。明日には出ていくんで、せめて駐車場に入れてくれませんかね？」

　そう返すと警官は困ったように固まり、無線機でどこかと連絡を取り始めた。

「えぇっ!?　田中野さん、出ていっちゃうんですか!?」

「ああ、言ってなかったっけ。俺は家から（快適すぎて）離れられないんだよ」「そんな……」

　嘘は言っていないぞ、嘘は。

　しかし吊つり橋ばし効果だと思うが、随分と信頼されたもんだわ……やっぱりこの娘心配！

「あの……食事はお出しできませんが、よろしいですか？」

　先ほどの警官が、心底申し訳なさそうにしながら問いかけてくる。

　もうちょっと横柄に振る舞ってもバチは当たらないと思うが……いい警官だな。

「大丈夫です、自前のがありますんで」

「……わかりました、では門を開きます」

　校門が、重そうに開いていく。

　そのまま誘導に従って車を進め、駐車場の一番端へ停めた。

「いやあ、助かった」

「ほっとしたら、ウチ、なにか急に怖くなってきました……」

　雄鹿原さんが肩を抱いて小さく震えている。

「これに懲りたら、もう危ないことはしちゃだめだからね？」「は、はいぃ……」

　かわいそうだが……車から降りながら、もう一本釘くぎを刺しておく。

　雨の中、校舎まで小走りで急ぐ……リュックは背負い、刀は左腰に差している。

　警察に何か言われそうだが、盗まれたらちょっとショックで立ち直れないからな。

　それにあっちは拳けん銃じゆうを持ってるんだし……刀くらいは大目に見てくれるだろ、たぶん。
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「比奈ちゃぁん！」「ひなーっ！」「よかったよぉ！」「わあああん！」

　校舎の中に入り、タオルで頭を拭ふいていると（もちろん雄鹿原さんにも一枚あげた。新品だ）彼女が同年代の女子生徒たちに囲まれてもみくちゃにされている。

　人気があるんだなあ……危なっかしくてほっとけないからかな？

　あーあー、みんなして泣いちゃって、タオルがびっしょびしょになるぞ。

　しかし仲良きことは美しきかな、死ぬ気で助けた甲か斐いがあったというものだ。

　……さて、どこで寝たらいいのかな。

　さっきの若い警官に聞いてみるか……あれ？　どこに行ったんだろう。

　わちゃわちゃしている女子軍団を見ながら考えていたその時だった。

「──ひょっとして……田中野のおにいさん？」

　脇から、声をかけられた。

　聞き覚えのあるその声に振り返ると、そこには一人の女子高生がいた。

「……やあ、由ゆ紀き子こちゃん……」

　彼女の名前は、坂下由紀子。

　俺が、初めて殴り殺したゾンビ……坂下のオッサンの、一人娘だ。
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「わあっ、やっぱりおにいさんだ！　すっごい格好してるね！」

　……なんという運命の悪戯か。

　なんでこんな所で、初討伐ゾンビの血縁者と会わねばならんのだ。

　由紀子ちゃんはこことは別の高校に通ってたはずなのに、何故ここにいる!?

　神よてめえ！　俺が何をしたって言うんだ……主に殺生系で心当たりがありすぎる不具合。

　……無視しまぁす！　人間は忘れることで心を守れる動物だから！

「うん、家にあった使えそうなものをいろいろとね……そういえば、由紀子ちゃんはなんでここに？」

　内心の動揺を顔に出さないようにしながら問いかける。

　由紀子ちゃんは元々ウチの妹と仲が良くて、小さな頃からちょこちょこ家に遊びに来ていた。

　それで、俺と面識があったのだ。

　大学が暇な時は、妹も入れてみんなでゲームして遊んだし……夏にはウチの庭で花火なんかも。

　今ではすっかり大きくなって、月日は百代の過客にして……いや違う、光陰矢の如しだったわ。

　……そういえば、あの頃はオッサンも今ほどキツくはなかった。

　無職になってからは、由紀子ちゃんに挨あい拶さつしてるとこを見られただけでボロクソ言われたけど。

「娘に粉かけてどうするつもりだ！」はないだろうオッサンよ。

　被害妄想がたくましすぎるぞ……思い出したらまた腹立ってきたな。

　いやいや、死人を悪く言うのはよそう。

「私？　私は生徒会の用事でここに来てたら、この大騒ぎに巻き込まれちゃって……」

　ふーん、学校の交流行事ってやつかな？

「あっ！　ねえおにいさん！　今家って言ったよね！」

　アカン！　恐れていた質問が来てしまう……どうする？　どうするぅ!?

　さすがに、「ゾンビになってたパパを再殺して、庭先に埋めたでござる」なんて言えないぞ！

「あのね──ママ、帰ってきてなかった!?」

　……んん？

「……いや、今のところは帰ってきてないね」

「そっか、心配だなあ……大丈夫かな、ママ」

　……んんんん？　あれー、おかしいな？　父親のことは？

　一応、一家の大黒柱にカウントされるパパのことは気にならないの？

　気になるけど、俺から聞いてもいいものなのかこれは？　でも聞かんわけには……

「──アイツはどうせ職場だろうけどさ……そのまま死んでてくれないかなあ……」

　うわ、聞こえちゃったよ！　もうちょっと音量落としてよ！　隣家の闇が深い！

「あっ、ごめんねおにいさん……ウチの家って、ちょっと複雑でさ……」

　わかるよ！　今の闇のこもった小声でだいたいわかるよ！

「い、いいんだよ、おばさんは……たしか隣町の病院で働いてるんだよね？　きっと大丈夫だよ」

「う、うん……」

「病院は備蓄食料も発電機もあるからね、家よりもずっと安全だよ」

「……そう、だよね？」

「そうそう、元気出しなよ、ね？　ほらこれ、ミンナニハナイショダヨ？」

「わあっ、ありがとうおにいさん！」

　ポケットからチョコレートバーを取り出しこっそり渡す。

「あの、由紀子ちゃん、その、お父さんは──」

「──おにいさん、それは気にしないでいいから」

　……完全に、父親の話題はタブーみたいだ……今は言えないな、あの話は。

　浮気でもしたのかな、オッサン……あんないい奥さんがいるのにわからんもんだ。

「おにいさんは家に一人で暮らしてるの？　ここに来ればいいのに……」

「いやー、どうも大勢の人は苦手でねえハハハ！」

　残念そうに由紀子ちゃんが言うが、男一人の気楽さは安全にも勝るのだ。

　正直、困ってもいないし……それにどうやらここは満員らしいから、断る口実もあるし。

「──お話し中すみませんが、少しよろしいですか？」

　後ろから、声をかけられた。

　振り向くと、俺と同年代か少し年上に見える警官が立っていた。

　うお、でかい!?　一九〇センチは優にあるぞ……筋肉の塊みたいだ。

　両耳が見事なギョウザ形……いや、確かカリフラワー・イヤーって言うんだっけか。

　手も節くれ立ってゴツい……この人、かなり柔道をやってるな。

　先ほどの若い警官も、後ろに控えている。

「申し訳ありません、別室で市内の状況を伺いたいのですが……」

「ああ、大丈夫ですよ。由紀子ちゃん、おばさんを見つけたらここまで連れてきてあげるね」

「うん、ありがとう！　またねおにいさん！」

　由紀子ちゃんにそう言って別れ、警官について歩き出す。

　オッサンのことで負い目があるので、おばさんのことは絶対に捜そう……！
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「……なるほど、そんな状況になっているんですか」

「ええ、いまのところ大規模な略奪とかはないようです。市役所の方角に結構な煙が見えましたが」

「ガソリンスタンドでしょうか……こちらも、市役所とは連絡が取れなくて困っています」

『事務室』と書かれた部屋の中で、先ほどの警察官に情報を提供している。

　彼は『宮みや田た』と名乗った……その巨体に似合わず、物腰はやわらかい。

　若い警官は『森もり山やま』だそうだ。

　さすがに警官相手に偽名を名乗る必要もないので、俺も本名を明かした。

「生存者はどのくらい見かけましたか？」

「北区で三人、自宅近くで一人、あとは今日見つけた娘だけですね。そうだ、あの娘の連れは……？」

「……あと一人、見つかっていません。この状況では捜索にも行き辛くて」

「……わかります。夜は危険ですしね」

　話すうちに、ここの状況がわかってきた。

　現在、ここにいる避難民は元々いた生徒と合わせて五〇〇名程。

　各教室を、ざっくり地域別で分けて使用している。

　警官は、宮田さんを入れて二〇人ほどで……無線を使ってここへ集合させたらしい。

　市内の学校、体育館、病院などもやはり避難所になっているらしい。

　無線機は生きているが、何か問題が起こったのか他の避難所や県警本部とは連絡が取れない。

　自衛隊も、同様だそうだ。

　基地に避難民を収容しているという情報があったが、ある時から連絡が途絶え今に至る、と。

　……うーむ、警察ならともかく、自衛隊がそう簡単に壊滅することはないんじゃないか？

　銃に戦車に戦闘機まである連中だぞ？　俺でもボコれるゾンビ程度にやられるわけはなかろう。

「あの、宮田さん……やっぱり、噛かまれたらゾンビになるんですかね？」

　今回、一番確認したかったことを聞く。

「そうだろう、とは思うのですが……どうにも確証がなくて」

「……というと？」

「噛まれてからその、ゾンビになるまでの期間が人によってまちまちなのです。早いものは数時間、遅いものは一日半、といった具合に」

　なんとも、判断しにくいな……情報が錯さく綜そうしているのか。

「現状は噛まれた人間は隔離せざるを得ません。……ゾンビ化した場合は我々が、処理しています」

「……心中、お察ししますよ」

　……なるほど、ここまでしっちゃかめっちゃかになった理由の一端がわかったかもしれない。

　こりゃあ……内部から崩壊した可能性が高いな。

　噛まれた人間を片っ端から殺すわけにもいかんだろうしな……この国では、特に。

　いつ爆発するかかわからん爆弾を抱え込むような感じか……ううむ、これは大変だ。

　とにかく、噛まれるのが感染？　のきっかけなのは間違いないだろう、より一層注意しないと。

　あっ、そうだ！　大事なことを聞き忘れてた。

「宮田さん……煙草、喫ってもいいですかね？」

　一瞬あっけにとられた顔をしつつ、苦笑いしながら宮田さんは了承してくれた。

　こんな状況だから、気にする必要はないってね……正直限界だったからありがたい。

　二人して羨うらやましそうに見つめてくるので、一箱ずつあげることにした。

　……すっごい見てくるんだもん、予備だったけど仕方がない。

　だがその甲斐あってか、校内でみだりに抜かないことを条件に日本刀の所持を認めてもらった。

　まあ厳密にいえば銃刀法違反だけど、いちいち捕まえてもいられないもんな。

　これが、賄わい賂ろの力か……！

　そのままここで寝ていいとのことだったので、事務室のソファで寝ることにした。

　……なんじゃこれ！　このソファふっかふかァ！　今度家具屋に行ってみよう！

　高級ビーズクッションが無茶苦茶よかったからな……寝具とか、家具とかを全部揃えようかね？

　これを機に俺の城こと実家をデラックスな内装にしてやろうか？

　今ならほぼ無人の街から、よりどりみどりだしな！
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　ふわぁ……最高の目覚めだ！

　いいソファのおかげかなこれは……いや、昨日死ぬほど疲れたからだわ、うん。

　時刻は……朝の七時半。

　窓から外を見ると、昨日の雨がウソのように晴れ渡っている……今日は暑くなりそうだ。

　さーて、宮田さんあたりに挨拶してとっとと帰るかなあ。

　雄鹿原さんも由紀子ちゃんも、ここなら安全そうだし。

　改めて見ると、ここフェンス高いなあ。

　簡単な段差も乗り越えられないゾンビ相手なら無敵でしょ。

　……雄鹿原さんには釘くぎを刺しまくったから大丈夫だろう……大丈夫なはずだ、きっと。

　悪い娘じゃないことは確かなんだけど、なんかホントに危なっかしいんだよなあ。

　カロリーバーをもそもそ齧かじり、身支度をして事務室から出た。

「あ、おはようございます宮田さん」

「ああ田中野さん、おはようございます」

　廊下の向こうから歩いてくる宮田さんを見つけたので、挨拶する。

　朝から警察の制服をパリッと着こなしている……この非常時に立派だなあ。

「今からお帰りですか？　随分と早いですね」

「ええ、天気もいいので早めに動こうかと思って」

　そのまま、校舎の正面玄関まで一緒に歩く。

「あの娘たちはまだ寝ているようですが、お話しされなくていいのですか？」

「いやあ、今生の別れってわけじゃないし、別にいいですよ」

　どっちかというと死ぬリスクは俺の方にあるような気がする。

　あと、由紀子ちゃんとは父親のことがあるからなあ……彼女は一切悪くないけども。

「申し訳ないですけど、よろしく伝えておいてください。あと、くれぐれも外に出るなとも」

「わかりました。しかし寂しがると思いますよ？」

「いやあ、ハハハ……」

　宮田さんは、駐車場までついてきてくれた。

　なんと面倒見のいい……あっ違うわ、校門の開閉のためだわ。

「外の状況も知りたいので、できればまた訪ねてきてくれるとありがたいのですが……」

「わかりました。情報交換は大事ですからね」

「助かります、門番にはあなたの特徴と車のナンバーを伝えておきますので」

　住めというのはゴメンだが、その程度ならいいか……情報源は多いに越したことはないからなあ。

「あなたのような方には、できればここにいていただきたいのですが……特例を認めてしまうと収拾がつかなくなりますので、申し訳ありません」

「いやいやお気になさらず、俺は一人の方が気楽ですので。それでは、お世話になりました」

　気にせんでもいいのに、申し訳なさそうにしている宮田さんと握手を交わし、車に乗り込んだ。

　ゆっくりと開く校門から車を出す……昨日までの肩の重さが、全てなくなったような気がした。

　やはり俺は一人の方が生きやすいようだ……他人の命は、重いなあ。

　避難所も確認できたし、これからは付かず離れずの距離感で付き合っていけばいいな。

　あの二人の様子も、気が向いたらたまに見に来よう。

　朝も早いし、帰る途中にある電気屋を覗のぞいていこうかな……ポータブルプレイヤーを探すのだ。
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　というわけで、電気屋に着いた。

　日本全国に展開するチェーン店、それの中規模店舗だ。

　いつものように駐車場の端っこに車を停め、降りる。

　確認すると、やはり店内は真っ暗だ。

　だが今の俺には心強い味方……高性能ライトくんがいる！

　店内には入らずに入り口からライトで照らすが、かなり荒らされているな。

　床には乾電池や商品の箱が所狭しと散らばっている……これは、ハズレを引いたかな？

　いや、生活必需品ならともかく、プレイヤーなんてものを非常時に持ち出すとは考えにくい。

　一応、見てみるか。

　照らしながら、店内を大まかに確認していく……見える範囲にゾンビはいない。

　試しに、床に落ちていた乾電池を投げてみたが反応はないな。

　ちらりと見たひげ剃そりのコーナーは全滅だ、サンプルすらもない。

「……俺もそろそろ剃った方がいいな」

　家に帰ったら剃ろう、俺は手剃り派なのだ。

　ＡＶ機器の棚の片隅に、お目当てのプレイヤーが何種類かあった。

　この際なので、一番モニターのでっかい高級品をもらっていこう。

　あの超大型通販サイトが生きていれば追加も注文できたのになぁ……あ、でも配達員がいないか。

　……ところで、外国は今どうなっているんだろう……日本よりマシかもしれないな。

　やっぱり、銃がそこらへんにある環境だからイージーモードかな。

　こっちだと警官から奪うとか、猟銃を調達するしか選択肢がないもんなあ。

　まあそのおかげで、アホな暴徒が銃で武装するっていう最悪の事態は避けられたのだけど。

　待てよ……そう考えると、銃がある国は結構えらいことになってるのかもしれない。

　入り口に戻りながら、小規模なＤＶＤコーナーで面白そうな映画を物色する。

　いくつかのシリーズものをリュックサックに詰め込む……これちょうど見たかったんだよな。

「……いやあ、今日の探索は平和だったなあ」

　ほくほく気分で店から出る、が……俺の軽トラの周りに四人いる。

　ゾンビじゃない、人間だ。

　何というか、あまり関わり合いになりたくないタイプの奴らだ。

　半はん袖そでの裾すそやタンクトップから、一生消せないタイプのカラフルな塗り絵がチラチラ見える。

　何が楽しいのか、大声でゲラゲラ笑いながら話している。

　しきりに扉をいじっている奴までいやがるじゃないか。

　オイオイオイなんだその針金みたいなのは！　盗むつもりかこの野郎!!

　──ちょっとゾンビさぁん！　そこにイキのいい餌がいますよォ！

　入り口でこっそり木刀をリュックの横にある水筒入れに固定すると、左腰の刀の位置を調整した。

　──いつでも、抜けるように。

「おいお前ら、俺の車に何の用だ」「あぁ？　なんだ……!?」

　出ていって声をかけると、奴らは一斉にこちらへ振り向いた。

　先頭にいる小汚い金髪の男が、ニヤけながら話そうとする。

　だが、視線が俺の左腰の刀に向いた途端、顔を引きつらせて黙った。

　既に鯉口は切り、左手は添えてある……いつでも抜ける状態だ。

　奴らの動き次第では、即座に抜き打ちの体勢に入れる。

『──刀は怖いぞ、掠かすっただけでも動揺する。銃と違って、その痛みを容易に想像できるからのう』

　道場で世話になった、我が師匠の言葉だ。

　人間なら頭を狙う必要はない……手足に斬りつけさえすれば、痛みで容易に無力化できるだろう。

　こいつらも、軽トラ一台盗むのに何も命をかける必要はあるまい。

「家に帰るんでな。そこを、どけ」「あ、あの……」

「ど　け　よ」

　固まっている四人にもう一度声をかけると、奴らは後ずさりしながら車から離れていく。

　こないだの金髪二匹よりは頭がいいらしい……いや、日本刀のせいか。

　まさにこうかはばつぐんだ！　ってやつだな。

「なあ、なあおい！　近くに避難所とかないか!?　俺たち、もう二日も食ってないんだ！」

　離れた所からさっきの小汚い奴が叫んでくる。

　さっきから声がデカいんだよ、鼓膜敗れてんのかマヌケ共！

　二日も食ってない？　絶対嘘だ……腹ペコな人間があんなゲラゲラ談笑できるものか。

　仮に本当だったとしても、こんな奴らをあの高校に行かせようとも思わない。

　まあ宮田さんたちに追い返されるだろうが、不安要素はない方がいい……ああ、そうだ。

「……少し遠いが、北小学校が避難所になってるはずだ」

　そう言うと、即座に軽トラに乗り込んで発車させる。

　最後に見た奴らは、こちらを追うこともせずにニヤニヤと話し合っていた。

　……何をするつもりか、よ～くわかる顔だな。

　フハハ！　馬鹿め！　北小学校は避難所『だった』場所だ。

　昨日宮田さんの話の中で出てきたから覚えていた。

「そこら中がゾンビでいっぱいだ！」という無線を最後に、連絡が取れなくなったらしい。

『元』とはいえ、避難所を教えてやったのだからあいつらも満足だろう。

　俺の車を盗もうとしなければ、もう少し優しくしてやったのにな。

　いや、ないな……俺はどうも先日から汚い金髪が嫌いになったみたいだ。

　奴らの末路を思いながら、家路を急いだ。
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　避難所からの帰りにアホをスマート（当社比）に処理してから二日後。

　俺は、電気屋で手に入れたプレイヤーをビーズクッションに埋まりながら堪能していた。

　一番高い奴だけあって音質も映像もクオリティが高い……ような気がする！

　今見ているのは、クソ強いベトナム帰還兵が山とかベトナムとかで大暴れするやつ。

　ちなみに二作目ね……ストーリーは一作目が好きなんだけど、アクションはこっちが好きだ。

　しかしこの頃の主役の俳優、今見てもカッコよすぎだろ。

　学生時代は憧あこがれて筋トレしまくったり、生卵飲んだりしたなあ。

　盛大に腹を壊したので、生卵ゴクゴクは一回しかやらんかったけど。

　でっかいサバイバルナイフってかっこいいな……神崎さんを思い出すねえ、元気にしてるかな？

　俺も今度探してみようか、脇差の代わりにならんかな？

「うーん、堪能した」

　結局その後、未来から来た筋肉サイボーグが大暴れする超大作も見てしまった。

　立て続けに、ロボ刑事が大活躍する映画も見たかったが際限がなくなってしまうので我慢した。

　いやー、大容量バッテリー内蔵なだけあって長時間動くなあ。

　いい買い物……取り物？　拾い物？　をしたもんだ。

　さて、いつまでも映画鑑賞していたいところだが、今日はやることがある。

　以前から考えていた、家のちょっとした改造だ。

　現在、俺は二階から出入りをしている。

　一階は内側から鍵かぎをかけているが、これだけでは心もとない。

　もし大量のゾンビが押し寄せてきた場合、玄関はともかく雨戸を出しただけの窓では不安が残る。

　そこでまずは、窓の内側からホムセンで調達した板を打ち付けて固定していくことにする。

　石川さんと猿二匹の後にも何人か来たのだろう。

　昨日行ったが、発電機や懐中電灯など、いくつかの電化製品は根こそぎ無くなっていた。

　だが、板や大工道具などはほとんどそのままだったので、問題なく持ち出すことができた。

　さて……換気用の小さな窓だけを残し、一階の主要な窓はすべて塞ふさいでいく。

　結構音が出るが、自宅周辺にはあまりゾンビがいないらしいので一気にやってしまう。

　おっかなびっくりやるより、早く終わらせた方が危険もないだろう。

　来たら来たで、相手をしてやればいいのだ。

　あいつら、アクティブな時はギャアギャアうるさいからすぐわかるし。

　内側が終わったので今度は外側だ、周囲に気を配りながら手早く作業していく。

　しかし……近所の住人は誰も帰ってこないなあ、坂下のおばさんもだ。

　由紀子ちゃんのためにも、一回隣町まで行っておばさんのことを確認してくる必要があるな。

　さてさて、一応の補強が終わった……これで、ゾンビはおいそれと突破できないだろう。

　もし家族が見たらびっくりするだろうな……元気かなあ、みんな。

　ちょいと湿っぽくなったが、お次は『人間用』の工作だ。

　自宅は、ブロック塀によって四方を囲まれている。

　ガレージと玄関の前に正門があり、家の裏側にもう一つ小さい門がある。

　今まで見てきた中で、ゾンビの頭は動物以下だということがわかった。

　数の暴力で倒壊させる以外、ブロック塀を越えることはできないだろう。

　ただ反射と食欲めいたもので動く死体に過ぎない。

　もちろん、噛かまれたら一巻の終わりなので油断はしないが。

　だが、あの金髪連中のようなタイプの人間はどうだ？

　力はゾンビに及ばないが、少なくとも頭はいいだろう……ゾンビ以上、犬以下あたりかな？

　ああいう連中が、今のこの家を見れば……

『こんなに防御して住んでるなら、中に何かいいものがあるだろう、グフフ』

　という、よからぬことを考えるアホがいるかもしれない……いやいる、絶対いる。

　最近全然乗ってないが、おやじの国産車は結構高いやつだし。

　町にある程度物資が充実している今ならいいが、いずれ街にある物資は底をつく。

　俺はそれを見越していろいろ考えているが、ああいうアホは人のものを奪うことを考えるだろう。

　その方が、手っ取り早くて楽だからだ。

　被害者のことなど何も考えてもいないし、考える気もない。

　そんな奴らは平時にもいたのだ……今みたいな状況なら、もっと露骨になるはずだ。

　そんな奴らに、貴重な物資をくれてやるものか！

　というわけで、まず塀の上に板に釘くぎを貫通させたものを釘が上を向くように置いていく。

　昨日からコツコツとこしらえたもので、わざと釘の大小をランダムに使用している。

　みっしりブロック塀の上に置くことはせず、わざと素人工作っぽくちょこちょことスキマを作る。

　ちょうど、人がギリギリ登れるくらいのものだ。

　そしてそのまま乗り越えた先の地面に、塀の上に置かなかった釘板をビッシリ配置。

　安心して飛び降りた先で……ブスリ！　というわけだ。

　我ながら性格の悪い配置だ、素晴らしい。

　トラバサミとかも配置したいけど、今は売っていないのでパス。

　……うーん、明らかにヤバい人が住んでる家になってきたなあ。

　うはは、テンション上がってきたぞ！　次は門だ！

　裏にある門は使わないので内側から板を打ち付け、取っ手を針金でぐるぐる巻きにしておく。

　もちろん上には釘トラップだ。

　そして正面の門だが、ここは俺も普段利用するのでガチガチに固めることはできない。

　まずは……門柱に釘トラップをずらりと並べる。

　引いて開けるタイプの門なので、門の端に鍵を取り付ける。

　これは、ホームセンターで調達した防犯対策がガチガチに施された錠前だ。

　出かける時にはこいつでしっかりと施錠していくので、鍵は絶対なくさないようにしておこう。

　聞いた話じゃ、泥棒っていうのは時間がかかることを何より嫌うらしい。

　そりゃそうだ、いつ住人が帰ってくるかわからないんだからな。

　これだけ面倒くさいことになっていれば、早々に諦あきらめてくれるだろう……くれると……いいなあ。

「……うむ、急ごしらえにしてはなかなかいいものができたんじゃないか？」

　まあ問題点はこれから洗い出して、その度に改良していけばいいことだしな。

　映画のベトナム帰還兵さんにあやかって、えげつないトラップなんかを設置してもいいかもな！

　……やりすぎると、忘れて自分で引っかかって大変残念な死に方をしそうだけども。

　うーし、作業終了！　水みず風ぶ呂ろ入ってサッパリして、煙草喫いながら映画見るぞ！

　次はロボ刑事にするか、銃で近接戦闘するやつにするか……悩みどころだな！
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　結局、煙草をプカプカするエクソシストの名作映画を見てしまった翌日。

　俺は、近所のちょっとしたスーパーにやってきていた。

　帰ったら、同じ役者が殺し屋をやるアクションものを見ようかな。

　本日の目的は、煙草と食料。

　両方とも現在あまり不自由していないが、ずっと家にこもっているのは健康に悪いし。

　たまには運動しないと……何かおかしいような気もするが考えないようにしとこう。

　まあ、俺のお気に入り銘柄は人気がないので、まとまった数が置いていないことが多いのだ。

　だから機会があれば多く確保しておきたい……そういえば、煙草って賞味期限あるんだろうか？

　食料については十分な備蓄があるが……その、バリエーションに難があるのだ。

　だから、いろんな種類の調味料や缶詰があれば心と食卓が豊かになるというわけだ。

　俺一人で消費する量などたかが知れているし、リュック一杯分でいいかな、今日は。
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「……よし！」

　店内にいた二体のゾンビを成仏させつつ、周囲を確認……もういないな。

　慣れてきたので手際が良くなってきたぞ、いいことだ……いいことなのか、これ？

「さて、安全になったし探索探索」

　うーむ、やはり缶詰類は残り少ないなあ。

　次に来る人が絶望して首でもくくると困るので、ちょっとは残しておこう。

　本当のところは、おんなじ味ばっかり持って帰っても本末転倒だしなあ。

　焼き鳥缶や鯖さば缶や鮭缶をほいほいと詰め込んでいく。

　おや、カニ缶は真っ先になくなったようだ……高級品だからしかたないな、うん。

　調味料の棚から塩しお胡こ椒しようや味み噌そ醤しよう油ゆを持っていく……最悪これさえあればなんでも食えるしな。

　そして、真空パックのハムをいくつか見つけた。

「おおお肉ッ！　食える肉だ！」

　やった！　賞味期限も大丈夫！　これだけでここに来た甲か斐いがあったな……ラーメンに載せよう。

　……卵は賞味期限を過ぎてもじっくり加熱すれば食える、と聞いたことがある気がする。

　しかし、あやふやな知識で食中毒になっても困るのでやめておく。

　この生活が長期化したら鶏でも飼おうかな……郊外の牧場に生き残った鶏いるかなあ。

「うぐぅ……」

　生鮮食品のコーナーは遠巻きに見ても悲惨な状況になっている。

　ていうか見なくてもわかる、地獄めいた悪臭で。

　うどんとそばの乾かん麺めんを回収しつつ、帰りながらレジ近辺にある煙草コーナーにたどり着く。

　俺の愛用の銘柄が手つかずのまま残っていた、人気がないからこういう時にありがたい。

　ちなみに銘柄は『マンドレイク』ってやつだ。

　俺は好きなんだが、市場的にも俺の周囲にもすこぶる評判が悪い。

　友達は「呪われそうな味がする」なんて言いやがったが、俺には最高だからいいんだ。

　つつがなく探索を終えたので帰るとする……帰ったら何の映画を見ようかな～？

　──そんなことを考えていると、入り口に人影が見えた。

　先頭に男が一人、後ろに女が三人……高校生っぽいな。

　ガヤガヤと結構な音量で話しながら歩いている……危機感が一切感じられない。

　ヘルメットのライトを消さずに歩いていく……ゾンビに間違えられて攻撃されたら嫌だからな。

　一応、用心にいつでも刀は抜けるように手を添えている。

　木刀はリュックにマウント済みだ。

「うわ、そ、そこで止まれっ！」

　やっと俺を認識した先頭の男が急に大声を出してきた。

　やめろ、ゾンビが寄ってくるだろアホが！　なんだこいつ!?

「……声を抑えろ、ゾンビが寄ってくる。俺に何の用だ」

　内心のイライラを抑えつけて、刀に手をかけつつ静かに声をかける。

「あんた、ここらへんの人間か!?」

　あっ！　こいつ人の話聞かねえな!?

　腹が立ったので、ライトの光量を最大にしてその男の顔面にぶち当ててやる。

　うわっ、すげえイケメン！　なんか余計に腹が立つ！

「そうだが……？　だから、何の用だ？」

「やめっやめろよォ！　まぶしい！」

　ダメだ、一向に話が進まない！　仕方がないので光量を下げた。

「もう帰るところなんだが、何か用かな？」

「そこは近いのか!?」

「なあ、頼むから……声を抑えろって言ってるだろ、ボウズ」

　なんだろう……すげえ疲れるわ、こいつの相手……後ろの女たちはヒソヒソしてるだけだし。

「いいから！　あんたの家は近いのか！」

　あっもう駄目だこいつ……大分我慢したからもういいよね？　堪忍袋さんの緒の在庫もないし。

「……おい」

　そいつらに見えるように、ゆっくりと鞘さやから刀を抜いていく。

　日光が刃に反射して、ぎらりと鈍い輝きを放つ……そういえば、外で抜刀するのは初めてだな。

「いいか、よく聞けよ？　うるせえんだよ、お前。ゾンビに食われたいんならお前だけでどうぞ」

　自分でもちょっとビビるくらい低い声が出た……よっぽど腹が立っているようだな、俺。

　刀を見た連中はさすがに静かになって、男の後ろに三人の女がサッと隠れる。

　左右の肩、そして腰にすがりつく手が見える、千手観音かお前は。

　えっ何、ハーレムってやつ？　……でも、こいつがそんなにモテるのかな？　顔だけはいいが。

　頭の方は……かわいいワンちゃんの方が一〇〇倍くらい賢いと思う。

「静かに喋しやべれよ……？　で、四回目だがもう一回聞くぞ？」

「俺に、何の、用だ？」

　小さな子供に言い聞かせるように、区切ってゆっくり言った。

　さすがに身に染みたのか、男がキョドりながら話し始めた。

「あ、あの……今日、泊めてくれないか？」

「──嫌だ。断る。じゃあな」「えっ」

　案の定……そんなことか、寝言は寝てからほざけ。

　礼儀のなってないクソガキを泊める部屋はうちにはありません！

　まあ基本的に誰も泊めるつもりもないんだけど！　俺の城ぞ？　俺だけの城ぞ!?

「い、いやあの、俺たち困ってるんだよ……中央図書館が避難所になってて、そこまで移動してるんだけど、このペースじゃあ夜になっちゃうし……」

　中央図書館は、ここから歩いて……だいたい一時間ってところか。

　なお、現在の時刻は二時過ぎである……余裕で間に合うわアホが！　蝸牛かたつむりかお前らは!?

「そうか、大変だな。空き家なら山ほどあるから、よりどりみどりだぞ」

「そっ！　そんな空き巣みたいなことできるわけないじゃないか!?」

　んんんんん～？　何、こいつのメンタリティ……こわっ。

　空き家に泊まるのはダメで、見ず知らずの俺に迷惑かけるのはいいのかというツッコミが出そうになるが、もういい……声に出すのもめんどくさい。

「知るか。悪いが俺の家には余分な部屋はない。がんばれ、未来あるかどうかわからん若者たち」

　そう言って、そいつらがいるのとは違う入り口に向かってスタスタ歩き出す。

「ちょっ、待てよ！」

「──待たない。なんか脳細胞がじわじわ死滅していく気がするから、話しかけないでくれ」

「なぁっ……!?」

　男が小走りで近付いてこようとしたので、切っ先を向けて強制的に止まらせる。

　その隙を突き、入り口に向かいダッシュ！　なんかギャーギャー聞こえるが、無視で走り抜ける。

　行き掛けの駄賃に、入り口に設置してある凄すさまじい悪臭を放つ果物コーナーの棚を蹴けり倒す！

　ぎゃあ！　液状化した何かの野菜がブーツに付いた！　ある意味ゾンビ汁より嫌だ！

　そのまま駐車場を横切り、軽トラまで一気に走る。

　ああいうアホは話すだけ無駄だ、スルーに限る、スルーに。

　運転席に乗り込みエンジンをかけると、反対の入り口から奴らが走り出てくるのが見えた。

「待てって！　生存者同士で助け合おうと思わないのかよォ!?」

　ふむ、助け合いかあ……助け『合い』ね。

「──ふっざけんな!!　お前のソレはテイク＆テイクだろカス!!」

　思わず怒鳴り返してしまった、いかんいかん。

　そのままＵターンして道に出ればいいのだが、わざとそいつら目掛けて急発進。

　明らかなオーバースピードに、連中は大慌てで店の中に逃げ込む。

「ちょっと……！」「待ちなさいよ！」「停まってよ！」「待てよおっさん！」

　やっとしゃべったと思ったら、やっぱりこの女どもも同類かよ！　救えねえな!!

「──やかましい！　のたれ死ねクソガキ!!」

　馬鹿どもに叫びつつ後輪を豪快に流しながらターンし、道に出る。

　バックミラーで奴らの絶望顔を確認しつつ、さらにアクセルを踏み込んだ。

　……あいつらがいるかもしれないから、しばらく近所の探索はやめよう。

　北区に行くようにしよう……あっ、向こうにも金髪のアホがいたわ……アホ多すぎ問題。

　由紀子ちゃんたちがいかにいい人間であったか、再確認した。

　今度またこっそりチョコを差し入れてあげよう、そうしよう。

　……あああもう、疲れたああああぁ！

　物資がなくなってきたら、あんなのがもっと増えるんだろうなああぁ！

　もうやだ、俺アホの相手やだあ……今日は、元気の出る映画を見ることにしよう！
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「ああ、やっぱり格好いいぜ豚さん……」

　アホと遭遇して心が疲れすぎたので、家に帰るなり名作アニメ映画を見ていた。

　豚になった飛行艇乗りが地中海あたりで大暴れするアレだ。

　カッコいいなあ、豚界最高のいい男だぜ……他に豚のイケメン知らないけど。

　人生で何十回も見ているが、何度見ても面白い……こんなカッコいい男になりたいもんだ。

　あんな若造にキレ倒しているようではまだまだ甘いな、精進せねば。

　……いやキレるわアレは、仏様でも無言で顔面をぶん殴ると思う。
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　……さて、翌日である。

　あの後、名作アニメ映画マラソンをしてから寝たので目覚めはすこぶるいい。

　いい作品は勇気と希望を与えてくれるな！

　昨日あんなことがあったので、今日は北区にあるホームセンターに来ている。

　以前からよく来ている『キョーナン』だ。

　何のためかというと、ガソリンの調達のためだ。

　前回満タンまで入れてあるし、軽トラの燃費はいいのですぐに走れなくなるということはない。

　だが長距離の移動に備えて携行缶に備蓄しておこう、ということだ。

　というのも、俺は明日隣町まで行こうと思っている。

　理由はもちろん、坂下家の母親を捜すためだ。

　由紀子ちゃんにはオッサンのことで負い目がある……だからできる限り、善行をしておきたい。

　たとえオッサンがやらかして、家庭内ヒエラルキーで最下級戦士になっていたとしてもだ！

　このミッションを完遂し、母子を再会させることでその負い目を少しでも軽くしたい。

　それに、オッサン以外の坂下家に色々お世話になったしな……！

　……というわけで、俺は坂下のおばさんを捜さねばならんのだ。

　隣町まで車でだいたい四〇分、おばさんのいるであろう病院までは五〇分ほどだったと思う。

　いつもならなんてことない田舎の道のりだが、今は何があるかわからんからな。

　車に積む予備や、もしもの時に家に備蓄するものも必要だ。
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　さてさて、問題なく敷地内のガソスタに着いたぞ。

　ここは自家発電機に加え、緊急時用の手回し給油ポンプがあるのだ。

　安全を確認したので、給油をする。

　入れ物は、やはりホームセンターから調達してきた安全携行缶なるものだ。

　二〇リットルを入れることができ、頑丈で倒しても破損しないすぐれもの……だそうだ。

　ただ何も入れてない状態でもクソ重いので、運ぶのも一苦労だ。

　……ありゃ、前に来た時は発電機が動いていたが燃料が尽きたようだ。

　仕方がないので、備え付けの緊急用手回しポンプを使用する。

　これの吸入用ホースを地下のタンクに入れ、もう一方を車に接続……ひたすらハンドルを回す。

　何故こんなことを知っているかというと、ガソスタでバイトしていた友人が教えてくれたのだ。

「地震が来て電気が止まっても安心だぜ」なんて言っていたな。

　ありがとう、山下くん……お陰で助かったぜ。

　ひたすらハンドルを回すが……おっも！　重すぎ！　そしてくみ上げる量も少なすぎる！

　電気のありがたみを再確認しながら、無心で給油していく。

　結果、汗だくになりながら軽トラ本体と、六つの携行缶にガソリンを入れることができた。

　さらに重くなった携行缶を荷台に積み、後片付けをして作業は終了。

　あー終わった！　重労働だなあ、これ。

　一服したいところだがさすがにここで火はまずい、帰りながら喫うか。
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　車に乗り込もうとした時、人影に気付く……ゾンビじゃない、人間だ。

　放置車両の陰に隠れていたらしい四人組の男たちが、軽トラを挟んで向かいにいた。

　軽装ながら、全員鉄パイプを持っていて……こりゃ、穏やかな雰囲気じゃないな。

　あれ、なんか一人に見覚えが……んん？

　アイツだ！　前にここで会った三人組の中にいた金髪！

　タケかリキのどっちかの、覇気がなかった方！

　作業終わるのを待ってやがったな……緊急用ポンプの使い方も知らなかったんだろうし。

　さあて、ガソリンが目的かそれとも……

「……よお、いつかのクソガキじゃないか。何の用だ」

　じっと俺を睨にらみつけてくる金髪に声をかける。

　こいつら相手に忖そん度たくする必要はないからな、石川さんもいないし。

「ンだとゴルァ！　……おっさん、ガソリンと車よこせ。こっちは四人だ、ケガしたくねえだろォ？」

　顔を真っ赤にして怒鳴ってきた……おーおー、そうするとホントに猿に見えるな。

　しかし、ガソリンどころか車までよこせときた。

　これアレだわ、素直に渡してもケガさせるタイプの嘘だわ、気持ちが目に表れまくってるもん。

「なんだァ？　寝言は寝てからほざけ。それとも、いっつも夢見心地だからそんなに馬鹿なのか？」

　軽口を叩たたきながら、相手方を観察。

　木刀を持っていない俺を完全にナメてるらしく、全員身構えもしていない。

　車が陰になって、運転席の日本刀が見えていないようだ。

「そォ、かよ……舐なめやがって！　ぶっ殺してやるァ！」

　はい、殺意いただきました──そりゃ、こっちの台詞だっての。

　キレた金髪が、軽トラを回り込もうと早足で近付いてくる。

　愉快な仲間たちは、加勢するでもなく後ろでニヤニヤ見ている……好都合、だ。

　しゃがみこんで日本刀を腰に差し──そのまま陰から飛び出し、金髪に向かって走る。

「……へぇっ？」

　俺の腰のものに気付いた金髪が目を見開きマヌケな声を漏らすが、もう遅い！

「──っふ！」

　右足を踏み出すと同時に腰をひねり、体を開くように抜刀の姿勢に入る。

　十分に速度の乗ったやや切り上げ気味の斬撃が、俺を殴ろうと中途半端に鉄パイプを振り上げかけている金髪の右手首に──吸い込まれるように、入った。

　奴の手首をしっかりととらえた刀身が、一瞬ぬるりという手ごたえを伝えてくる。

　そして、四分の一ほどの肉を切り裂きながら……刃はあっけなく反対側に突き抜けた。

　手首の動きで刃を返しながら、一歩踏み込んでハーフパンツからのぞく左太ふと腿ももに、もう一太刀。

「──あっおっあっぎぃいいいいいィ!?」

　奴はそのまま地面に崩れ落ち、手首と太腿を器用に押さえながらのたうち回る。

　押さえた手の隙間から、溢あふれ出す鮮血……動脈は外したが、無力化には成功したようだ。

　……やっぱゾンビよりよっぽど楽だわ、人間。

　初めて人を斬ったが、驚くほど稽けい古こ通りに体が動いてくれた。

　まあ、ゾンビを散々どつき殺しているので今更ではある。

　骨に当てていないので、刃にはさほどのダメージはないだろう。

「りっ、りっ、リキヤぁ！」「なっ……なんだぁっ!?」「わっ……わぁあ！」

　後ろの仲間たちが、それぞれ叫ぶ……ほーん、こっちがリキか。

「てっめ！　この野郎がぁあああああああああ！」

　謎の言語を喚きながら、パニック状態の一人がこっちに突っ込んでくる。

　俺目掛け、力任せに両手で上段から振り下ろされた鉄パイプを半歩退くことでかわす。

　空振りした鉄パイプが地面にぶち当たり、かぁんと高い音を立てた。

「──しいぃっ!!」

　呆あつ気けにとられた顔をしたそいつの、伸びきった両腕の肘ひじあたりを横一文字に切り裂く。

「いっがあああああああああああああぁ!?　ぎっ！」

　鉄パイプを取り落とし、崩れ落ちかけたそいつの顎あごを柄頭で上に撥はね上げた。

　脳を揺らされ、白目を剥むいてそいつも地面に倒れる……よし、二人目。

　残る二人の様子を見ると、何やらキャンキャン喚いているもののこちらに来る様子はない。

　なんという薄情な奴らだ！　仲間を想う気持ちはないのか！　なんてな。

　血振りをし、腰に挟んだタオルで刀身を拭ぬぐう……懐紙、持ってくればよかった。

　刃こぼれや歪ゆがみは……うん、ない。

　それを確認すると、血をできる限りぬぐって納刀。

　家に帰ったら、錆さびないようにもっとしっかり清掃しなきゃ。

「──おい、お前ら」

　まだ喚き続ける残り二人に声をかける。

「こいつら持って帰れ。止血すりゃ死ぬほどの傷じゃない」

　まあ、死ぬほど痛いだろうし、悪くすればリキは死ぬだろうが……俺の知ったことじゃない。

　殺そうとしてきた相手を心配するほど聖人じゃないし。

「それとも……まだやるってのか？」

　睨んで言うと、二人は雷に打たれたようにビクつき、慌ててこちらに走ってきた。

　鉄パイプを地面に放り投げたところから、完全に戦意を失っているようだ。

　一応用心して後方に離れ、観察する。

　二人はリキともう一人を抱え、近くに停めていたけばけばしいペイントの車に引きずっていった。

　気絶した方は静かなもんだが、リキはもういてえいてえ死ぬ死ぬの大騒ぎだ。

　二人は後部座席にケガ人を乗せ（というか魚河岸の魚めいて放り込んでいた）、エンジンをかけると飛ぶようにホームセンターから出ていった。

　……おい、車あるんじゃねえかよ!?　なんで俺の軽トラまで狙った!?　嫌がらせかよ！

　車が視界から消えるまで見届けると、腰から刀を外し軽トラに乗り込んだ。

　一服するべく煙草を咥くわえ、火を点けようとすると……ライターを持った手が小刻みに震えている。

　安心した今になって、やっと緊張が出てきたようだ。

　苦笑いしながら煙草に火を点け、喫いながらエンジンをかける。

　……しばらくここには来ない方がいいな、南区のホームセンターを開拓するか。

　アホとはいえ弟分をやっちまったんだ、石川さんとタケがどう出るかわからんし。

　気持ちを切り替えていこう、家に帰ったらしっかり休んで疲れを取るとするかな。
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「うーん、やはりこの映画はいい……」

　ここ、音楽の盛り上がりとストーリーの盛り上がりがシンクロしてアツいんだよなあ……

　俺も腕から蛇オーラ出ないかなあ、あと野太刀グニュウってしたい。

　今見てたのは、こないだの豚さんと同じ会社が作ったアニメ映画だ。

　呪いを解く手段を探して旅したり、野生の少女と愛をはぐくんだりする大人気冒険活劇。

　これも飛行艇の豚さんと同じくらい見てるが、全く飽きない。

「あー、今回も面白かった」

　狼に乗れたら楽しいんだろうなあ。

　次は天空のキャッスルを探すヤツか、三代目大泥棒のヤツにするかなあ。

　ちなみに今日は、アホ金髪ことリキくんたちを軽く刻んだ翌日。

　昨日は帰ってからまず刀をしっかりと手入れし、細部を確認した後食事をして泥のように眠った。

　そして朝四時に起床し、半分クッションに埋まりつつ大好きな映画を見ながら英気を養っていた。

　……何のためって？

　今日は隣町に坂下のおばさんを捜しに行くからだ。

　このゾンビ騒動始まって以来の大移動だ、存分に気合を入れておかないとな。

　そして、現在時刻は朝の八時。

　準備をして軽トラに乗り込む。

　戸締まり、ヨシ！　畑の水やり、ヨシ！　脚立隠し、ヨシ！　予備ガソリン、ヨシ！

　木刀、ヨシ！　日本刀、ヨシ！　食料と水、ヨシ！　煙草、通常用緊急用予備用の三箱、ヨシ!!

　さあ、出発だ！　……なお、由紀子ちゃんには母親を捜しに行くことを知らせていない。

　最悪、もう亡くなっていたり行方不明だったりした場合、余計に悲しませることになるからなあ。

　そういう場合は、シュレディンガーの母親状態のままにしておいた方がいい。

　あっ、避難所が満杯だったの完全に忘れてた……避難民の肉親なら大丈夫か……？

　宮田さんたちに土下座しつつカートンでも渡せば了承してくんないかな？

　……まあいいや、とにかくおばさんを見つけてから考えよう……出発！
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　土手を出て右折し、車を走らせる。

　今から向かう隣町は、川を遡さかのぼった所に位置する。

　おばさんがいるであろう病院は、そこの中心部……普通なら五〇分で到着だが、どうだろうな。

　案の定というかなんというか、こちらの車道も放置車両が結構ある。

　幸い道が完全に塞ふさがるということはなく、蛇行しながら平均時速四〇キロ前後で走れている。

　車、ゾンビ、直視したくない何かの破片をかわしつつそこそこ順調だ。

　……ガソリンが尽きてきたら、こういう車から抜くのもありだな。

　現在は詩谷市を抜け、隣町である『秋あき月づき町ちよう』に入ったあたり。

　景色はのどかな田園風景……車の数も減ってきて走りやすいなあ。

　思っていたより、ちょいと早く到着できそうだ。

　いやあ、見事な緑だなあ……キャベツかな、あれ？

「キ　ャ　ベ　ツ　？」

　オイオイオイ！　完全にスルーするところだったよオイ！

　土手から下りられる道を見つけ、畑に突撃する。

　……す、素晴らしい！　若干育ちすぎだがキャベツはキャベツだ！

　見晴らしがいいのでゾンビの有無もすぐわかる！　ゾンビ無し！

　さっそく手前のものを五つもらおう……大地の恵みだ！　厳密には違うけど！

　いつまでキャベツがあるかわからんが、貴重なビタミンをゲットだ！

　ホクホクで車まで戻って早速キャベツを一つ取り、何枚かはがして食う。

　固い、が食えないことはない！　バリバリと音を立てて噛かむ、噛む。

　……うまい！　泣きそう！　でも土の味がする！　川で洗えばよかった！

　しかし、久しぶりの生鮮食品だ！　体が喜んでいる感じがする！

　俺は元々キャベツが大好きなので、いくらでも食えそうだ。

　今日の朝飯はそのまま運転しながら、キャベツとサラダ的なチキンとなった。

　帰りにもう少し頂いて帰るとするか。

　世話する人間がいないと枯れちゃうから、今見つけられてよかった。

　どっかにトマト畑とかもないかな……うちのミニトマトはまだまだ時間かかりそうだし。
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「……病院、あれだよな？」

　キャベツを堪能しながら運転し、町の中心部に到着。

　結局、一時間半ほどで到着できたが……ここでアクシデントが発生した。

　後もう少しで病院、という所で完全に道が塞がっている。

　病人が大勢出たのか、それとも病院なら安全だと思ったのか、車がギッチギチに詰まっている。

　カーナビで確認したところ、五〇〇メートル先に病院があるはずだ。

　迂う回かい路はないようだな……仕方ない、歩くとしよう。

　携行缶のガソリンが直射日光で気化されても困るので、道端の民家の陰に軽トラを停めた。

　刀を差し、木刀を握って歩き出す。

　車の陰からフラフラ出てくるゾンビを、時にはやりすごし時には成仏させて進む。

　目につくコンビニやスーパーは略奪の後が色濃く残っており、いいものはなさそうだ。

　病院が近付くにつれ、その敷地内に緑色の特徴的な車両が多く停まっているのが確認できた。

　正面ゲートに、長い筒にも見えるライフルを持った迷彩服の人影もいくつか見えてきた。

　そっか……ここの避難所は、自衛隊の管轄か。

　連絡が途絶えたとは宮田さんに聞いていたが、こんな所に生き残りがいたのか。

　俺の存在を認識したのだろう、正門にいる自衛隊員の一人がこちらへ銃を向け、問いかけてきた。

「──そこで止まりなさい！　この避難所は満員で入れません！」

　うわー、なんかデジャブだな、この展開。

「すいませーん！　知人がここにいるはずなんで、安否を確認したいだけなんで～す！」

　木刀を地面に置き、両手を上げながら隊員に答える。

　ッヒ!?　いつの間にか五人に銃を向けられてる!?

　慌てて伏せたところ、一人の自衛官が進み出てきた。

「あの、そこまでしていただかなくても……あの、ひょっとして田中野さん、ですか？」

「え？」

　なんで名前を？　俺はこの地方の自衛隊に知り合いなんて……あっ。

「あぁ……お久しぶりです、神崎さん」

「はい、お元気そうでよかったです」

　その自衛官は、ニコリと笑った。

　そこにいたのは、いつだったかの夜に出会った謎の美女、神崎さんだった。

　自衛隊の人だったのか……なんか、納得。

　そうこうしているうちに、無線で連絡を受けたのか病院の中から目立つ隊員が出てきた。

　うおお……宮田さんに勝るとも劣らない、高身長の筋肉モリモリなマッチョマンだ。

　だが、宮田さんと違い目つきはとても鋭い。
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　……あっちが熊ならこっちは狼ってとこかな。

「こんにちは。私はこの避難所を統括している、花はな田だ一等陸尉です」

　一等陸尉ってのは……たしか、一般的な軍隊では大尉になるんだっけ？

　結構えらい人なのかな？　礼儀正しいし、好印象だ……目が一切笑ってないのが怖いけども。

「こんにちは、私は詩谷に住んでいる田中野と申します。知人を捜しに来ました」

　花田さんは、一瞬俺の左腰にある刀を見て目を細めた。

「それは……」

「ああ、自衛用の武器です。もちろん、ここで抜く気はさらさらありませんよ」

　俺の返事に、花田さんは満足そうに頷うなずく。

　……俺がたとえ宮本武蔵でも、この状況で抜くわけがない。

　一瞬で穴あきチーズめいた愉快な死体にされてしまう。

「それで、お知り合いが何故ここにいると？」

「この病院の看護師をしていると聞いていたので。名前は『坂下真ま弓ゆみ』さんです」

「なるほど……確認させます。そこのテントでお待ちください。神崎！　ご案内しろ！」

「ハッ！」

　俺の返答に納得したのか、花田さんは病院へと戻っていく。

　……ありがたい、案内役は神崎さんのようだ。

　知り合いとも呼べない知り合いだが、この状況ではとてもありがたい。

　身のこなしから、何か武道をやっている感じもする……あの夜もすごかったし。

「改めまして、こんにちは。私は……神崎陸士長です。田中野さん、こちらへ」

「あっはい、ご丁寧にどうも」

　神崎さんに誘導され、病院入り口の脇にあるテントへ。

　椅子をすすめられたので、リュックを下ろして座る。

　飲み物を用意させるのも忍びないので、リュックから水筒を出す。

　食事をしてもいいかと聞くと、許可が出たのでキャベツを出す。

　本日の昼食……キャベツ半玉と水なり。

　まさかキャベツのみが出てくるとは思わなかったのか、若干目を見開いた神崎さんがかわいい。

　その後もチラチラ視線を向けてくる、ひょっとして食べたいのかな？

　……いや、キャベツを生のままモリモリ食べる生命体が珍しいからだな、たぶん。

　それから市内や避難所の状況等を聞かれたので、キャベツを齧かじりながらわかることを答えた。

「俺からも質問なんですが、やはり自衛隊の詩谷基地は壊滅したんですか？」

「こちらでも詳しく把握できていませんが、今のところ連絡が全く取れませんので……」

「それと、屋内退避を呼び掛けているラジオ放送は、自衛隊が流しているものですか？」

「いえ、あれは政府から一斉発信されているものです」

　その他にも、ゾンビ化の原因についてなども聞いたが……

・潜伏期間が人によってまちまちなこと。
・噛まれたら遅かれ早かれ必ずゾンビになってしまうこと。
・今まで噛まれて助かった例はないこと。
・ここの避難所でも噛まれた人は隔離し、ゾンビ化すれば『処理』していること。


　など、宮田さんが言っていたことと大差はなかった……情報が錯さく綜そうしていないだけ、マシか。

　また、自衛隊も警察と一緒で本部との連絡が取れないから、現場独自の判断で動いているらしい。

　……政府機構って大丈夫なのかな。

　上だけとっくに壊滅してるでござる、みたいなことになってなきゃいいけども。

「自衛官だったんですね、神崎さん。じゃあ、あの夜は任務ですか？」

「はい、詳細は明かせませんが……あの時は、本当に助かりました」

「いえいえ、そんな……俺は何も……」

　そうこうしていると、テントの外が騒がしくなった。

「一朗太くん！　一朗太くんなの!?」

　病院脇のテントで神崎さんと話しながら待っていると、入り口から看護師さんが飛び込んできた。

　後ろに、さっきの花田さんも立っている。

　ところどころに血が付着した制服を着た看護師さんは、俺のよく知ってる人だった。

「おばさん、無事でよかった！」

「ああよかった！　どこにも怪我はない？　噛まれてない？」

「うわっ、だ、大丈夫ですよ、ビックリするなあ」

　坂下のおばさんが俺の体をペタペタ触りながら涙目で問いかけてくる。

　由紀子ちゃんといいおばさんといい、オッサンの家族はオッサン以外いい人ばかりだなあ。

　なんで結婚できたんだろう、あのオッサン……弱みでも握ったのだろうか。

　俺という知り合いの無事を確認できたからか、おばさんはホッとしたように椅子に腰かけた。

　そして、ポロポロと涙をこぼしている。

　安心したら一気に張り詰めたものが解かれたのだろう。

　おばさんが落ち着くのを待って、現状を軽く説明する。

・詩谷市もめちゃくちゃになっていること。
・近所の住民が俺以外帰っていないこと。
・由紀子ちゃんと避難所になっている高校で再会したこと。
・由紀子ちゃんのいる避難所は、警察がしっかりと管理していて安全なこと。


　……などを、だ。

　ん？　何か抜けてるって？　おばさんも流したからいいんだよ！

　マジでオッサン何やったんだよ……話題に出そうとしたら「それは大丈夫」って言うしさ。

「あの子が無事でよかった……」

「由紀子ちゃんもおばさんを心配してましたけど、これでやっといい報告ができますよ」

　久しぶりに、心から安心して話している気がする。

　ここ最近、ハーレム野郎や金髪リキなどで荒んだ心がぐんぐん回復していくような感じだ。

　おっかしいなあ、なんで外で俺が会うのは人間の放射性廃棄物みたいな連中しかいないんだろう。

「それで、どうします？　由紀子ちゃんの所に行くのなら、俺が送っていきますけど……」

「あの、それなんだけどね、一朗太くん……」

　おばさん曰いわく、ここを離れるのは難しいとのことだった。

　もちろん娘は心配だが、担当している患者さんや、お年寄りたちを置いていくことはできないと。

　うーん、真面目だ……まさに白衣の天使。

　無職系屑くずの俺からは、どうひっくり返しても出てこない考えだ。

「こちらとしても行かせてあげたいのですが、外の危険性や医療従事者の不足等も考えますと……」

　後ろで聞いていた花田さんも、話に入ってくる。

　そうだよなあ……いきなり刀装備のヘルメット釣り人もどきに、貴重な看護師を連れて帰りたいと言われても困るだろう……追い返されなかっただけで儲もうけものだ。

　それに、見たところ病院は自衛隊ががっちりガードしているし、危険はないだろう。

　警察よりも安心できる……マシンガンとかの装備的な意味で。

　うーん……携帯が使えれば、すぐに由紀子ちゃんに電話して話をさせてあげられるのになあ。

　充電はバッチリなのだが、ずっとインターネットも電話回線も使えないんだよなあ。

　停電とかゾンビで基地局の大事な所がダメになったのかな。

　……まあいい、とりあえずおばさんの無事は確認できたんだし、帰って由紀子ちゃんに報告すればミッションコンプリートだ！　これで、心置きなく自由を満喫できるぞ！

「わかりましたおばさん。由紀子ちゃんには元気だったと伝えておきます」

「あ！　一朗太くん、おばさん手紙を書くから……ちょっと待っててもらえるかな？」

　あー……なるほど、手紙という手があったか！　完全に忘れていた。

　そしておばさんは、手紙を書くために早足で病院へ戻っていった。

「……田中野さん、あなたに依頼したいことがあります」

　煙草でも喫おうと懐に手を伸ばしかけていた俺に、花田さんが話しかけてきた。

「この神崎を、あなたが話していた詩谷の避難所まで同行させていただきたいのです」

　……なん、ですと？

「……そりゃあ、手紙を渡すので一度は避難所に行きますが、何故です？」

　ムムム、変な話になってきたぞ。

「我々自衛隊や警察は双方とも連絡が取れておらず、現場の判断で動いている状態です」

「そのようですね」

　……指示もないのにずっと現場判断で避難所運営なんて、頭が下がるよ。

「このままでは大規模な行動も起こせません。とにかく情報も人員も足らないのです。そこで、存続している警察とまずは横の連絡を取り合おうと思っておりまして」

「いやでも、長距離通信ができるようなでかい無線が私の軽トラに積めますかね……？」

「コンパクトな衛星経由の無線機ですので」

　あっそうか！　カーナビが普通に使えたってことは、通信衛星は生きているのか！

　さすがに宇宙まではゾンビは進出していないわなあ。

　ははぁ、なるほど……それを使って、警察と自衛隊の共同戦線ってわけか。

　そのための連絡要員として神崎さんを派遣する、と。

「もちろん、タダでとは言いません。手伝っていただければ備蓄食料をいくらか提供いたします」

　おっ、それはありがたい！　ミリメシって食ったことないしなあ。

　正直備蓄はまだまだあるが、保存できるなら余分にあっても困らないし。

　というわけで俺は了承し、契約が成立した。

「お手数をおかけしますがよろしくお願いします、田中野さん」

　神崎さんが、頭を下げてくる。

「ああ、いえ。こちらこそ……ボロ車で申し訳ないです」

　彼女ならいい人そうだし、乗せても問題はないだろう。

　狭い車内で俺みたいなのと一緒なのは我慢していただくしかない。

　……乗る前に、しっかりデオドラントスプレーを吹いておこう。

　警察とか自衛隊とかは、仲良くしておいて損はないよなあ。

　なお、俺に依頼することになった決め手は神崎さんを助けたことと、坂下のおばさんらしい。

『お年寄りの話にも笑顔で付き合い、人当たりもよく、嫌な仕事も率先してやるいい青年だ』と、説明してくれたとのこと……誰だその完かん璧ぺき超人!?　俺なのに俺じゃない!?
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　戻ってきた坂下のおばさんから手紙を預かり、病院を出発する。

「いーい？　くれぐれも、ケガには気を付けるのよ！　元気でね一朗太くん！」

　おばさんはいくつかの飴あめ玉だまをこっそり握らせてくれた上に、何度も手を振ってくれた。

　甘味は貴重だろうに……ほんとにいい人だわ。

　多少の面倒ごとはいくらでも引き受けてやろうという気持ちになってしまう。

　……まさに愛は地球を救う、ってやつだな。

　そして、背中のリュックには自衛隊由来の保存食がぎっしり……うーん、幸せな重み！

　俺の後ろからは、背はい嚢のうを背負った神崎さんがついてくる。

　装備やら弾薬やら無線機やらでかなりの重量のはずなのに、その足取りはよどみない。

　……自衛隊、すげえ。

　軽トラまであと少し、という所で……路地の暗がりから二体のゾンビが飛び出してきた。

　先頭の一体は即座に脳天を砕いて処理したが、二体目は俺をすり抜けて神崎さんの方へ。

　あっ!?　こいつもスケベゾンビだな！

　慌てて振り向いて追いかけようとするが、神崎さんの方が早かった。

「──はっ！」

　彼女は、掴つかみかかってくるゾンビの膝ひざを下段の前蹴げりでへし折り、地面に倒れたそいつの後頭部をライフルの銃床で叩たたき潰つぶした。

　急所のみを狙う、流れるような動きだった……やっぱり自衛隊、すっげえ!!

　そんなこんなで、やっとこさ愛車に到着。

　神崎さんが乗るのでリュックを荷台に積み、こっそりデオドラントスプレーを使う。

「田中野さん、あの……もしよかったら、私にも……貸してくださいますか？」

　若干顔を赤らめ恥ずかしそうに聞いてくる神崎さんに、新品の一缶を進呈した。

　凛り々りしい美人のテレ顔ってすっごい破壊力あるのな……い、いかん、平常心平常心。

　エンジンを始動させ、出発する。

　少し走ってから、俺は病院に到着してから、一本も煙草が喫えていないことに気付いてしまった。

　あぁ駄目だ……自覚したらすっごい喫いたくなった！

　しかし、ここで喫うわけにはいかん……ゾンビ以外の非喫煙者への受動喫煙……ダメ、絶対！

「あの、喫っていただいても大丈夫ですよ？　煙草」

「えっ、なっ何のことですかな？」

　そんなに喫いたくて死にそうな顔してたか？

「一等陸尉と話されていた時に、何度か胸ポケットから出そうとされていたのを見ていますから」

　神崎さんは、おかしそうにクスリとほほ笑むが……それでも駄目だ……受動喫煙は駄目なんだ！

「あの……私も少し喫いますから、その気持ちはよくわかります」

「アっそうですか！　じゃあ遠慮なく！　喫われるのでしたらこちらに新品がありますので！」

　それを聞くやいなや、胸ポケットから煙草を取り出し火を点ける。

　同時に、神崎さんへダッシュボードから取り出したライターと新品の一箱を渡した。

「あっ、ありがとうございます……変わった銘柄ですね」

　目を丸くした神崎さんが、煙草を受け取る……女性で喫う人、久しぶりに見たな。

　まあ成人してりゃ別に悪いことじゃないし、何とも思わんが。

　こんな状況だもの、煙草くらい喫わなきゃやってられないわなあ。

　……あああ～、おいしい煙おいしい～！　世界一おいしいよこれぇ～！

「随分とおいしそうに喫いますね……」

「おいしいですもん、ハハハ！」

　一気に上機嫌になって、詩谷市に向かって車を走らせた。

　……なお、俺の大好きなマンドレイクは彼女のお口には合わなかったようだ、残念。

　かわいそうなので、以前コンビニで拝借したポピュラーな銘柄を渡しておいた。

　はえ～、美人の喫煙姿すっごい絵になる……

　事故らないように注意しながら、おっかなびっくり運転した。
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「なるほど、剣術と居合をされているのですね。あの夜も手慣れているご様子だったので……」

「いやいや、俺なんて道場で齧かじった程度ですよ。神崎さんこそ、さっきは見事な手並みでした」

「あれは銃剣格闘ですね。私は射撃よりあちらが得意なんです」

「あーなるほど。さすがに銃剣術は一般じゃ学べないなあ……」

「あの、田中野さん。ちなみに……剣術の流派はなんですか？」

「え？　ああ、マイナーですけど『南雲流』っていうものを」

「──南雲流！　修めている方を初めて見ました」

「なんと、よくご存じで……こんなマイナー流派を」

「たしか、他の流派にないような、かなり特殊な技が多いのですよね？　今思えば、あの時の包丁を飛ばした技などもそうなんですね！」

「あー、変な技が豊富ですが……知ってるとはたまげたなあ……そして、よく覚えてますね……」

　詩谷市へ向けて走る車内で、俺は神崎さんと武術談議に花を咲かせていた。

　少し話してみると、かなり武術系の話が好きらしいとわかったからだ。

　……こんな美人と武術の話ができるなんて、人生わからんもんであるなあ。

　ちなみに先ほど話に出ていた俺の流派だが、一般にはあまり知られていない。

　別に一子相伝の奥義があるとかそういうわけではなく……純粋に門下生が少ないのだ。

　師匠曰く歴史だけはやたら古いらしいが、どこまで本当なのか眉まゆ唾つばである。

　先ほど、特殊な技が～と神崎さんが言っていたが何のことはない。

　奇襲、搦からめ手て、幻惑等々……まっとうな試合で使えないようなド汚い技が大量にあるだけだ。

　あの夜に使った『草薙』や『飛燕』なんてその最たるものだろう。

　だが、『生き残るためになんでもやれ』っていう流派独自の考え方は今まさに役立っていると思う。

　話の影響で、助手席に美女を乗せている居心地の悪さが少し緩和されたぞ……煙草も喫えるし。

　行きはよいよい、帰りもよいよいってやつだな！　……あ、やっべえ忘れてた。

「神崎さん、すいません、ちょいと寄り道しますけどいいですか？」

「え？　ああ、どうぞ」

　車は反対車線から河原へ下りる……そう、行きに寄ったキャベツ畑である。

　行きには五個取ったので、帰りも五個取って帰ろう。

　もっと持って帰りたいところだが、さすがに食いきれないし腐ったら処分に困る。

　一応、この前の保存食の本に載っていた漬物にするつもりだから、持って帰って実験してみるが。

「ふふ……キャベツ、お好きなんですね」

　神崎さんがクスリと笑う。

　待っててもいいのにわざわざ手伝ってくれた……働き者だなあ。

「普段から好きなんですけど、今は生鮮食品は貴重ですから……自衛隊ではどうされてるんです？」

「備蓄と、病院にあったビタミン剤などですね。今は敷地内に畑も作り始めています」

　うーん畑、畑かあ……うちの庭は、面積的にこれ以上育てようがないのだ。

　……そういえば、近所にちょっとした畑があったのを今思い出したな。

　あそこを借りようか？　持ち主不在だし。

　スーパーやホームセンターでも種はほぼ手つかずのまま残っていたし……

　……あ、冬はどうしよう？　冬に育つ野菜なんて心当たりがジャガイモしかないぞ？

　こうなれば、ビタミン系のサプリメントを薬局から回収しまくっておくのも手かな。

　あとは……干し柿なんかも作ってみてもいいかもしれないな！
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「……田中野さんは、その、普段通りなのですね」

「え？　何がですか？」

「いえ、世界がこんなことになったのに……なんというか、自然体というか」

　運転を再開してしばらくしたら、神崎さんがそう言ってきた。

「うーん……元々その、ちょい前から無職でしたし。家族も海外に行ってて、日本には俺一人しかいませんし。あー……守るものが自分の命くらいなんで、気楽なのかもしれませんねえ」

「そういう……ものですか？」

　彼女はぽかんとしている……そういう顔すると一気に若く見えるなあ。

「へへへ、我ながらひどい答えですが……たぶん、そんな感じです」

　自己分析しつつ答えてみるが、恐らくこんなとこだろう。

『人は守るものがあるほど強い』なんてよく言われたりするが、いまいち実感がわかない。

　でも、自衛隊は守るものだらけでさぞ大変なことだろうなあ……心から同情する。

　小腹が空いたので、チョコバーを齧る。

　神崎さんにも進呈したところ、うっすら笑みを浮かべながら嬉うれしそうに食べていた。

　やはり甘味はいいなあ。

　楽しい時間はすぐに過ぎていくもので、あっという間に車は詩谷市へ到着した。

　特に、行きと変わったところは見られない。

　相変わらず、横転した車と死体とゾンビと肉片まみれだ。

　うーん、世紀末って感じ。

「……田中野さん、この道路の状況は今まで通りですか？」

「え？　そうですね。初めて街に出た時から変わっていませんね」

「やはり、変ですね……」

　神崎さんが少し顔をしかめ、呟つぶやく。

　何か、気になるんだろうか？

「少し、車をゆっくり走らせてください」

　そう言われたので、時速一〇キロ程度まで落とす。

「普通の死体と、ゾンビの死体を見比べてください」

　正直、見たくないけど見る……特に気になった所はないなあ。

　死体ってああいう具合に腐っていくのか……うげえ。

　俺が死ぬ時はせめて、土に埋めてほしいなあ……あれ？

「ゾンビが、腐ってない……？」

　通常の死体は腐って直視するのも嫌だが、ゾンビっぽい死体に腐敗は見られない。

「まさか、防腐剤でも入ってんのか？」「──っ!?」

　思わず呟いた俺の言葉がツボに入ったのか、神崎さんが吹き出す。

　それを誤魔化すように咳せきばらいをするのがかわいい。

「こ、こほん。病院では、ゾンビをすぐに埋めていたので気付きませんでした」

　ふうむ、ゾンビになると腐らないのか、変な話だ……ウイルス的な何かが腐敗を遅らせるのかね？

　──あぁっ!?　じゃ、じゃあオッサンの成れの果ても土に還らないじゃん！

　やべえぞ、なんかの拍子に地表に出て来たらご近所の大事件だ！

　帰ったら念入りに埋めておこう……いっそのこと、上にデカい石でも置いてやろうか？

「我々の方でも、何がゾンビの原因なのか不明で……研究機関とも連絡が取れていませんし……」

「ウイルスか突然変異か、はたまた生物兵器の流出か……なんかＢ級映画みたいになってきたなあ」

「ゾンビに高度な意思や、人間離れした身体能力がないだけマシですね」

　……たしかに、それはある。

　俺が適当に生きていられるのも、ゾンビが頭までゾンビだからだ。

　最近流行のダッシュ系ゾンビ映画みたいに、壁登ったり飛び跳ねたりされたらさすがに大変だぞ。

「あと、ここが日本でよかったです。某国みたいに銃が流通してたら、今頃暴徒まみれですよ」

「──その某国ですが、どうやらその通りのようです。現在は不通ですが、以前通信が繋つながった時に一等陸尉が情報を得たらしいです」

　うわぁ、やっぱりそうなってたかあ……便乗しての略奪なんかも多いかも、くわばらくわばら。

「田中野さん、もしよろしければ……あなたの家に一いつ旦たん寄ってくださいませんか？」

「……え？　なんでうちに？」

　神崎さんが妙な事を言ってきた。

　俺の家には、戦略兵器とか人型ロボットとか置いてないんだけどな……？

「一等陸尉から、あなたとは今後も付き合いが続くだろうと言われておりまして。何かあった時のために場所を記録しておきたいのです。あの夜に、ある程度の場所は把握していますが」

　えっなんか俺自衛隊にすっごい信頼されてるぅ!?　ナンデ!?

　坂下のおばさんが俺を現代の聖人レベルまで褒めたたえでもしたのか!?

　あの短い時間に、一体何が起こったのさ!?

「この状況下において、あなたは貴重な人材ですので。今後とも友好関係を築いていきたいのです」

　貴重……貴重？　俺は貴重な人材だった……？

　おかしい、なんか俺の評価が高すぎるぞ。

　普通にキレ倒して刃にん傷じよう沙ざ汰たとか起こしたんだけど……

「あの、お嫌でなければですが……」

「いや、別にあんな家でよければいくらでも見ていただいて結構ですけど……」

　釈然としない気持ちを抱えながら、了承する。

　断ることもできるが、家の位置くらいなら問題はないだろう。

　隊員を常駐させて前線基地にしてくれ～！　って言われたらさすがに嫌だけども。

「これは……改めて見ると素晴らしいです、防御に適した改造を施されていますね。ですが、一階の窓付近はもう少し補強した方がよろしいかと」

　そんなこんなで家に着いたのだが、家を見て神崎さんが褒めてくれた。

　さすが自衛官、評価のポイントがユニークな上にアドバイスまでしてくれた。

「……完了です、お待たせ致しました」

　神崎さんがＧＰＳ的な何かの座標を記録したようなので、再び車に乗り込んで出発。

　目指すは避難所、友愛高校。

　由紀子ちゃんには、早くおばさんの手紙を渡してあげたい。

　神崎さんに承諾を取ってから煙草に火を点けた。
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　特に問題もなく、やってきました友愛高校……見たところ以前と変わりはないようだ。

「着きましたよ神崎さん、ここが警察の運営している避難所、友愛高校です」

「なるほど、かなり頑丈な建物ですね……」

「お堅い私立高校ですからねえ」「はい……？」

「いや、ナンデモナイデス……」

　小粋なギャグが不発に終わる中、ゆっくりと正面ゲートに車を進めていく。

　こちらを視認したのか、門番役の警官が寄ってきた。

　あっ、宮田さんと一緒に煙草を喫った若い警官だ……えーと、たしか森山さんだったかな？

「こんにちは田中野さん！　今日はどうされましたか？　……そちらの方は？」

　窓を開けて答える。

「こんにちは森山さん。秋月で避難所を運営している自衛隊の方が宮田さんにお話があるとかで、連絡員さんをお連れしたんですよ」

「自分は神崎陸士長です。よろしくお願いします」

　助手席からピシリと敬礼する神崎さんを見て、森山さんが急に動きを止めた。

　自衛隊員が普通の軽トラに乗ってたら、そりゃびっくりするもんな。

「あ、う、っじ……自分は、森山巡査であります！」

　うん知ってる、よく知ってる……どうしたいきなり、神崎さんもきょとんとしているじゃないか。

　ムムム！　森山さん……顔が真っ赤だ。

　あ～……なるほどぉ！　そういうことか、神崎さん美人さんだもんね！　若いねえ、森山くん！

　これからは若さに敬意を表して、脳内でそう呼ぼう。

　とりあえず、挙動不審になった森山くんをなんとか動かして門を開けてもらい、駐車場に停める。

　……むっちゃダッシュでついてくるな、彼。

　俺の時とは態度が違いすぎるぞ……まあね、気持ちはわからんでもないけど。

「あのォッ！　こちらへ！　ご案内いたします！　どうぞォ！」

　やる気が空回りしすぎてかなり面白いことになってる森山くんに先導され、校内へ。

「……元気な方ですね？」「……やる気に満ちたいい警官ですよ、ええ」

　後ろでコソコソ話しながらついていった。

　案内されたのは職員室……へえ、ここが警官隊の本部になってるのか。

「おや、こんにちは田中野さん。……そちらは？」

「こんにちは宮田さん、こちら──」

「──自衛隊の神崎陸士長さんです！　ご用があるとのことでお連れしました!!」

　お隣の森山くんうるっせえ！　鼓膜が死ぬゥ！

　いい加減ちょっと落ち着けよもう！　逆効果だぞ、それ！

「……ということですので、後はお任せします。神崎さん、俺はこれで」

「え？　あ、この度は大変お世話になりました田中野さん、いずれまた……」

　めんどくさいので、警察に丸投げしてか～えろ！　おっと、由紀子ちゃん捜さないと！

　俺は宮田さんと、テンションが上がりすぎて若干……いや大分気持ちが悪くなってる森山くんに会釈をして部屋を出た……男子中学生か、森山くんよ。

　……さて、由紀子ちゃんはどこかしら。

　他校の生徒だから、民間人と同じ区画にいるとは聞いてたんだけど……

　そこらにいる警察官に場所を聞きつつ進んでいく。

　腰の日本刀については宮田さんから話が通っているらしく、止められるようなことはなかった。

　避難民たちには遠巻きにされたが仕方ない……どう見ても避難民じゃないし、俺。

　そして、校舎の外れまでやってきた……ここに由紀子ちゃんはじめ、外部の避難民がいるらしい。

　えーと、多目的ホールは……おっ、ここだ。

「すいませーん、坂下由紀子さん、いますか～？」

　入り口を開けて声をかけると、ちょうど正面にお目当ての人物がいた。

「あっ！　田中野のおにいさん！」

「やあ由紀子ちゃん、こんにちは」

　制服姿の由紀子ちゃんがこちらへ走ってくる。

　室内には二〇名程度の人たちがいた。

　老若男女、様々……着の身着のまま逃げてきたって感じだな。

　軽く頭を下げ、入室。

「ひょっとしてママのこと、何かわかったの!?」

「ああ、おばさんはやっぱり隣町の病院にいたよ。とっても元気そうだった」

「ほんとっ!?　よかったあ……」

　涙ぐむ由紀子ちゃんに、おばさんの手紙を渡す。

「ただ、今はここに来られないって言われてね。代わりに……ホラ、この手紙を預かってきたんだ」

　本当は連れて来たかったのだが、あの状況では仕方ない。

「ありがとう！　……ママの字だ！　よかった……ほんとに、よかったぁ……」

　手紙を見るなり、由紀子ちゃんはポロポロと涙をこぼした。

　緊張がほぐれたんだろうな、こんな状況だし。

「──坂下に何やってんだ、おっさん！」

　泣いている由紀子ちゃんの肩でもさすってあげようかと思ったその時、大声で怒鳴りつけられた。

　振り向くと、由紀子ちゃんと同じくらいの年齢の男子が立っている。

　坊主頭の野球部っぽい子だ、日焼けしてるしたぶんそう、知らんけど。

「何ってその、慰めようかと思って。知り合いの子だｋ」「──すぐに離れろ！　オイ！」

　男子はずかずかと近付いてくる……なんか、最近会う若い男って基本的に人の話聞かないよな。

「ちがっ、ちがうの原はら田だ君！　この人は……」

　由紀子ちゃんが説明しようとするが、泣いているのでなかなか喋しやべれないようだ。

　それをどう勘違いしたのか、男子はいきなり拳こぶしを振り上げた。

「てっめえッ！」

　おい、いきなり殴りかかるか普通!?

　なんて沸点が低いんだ、最近の子は！

　俺はその向かってくる拳に──かぶっていたヘルメットで、頭突きを合わせた。

「あがぁッ!?」

　うわ、自分でやっといてアレだが痛そう。

　両方スピード乗ってたから、手首がグギッてなったな……ホントに野球部だったらごめんな？

　よく考えたらいきなり他人に殴りかかる奴の手首の心配は無用だと思う。

「あのさあ……『人の話は最後まで聞け』って幼稚園あたりで習わなかったの？」

　誤解だろうが何だろうが、黙って殴られてやる趣味はない。

　手首を押さえてこちらを睨にらむ男子に言ってやる。

「俺はね、この子の知り合い。で、彼女のお母さんが書いた手紙を届けに来たのよ」
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「そ、そうなんだよ原田君！　私、手紙読んだら泣いちゃって……話も聞かないなんて！」

　しっかり説明した上に、落ち着いてきた由紀子ちゃんからの追加抗議。

　さらに、いきさつを知っている室内の皆々様からの……何とも言えない冷たい視線。

「──ッ!?」

　それらに晒さらされた男子……原田くんは、顔を真っ赤にして走って部屋から出ていった。

「おぉい！　せめてごめんなさいくらい言えよ!?」

　思わず言ってしまったが、それに対する彼の行動はさらなる加速だった。

　もう見えなくなった……ひょっとしたら陸上部かもしれんな。

「……まったくもう、なんだってんだ」

　思わず、愚痴が出てしまう。

「ごめんねおにいさん、ヘルメット大丈夫？」

「まあね、アイツの手首よりは丈夫だからねえ」

　ピントが若干ズレた心配の言葉に苦笑する。

「ほんとにひどいよ原田君……でも、いつもはああじゃないのになあ」

「……ほう？」

「炊事とか洗濯、畑仕事なんかすぐに代わってくれようとするの……ちょっと変だよね」

　あっそれはそれは……ああ、なるほどそれであの態度か。

　おおぅ……なんというか……不器用。

　しかも本人に微み塵じんも伝わってない……哀れ……思春期特有の哀れ……同情はせんが。

「そ、そうなんだ。あっそうだ、今度からここに自衛隊の人が常駐することになったんだよ」

　急速に原田くんがかわいそうになってきたので、話を逸らす。

「自衛隊？　……あ、ひょっとしてママの病院にいる人？」

「そうそう、連携のためだってさ。だから、おばさんの様子もわかるようになるかもしれないよ？」

「うわぁ、それ本当!?」

「たぶんね、俺から警察の人にも伝えておくよ。結構手伝ったしそれくらいは聞いてくれるだろ」

「何から何まで……ありがとう、おにいさん！」

　由紀子ちゃんは俺の両手をぎゅっと握り、まだ少し赤い目を潤ませている。

「いいのいいの、昔からよくしてもらってたからさ。恩返し恩返し」

　……君たち母子には、オッサンというクソデカ負い目があるのだし。

　その後、少し立ち話をして由紀子ちゃんとは別れた。

　由紀子ちゃんは「また来てね！」と一生懸命手を振ってくれた。

　うーん、本当に母子揃そろっていい人だ。

　オッサンの遺伝子、ホントに入ってるのかな……？

　しかし、今回もやっぱり父親の話題だけは流されてしまった……この話題はまだ出せんな……

　そして、またこっそりチョコバーを差し入れてしまった。

　周囲にいる子供たちの視線が痛かったので、そっちにも。

　ふふふ……こんなこともあろうかと、俺はいつもポケットにチョコバーをねじ込んでいるのだ。

　……何かの拍子にアリにたかられそう。

　さて、これで宮田さんあたりに由紀子ちゃんのことを伝えれば……ミッションは終わりだな。

　今回のことで食料もダメ押しで手に入ったし、しばらくは家にこもって映画でも見ようかなあ。

　それとも中古ＤＶＤとか、レンタルビデオ店あたりから追加で調達してこようかしら。

　……いっそのこと、ホームシアターでも作ってみるか？

　そんなことを考えながら、職員室へと急ぐ。

　と、廊下の向こうから見覚えのある人影が走ってきた……雄鹿原さんだ。

「──あぁっ！　たっ、田中野さぁん！　助けてくださいぃッ！」

　半泣きで走る彼女の後ろには、ゾンビが……一体!?

　ちくしょォ！　お次は何だァ!?
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「たっ！　たっ田中野さぁあああん！」

　半泣きで走る雄鹿原さんの後ろには、セーラー服姿のゾンビ。

　嘘だろ、なんで避難所内にゾンビが!?　あれだけ外壁を囲っておいて入ってくるのかよ!?

　だが、今はそんなこと言ってる場合じゃないか！

「俺に任せろ！　後ろに逃げな！」「はあああああいっ！」

　雄鹿原さんに叫んで、前に出る。

　彼女は半泣きのまま俺の後ろへ走り抜けた。

　木刀は車に置いてきてしまったから、武器は腰の日本刀しかない。

　ゾンビ相手にこれを使うのか……兜かぶと割りなんかできないからどうしよう。

　……ん？　おや、あれは……よし、あっちの方がいいな。

「──来ォいッ！」

　まず、ゾンビに体重を乗せた前蹴げりを叩たたき込んだ。

　後ろに倒れるゾンビを見ながら、廊下の壁にダッシュ。

　そこの消火器を手に取り、よろよろと立ち上がるゾンビに──遠心力を乗せ、横から叩きつける！

「うっらァ！」「──ギェガッ！」

　ゾンビは顔をひしゃげさせ、壁に向かって吹き飛んで動かなくなった。

　……よっし！　質量兵器万歳！　やはりゾンビにはこれだな！

「雄鹿原さん！　他にゾンビはいる!?」

「う、ウチが見たのはその人だけですぅ！」

　俺の後ろに隠れながら、雄鹿原さんが答えた。

　いや、隠れるっていうかこれもう抱き着いてないか？　動けねえぞ。

　他には悲鳴や怒声は聞こえてこない……とりあえずは、安心かな。

　おや……そういえばこのゾンビ、ここの制服着てるな。

「雄鹿原さん、あのゾンビって知り合い？」

「お、同じ吹奏楽部の先輩です。噛かまれてから、隔離されてるって聞いてたんですけど……」

　隔離ね、そういえば前に宮田さんが言ってたな。

　安心したぁ、外部から入ってきたわけじゃないのか。

　……しかし、そういう所って管理が厳重なんじゃないの？

　まあ、とりあえずトドメを刺してから考えよう、まだ動いてるし。

　雄鹿原さんをその場に残し、消火器を担いで痙けい攣れんするゾンビへ歩き出した時。

「──うぅうああああああああああああああああああああああああああッ！」

　急に、廊下の端から血まみれの男子生徒が飛び出してきた。

　うおっ新手か!?

「んにゃろっ！」

　俺目掛けて突っ込んでくるそいつに、思わず消火器を放り投げた。

「ぎゃんっ!?」

　狙いは適当だったが、消火器はいい感じにそいつの股こ間かんに激突。

　そいつは、カニよろしく泡を吹いて失神した……え、失神？

　あれっ、コイツひょっとして……ゾンビじゃ、ない？　やっべ、どうしよう。

　いやでも、血まみれで喚いてるからゾンビにしか見えないじゃん。

　無実……拙者は無実でござる……

「そこの人、大丈夫ですか!?　……田中野さん、でしたか」

　不幸な男子生徒と同じ方向から、宮田さんと神崎さんが走ってきた。

「俺もこの娘も大丈夫ですよ。あの……宮田さん、このゾンビはどこから入ってきたんです？」

「……隔離していたものです」

　やはりそうか、さっき雄鹿原さんも言ってたもんな。

「逃げちゃったんですか？」

「いえ、そこに倒れている男子生徒がその、逃がしてしまって……」

「は？」

「どうやら恋人だったようで、監視の目が緩んだ隙に鍵かぎを破壊して……」

「はあ？」

「二人で逃げるつもりだったようですが、既に彼女がゾンビになっていた……ということ、です」

　宮田さんは、なんとも言えないような表情をしている。

「はああああああああ？」

「お気持ちは大変よくわかりますよ、田中野さん」

「私もまったく同じ気持ちです、田中野さん」

　無表情の神崎さんにまで同意されてしまった。

　理解できない……いや、理解はできるけど理解したくない。

　普通に考えたら無理筋すぎるだろう!?

　ゾンビに噛まれたら治るわけないし、逃げたところで恋人においしく喰くわれるのがオチだろう!?

　そんな手前勝手な考えで、避難所全体を危険に晒したのか？　なにこいつ……宇宙人か何か!?

「二人っきりで、どこか野外でなら存分に仲良くしていただきたいですが、ここでは駄目です」

　まったく同感です、神崎さん。

「う、うぅ……」

　あ、話題のアホが目を覚ました……よかった、股間のミスティックボールは無事だったようだな。

　やったことに対して、微塵も後悔はしてないけれど。

「み、ミサキいいいいぃい！」

　目覚めたアホが、突如として床で痙攣しているゾンビに突撃しようとする。

　宮田さんがそいつの首根っこを即座に掴つかみ、なんと……持ち上げた！

　ヒエェ、片手で人間を!?　とんでもないパワーだなあ。

「はなっ離せ！　ミサキが！　ミサキがあッ!?」

「おとなしくしなさい！　彼女はもう、以前の彼女ではありません！」

　アホが、空中でジタバタ暴れる。

　器用だなコイツ、首絞まってるのに……そのまま失神しちまえよ。

「おまっ、お前ぇ！」

　うわ、こっち見た。

「よくも、よくもミサキをっ！」「だってゾンビじゃんお前の彼女」

「違う！　ミサキはそｎ」「だってゾンビじゃんお前の彼女」

「おまえｎ」「だってゾンビじゃんお前の彼女」

「うるさい！　おｍ」「だってゾンビじゃんお前の彼女」

「だっだまｒ」「──黙るのはそっちだ馬鹿野郎ッ!!」

　もういい加減めんどくさくなってきたので、宮田さんに吊つり下さげられたアホの鳩尾にパンチ!!

　めでたく白目を剥むき、アホはもう一度失神……正せい拳けん効果、ヨシ！

「警察官として……褒めるわけにはいかない行為ですが、あの、助かりました」

　苦笑いしながら、宮田さんがアホをひょいと肩に担いだ。

　猿さる轡ぐつわを噛ませているのを見ると、こいつも噛まれたんだろうな。

「私個人としては、拍手を送りたいと思います。腰の入ったいい正拳突きでした」

　……なんか、神崎さんがどんどん面白くなってないか!?　意外とノリがいいな、この人。

「ちなみに、その人間によく似たアホはどうするんです？　適当な所に捨ててきましょうか？」

「いえ、噛まれていますのでこちらで隔離します……さすがに助け出すものも、いないでしょうし」

　ほほう！　そいつはめでたしめでたし、だ！

　今回の件で噛まれたのはアホ一人だけみたい……それじゃ、実質ゼロ被害ですわ。

「……あれ？　そういえば森山さんは？」

　彼のことだから、神崎さんの近くにいると思ってたんだが。

「いや、実はですね……」

　宮田さん曰いわく、さっきのアホに突き飛ばされ……頭を打って失神したのだという。

「……鍛え方が足りませんね」

　おおう、なんと辛しん辣らつだ……哀れな男がまた一人誕生してしまった。

　なお、ゾンビは神崎さんがそれはもう見事な下段蹴りで首を叩き折ることで処理した。

　ふむ、頭じゃなくて首も弱点なんだな……覚えたぞ。

「綺き麗れいな蹴りですねえ、神崎さん」

「い、いえ……むしろ毎回正面から頭を叩き潰つぶしている田中野さんの精神力が凄すごいというか……」

　心に蓋ふたをしてるし、そっちの方が楽だもん！

　その後、宮田さんに由紀子ちゃんとおばさんがたまに連絡を取り合うことをお願いしてみた。

　宮田さんはもとより、自衛隊サイドの神崎さんにも快く了承をしていただけた。

「あの方には、我々もお世話になっています。その娘さんになら、喜んで協力させていただきます」

　坂下のおばさん、当然ながら向こうでも大層な人気者らしいや。

　仕事はもちろんできるし、優しいし……誰に対しても思いやりを持って接するもんな。

　全身からマイナスイオンでも放出してるのかもしれない。

　ああ、なるほど……これが俺からは逆立ちしても出てない、『人徳』というモノであるか。

　しっかし……なんでオッサンと結婚したんだろう？　だ、だめんず？　好きってやつだろうか？

　そうなると、遺伝的に由紀子ちゃんも変な男に引っかかりそうで怖い……さっきのアレとか。

「あのっ、田中野さん！　今回も、ありがとうございました！」

　あ、悪い男に引っかかりそうな女二号（偏見）の雄鹿原さんだ。

「いやいや、その後変わりはないかい？　元気にしてる？」

「はいっ！　あの後坂下先輩と仲良くなって、色々田中野さんのことを教えてもらいました！」

　ちょっとやめてくれないか、俺の個人情報で盛り上がるのは。

　そんなに愉快な人生は送ってないんだけどなあ……

「そ、そっか、まあ無事でよかったよ。あっそうだ……これよかったら食べて……コッソリね」

「わぁっ、ありがとうございますっ！」

　なんか最近、女の子にチョコ配りまくってるな。

「田中野さん」「──うおぅ!?」

　気が付いたら、後ろに神崎さん！　ニンジャ……まるでニンジャだ！

「私はしばらくこの避難所に残って病院との連絡を取り、連携作戦の準備をします」

「アッハイ。お気を付けて」

「お一人なのですから、田中野さんこそお気を付けて……それで、定期的にこちらへ来ていただけると助かります……一等陸尉から、なにか用事があるかもしれませんから」

　だろうなあ、自分で言うのもなんだけど俺って結構便利だもんな。

　まあいい、警察に自衛隊なんていうでかい後ろ盾があった方がこの先何かと便利だし。

「あっ、もしよかったらチョコバーをどうｚ」「ありがとうございます、いただきます」

　冗談のつもりで言ったら、ものすごく食いついてきたよこの人！

　こんなキリッとした美人さんなのに、甘味の魔力は偉大である。

　それから、雄鹿原さんと神崎さんに別れを告げて避難所を後にした。

　……探索に行く時はお菓子をこまめに回収しておこうと心に決めながら、俺は煙草に火を点けた。
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　プレイヤーの画面では、燃え盛る城の中で二人の侍が刀を合わせていた。

　ＢＧＭも相まって、テンションが上がる上がる！

　これ、本当にセット燃やしてるんだよな……この時代の映画はスケールがでかいなあ。

　しかし、柳生の眼帯さんはこの役者さん以外には考えられない……見た目が強そうにも程がある。

　俺も習いたいなあ、柳生流……太刀の柄がこんなに長いのは一体何の利点があるのだろう。

　あ、決着がついた……ここの小さい呟つぶやきがなんとも泣けるんだよなあ。

　この戦いが良すぎて、この後出てくるラスボスの影が薄いのが残念である。

　後に原作小説を読んだら、ラスボスがラスボスじゃない上にクソ弱くてびっくりしたんだよなあ。

　避難所から帰った翌日、俺は我が家の愛すべきリビングでクッションに埋まりつつ映画鑑賞。

　誰かと揉もめたり、誰かを斬ったり、隣町に行ったり、避難所で騒動があったり。

　最近、何かと忙しなかったから、ここらで一息入れて休憩しておこうってことでね。

　せめてあと二日は家から出たくない！　食料もあるし！

　あっ、でも庭の野菜くん達に水をぶっかけなきゃ……中断、中断。

「大きく育てよ～」

　ふうあぶない、忘れるところだった。

　適当に蒔まいただけではあるが、芽が出てくると嬉うれしいもんだなあ……雑草じゃないことを祈る。

　いや、雑草って食えるんだったかな？

『食べられる雑草』みたいな本を探しに、また本屋に行こう。

　できればＤＶＤも取り扱ってるデカい所に。

　食料なんかは略奪対象だろうが、まさかＤＶＤや書籍を欲しがる奴が俺以外にいるとは思えん。

　こう考えると、俺の生活環境は恵まれているなあ。

　図書館もいいかと思ったが、避難所になっている上に……もしかしたら、いつぞやのハーレム千手観音がいる可能性があるのでパス。

　絶対に絡まれるし、そもそも会いたくない。

　気を取り直し、昼食は自衛隊からもらった食料にする。

　白米とおかずのマグロの煮つけ、両方缶詰だ。

　軽く湯ゆ煎せんして温め、口をつける。

「……うまっ！」

　ちゃんとした白米だ！　おかずのマグロも塩っ気が少しきついが、ご飯によく合う！

　モリモリいけちゃうぞこれは！　量も多いし、いいなこれ！

「はー……自衛隊すげえ」

　そりゃあ体が資本だもんな、うまいもん食ってバンバン動かなきゃいけない人たちだし。

　ミリメシ、侮りがたし！

　今後とも積極的にお手伝いすることを視野に入れておこう（必ず手伝うとは言っていない）

　昼食後は、そのまま寝っ転がって昼寝をする……う～ん、幸せ。

　世界が滅茶苦茶になっているのに、こんなにのほほんとしていていいのだろうか？

　──いいんです！

　俺にできることなんて、せいぜい街をカサコソ動き回って物資を集めることくらいなのだ。

　医学知識もないし、カリスマ性なんてもちろん皆無だ。

　世界を救うのは、そういうパッシブスキルを持つ人たちに任せる。

　俺は俺でできることをやりつつ、おもしろおかしく生き延びられればそれでいいのだ。

　眠くなってきたな……寝ちゃおう、自由な無職だし。
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「──よく寝た」

　二時間ほど昼寝をして起床。

　凝った体を、ゆっくりストレッチしてほぐす……柔軟はいつもやっとかないとなあ。

　アシクビヲクジキマシター！　とか、外でそうなったら死んでしまう。

　体も温まってきたので、庭に出ていつもの刀を腰に差し、型の稽けい古こだ。

　座の型……座った形からの抜刀は飛ばす。

　ゾンビと座って歓談なんてシチュエーションは絶対ないからな。

　足の運び、腰の動き、手首の返し、体たい捌さばき……それらをじっくりと確認しつつやっていく。

　何度か実戦をやったが、型通りの状況なんか一回もなかった。

　だからといって、型が無意味かというとそうでもない。

　あらかじめ体の動き方を覚えておくことで、臨機応変に対応することができるのだ。

　取れる選択肢は多い方がいい。

「元気にしてるかなあ、先輩たち」

　みんな、すごかったもんなあ……俺なんかが生き残ってるんだ、先輩方は楽勝だろう。

　あの先輩なんか、デカい木刀よりも大きな得物を小枝みたいにぶんぶん振り回してたもんなあ。

　どっかの警備会社で働いてるはずだけど、あの人が警備する会社は無敵だろうね。

　他の先輩方も俺よりよほど強いし、生き残っているだろう。

　……さて、いい汗もかいたしこの辺にしておくかな。

　今日はもう一つやることがある……『対人武器』の作製である。

　以前、ホームセンターでいい感じの長さの鉄の棒があったのでもらってきておいた。

　本来は何に使うのかまったくわからないが、長さは手のひらより少し長い程度。

　太さは一般的なボールペンくらい。

　まず、何故かあった焼き魚用の七輪に火を起こしてこいつをぶち込む。

　熱で真っ赤になったらペンチで掴つかみ、金床に載せてトンカチで叩たたいて先を伸ばす。

　真昼間とはいえ音が響くが、家はバリケードに囲まれているので安心だ。

　ゾンビはぎゃあぎゃあうるさいから、近付いてくればすぐにわかるし。

　ちなみに、金床も何故かウチの倉庫にあった。

「よし……っと」

　ある程度伸びたら冷やし、農機具手入れ用の砥と石いしでひたすら研いでいく。

　無心で研ぐことしばし、素人仕事だが、まあ……一応形にはなった。

　完成っ！　『棒手裏剣』!!

　俺の流派である南雲流には、手裏剣の技がそれなりにある。

　それを活かすために、今回新装備としてこれを作ったのだ。

　本当は、もっと刺さりやすい四方・八方手裏剣がいいのだが、今はちょっと作れそうにない。

　重量バランスがいささか悪いが、まあそこは腕でカバー……できたら、いいなあ。

「さて、試すか」

　立てかけた板に放ってテストしてみる。

　俺の投げ方は、映画とかによくある回転させながら飛ばすやり方じゃない。

　回転させずにまっすぐ飛ばす、『直打ち』と呼ばれるものだ。

　射程距離は短くなるが、どうせ牽けん制せいのために投げるものだからそれでいい。

　肘ひじを固定し、腕の振りだけで放った手裏剣は……コッという軽い音とともに板に突き刺さった。

　何本か投げて、大体の感覚を掴む……五メートル以内の薄い板くらいなら、貫通する威力だ。

　まあまあ、いい出来だと言える。

　いちいち刀を抜くのって、めんどくさいもんな。

　これで無力化できればしめたもの、手足に刺されば戦意も萎なえるだろうし。

　ゾンビ相手には使えないけども。

　この後早速おやじのベルトを切って、手首に巻けるような手裏剣ホルダーを作っておこう。

　ベストの内側だと倒れた拍子にグサー！　ってなりそうで怖いもんな。

　……我ながら、最近どんどん戦闘に傾いた思考回路になってくるな。

　まあいいや、俺は悪くない！　戦いを挑んでくる相手がいるのが悪いのだ！

　きっとそう、たぶんそう……さてさて、本日の作業は終了！　映画でも見つつ寝るか。

　何にしようかな……さっき見た映画で、俺のサムライソウルに火が点いちまった。

　ここは、時代劇縛りで行こう。

　う～ん、乳母車を押す刺客さんにするか、はたまたダンダラ模様の剣客集団のやつにするか。

　ははは、呑のん気きで幸せな悩みだなあ……煙草と映画があれば天国、天国。
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「ヨシ！　到着！」

　俺は二日間にわたって家にこもり、時代劇縛りで映画やドラマを堪能した。

　いやあ、やはり時代劇はいい……特に、昭和の時代のものはいい。

　最近の時代劇はカメラの性能がいいから、暗い所までハッキリ見えるので興ざめするのだ。

　フィルムカメラ特有の、粘っこい深い闇。

　その暗闇に浮かぶ、刃のぎらっとした鈍い輝き……懐古厨ちゆうと言われようが、やはり最高だ。

　そんな素晴らしい二日間を経て、俺は南区のはずれにある市内で一番大きい複合書店に来た。

　ここは一階が通常の書籍、二階が漫画や美術書、そして三階が映像媒体売り場となっている。

　まさに、ここでだいたいのものが揃そろうという……今の俺にとって素晴らしい場所なのだ。

　ゾンビが出る前にも、ちょこちょこ来ていたお気に入りの場所だ。

　ここのいいところはいくつもある。

　まず、郊外にあるので店舗がデカいこと。

　ゾンビ騒動は平日の……たぶん午前中に始まったので、ここに客はあまりいないはずだ。

　さらに、ここには本と映像媒体しか商品はない……つまり、生活必需品は存在しないのだ。

　よって、生存者がやってくる優先度はかなり低くなるはずだ。

　食料そっちのけで本ＤＶＤを探す……そんな俺のようなもの好きはなかなかいないだろう。

　思った通り、ほとんど車がない駐車場に軽トラを停める。

　木刀ヨシ！　昨日映画を見ながら作ったお手製手裏剣ホルダーヨシ！

　さあ突撃だ、イクゾー！

　あと、ホルダーは左手首に巻くことにした。

　使いやすいようなら量産しよう。

　一階に入る……電気の切れた店内は、朝だというのに薄暗く、略奪された様子はない。

　ライトで店内を照らしながら周囲を確認、ゾンビの姿もない。

　ヨシ、物色開始！

『柳生の剣　その光と影』

　おお、素晴らしい！　こないだから柳生モードが来ている俺にピッタリの本だ！

　詰め込め詰め込め。

『仕事がなくても大丈夫！　おいしい野草の食べ方・完全版』

　……若干タイトルに引っかかりを覚えるが、役に立ちそうではある。

　詰め込め詰め込め。

『忍術大全　流派から装備まで』

　ふむ、暇だからニンジャでも履修しておくか。

　詰め込め詰め込め。

『もしゾンビが出て来たら？　サバイバル生活ガイド』

　役に立つか立たないかはわからないが、面白そうなので持っていこう！

　詰め込め詰め込め！　……うーん、大満足！

　後は気になっていた小説をいくつか持っていこう。

　二階にやってきた……今回は漫画に用はないのでスルー。

　フロアの確認だけしておく……クリア、上に行こう。

　そして三階……ある意味、今回のメインイベントだ。

　俺の目の前には……棚に所狭しと並べられた数々の映像媒体!!

　ああああ！　俺にとっては宝の山だ！　天空の城はここにあったんだ！

　……いかんいかん、焦ってはいけない。

　はやる気持ちを抑えながら、まずはじっくりと周囲を確認……気配も、物音もない。

「よっしゃ！　収穫じゃーい！」

　話題になっていたアメコミ原作の映画群は全部持っていこう、この機会に履修しておきたい。

　パワードスーツの社長とか、お米のシールドキャプテンとか、緑の巨人とかのシリーズだ。

　……え、嘘だろこんなにあるの!?　これだけでリュックの容量をだいぶ消費するな……

　まあいいや、初志貫徹！　詰め込め詰め込め。

　その他に興味はあったが見ていなかった映画や、面白そうな映画はどんどん持っていく。

　我ながらＢ級アクションが多めだがいいの、楽しいからいいの。

　Ａ級映画……名作なのはわかるけど、ああいうの見ると暗くて気が滅入るんだよなあ。

　アニメ映画コーナーも回り、興味があるものを適当に見繕う。

　……時代劇コーナー小さい、小さくない？

　時代の流れを感じながら、新旧面白そうなものを詰め込め詰め込めぃ！

　剣客ドラマシリーズのボックスをねじ込むと、それを最後に俺のリュックはパンッパンになった。

　……今回はここまでにしとこう。

　カンフー映画コーナーまで行けなかったのが残念ではあるが。

　まあ、今日明日でなくなるようなもんでもないし、店は逃げない。

　また来ればいいさ、ここってそんなに遠くないし。

　一階まで下り、過去最高のホクホク気分で店を出る……素敵な生活になりつつあるな、俺！

　家まで帰る道すがら、コンビニを見かけたので寄る。

　煙草のストック確保と、先日大量に消費してしまったお菓子バー的なものを探すためだ。

　そのコンビニは、郊外にあることもあってか目立った略奪の跡はない……お、アタリか？

　外から店内を見渡し、危険がないのを確認してから入店。

　お邪魔しまーす。

　おー……すごい、生鮮食品や弁当以外は全くの手つかずだ！

　煙草もどっさりある！　……マンドレイクが少ないのは人気がないからだな。

　リュックはパンパンなので、ベストのポケットに煙草の箱を詰め込み、カートンも持っていく。

　どうせ人気がない銘柄なんだ、取り尽くしても問題あるまい。

　一度軽トラに戻って煙草を下ろし、再度入店。

　えーと、カロリーバー的なものは……どっさりある。

　色々な種類を三、四個ずつ全身のポケットへ。

　それでも、かなりの量だ。

　俺のおやつにもなるし、避難所へ行く時のいいお土産ができたなあ。

　──由紀子ちゃんたちの喜ぶ姿を想像したまさにその時。

　バックヤードの方から、物音がした。

　それと同時に、何か長いものが飛ぶ風切り音も響く。

「──ッ!?」

　瞬間的に伏せた俺の頭上を、シャッターを閉める時に使う名称不明の棒が通り過ぎる。

　それは、回転しながらアルコールが並んでいる棚のガラスに突き刺さった。

　あぶねえ！　気付けて良かった！

　伏せた姿勢のまま、棚の陰に転がって移動。

　胸ポケットに入れたバーが、その衝撃でぽきぽきと折れる感触がする。

　うわ、もったいねえ……まあ、食えるからいいか。

　レジの方から、人の動く気配と足音が聞こえた。

　バックヤードからこっちに来る……その数は、複数。

「おい！　出てこいよ！　こっちは三人だ、勝ち目はねぇぞ！」

　ご親切にも教えてくれるようだが、数はブラフの可能性もあるので信用しないでおく。

　棚のスキマから確認すると、特徴的な柄の制服が見えた……ここの店員かな？

　だとしたら、俺は盗人ということになる。

「すまない！　まだ人がいるとは思わなかった！　取ったものは返すから乱暴しないでくれ！」

　言いながら、そのままゆっくりと立ち上がる。

　数は言ったように三人だった。

　男が二人、女が一人……全員、コンビニの制服を着ている。

　二人の男は、鉄パイプにバンテージを巻き付けたもので武装している。

「それだけじゃ駄目だ！　表の車も置いていってもらう！」

　リーダー格なのだろう、中年男がそう言った。

「……は？　オイオイ、そりゃちょっと暴利じゃないか？　盗んだものは返すって言ってるだろ」

「うるせえ！　殺されたくなけりゃ黙って言うとおりにしろ！　キー寄越せ！」

　今回は完全に俺が悪いのでちゃんと謝ったし賠償も辞さないが、さすがに車は置いていけない。

　ていうか、なんで俺の軽トラを欲しがるのか……街中にもっといいのがゴロゴロしとるだろ。

「……すまんがそれはできない。あの車がないと困るんだ」

「そ、そんなん知るかよ！　死体からキーを取ってもいいんだぞ！　早くしろォ！」

　高校生っぽいもう一人の男が、しびれを切らしたように叫んだ。

　同時に、手に持った鉄パイプを威嚇するように振り上げた。

「おい、やめてくれ。攻撃はするな……申し訳ないが、さすがに反撃するぞ」

　それは看過できない。

　黙って殺されてやるつもりはさらさらない……こういうの、盗人猛々しいって言うのだろうか？

「ああぁ、うるせえ！　もういい、もう死ね！」

　若い男は完全にキレたらしく、こっちに走ってきた。

　ちょっとこの市の人間、最近沸点低くないか？　世紀末すぎんだろ!!

「仕方ない、か」

　手首に巻き付けたベルトホルダーから手裏剣を抜くと同時に、そいつの太ふと腿もも目掛けて投げた。

　──砥石で鋭く研いだ先端が、若い男の左太腿に命中して肉に食い込む。

　狙いは若干ズレたが威力は十分だ。

「あぁぎぃっ!?」

　若い男はバランスを崩し、書籍のラックに衝突して週刊誌をなぎ倒しながらそのまま床に倒れた。

　ちょうどいい感じに頭部を強打したのか、倒れた体が、だらんと弛し緩かんする。

「てっめぇ！」

　もう一人が、それを見て即座に動き出した。

　荒事に慣れている動きだ、思い切りがいい……もう何人かヤってるかもな。

　瞬時に店外へ顔を向け、叫ぶ。

「うわァっ!?　ゾンビだァ！」

　俺の動きに釣られ、思わずといった様子で外を見てしまった中年男。

　その左肩に、手首のスナップで投とう擲てきした手裏剣が勢いよく刺さる。

　俺が向けたのは顔だ、視線は外していない。

「ぃぎッ!?」「──っらァ!!」

　予想外の痛みに叫ぶ中年男に接近、右の蹴けりを放つ。

　遠心力で加速したブーツのつま先が、肩の痛みに弛緩した男の腹筋に突き刺さった。

「ぉぶっ!?」

　中年男は悲鳴を上げて倒れ、床に吐しゃ物をまき散らしてのたうち回る。

「っひ……!?　ヒィイイイイイ！」

　残った女が、金切声を上げて床に座り込む……どうやら腰が抜けたようだ。

「やめっ、こっ、殺さないで！　殺さないでぇ！」

「……これは置いていく」

　喚く女から視線を外さず、ベストやズボンから各種バーを出し、床に落とす。

「邪魔したな、もう来ない。そいつらの傷は大したことないから、手当すれば死なんはずだ」

　女に声をかけ、倒れた男二人を視界の隅で確認しながら店から出て車に乗り込む。

　すぐにエンジンをかけ、コンビニから脱出……焦ったなあ、店員がいるとは思わなかった。

　あの綺き麗れいな店内を見て、少しは疑問に思うべきだった。

　さすがにあの要求に従うわけにはいかないが、若干それでも後味が悪い。

　完全に、やってること盗人だし。

　まあ、それはいつもやっていることだが。

　取ったものも返したし、許してくれないだろうか……緊急事態だし。

　……今度からは店員がいるかどうかも確認した方がいいな。

　余計なトラブルを起こしたくないし。

「あっ……！　煙草そのまま持ってきちゃった」

　どうしよう……今更戻るのもなあ。

　ま、まあアレだ、人気がない銘柄だし？

　何より投げられた棒が当たれば怪我でもしていたかもしれないし？

　後半、向こうさんは完全に俺を殺す気だったし？

　過剰防衛と窃盗で対消滅しないだろうか？　……しないだろうなぁ。

　しかしまあ、地味に行けない場所が増えてくるなあ……

　今度ＤＶＤを調達する時は、別の道を使おう。

　これだけのことで、あの場所を諦あきらめるのは勿もつ体たいない。

　そう自問自答しながら帰る途中、もう一軒コンビニを発見したので寄る。

　今度はしっかりと声をかけたところ、中から店員ゾンビが一体元気に飛び出してきた。

　さっくりと成仏させた後、店内を物色してお目当てのチョコバーやらなんやらを回収する。

　さあ、帰ろう。

　……なんか人間と会うのがどんどん嫌になってきたなあ、ゾンビの方が楽でいいや。

　基本的に俺の生活って一人で完結してるしな。

　煙草に食い物、映画に高級ビーズクッションがあるからほぼ満ち足りつつあるし。

　後は風ふ呂ろ関係と、寝具を充実させたら完成かな……いや、まだシアター作ったりプラモデル作ったりしたいしな。

　でも人間はいらないな……うん。

　人としてアレな考え方をしつつ、さっきの煙草から一本取り出して火を点けた。
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　画面の中では、筋骨隆々の戦士たちがマントを翻し、こちらに向け突撃をしてくる。

　勇壮な雄叫びと音楽が終わり、そのままエンドロールが流れた。

　……いいよなあ、ここ！　俺の好きな突撃シーンベスト一だわ。

　ちなみに二位は、スコットランド独立の英雄が出てくる伝記映画のラスト。

　あの雄叫びと共に空を舞う大剣、ほんとウルッとくるよなあ。

　例のコンビニで大暴れした翌日……俺は、いつものように映画鑑賞としゃれこんでいた。

　昨日は少し落ち込んだが、今になってよくよく考えるとあのコンビニはおかしい。

　俺が煙草等を物色している時は放置しておいて、帰る間際になってあの対応。

　そして、荒事に手慣れている様子の店員二人。

　もしかして、わざと盗ませておいて多大な賠償を求めるタイプの場所だったのかもしれん。

　あのまま言うとおりにしておいたら、車どころか荷物も命も全部取られる勢いだったしな。

　始めから賠償が目的だった可能性がある。

　ってことは……あそこは『餌場』か？

　……う～ん、だんだんと治安が悪くなってきているな。

　これからも悪くなりはすれど、良くなることはないだろうなあ。

　警察なり自衛隊なりがゾンビを一掃して、以前の状態に戻るまでは。

　自宅の要よう塞さい化を厳重にすべきか……？

　そういえば、ゾンビって何故か腐らないんだよな。

　じゃあ、殺さない限り永遠にあのままだったりするのか？

　飢え死に……とかするんだろうかあいつら？

　時間が経ってもあのままだとすると、掃討はかなり大変になるな。

　まあ、それについちゃ俺が考えてもどうしようもないな！　がんばれ、自衛隊とか警察の偉い人！

　そうそう！　よかったことと言えば、あの即席棒手裏剣だ。

　思った通り、牽けん制せいにはかなり使える。

　近距離では中々便利な武器だ！　音がしないのもいい。

　慣れればもっと素早く投げられるし、もっと速く飛ばすこともできるだろう。

　元はいくらでもある鉄の棒なので、落としたりしても惜しくないしな。

　素人に奪われても、いきなり使いこなせるとは思えない……あれ？　俺ひょっとして天才では？

　とりあえず、時間がある時にある程度の数をこさえておこう。

　現状で用意できる飛び道具の中では一番だな。

　複雑な形の手裏剣はグラインダーとかの大掛かりな工具が必要になるし、今は無理。

　弓やボウガンに至っては作り方すらわからん。

　あればそれなりに便利なんだろうけどなあ。

　そして前にも考えたが、やはり銃は論外……この国では入手方法が限られすぎている。

「……いや、待てよ？」

　そういえば、交番に銃の保管庫があるって聞いたことがあるぞ。

　それに、警官がゾンビになってウロウロしている可能性もある。

　俺個人としては全く魅力を感じないが、ヤバいタイプの奴らの手に渡ると大変なことになる。

　アホが刃物を持つのも恐ろしいのに、拳けん銃じゆうとなると大惨事必至だ。

　……探索中にもし見つけたら、回収して宮田さんに預けよう。

　この市の、終わりかけの治安のために。
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「……来ちゃった」

　めんどくさいことに、一いつ旦たん気になり始めると拳銃のことが頭から離れない。

　ゴロゴロしていたかったが、思い立ったら吉日とも言う。

　そんなわけで、俺は近所の交番にやってきていた。

　とりあえず、近場だけでも確認しておくことにしよう。

　ここは、初めて探索に来たコンビニからさらに五分ほど歩いた所にある。

　周囲に人影はなく、物音ひとつしない。

　……しかし、『普通の』生存者をとんと見かけないな。

　普通じゃないタイプのアホにはよく遭遇するというのに。

　各地の避難所とかに分散して避難しているのか、それとも死ぬかゾンビ化したか。

　警察や自衛隊に守られている以外に、個人単位でまとまっているところもありそうだな。

　まあ、積極的に関わる気はないが。

　ゆっくりと交番に踏み込むと、奥に向かって石を投げる。

　何か金属製のものに当たったのか、かぁんと甲高い音が響く。

「……」

　じっと耳をすませる……気になる音や、人の気配はない。

　しばらく確認した後、ライトを点けて奥へと進む。

　室内は狭いので、木刀を短く持つ。

　床には書類やガラス、何かの肉片などが散乱している。

　そのまま奥の部屋に進むと台所、トイレに、洋室が見える。

　洋室の扉をゆっくりと開くと……

　──むせかえるような血の臭いがした。

　椅子に座ったまま、四〇代くらいの男性警官が死んでいた。

　専門家じゃないのでわからないが、腐っていないので死後そんなに時間が経っていないのだろう。

　頭の左側に大きな穴が開いて、床にその中身がぶちまけられていた。

　だらりと弛緩したその右手には、握られたままの拳銃。

　よく見ると、右のこめかみに丸くて小さい穴が……拳銃で、自殺したのか。

　銃弾は出ていく時にデカい穴を開けるって聞いたことがある。

　足元にメモ用紙……乱れた字と、血まみれで読みにくいが、なんとか解読する。

　噛かまれてから五時間　体の自由がきかなくなってきた　ああなってみんなに迷惑をかけたくない

　自分で始末をつける　おれをゆるしてくれ　ゆるしてくれあきら　どうか無事で　高たか山やま登のぼる

　……これはこの警官、高山さんの遺書だ。

　あきら、っていうのは家族の名前かな。

　首筋に、噛まれた痕がある……なるほど、ゾンビになる前に自殺したのか。

　なんという、すごい覚悟だ。

　俺がもし同じ状況ならどうするんだろうな。

　こうまで見事にできるとは思えない……立派な警官だ。

　高山さんに手を合わせた後、見開いたままの目を閉じさせて……その手から、銃を取る。

　リボルバーってやつだっけ、ズッシリと重い。

　弾倉の中には五発の弾がある……一発は使った後だから、実弾は四発残っている。

　いや、警官の銃って空砲が入ってるんだっけ？　どこかで聞いたが忘れてしまった。

　まあ俺は使わないし使う気もない、拳銃から弾丸を抜いてズボンのポケットにしまう。

　弾丸はベストに入れた……これ、爆発とかしないよな？

　火にでもぶち込まなきゃ大丈夫だとは思うが、明日にでも宮田さんに届けよう。

「よ……っと」

　高山さんを椅子から下ろして床に寝かせ、たぶん仮眠用だろう布団を見つけたので上からかけた。

　その際、高山さんの左手から何かが落ちた。

　それは、一枚の写真だった。

　学校らしい、校門の前。

　桜が満開だ、これは……入学式かな？

　高山さんとおぼしき男性と、その腕に抱き着いている女の子が写っていた。

　二人とも、幸せそうないい笑顔だ……この娘が、『あきら』だろうか。

　──それを見ていると、不意に胸が詰まって泣きそうになってしまった。

　遺書と写真を見て、感情移入したんだろうか。

　娘を残して、こんなところで一人で死ぬのは……さぞ、辛かったろう。

　その無念さは、俺なんかにはとても想像すらできない。

「……この拳銃、確かにお預かりしますよ」

　俺は、俺はなんとしても、この拳銃を宮田さんに届けなくてはならない。

　この立派な警官の銃を、他人を傷つけるような連中に使わせるわけにはいかんのだ。

　せめて銃だけは、人を守れる人間の助けにしなければ。

　丁寧に埋葬してあげたいが、今は無理だ。

　遺書と写真も回収し、胸ポケットへ。

　高山さんの胸ポケットに入っていた警察手帳も、合わせて持っていく。

　……これも、一緒に届けよう。

　同じ警官の宮田さんなら、娘さんの居所を知っているかもしれない。

　さっきは見つけたら明日届けようと思っていたが、今から行こう。

　これは、俺が長い事持っていていいものではない。

　最後にもう一度、両手を合わせて拝んでから部屋を後にした。

　交番を出てすぐの場所で、三人の男とすれ違った。

　軽く会釈してみたが無視された……なんだよもう。

　久しぶりの生存者だってのに、この近所には失礼な奴しか残っていないのか。

　帰ったらすぐに車を出して、避難所に行こう。
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　しばらく歩いていると、後ろから追いかけてくる音がする。

　ゾンビかと思い振り返ると、さっきの男たちだった……イヤな予感がする。

「おいっ！　お前、銃持ってるだろ!?」

「こっちによこせ！」

「早くしろォ！」

　そう、口々に叫んでくる。

　こいつら、交番に行ったのか……間一髪だったな。

　危うく拳銃装備のアホが誕生するところだった。

「──断る。これは知り合いの警察官に届ける。俺や、お前らが持ってていいもんじゃない」

　嘘をついても信じてくれそうにないので、正直に言う。

「ふざけんな！　どうせそんなつもりないだろ！」

「自分で使う気だろうが！」

「殺されたいかお前!?」

　奴らは激げき昂こうしてこちらに足を踏み出す。

　ナイフ、包丁……そしてバットが武器のようだ。

「それ以上、寄るな」

　勿もち論ろん聞くわけもなく、奴らはそのままこっちに向けて走り出す。

　──この銃だけは、絶対に渡すわけにはいかん。

「っふ！」

　右端のバット野郎に手裏剣を思いっきり投とう擲てき。

　それは、腹のど真ん中に刺さった。

「あがぁっ!?」

　奴は、悲鳴を上げて尻しりもちをつく。

　一番リーチがある武器から、まず潰つぶす。

　真ん中の包丁野郎には、投げる時間がない。

「っしぃい……！　っは!!」

　そのまま飛び込んで、抜刀しながら柄頭を鳩尾に叩たたき込む。

「ぎゃあっ!?　あっず!?」

　左手で鞘さやを引きながら抜刀し、鎖骨のあたりを斬りつけて、さらにタックルで転ばせる。

「──おおおぉっ!!」

　そのまま左端のナイフ持ちに向き直り、地を這はうように下段から斬り上げた。

「ぎゃひっ!?」

　ナイフを握る手に当たり、拳こぶしの表面を刃がなぞる。

　その刃を空中で反転させ、切り返した斬撃で肘ひじの内側をざくりと切る。

「ああああっ!?　ああああああああっ!!」

　傷を押さえ、戦意を喪失したナイフ野郎から振り返り、立ち上がりつつある包丁野郎の顔面を、上段から切りつける。

「ぬんっ！」「っぎぃい!?」

　額を掠かすめた傷から、おびただしい鮮血が吹き出す。

　頭は少しの傷でも大量に出血するから、戦意を失わせるのに便利、らしい。

「おい、これでもまだやるか？　……次はこんなもんじゃ済まさんぞ」

　血振りしながら、地面に転がってそれぞれ痛みに呻うめく奴らに言ってやる。

「とっとと俺の目の前から消えろ！　殺すぞ、てめえら!!」

　かかってきたら本当にぶち殺すつもりで恫どう喝かつしたら、三人は後ろも見ずに逃げ出していった。

　しばらく観察し、戻ってこないのを確認すると……再び交番に戻る。

「ああもう、糞くそ野郎どもが」

　……案の定、ひどい有様だった。

　室内は荒らされ、高山さんの遺体は布団の外に出されていた。

　あいつら……腕くらい斬り落としてやりゃあよかった。

　高山さんを外に運び出すと、交番の裏に穴を掘って埋めた。

　うまい具合に交番にスコップがあったので、そこまで時間はかからなかった。

　さっきとは気が変わったのだ、残しておくとまたあの三人みたいな奴らが来るかもしれない。

「南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ、南無阿弥陀仏……」

　ゆっくりと、彼を眠らせてあげたかった。

　家まで帰る途中、周囲を確認しながら歩く……あいつらの姿はない。

　念のため、普段は通らない道や他人の家の庭を通ってかく乱する。

　家に着いたので、中には入らずにそのまま軽トラへ乗り込んで出発。

　いつもより苦く感じる煙草を喫いながら、アクセルを踏み込んだ。
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　避難所に向かって車を走らせている。

　死んだ警官……高山さんの拳けん銃じゆうを宮田さんに届けるためにだ。

　柄にもなく、センチメンタルな気分になっているな。

　……今更だが、俺はもちろん善人ではない。

　相手が失礼な奴ならぶちのめすし、その結果死んでも何とも思わないだろう。

　今までの相手は運が良かっただけだ、もう一度来るなら遠慮なくぶち殺せる。

　だが、あの遺書や写真を見てしまった以上……届けないわけにはいかないもんなあ。

　関わってしまったからには最後までとは言わないが、せめて遺品くらいは警察に渡したい。

　同じことができるとも、やるとも言わないが、彼の生き様は尊敬に値する。

　彼は、失礼なわけでもゾンビなわけでもないからだ。

　せめて、その立派な最期を知らしめておきたいじゃないか。

　もし生きていたらあの写真の娘さんにも、「お父さんは立派だったんだぞ」って教えてあげたいぐらいだ……いや、父親の死にざまなんて教えない方がいいか？

　そこらへんは宮田さんと話し合おう。

　あっという間に避難所に到着……ここに来るのもすっかり慣れたものだ。

　門番が寄ってくる……今日は森山くんじゃないな。

　まあ彼も一日中門番をしているわけではあるまい。

　……神崎さんに四六時中引っ付いていなければいいが。

　森山くん、いくら好きでも過ぎた好意は逆効果だぞ？

「ああ！　どうぞ、お入りください！」

　なんと顔パスで入れてくれた、信頼が怖い。

　駐車場に車を停め、校内へ入る。

　廊下にいた警察官に宮田さんの居場所を聞いて、職員室へ向かう。

「失礼します、田中野です。宮田さんは……」「いますよ、田中野さん」

　職員室には、何人かの警察官がいた。

　その中で、宮田さんはおそらく管理職のものだろう立派な机にいた。

　休憩しているようだ。

　向かいの席を勧められたので座る。

「それで、今日はどうされました？」

「あの……実は宮田さんにというか、警察に渡したいものがありまして」

「ほう？」

　宮田さんの前に、ポケットから拳銃を出す。

　ごとり、と音を立てて目の前に置かれた拳銃に、宮田さんは目を見開く。

「……こちらも」

　その横に、銃弾もじゃらりと置いた。

「これは……これを、どこで？」

「今日、近所の交番に行った時に見つけました。これと……一緒に」

　最後に、警察手帳を宮田さんに渡す。

　中には、あの遺書と写真が入っている。

「亡くなった警官が握っていたものです」

「っ！　そう、ですか……」

「これは、俺が持っていていいものではないので」

　宮田さんは一瞬息を吸い、警察手帳を開く。

　そして……そこにあった顔写真を見て、息を呑のんだ。

「高山、先輩……！」

「えっ、お知り合いですか？」

「同じ高校の先輩だった方です。警官になってからも、良くしてもらいました」

　なんと、世間は狭いもんだな……ここに持ってきてよかった。

「連絡が取れず、心配していたのですが……そうですか、お亡くなりに……」

　そう言いながら、宮田さんはメモ用紙を開いて遺書を読み始めた。

　一字一字、確かめるように読んでいる。

　眉み間けんにしわを寄せて読み終えた後、高山さんと娘さんの写真をじっと見ている。

　微かに、手が震えているのが見えた。

「……ふぅ」

　しばらくして、宮田さんは顔をうつむかせて重い溜ため息いきを吐いた。

　その後、椅子の背もたれに体重をあずけて天井をしばし見上げ、顔を正面に戻した。

　よほど仲が良かったんだろうな、ここまで辛そうな顔は初めて見た。

「……先輩は、どんな様子でしたか？」

「交番の奥の部屋で、拳銃を握って亡くなっていました。首筋には噛かみ痕があって……その、意識があるうちに自殺されたようです」

「……そう、ですか」

「放置すると略奪されそうで、これらを回収して……ご遺体は交番の裏に埋葬させてもらいました」

　途中のアホ三匹の話は関係ないしカットした、俺も思い出したくないし。

「田中野さん、先輩を見つけてくれたのがあなたでよかった……本当に、ありがとうございます」

「俺も、あの人の知り合いにこれを届けられてよかったと思います」

　手を差し出してきた宮田さんと握手を交わす。

　この人に預けておけば、高山さんの拳銃はきっと誰かの役に立つだろう。

　……あ、そうだ、もう一つ聞きたいことがあったんだった。

「あの、そこに写っている娘さんは今どこに？」

「……あきらちゃん、ですね」

　やっぱり、娘さんの名前があきらだったか。

「彼女はたしか、龍りゆう宮ぐう市の御み神楽かぐら高校に通っていたはずですが……」

　龍宮市はわが県の県庁所在地で、詩谷市の北に位置している。

　御神楽高校は俺も知っている、私立の全寮制女子高だ。

　ここの高校と同じくらい校則が厳しく、偏差値が高いので有名だった。

　御神楽高校ね……女子高としてはかなり規模がデカいし、壁で囲まれていたような気がする。

　もしかしたら、ここと同じように避難所になっているかもしれない。

「ちなみに、そこは避難所になってるんですか？」

「立地といい、堅けん牢ろうさといい、そうなっているだろうとは思うのですが。連絡が取れず……」

「あー、そうですか……」

　まあ、あそこなら大丈夫だとは思うがなあ。

　この前のアホみたいなのがいなければ……あんなのがそんなにいるわけないので安心か。

　……意外と出会う気がするのは気のせいだな。

　拳銃は、宮田さんが責任を持って保管するということで落ち着いた……一段落ってとこだな。

　娘さんのことは気になるが、現状の俺がどうこうできる問題じゃないし。
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　宮田さんと別れた後、許可をもらって校庭の隅でベンチに腰掛けて一服。

　重い荷物を手放したおかげで、いつも通り煙草がうまい！

　喫いながら、ボケッと周囲を観察する……校庭のあちらこちらに土を盛られ、畑になっている。

　どっかの畑から土を持ってきたのかな？　何人か作業をしている方々の姿がある。

　避難民の人数が多いので人手もあるのだろう、なかなかの規模だ。

　面積としては校庭の半分程度だろうか、人が多いと食料の調達も大変だなあ。

「野菜もいいけど、新鮮な肉が食いたいなあ……」

　精肉会社の冷凍庫とかも電気が止まって大分経つから、全滅しているだろうなあ。

　野鳥を狩るのはノミやダニとかのリスクがあるし、弓なりパチンコなりを用意する必要もある。

　ボウガンなんて、ネット以外で売ってるとこ見たことないし。

　それに、わざわざ苦労して鳥を食おうとしなくても食料事情はあまりひっ迫していないのだ。

　そう考えると、調達の手軽さからやっぱり魚に軍配が上がるんだよなあ……

「よし、拳銃の問題も片付いたしそろそろ釣りに行くかな」

　今のシーズンならギリギリ鯵あじの季節だ、この時季の鯵ならルアーでも釣れるしな。

　新鮮な鯵か……よし！

「……なめろうだ！　是非、なめろうにしよう！」

「ああ、おいしいですよね」「ウワーーーッ!?」

　ベンチから前方に飛び込み、その勢いのまま前転して姿勢を低くしながら体勢を整えて振り返る。

　そこには、神崎さんが目を丸くして立っていた。

　……驚きすぎて咄とつ嗟さに戦闘ムーブをとってしまった。

「……お見事な体たい捌さばきです！」

「す、すいません、ビックリしたもんで……」

　土つち埃ぼこりをはたきながら立ち上がって言い訳する。

　全く気配が読めなかった……やはり、神崎さんはニンジャなのか……？

　あと、やっぱり評価ポイントがおかしいよ神崎さん……なんですかその笑顔は。

「釣りに行かれるのですか？」

「ええ、まあ……ちょっと、魚が食いたくなりましてね」

「いいですね、とても」

　そのまま、何事もなかったかのように歓談する。

　なんか、この人ほんといいキャラしてるな。

「ところで……それは棒手裏剣ですか？」

　即座に左手にマウントしている手裏剣を発見された……武術好きだけあって目ざといな！

「ええ、ホームセンターの材料を使ってでっち上げた素人仕事ですが」

「さすが、南雲流といったところですね！」

「いやいや、そんなにいいものでは……」

　目がキラキラしとるぞ神崎さん、ほんとに武術が好きなんだな。

　あと近い！　距離が近い！　若い娘さんがそんなに肉薄しちゃいけません！

　俺が元気な男子中学生だったら勘違いして即日プロポーズしちゃうでしょ！

　結局、神崎さんにせがまれてそこら辺にあった板を的にいくつか技を見せることになった。

　校舎の中にいた避難民の子供たちまでワラワラ寄ってきて、結構な人だかりに。

　流れで、いくつか基本的な居合も披露したら大層喜ばれた……忍者村のアトラクションかな？

　まあ、子供たちも喜んでいたしいいだろう。

　……神崎さんも子供と同じくらい目がキラキラしてたのは見なかったことにしよう。

　なお、離れた校舎の陰からこっちをじっと見つめていた森山くんも同じく見なかったことにした。

　コワイよ！　こっち来ればいいじゃん森山くんさあ！

　大丈夫だから！　神崎さんは武術が好きなだけで俺が好きなわけじゃないから！

　……だが君も、アプローチが裏目なんでたぶん好かれていないだろうけども。

　拳銃という重荷をなくしたが、森山くんのせいで覚えた疲れを認識しながら避難所を後にした。

　さて、近いうちに釣りに行くぞ！　まずは……釣具屋の探索だな！
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　翌日、俺は自宅から車で二〇分程度の所にある釣具屋に来ていた。

　以前から、よくおやじと利用していた場所だ。

　釣りに行くとすると、準備が必要である。

　幸いテグスやら重りやらの細々したものは家にたんまりあった。

　おやじが重度の釣り好きなおかげだ、ルアーなんかもかなりの数がある。

　じゃあなんでここに来たかというと、他にいるものがあるからだ。

　というわけで早速店内に入──くっさあぁい!?　うおおおお!?　なんじゃこれ!?

「ぶっは、し、死ぬ……！」

　慌てて外に離脱し、息を整える。

　何だ、今の臭いは……あっそうか、餌が腐った臭いだ！

　……電気が止まったから、ゴカイとかオキアミとか練り餌とかが大変なことになっているらしい。

　入りたくねえ……テンションが下がるが、そうも言ってられん。

　厚手のタオルを口と鼻にあてがい、首の後ろで結ぶ。

　ガスマスクとかどっかに売ってないかなあ……大型通販サイトが生きてればなあ。

「いざっ……！」

　意を決して店内に侵入。

　タオルを貫通してくる悪臭に悩まされるがさっきよりはマシだ。

　レジの後方に存在する餌コーナーに近寄らないようにしながら、店の奥へ進む。

　ゾンビもこの悪臭が嫌なのか知らないが、店内に気配はない……もちろん、人間の姿もない。

　……今はまだ市内に物資が残っているせいか、釣り道具の在庫はたんまりとある。

　この先物資が欠乏してきたらここも略奪の対象になるだろうな。

　今のうちに、必要なものをいただいておこう。

　棚を回り、テグスや重りをいくつかもらう。

　家にもあるけど、こういうものは他にも使えるのであればあるだけいい。

　普段なら絶対買わないであろう、お高めの釣つり竿ざおとリールもついでにいただく。

　こいつもいくらあっても困らないしな……家にあるおやじの釣り竿はもっと高いはずだが。

『母さんに殺されるから値段は絶対に言えない』って言ってたから、あれはあまり使いたくない。

　俺の釣り竿もそこそこ愛着があるので、ここで回収した釣り竿を使うことにする。

　トラブルがあって無くしたりしても、元手がタダならさほど惜しくはないし。

　ルアーの棚から、ワームと呼ばれるミミズみたいなものをいくつかもらう。

　鯵はこれでよく釣れるらしいと、おやじの愛読する釣り雑誌に書いてあった。

　いつもなら、コマセと呼ばれる小さいエビみたいなものを籠かごに詰めて釣る『サビキ釣り』で簡単にバカスカ釣れるのだが……餌はあの地獄絵図だ。

　生餌がダメなので基本的にルアーで釣れる魚を狙う必要がある。

　他にもイカに使える、なんか魚みたいなルアーも持っていく。

　イカは鯵を食べるので、似たような場所によくいることがあるのだ。

　次に行くのは、フィッシングナイフの棚だ。

　ここが今回の目標その一。

　家の包丁を持って行ってもいいが、どうせここにあるので専用のものをもらっていこう。

　選ぶのは折り畳みできるものではなく、普通の鞘さやに入っているタイプだ。

　可動部がなんか錆さびやすい気がするからな。

　刃渡りが一〇センチくらいの小型のものと、革の鞘に入るデカいものを選んだ。

　長脇差くらいのサイズがよかったのだが、さすがにこにはないか。

「……これ、いいな！」

　いやあった、渓流釣りコーナーに刃渡り三〇センチオーバーの『剣けん鉈なた』が！

　なるほど、鉈とはな……

　ちなみに剣鉈とは読んで字のごとく、剣みたいな形の鉈のことで……通常のものは腰鉈と呼ぶ。

　大型ナイフは返して、小型二つと剣鉈を持っていくことにした。

　小型のものは魚を捌くのに使えるし、剣鉈は脇差の代わりに武器にもなる。

　日本刀より乱暴に扱ってもよさそうだしな。

　こいつならもったいなくないからゾンビ相手にも使えそうだし。

　……どんどん武装面が充実してくるような気がする。

　おかしいな、ここは釣具屋なんだが？

　おっと、釣り用の指ぬきグローブも二セットほどもらおう。

　これ、便利でいつも使ってるから劣化が早い気がするし。

　ついでに、今も着ている釣りベストとシャツとズボンによく似たようなものを色違いで二着ほど。

　これから梅雨に入ると乾かすのも一苦労だ、予備が欲しい。

　大荷物になってきたから一回車に戻るか。

　……荷台に戦利品を積み込む。

　早速入手した剣鉈を、尻しり側のベルトに固定してみる……若干重いが、問題はなさそうだ。

　この位置だと、右手で逆手に引き抜くことになるから練習が必要だな。

　再度店内へ入り、悪臭を我慢しながら奥へ進む。

　前に来た時はここら辺にあった気がしたんだが……

「あった！」

　目標その二にして大本命！

　それは『ポータブル冷蔵庫』と『ポータブル製氷機』だ。

　両方とも電気式で、充電しておけば使えるタイプだ。

　家では発電機が絶賛稼働中なので、これで釣った魚が保存できるってもんだ！

　ホームセンターはこれ系が全滅していたので探していたんだよな。

　例によって性能が一番よさそうなものをチョイスした。

　よしよし、なんとか釣りや今後に役立ちそうなものをゲットできたな。

　これで充実した釣りライフが確約されたようなもんだ！　……釣れれば、だけどな。

　家に帰って、釣りの仕掛けやらなんやらを準備しよう。

　そう思って車に戻ろうとすると、釣具屋から道を挟んだ向こうに妙なものが見えた。

　そこには三階建ての公民館があるのだが、ベランダに大量の洗濯ものが干されている。

　よく観察してみると、一階部分の窓や玄関がすべて封鎖されている。

　来た時は釣り具のことしか考えてなかったから目に入らなかった。

　あれは、小規模な避難所って感じか。

　そりゃ、警察や自衛隊以外で避難所を運営しているところもあるわな。

　仲間内だけでひっそり固まっていたい奴らもいるだろうし。

　それが究極進化すると俺みたいなロンリーマンが出来上がるわけだが。

「……まあいいや、用事も済んだしとっとと帰ろう」

　荷物を積み込み、車に乗り込んでエンジンをかける。

　駐車場内でＵターンして帰ろうとすると、避難所のベランダに人影が見えた。

　こちらに手を振っている……いや、手招きをしているのか？

　うーん……何か用事でもあるのだろうか。

　こちらとしては特にないのだけれども、どうしようかな。

　まあ、寄るだけ寄ってみるか……ヤバかったら逃げればいいんだし。
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　そのまま、道路を渡って公民館の正面に停車。

　木刀とリュック以外の装備はそのまま身に着けて車から降りる。

　ベランダの下まで行くと、上から人の声がした。

「──やあ、こんにちは！」

　顔を覗のぞかせたのは六〇代くらいの普通のおじさんだ。

　最近見ないような、見事なバーコード頭をしている。

　あれってどういう意図があるんだろ？　俺なら、潔くツルツルにするんだけどなあ。

「こんにちは。ここは避難所ですか？」

「ああ、そうだよ。といっても近所の顔見知りが集まっているだけなんだけどね」

　見上げながら話をする。

「それで、俺に何の用ですか？　先ほど呼んでいらっしゃるようでしたが」

「ああ、それなんだけどねえ……最近、外はどうだい？　警察や自衛隊なんかは動きがあるかい？」

「あー、そうですね……」

　ふうむ、世間話がしたかっただけかな？

　まあ、面倒ごとを押し付けられるんじゃなくてよかったか。

　その後も何かと質問をされるので、聞かれるがままに答える。

　外の情報に飢えてたのかしら、このおじさん。

「なあるほど。よくわかったよ、ありがとうね」

「いえいえ、これくらいでしたらなんとも──」

　──不意に、公民館の左右に人の気配を感じた。

　左右から、同時に走る音も！　……視界の隅に見えたのは金属バット、多数！

　振り返らず後方に跳んで距離をとる。

　陰から走り寄ってくる人影……それがバットや棒状のもので武装しているのが見えた。

　あ～……なるほど、そういうことかよ。

「──畜生！　やってやろうじゃねえかよ!!」

　右の方が若干速度が近い！

「死ねっ！」「ギャッ!?」

　手裏剣を投とう擲てき、先頭の男の胸に突き刺さる。

　死ぬかな、あれ？　まあ気にしている暇はない！

　そのまま左側の先頭にも投擲、股こ間かんにドンピシャで刺さったのが見えた。

「エンッ!?」

　うわっ痛そう、ざまあみろ！

　両側の先頭がひるんだので、後続の動きも遅くなった。

「──しゃぁっ!!」「うわァ!?」

　そのまま右側に飛び込みつつ抜き打ちを放つ。

　バットを持つ男の右腕を切り裂いた。

　数が多すぎて、手加減をしている余裕がない！

　襲ってくる方が悪いしな！　恨むならゾンビ並みの頭の悪さを恨め!!

「──シッ！」「おごっ!?」

　最後尾でアホ面をさらしていた男の股間を、思い切り蹴けり上げてやった。

　うちの流派は足技と急所攻撃が豊富な外道流派なので、こういう時に助かる。

　そのまま崩れ落ちたそいつの上を飛び越し奥へ。

　誰もいないのを確認すると振り返る……よっしゃ、残りは四人！

　と、頭に急に衝撃がきた。

「いっでぇ!?」

　視界に散らばる陶器のかけらと土。

　これ、植木鉢か何かか!?　上から落とされたか!?

　外壁から横っ跳びに離れる。

　首が痛み、若干視界がちらつくだけで大丈夫……ヘルメット、かぶっててよかった！

　屋上に人影が見える……あいつか！

「──くったばれ、この野郎！」

　当たれば幸いと手裏剣を投擲。

　壁に突き刺さったが牽けん制せいにはなったようだ。

　引っ込む人影……今は、これでいい。

　屋上からの投擲物を意識しつつ、前方へ迂う回かいしながら突っ込む。

　……息が上がる前に全員やらないと、俺がやられる！

　一人目。

　俺が振り上げた刀を防御しようと、バットを上げてくる男。

　振り下ろすと見せかけて瞬時に右脇に構え、そのまま横よこ薙なぎにする。

「っしぃいあっ！」「ひぎゅっ!?」

　左腕の肘ひじをざっくりと切られた男に、左肩から体当たり。

　後ろにいた奴にぶつけて、動きを止める。

　二人目。

　ぶつかってきた仲間に視線を向けるそいつに、手裏剣を投擲。

「アッ!?」

　鎖骨周辺に突き刺さった。

　もう一本投げる、今度は腹部に命中！

「おふ、お、おぐぉ……ぎゃばっ!?」

　膝ひざを落とし、腹を押さえようとしたそいつの顔面に前蹴りをぶち込み、倒す。

　三人目。

　長い鉄パイプを振り下ろしてくる。

　避けられない距離なので思い切り踏み込み、あえて左肩で受ける。

「──っぐ！」

　速度が出ない場所なのでダメージは薄いが、それでも痛いものは痛い。

「ぎゃああっ!?　あ、足ぃい!?」

　手裏剣を抜き、逆手に持って左の太ふと腿ももに思い切り突き刺し、ぐりぐりと動かして傷を深くする。

　これで、手裏剣の在庫はあと一本。

　──ラストの四人目ェ！

「て、てめぇっ！」

　横から顔面に棒が迫る。

　ギリギリ体を反らせてかわしたと思ったら、左頬に熱さに似た痛みを感じた。

「あっず!?」

　先端に包丁かなんか結んでやがったな！　即席の槍やりか!!

　男は思い切り棒を振り抜いたので、勢い余って無防備な背中をこっちに晒さらしている。

　もう一度やられてはかなわん！

「お、おぉおおっ!!」

　下段から、奴の右脇を切り上げた。

「あが、あ、ああああっ!?」

　ぱっくりと開いたシャツの奥から、大量の鮮血が飛び散るのが見える。

　でかい血管を切断したようだ。

　喚くそいつの太腿を切りつけ、地面に蹴り倒す……これで、ラストか？　おかわりはないか？

「ぶはぁっ!?　はぁ、はあっ！」

　ぜいぜいと、息を吐く……息が切れる、ギリギリのところだった。

「ちぃ……」

　打たれた左肩と切られた頬が、心臓の鼓動に合わせてズキズキ痛む。

　頬の方は、かなり深い傷のようだ……生暖かい血がどくどくと流れ落ちるのを感じる。

「あー……いってえな、畜生」

　絶対に傷が残りそうだ、俺が美少女じゃなくて助かったな。

「ああああああああああ！　死ぬ、死ぬう!?」

「たすけっ……助けてぇっ！」

「がああああこの野郎、殺してやるっ！　がああぁっ！」

　息を整えながら、屋上を気にしつつ倒れている奴らを観察。

　だいたい無力化できたが、左肩を殴ってきた奴はまだ威勢がいい。

　元気はいいが太腿をダメにしてやったので、すぐには立てないだろう。

　……一生使い物にならんかもしれないが、俺の知ったことじゃないね。

　あとは、転がって呻うめくか叫ぶか失神している。

「なんとも……とんでもねえ避難所だったな、ここ」

　この前のコンビニを思い出す。

　随分と手慣れた様子なので、今までにも何回か同じことをやってたのかもしれない。

　ますます、外の人間が信用できなくなってくるな。

　しかし、俺の馬鹿野郎！　ウカツ！　もっと気を付けないとダメじゃないか！

　……これからは外で出会う人間は、基本的に全員敵として見ることにしよう。

「──降りてこいオラァ！　殺してやるから！」

　屋上に人影が見えたので、足元に落ちていたバットを拾って思い切り投げる。

　悲鳴と倒れる音が聞こえたので、今度はしっかりどこかに当たったようだ。

　さっさと帰ろうと歩き出すと、前方の壁の陰から例のバーコードハゲが出てくるのが見えた。

　戦果を期待していたのだろう……脂ぎった顔に汚い笑みを浮かべていたが、地面に倒れる男たちを見て……みるみる顔色が変わっていく。

　そして無事な俺に気付くとあわてて逃げようとするが、逃がすもんかよ。

　最後に残った手裏剣を渾こん身しんの力を込めて投げると、背を向けた奴の左肩に突き刺さった。

「ぎゃっ!?」

「──るっあぁああっ!!」

　一気にダッシュし、勢いをそのままに背中に飛び蹴りを食らわしてやった。

「いぎぃ、あご、いひゃ、ええええっ!?」

　アスファルトの地面に顔面から突っ込んだハゲは、不ふ明めい瞭りような悲鳴を上げてもがいている。

　視界の隅で、地面でのたうつハゲを見ながら刀の状態を確認する。

　受け太刀……刀での防御はしていないので、刃こぼれや歪ゆがみはないように見えるが、いかんせん何人も斬ったので血のりがひどい。

　血振りをしてから服の袖そでで刀身を拭ぬぐって応急処置をし、納刀……歪みはないようだな、よかった。

「……おいテメェ、随分とやってくれたな」

「ひっ!?　まっ待って、ちょっと待ってく──」

　うつ伏せでもがいていたハゲに声をかけると、立ち上がろうとして四よつん這ばいの体勢になった。

「──オラぁッ!!」「──ェォッ!?」

　蹴りやすい位置だったので、サッカーボールよろしく股間をシュート！

　ハゲはもう一度倒れると声にならない悲鳴を上げて震えている。

「いちいち殺して回るのも面倒だから……それで、勘弁しといてやるよ」

　何人か、はひょっとしたら死ぬかもしれないが……壊滅した方がいいや、こんな避難所もどき。

「次は、無いから覚えとけよ。見かけたらてめえら全員、魚の餌にしてやるからなぁ……」

　そんな面倒なこと、やる気もないし会いたくもないが一応脅しておく。

　それ撒まき餌えにして釣った魚なんて絶対食いたくないし。

　そのまま愉快に振動するハゲの横を通って、車に乗り込む。

「ぐぅっ、いっで……」

　エンジンをかけ、道に出る。

　バックミラーで確認すると、公民館の奥の住宅地からゾンビが一〇体ほど出てくるのが見えた。

　あれだけ悲鳴上げてればそりゃ気付くよなあ、危なかった。

　どうやら、あそこの壊滅は案外すぐに訪れそうだ。

　ゾンビの叫び声と、それとは違う何人もの悲鳴をＢＧＭに……俺は車を出した。

「……地獄に堕ちろ、屑くずどもめ」
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　バーコードハゲの避難所を出発し、車を走らせている。

「……まったく、今回は油断しすぎた」

　無視して帰ればよかったのに、ちょっとの仏心と好奇心のせいでこのザマだ……情けなさすぎる。

　こんなところ、師匠に見られたら殺されてしまう……まいったなあ。

　更に……まいったことがもう一つある。

　左頬の傷からの出血が止まらん……というかこの傷、もっとデカかった。

　ルームミラーで確認したところ、左頬から顔面を斜めに横断して、額の右まで切れている。

　右目の視界に赤いものが交じり始め、さっき気付いた。

　顔を伝うのが汗なのか血なのかわからんかったし。

「っちぃ……」

　肩の打撲は大したことないが、この傷はまずい。

　右目の視界がアレなせいで、運転もおぼつかなくなってきた。

　とりあえずタオルを巻き付けているが、みるみる赤く染まっていくのがわかる。

　残念ながら、家まで帰りつけそうもない。

「……仕方ない、気が進まないが友愛高校に行こう」

　ここからなら、一〇分とかからずに着く。

　校舎のどこかで止血だけでもさせてもらうとしよう。

　今までの貢献具合と、先日の拳けん銃じゆう納品クエストでそれなりに信頼されているはずだ。

　それくらいは頼ってもバチは当たらないはず、とにかく安全な場所に行かなければ。

　路肩で気を失いでもしたら、そのままゾンビのご飯にクラスチェンジしちまう。

「ああ、くっそ……」

　タオルから溢あふれた血で、右目の視界はもうない。

　なんとか左目だけで運転していると、ようやく友愛の校門が見えてきた。

　今日の門番は……ダメだ、左目まで霞かすんできやがった。

　倦けん怠たい感もひどい……これは、出血のせいかな？

「こんにちは、田中野さっ……!?　どっ、どうしたんですか!?」

　……この声は、森山くんか？

「やあ、どうも……ちょっと、治療、したいから……入れてくれない？　どこでもいいからさ……」

「はっ、はい！　早く入ってください！」

　慌てて誘導してくれる彼をおぼろげに見ながら、なんとか車を駐車場まで進める。

「うあ……」

　安全地帯に入った安心感かで意識が飛びそうだ、ひどく……眠くて、だるい。

　震える手でタオルを外そうとしていると、急にドアが開いて車外に引きずり出された。

　──あだだだ!?　やめてやめて死ぬ死ぬ。

「──田中野さん、しっかり！　田中野さんっ！」

　はぇえ……どんな顔してても美人は美人なのだな……美人って、すげえや。

　いつもとは違って、必死の形相で呼びかけるその顔を見ながら、俺は遠のく意識を手放した。

　　　　[image: ]

「知らない、天井だ……」

　あのアニメ見たことある奴なら絶対言うと思う……実際に知らない天井だし。

　だが、ここはどこだ？

　夕焼けが窓から見える……地面が近いってことは一階、だろうか。

「えーと、俺、何してたんだっけか……」

　たしか、悪質公民館でハゲが……

　──あっ！　思い出した！

　顔をざっくりやられて、友愛に逃げ込んだ後失神しちゃったのか。

　ってことは、ここは教室か何かか……？

「うぐぅ……」

　上体を起こす……あだだだ！　顔が引きつって痛い。

　そろり、と触ると包帯が巻かれている。

　今更気付いたが右目の視界が真っ暗だ、かなりしっかり巻いてあるな。

　……白いシーツが敷かれたベッド。

　視力検査の表、壁に貼られた手洗い推奨のポスター……そして救急箱。

　ここは、保健室か……？　なんか、懐かしい気分になる。

　ゆっくりと、ベッドから下りて立ってみる。

　頭がくらくらするが、これは失血のせいだろう。

　レバー……は無理だから肉かほうれん草の缶詰でも食って血を増やさねば。

　たしか、両方家にあったはずだ。

「いてて……」

　左肩にも包帯が巻いてある……湿布も貼ってくれているようだ。

　……うーん、これはイーブンどころではなくでっかい借りができたなあ。

　ここまでしっかり治療されたら、借りを返すまでおちおち釣りにも行けないや。

　何故か上半身が裸なので寒いし恥ずかしい、俺の服はどこじゃろか？

　部屋の隅のハンガーに、釣具屋で調達した新品の上着がかかっている。

　気を利かせて車の荷台から回収してくれた人がいるようだ、ありがたく着させてもらおう。

　ハンガーの横に鏡があったので見てみる。

　そこには、若干血のにじんだ包帯で頭をグルグル巻きにされた男が映っていた。

「……うわあ、我ながら重傷」

　入り口にリュックも置かれていたので、中を漁る……お、鉄分入りのカロリーバーがあった。

　正直効くかどうかわからないが、ありがたい。

　その横には愛刀が立てかけてあったので、リュックと一緒に回収しベッドに戻り腰掛ける。

「ふもも……」

　カロリーバーを咥くわえながら刀を抜き、行儀が悪いが刀身のチェック。

　あの時は急いでいたので、拭ふききれなかった血汚れがいくつかある。

　リュックの中からタオルと懐紙を取り出し、とりあえずの手入れを始める。

　鞘さやの中が血で汚れてないといいが……なんてことを考えていたら、ドアが開いた。

「田中野、さん……？」

　そこには、目をまん丸にした神崎さんが立っていた。

　声をかけようとしたら、彼女は滑るように接近してきた。

　なんて重心のブレの少ない移動なんだ！　恐ろしい！

　そのまま、ほぼ一瞬で肉薄してきた彼女はまず俺から刀と鞘を取り上げ、脇に置く。

　そして俺の両肩をそっと掴つかみ、お互いの顔が近付いて──

「怪我人は、おとなしく寝ていなさい！」「──おごぅ!?」

　どすん、とベッドに俺を押し倒した。

　壁ドンならぬ床ドンですなこれはって痛い痛い左肩が痛い！

「アッハイ！　スミマセン！」

　その目が尋常じゃなく怖いので、抵抗せず言われた通りにする。

「……回復が早いのは結構ですが、無理はいけません」「……は、ハイ」

　神崎さんは優しく布団をかけてくれた後、ベッドの脇にある椅子に腰かけた。

　優しい……でも目が怖い。

「……それで、一体何があったんですか？」

「実はかくかくしかじかヒィッ!?」

　小粋なジョークを挟もうとしたら、もう一段階目が怖くなった！

　おとなしく話そう、命危険！　……というわけで、今回の顛てん末まつをつらつらと話す羽目になった。

　釣具屋に行ったこと。

　その近所で、避難所のようなものを見つけたこと。

　隙を突かれていきなり襲われたこと。

　全員を返り討ちにしたが傷を負ってしまい、ここまでたどり着いて気を失ってしまったこと……こんなところだ、我ながら恥ずかしい。

　全て、俺の油断が招いた結果だ。

「待ってください、もっとこう、一挙手一投足を詳しく……」

　あれぇ!?　食いつくところがおかしい!?　ブレないなあ、もう……仕方ないので、詳しく話す。

　別に禁じ手や隠し技なんか使ってないし。

　……うちの流派では金的は反則ではないし禁じ手でもない。
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　こう考えると、なかなか恐ろしいな。

「なるほど、満足しました」

　納得じゃなくて満足って言ったぞ、この人。

「……ところで、俺はどうやってこの部屋に？」

　一番気になっていたことを聞く。

「私があの場で応急処置をした後、宮田巡査部長がこちらまで運びました」

　うわー、神崎さん宮田さんすいません。

　ていうか、宮田さんって巡査部長だったのか……初めて知った。

「ご迷惑をおかけしました……ここの所属でもないのに。包帯や薬品まで使わせてしまって……」

「何を仰るのですか、私を含め田中野さんには随分とお世話になっていますよ。気遣いは無用です」

　この優しさ……外の住民との温度差がひどすぎて風邪ひきそう。

「顔の傷は一部が深かったので、私が縫合しました」

　聞けば、左頬と額の一部は、ちょっと骨が見えるくらいの傷だったらしい。

　ヒエッ……そんなに深かったのか。

　ただ、傷口が鋭利なため比較的早く塞ふさがるだろうし、消毒もしたので化か膿のうしないだろうとのこと。

　え、神崎さんが縫ってくれたの？

「神崎さんってえーと、たしか衛生科だっけ？　そこの人だったんですか？」

「いいえ？　違いますが？」「えっ」

　じゃあ何？　……ラ〇ボーで勉強したとか言うなよ？

「ブラック〇ークダウンで覚えました」

「そっちかぁ！　あっ、いだだ!?」

「ふふ、冗談です。あまり表情筋を動かすと縫合がほどけますよ？」

　ちっくしょう、誰のせいだと思ってんだよォ！

　前にも思ったけど、この人どんどん面白くなってないか!?

　……今日は泊まっていいとのことなので、お言葉に甘えて安静にしておく。

　おとなしくなった俺を見て満足したのか、神崎さんは部屋から出ていった。

「……皆さん、心配してらっしゃいましたよ。特に由紀子ちゃんなんて、それはもう大騒ぎでした」

　そう、言いながら。

　うわあ……由紀子ちゃんにも見られてたのか、トラウマになってなければいいけど。

　いかんなあ……この恩は返さなければ。

　いい機会なので、このタイミングで戦術の練り直しと反省もしておこう。

　今回の反省点は……何といってもホイホイ敵の誘いに乗ってしまったことだ。

　結果として勝てたので良かったが、思い返しても博打の要素が多すぎる。

　とても悲しい話だが、初対面の人間を信用しない方がよさそうだ。

　人の心は麻みたいに荒むよね……なんて、名作アニメ映画のお坊さんも言ってたしな。

　そして、今回でめでたく手裏剣を使い切ってしまった。

　こんなに早く完売するとは思わなかったなあ……人気商品だからすぐに量産しておこう。

　ヘルメットのおかげで命拾いしたが、さっき確認すると頭頂部の部分にデカいヒビが入っていた。

　ライトは外しておいたので、無事だったのが幸いだ。

　これも、新しくてもっと頑丈なものを用意する必要がある。

　目下行方不明の妹よ……お前のおかげで、兄ちゃんの命は助かったぞ。

　あと、肩や肘ひじにプロテクター的なものを付けた方がいいな。

　今まではあんな大人数に肉薄されたことがなかったが、ああも乱戦だと二、三発は打撃をもらうことを覚悟しなければならない。

　あまり防御に偏りすぎると今度は動きが鈍くなるので、そこらへんだけ防具を付けておこう。

　ヘルメットにプロテクター……バイク用品店に向かう必要があるな。

　何かしらここに借りを返しておく必要があるし、釣りはまだまだお預けだな。

「ふあ……ねむ」

　もやもやと考えていると外が暗くなってきた、今日はもう休もう。

『明日できることは、今日やるな』……という名言を思い出しながら、俺は眠りについた。
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　よほど疲れていたのだろう、だいたい一〇時間以上もぐっすり眠ってしまった。

　昨日程の倦けん怠たい感はないが、怪我のせいか少し熱っぽい。

　立ち上がると少しふらついたが、これは長く寝すぎたせいだろう。

　鏡の前に立ち、包帯の状態を確認する……とりあえず、出血は止まったようだな。

　左肩の痛みはほぼないが、顔の傷はまだじくじく痛む。

　いかんせん右目の視界が利かないと不便で仕方ない。

　傷を開かないように四苦八苦しながら、右目が出るように包帯を巻きなおす。

「……こんなもん、かな？」

　出血は止まってるけど……まだ傷の部分の包帯は取らないでおこう。

　今の時刻は、朝の六時ちょい。

　人が動き出したら、宮田さんにお礼を言いに行こうか。

　二度寝としゃれこむかあ、おやすみぃ。
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　……がやがやと、人の声や動く音がする。

　八時半か、そろそろいいだろう。

　身支度を終え、リュックサックを背負って保健室から出た。

　すれ違う警官や避難民にぎょっとした顔をされながら、職員室を目指す。

「田中野さん！　もう大丈夫なんですか!?」

　途中で森山くんが俺を見つけ、駆け寄ってきた。

「いやあ、面目ないハハハ、色々とご迷惑を……」

「気にしないでくださいそんなこと！　それで、傷は大丈夫なんですか？」

「痛いけど、まあ、なんとか」

　話しながら歩く。

　神崎さんが絡まないといい青年なんだよなあ、彼……。

　うーん……俺は恋愛面の経験値はゴミクズなので、いいアドバイスとかはできないなあ。

　そもそも、そんなに親しくないし。

「田中野さん！　お元気そうで、なによりです」

　森山くんと職員室に入ると、俺を見た宮田さんが立ち上がって近付いてくる。

「油断した結果です。なんとも恥ずかしい……この度は誠にありがとうございます」

「そんな、あなたにはいくつもの借りがあります。この程度のことで……」

　頭を下げると慌てて言われるが、こいつは俺の心の問題である。

「いえ、どうやら医薬品も使っていただいたようで。このご恩は、きっちりお返しさせてください」

　包帯やら消毒液やら、おそらく抗生物質も使ったことだろう。

　この状況下では大変ありがたいと同時に、心苦しくもある。

　持ちつ持たれつの関係を保つためにも、俺の精神衛生上……借りは返さなければ。

「そうですか……では、あなたが本調子になったら頼みたいことがあります。そのためにも、まずはしっかり養生してください」

「ありがとうございます！」

「こちらもできる限りサポートをしますので。あなたは、ここにとっても貴重な存在ですよ？」

　俺の気持ちを理解したのだろう、宮田さんは渋々同意してくれた……ありがたい。

　だが、やっぱり俺への評価が不当に高い件について。

「そう言えば、ここに技術室ってありますか？」

　聞くと、どうやらかなり大きいものがあるようだ……よし、それなら。

「ガソリンを提供するので、電気を使わせてくれません？」

　家で備蓄を保管しているが、ガソリンも劣化するし使える時にどんどん使った方がいい。

　ガソリンの提供については悪いと断られたが、頼み込んで受け取ってもらえることになった。

　技術室の使用に関しては、快く承諾してくれたが。

　それでは、一いつ旦たん家に帰って食料やらなんやらを持ってまた来よう。

　良くしてもらっているが、食事は自前のものを用意しないと……庭の野菜に水もやりたいし。

　宮田さんにも森山くんにも無理をするなと言われたが、顔の傷以外は健康体なので大丈夫だ。

　動ける時に、動いておかないと……いつまでも世話になりっぱなしなのも気を遣う。

　一度帰宅することを伝えて、職員室を出る……すぐに帰って準備をしなければ。
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「おっ、おにいさあああぁあああん！」

「たったったっ！　田中野さあああああああああん！」

　玄関までたどり着いた時に、由紀子ちゃんと雄鹿原さんに見つかってしまう。

　そして瞬く間に左右を挟まれてしまった!?　なんてタイミングだ、ちくしょう！

「わたっ、私、おにいさんが血まみれでいるの見ちゃって……しっ、死んじゃうかと思ってぇ！」

　涙をポロポロこぼしながら、由紀子ちゃんが縋すがり付いてくる。

「坂下先輩に話を聞いて、ウチも、ウチも顔心配してたんですよォ！」

　雄鹿原さんもまた、ギャン泣きで肉薄してくる。

　君たち距離が近いよお!?　心配してくれるのは嬉うれしいけどさあ！

　──あっ!?　俺にもついにモテ期が到来したのか!?

　……何言ってんだ一回り以上も年下の子たちに、気持ち悪いでござるぞ。

　知り合いを心配することぐらい普通だろ、この子たちは今や天然記念物級の善人だし。

「……心配かけてごめんね、由紀子ちゃん。アレだよ、俺もう大丈夫だから」

「ひぐっ、そ、そんなおっきい包帯巻いてるのにぃ!?」

「あ、頭と顔の出血は派手に見えるからね……？」

「あんまり無茶しないでくださいよォ！」

「──申し訳ない申し訳ない前向きに善処します！」

　二人の女子高生に詰め寄られる三〇代無職……事案の気配がする絵面だ、周囲の視線が痛いぞ。

　ここは警官が沢山いるので、しょっ引かれるかもしれない、コワイ！

　あっ!?　柱の陰に野球部か陸上部かわかんない原田くんが！

　何見てんだこの野郎！　やんのかコラァ！　……睨にらみつけると逃げていった。

　お前は悪くないけど、とりあえずお前が悪い！

　俺の格好を見て帰るつもりだと察した彼女たちは、お願いだからここにいて！　と懇願してきた。

　また危ないことに巻き込まれると思っているようだ。

　さすがに外に出る度そんなのに巻き込まれ……てるな!?　アレェ!?

「しばらく夜は泊まるし、怪我が治るまで危ないことはしないしない、したいとも思わない」

　と、そう二人に弁解し、何本かのチョコバー賄わい賂ろの効果もあってか納得してくれたようだ。

　甘い物はやっぱり役に立つ、無職覚えた！
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　……そんなこんなで、一旦なんとか我が家まで帰ってきた。

　軽トラから釣り用の道具を下ろし、家の中に運び込む。

　釣りに行くのは避難所への借りを返してからだ、傷も治ってないし。

　缶詰やアルファ米をいくつか持っていく。

　井戸水も、小さめのポリタンクに詰める。

　野菜に水をやるついでに、以前本屋から回収した家庭菜園の本に載っていた水やり機を作製。

　ポリタンクに水を満タンに入れ、穴を二つ開けて片方にこよりを通す……もう片方は空気穴だ。

　こよりが下になるように畑に設置。

　これで、こよりを伝って染み出した水が少しずつ供給されるはずだ。

　不安だが、一日一回は家に帰る予定だし大丈夫だろう。

　以前ホームセンターから回収した鉄の棒や、おやじの日曜大工コーナーから謎の鉄板を回収。

　おやじは鉄板で一体何を作るつもりだったんだろうか？　グラインダーもないのに……

　学校にもあるとは思うが、金床や金かな槌づち、七輪と炭も持っていく。

　刀の手入れに使う細々としたものも、忘れずに。

　ガソリン二〇リッター入りの携行缶も二つ持っていこう……そして、戸締まりをしたら出発だ！
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　……うし、問題なく友愛にとんぼ返り完了。

　途中スーパーにでも寄るかと考えたが、また怪我でもしたら神崎さんに殺されるかもしれない。

　本調子に戻るまではやめとこうと、涙を呑のんで諦あきらめた。

　まずはガソリンを下ろして、校舎内の台車を借りて燃料倉庫へ。

　ここにある発電機は軽油、ガソリン、電気、ガスなどの様々な種類のものがあるらしい。

　さすが学校だなあ、それだけあれば昼間や緊急の電気には困らなそうだ。

　準備したものを技術教室に運び込む……校庭に面していて搬入がしやすかったので助かった。

　ていうか、この前ニンジャアトラクションをしたベンチの後ろが教室だった。

　このまま作業に入ってもよかったが、ちょうど農作業の時間みたいだったので少し手伝う。

　近くの警官は、ガソリンを提供してくれただけで十分だと言ってくれたが固辞した。

　見えるところで少しは働いておかないと、避難民の方々に不公平感を持たれるかもしれん。

　不和の種は、可能な限りつぶしておいた方がいい……実家無職の時に学んだことだ。

　肥料を土に混ぜたり耕したり、種を蒔まいたり……そうして、正午ほどまで農作業に勤しんだ。

　さてさて、軽く昼食を済ませて自分の作業に取り掛かる。

　まずは七輪に炭火を起こし、以前のように鉄の棒を棒手裏剣に加工していく。

　トンカントンカンやっていると、音に釣られてまた子供たちが寄ってきた。

「見ててもいいけど、危ないから近付くなよー」

　とか言ってたら、子供たちの中に神崎さんを発見……俺が言うのもなんだけど、あなた仕事は!?

　若干気にしつつ、形を整えた棒を砥と石いしでシャコシャコ……二回目だから慣れたもんだ。

　ここなら、家と違って周りへの音を気にする必要はないから捗はかどる、とても捗る。

　そして、持ってきた鉄棒はすべて棒手裏剣へと形を変えた。

　……よし！　前回の四倍も作れたぞ。

　続いて、技術教室内部を物色……棚に、刃がアタッチメント式のグラインダーを発見。

　しまった、これを先に見つけておけばよかった……

「うおお！　旋盤まであるじゃないか！」

　工業高校でもないのに、本格的だなあ……

　あ、そういえばここ一〇年前まで工業科あったじゃん！　友達の妹が通ってたのを忘れていた。

　なるほど、その名残か？　とにかく、これで家から持ってきた鉄板を楽に加工できるぞ。

　鉄板の表面にマジックペンで縦横に直線を引き、たくさんの正方形を作る。

　発電機からドラムリールで電気を引き、グラインダーに接続。

　切断用のチップソーを付け、万力で固定した鉄板を切断していく。

　おお、はやいはやい……金ノコなんかとは大違いだ。

　あっという間に手のひらサイズの鉄板が量産できたので、またペンで形を描いて大まかに切断。

　だいたいの形ができたので、グラインダーに研磨用の刃をセットして削っていく。

　単純な形だから簡単にできるなあ、数が多いから単調でもあるが。

　斜めに刃を付け、それぞれの先端を刺さりやすい鋭利な形に整えたら……完成だ!!

　今回俺が新たに制作したのは『十字手裏剣』と呼ばれるものだ。

　これは棒手裏剣とは違って回転させて投げるから、弾道が安定しやすく射程距離も長い。

　家ではここまで大掛かりな設備がなかったので、今まで作れなかったのだ。

　早速外に出て試してみよう！

　……ま、まだいたんですか神崎さん、仕事はぁ!?　あっ、特に今はないんですかそうですか。

　視線が気になるが、気を取り直して試す。

「──っふ！」

　立てた板に、いい音をさせて突き刺さった。

　威力は棒手裏剣とどっこいどっこいだが、やはり回転するだけに投げやすい。

「……あの、投げてみますか神崎さん？」

「ありがとうございます！」

　神崎さんがあんまり見てくるので、試しに渡してみる……あっ上手!!

　スコンスコン刺さってるじゃん！　……本当になんなんだこの人、戦闘力が高すぎるぞ。

　気に入ったようなので、棒手裏剣と十字手裏剣を一枚ずつ進呈した。

「ありがとうございます！　嬉うれしい……大事にしますね！」

　とっても嬉しそうだが、それでいいのか女性自衛官。

　……そして校舎の陰からこっちを見てる森山巡査ぁ！　怖いからこっち来なさいよもう！

　手招きしたら顔を赤くして逃げた……恥ずかしがるポイントがおかしいぞ、キミ。

　まあとにかく、対人装備としては棒手裏剣とこれで確定だな……また材料を仕入れてこよう。

　さて、もういい時間だ……片づけをして休むとしよう。

　これもある種のＤＩＹと言えるかもしれんな、俺の生活に潤いができた気がする。

　……作ったのは武器だが！　充実していると思おう!!
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　あれから数日……朝に家に帰って昼に避難所へ行き、農作業や炊事洗濯を手伝って夜は泊まる。

　そんな生活を続けていた。

　家から持ってきたＤＶＤのおかげで楽しく過ごせたが……やはり家じゃないので違和感がある。

　左肩はとっくに治り、顔の傷からの出血も完全に止まった。

　神崎さん曰いわく抜糸はまだ先だが、やっと包帯を取れることになった。

　暑苦しかったし、頭もろくに洗えないから臭いも気になってたんだ。

　と、いうわけで……神崎さん立ち合いの下スルスルと包帯をほどく。

「……うわーお」

　三〇年以上慣れ親しんだ俺の顔……それに、でっかい斜めの傷が走っている。

　抜糸すれば多少はマシになるだろうが、こいつは一生消えないだろうな。

　マジで、俺が美少女じゃなくてよかった。

「アニメの有名な宇宙海賊みたいだ……イカす！」

「……あの、感想が大雑把すぎませんか、田中野さん」

　まあショックはショックだが、目をやられたわけでもないし破傷風で死ぬこともない。

　それに誰かのせいで負ったのなら腹も立つが、これは俺の油断が招いた結果なので……ネ！

　次に同じ失敗をしなければいいのだ、生きていればなんとかなる。

　いささかデカいが、この傷を戒めとしよう……鏡を見る度に思い出すから、ちょうどいいし。

　なお、由紀子ちゃんがこの傷を見てまた泣き……雄鹿原さんも涙目でプルプルしていた。

　二人とも、もう大丈夫か痛くないのかと死ぬ程心配してくれた。

　感受性が豊かすぎる、優しい娘たちだなあ。

　また、神崎さんには歴戦の戦士っぽくてカッコイイと思うと言われた……なにその評価ポイント。

　まあ、当の俺が気にしてないので言ってくれたのだろうし。

　腫はれ物もの扱いされた方が恐縮してしまうし……でも、見慣れてくると本当にかっこよく見えてくる。

　顔面に過剰な迫力が追加されたが、これで一応復活！　早速この先の計画を実行しよう。

　宮田さんは、俺に何か頼みごとがあると言っていた。

　それを解決すれば貸し借りはゼロになる……俺の、中では。

　宮田さんたちはそんなの気にするなと言うだろうが、これは俺の心の問題だ。

　充実した生活には、心の重荷はいらん……そのためにも、しっかりと準備して挑む必要がある。
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「到着、っと」

　というわけで、俺は避難所の近くにあるバイク販売店にやってきた。

　スマホのスタンドアロン地図アプリのおかげで、すぐに見つけることができた。

　相変わらずネットも電話も使えないが、こいつがあるおかげでかなり助かる。

　目的は破損したヘルメットの代わりと、防具的なものを調達すること。

　武器類は充実しているので、次は防具というわけだ。

　……元はあっただろうバイクは残らずなくなり、オイル等の消耗品もほとんど残っていない。

　ここら辺、略奪が盛んだったようだな。

　免許も経験もないのでバイクは運転できないし、いらないので別に問題はない。

「お邪魔しま～す……」

　店に踏み込むと、奥に一体のゾンビがいたのでサクッと頭を砕いて成仏させた。

　店員はいたが、噛かみ痕あとまみれの大分ショッキングな死体になっていた。

　まずは、ヘルメットを探す。

　元々のヘルメットはハーフタイプだったが、もう少し防御力が欲しい。

　かといって、ゴツいフルフェイスタイプでは逆に重すぎる。

　うおっ！　なんだこのシステムヘルメットっていうのは!?

　フルフェイスだと顎あごになる部分が額まで上がり、下ろすとカチッとフルフェイスモードに……！

　か、かっこいい……だが、よくよく確かめたら重量はフルフェイス以上だった。

　本末転倒なので、かなりカッコいいが断念。

「うーん、このジェットとかいうタイプのものが無難かな」

　顔面の部分にプラスチックのシールドが付いていて、上下に開閉できるタイプだ。

　今のライトが干渉するが、側面にケースごとネジかなんかで固定できるように改造すればいい。

　試着してみるが、以前のものより首をがっちりガードしてくれている。

　こいつも、なかなかかっこいい……重さも許容範囲なので、これで決まりだ。

　お次はプロテクターコーナーだ……おー、あるある。

　サポーターみたいなものから、鎧よろいみたいなものまで様々だ。

　防御力はもちろん欲しいが、かといって動きを阻害するようなものは困る。

　剣術が使いにくくなると死活問題……上半身の可動を確保しつつ、それなりの防御力が欲しい。

　そんな都合のいいものはないので、可動か防御のどちらかを犠牲にしなけりゃならんかなあ。

「……お、なんだこりゃ」

『衝撃時に硬化！　インナープロテクター！』……ふむ、見た目は少し大きい長なが袖そでのインナーだ。

　持ってみると多少重いが、そこまで気にならない……少し試着してみよう。

　なるほど、胸や腹筋、肩や二の腕、肘ひじ、背中にパッドのようなものが入っているらしい。

　試しに肩の部分を木刀で叩たたいてみる……うわすげえ、固くなった!?　全然痛くない！

　最近の科学技術はすごいなあ、こんなものがあるとは。

　軽く動いてみるが、問題なく動ける……これをもらっていこう。

　一着はこのまま着て、予備に三着ほど持っていくか。

「……こんなに高いんか、これ!?」

　おいおいおい、三着で今俺の差してる刀が買えるぞ……こんな時じゃないと見向きもしないな。

　あとは膝ひざのプロテクターを、値段の高いヤツを予備も含めて二つ持っていく。

　ブーツに干渉しない程度の長さのものだ。

　軽く動いてみたが、高いだけあって剛性はあるし、動くのもさほど気にならない。

　やっぱ、高いものはいいものだなあ。

　最後は太ふと腿ももに装着するタイプの、頑丈そうな小物入れを見つけたので確保。

　これは加工したら簡易手裏剣ホルダーになりそうだ。

「ふむ……いいね！」

　フル装備で鏡の前に立ってみる……すごく強そうで、安心感も段違いだな。

　すぐに避難所に帰って、細かい動きの確認をしよう。
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　……というわけで、フル装備状態で帰ってきた。

　門番の警官をすっごい警戒させてしまった、ごめんなさい。

　避難してる皆さんを怯おびえさせてはいけないので、こっそり校庭の隅に行く。

　あらかじめ宮田さんに許可は取っているので安心だ。

　まずは、木刀を軽く振り回してみる。

　やはり思った通り、上半身の動きはスムーズだ。

　頑丈になったしヘルメットもあるので、ゾンビ相手に噛まれる心配はほぼない。

　露出してるのなんて、それこそ指先くらいだしな。

　しかし、油断は禁物！　この傷に誓って、兜かぶとの緒を締めなければ。

「よし！」

　次に刀を差し、型の確認。

　力でぶん回す木刀と違って、真剣は繊細な取り回しが必要になる。

　刃筋が立たなければ、刀ってのは基本的に切れない。

　以前の服との違和感を解消するために、とにかく色々動いてみる。

　抜き打ち、上段、正眼、下段、脇、八双その他もろもろと構えを変えながら。

　やっぱりすごいな、このインナー……ほとんど違和感がない。

　だが、いかに服がすごかろうとも大事なのは中身……装備に頼り切るのは愚の骨頂だ。

　昔師匠に唯一褒められたことがある。

　それは、馬鹿正直に……納得がいくまで練習するってことだ。

　道場では圧倒的劣等生だったが、それだけは本気でやっていた。

「はひぃ……はひぃ……」

　いかん、熱が入りすぎて汗だくになっちまった。

　一息入れて、最後に手裏剣の確認……この十字手裏剣、我ながらいい出来だ。

　多少適当に投げても刺さるのが素敵。

　実際の忍者は、更に毒を塗ったりしたんだよな。

「毒ね……ニコチンくらいしか思いつかねえ」

　たしか推理小説で、犯人が剣山に塗って使ってたな……効くのだろうか？

　なんかアクシデントで自分に刺さりそうなので却下だし……あくまで、これは牽けん制せい用だ。

　ふーむ……まあ全体的に違和感はあるっちゃあるけど、この先すり合わせていこう。
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「復活したので前に言ってた依頼……受けますよ！」

「……本当に、もういいのですか？」

「抜糸はまだ先ですが、田中野さんの回復力はちょっと異常です。大丈夫かと」

　その足で宮田さんの所に向かう。

　しかし彼は、何故か俺ではなくそこにいた神崎さんに確認を取った。

　解せぬ……って異常!?　異常なんでござるか拙者は!?

「そういうことであれば……」

　宮田さんは、渋々俺に向かって口を開く。

「──田中野さんに頼みたいのは、近隣にある避難所の現状確認です」

「……現状確認？」

　宮田さん曰く、この近隣にはここ以外にも大きな避難所が三つあった。

・北小学校（俺がアホを騙だまして送り込んだ場所）
・詩谷高校（由紀子ちゃんの高校）
・詩谷市民会館（市内で最大のイベントホール）


　以上三か所は警察が主導して避難民を収容していたが、現在その全てと連絡が取れない。

　これらを偵察して生存者の有無や施設の状況等を確認してきてほしい、というのが俺への依頼だ。

　単独で行動でき、そこそこの戦闘能力を有している俺が適任だと思ったのだろう。

　偵察するだけなら、一人でなんとでもなる。

　俺としては借りが返せるので全然ＯＫなのだが、警察としてはどう思っているのか。

　何故民間人じゃなくて、警察官が動かないのか。

　そう疑問に思ったら、宮田さんはそれについても答えてくれた。

「不審な生存者……？」

「ええ、前にも言った通りここは満員です。心苦しいですが、もう受け入れることはできません」

「はい、よくわかります」

「最近、周辺にこちらを観察する者や……無理やり押し入ってこようとする者もいます」

　あー……要は、俺が以前からよく遭遇するようないわゆるチンピラ的な奴らが増えてきたと。

　そいつらがこの避難所に目を付けるようになってきていて少し不穏な感じに……ってことか。

　で、警備のために警察官をフル動員しているので、偵察にまで手が回らないと。

　無理をしてでも偵察を出そうかと思っていたが、俺が「何か手伝いたいお願いなんかお仕事ちょうだい！」と、ゴネたので白羽の矢が立ったってことだな。

「民間人にこんな危険な仕事を頼むのは……もちろん断っていただいても、全く問題ありません」

　宮田さんは苦虫を五〇匹くらい噛み潰つぶしたような顔……真面目だなあ、気にしなくていいのに。

　ここで断ったら断ったで、なんとか人員をひねり出しそうな予感がする。

「お気になさらず。元々俺が自分で言い出したことですから」

　何度も言うが、これは俺が望んだことだ……手厚い看護もしてもらったし。

　警官が一人死んだら避難民の安全が脅かされるが、俺が死んだところで何の影響もない。

　元より、死ぬつもりなんかさらさらないけども。

　俺は借りを返して気持ちよくサバイバル生活を満喫するんだい！　釣りにも行きたいし！

　……背負ってるものが軽ければ軽いほど、フットワークは軽くなりますし？

「──そうですね、私も同行しますし問題はありません」

「えっ」「えっ」

　俺と宮田さんが、同時にマヌケな声を出す。

　こっちも初耳だけど宮田さんも初耳なのォ!?　いきなり何言い出すの、神崎さん!?

「えっと……神崎さん、自衛隊のお仕事は……？」

「既に無線機は誰でも使える状態で配置されています。現状、私には決まった仕事がない状態です」

「そ、そうじゃなくて……あの、上官の花田さんがなんて言うか……」

「私は『無線機の設置以後、自己判断において臨機応変に動く』許可をいただいておりますので」

　ええぇっ!?　何それ、自衛隊ってそんな自由裁量でいいの!?　いやいや、いいわけないだろ！

　上官の指示もそうだし、神崎さんって実はすごい人とかじゃ……？

　前から、所属を何回聞いてもはぐらかされるし。

「じっ、自分も！　自分も参加したく思います！」

　オイコラ森山ァ！　やめろォ！　これ以上問題をややこしくすんじゃねえ！

　っていうか警官が参加したら本末転倒じゃねえかよ！

「──申し訳ありませんが、邪魔です。あなた程度では百人いても足手まといになります」

「アッ……ゴメンナサイ……」

　ヒィ！　またあの目だ！　あぁ、森山くんの魂が抜けた、たぶん！　神崎さん容赦ねえ！

　あああ、もう収拾がつかねえぞこれ!?
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　……結局あの後、宮田さんが直接無線で花田さんに確認したところ……まさかの真実であった。

『お久しぶりです、田中野さん。大怪我をされたと聞きましたが、お体はもうよろしいのですか？』

「アッハイ、神崎陸士長様のおかげですこぶる健康であります！」

　俺に代わってほしいとのことなので、久しぶりに花田さんと話す。

『お聞き及びのことでしょうが、今回神崎には全力であなたのサポートを行ってもらいます』

「あ、あの……俺は別に単独でも何の問題もないと思われますが……」

　っひ、背後から神崎さんの強い視線を感じる！　攻撃力があったら上半身が吹き飛んでそう！

『我々としても、市内の詳しい状況は是非知りたいのでご心配なく、お邪魔にはなりませんから』

　あのそれ……どっちかっていうと俺の方がお荷物になる気がするんですが……

「あのォ、ちなみに神崎さんってどんな部隊に……」

『ハハハ……それでは、よろしくお願いしますよ田中野さん。花田、通信オワリ』

　ウッソだろ切られた!?　……これって、知る必要がないことってやつだな。

　なら、俺は考えるのをやめる……やめるったらやめるぞ！

「よ、よろしくお願いしますね……神崎さん」

「はいっ！　粉骨砕身の覚悟で臨みます！」

　小さくガッツポーズをする神崎さんが、とっても美人でした。

　……結局、釈然としない気持ちを抱えながら俺は神崎さんとタッグを組むこととなった。

　そりゃ神崎さんは自衛官だし、万に一つも足手まといにはならんだろうけどさあ！

　一人の方が気楽なんだよお！　美人と一緒だとすっごい気まずいんだよお！

　……苦笑いしている宮田さんと打ち合わせをし、明日から偵察に取り掛かることとなった。

　ちなみに、森山くんは精根尽きたようにソファに座り込んだまま動くことはなかった。

　オイそういうとこだぞ!?　そんな暇あったら筋トレしろォ！　一生振り向いてもらえんぞお前！
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　……明日の早朝、避難所で神崎さんをピックアップすることを約束し、俺は自宅に戻った。

　久しぶりに家で眠れるなあ！

　保健室のベッドも快適だったが、やはりおうちに勝るものはない！

「よかった、枯れてない」

　庭の野菜を確認する……うん、順調に育っているようだ。

　ミニトマトにはそろそろ支柱を用意しとかないとなあ。

　栽培が上手くいくようなら、ジャガイモを量産しておこう。

　玉ねぎなんかも干せば保存ができるし、今のうちから冬に備えておかねば。

　冷凍庫が安定して使えれば、もっと長期保存できるんだけど……

　蓄電池とかどっかに売ってないもんかな、発電機はあるんだし。

　ソーラー発電についても勉強してみるかな……でも中央図書館には行きたくねえなあ。

　図書館は知ってるのがいくつかあるし、そっちから回ってみようか。

　ふと思いついたので、家から歩いてすぐの所にある公民館に行ってみた。

　公民館……うっ頭が、いや顔が。

　災害時は一応ここも避難所に指定されてるので、保存食くらいはあるだろう。

　ここら辺は何故かゾンビ空白地帯なのでありがたく頂いておくとするかな。

　備蓄はあるに越したことはないのだよ……というわけで裏口から侵入。

　ここは昔から鍵かぎが掛かりにくくて、ドアを強く引けば開くんだよなあ。

　遊び場にしていた子供時代から、何も変わってなくてありがたい。

　……思った通り、中は綺き麗れいなままだ。

　えーと、災害用のグッズはたしか台所に地下倉庫への扉が……あったあった。

　普段はテーブルで隠してあるから、ちょっと見ただけではわからない。

　ライトで照らしながら地下へ下りる。

「おっ、見つけた」

　乾パンにアルファ米に缶詰、段ボールベッドまである。

　リュックに入る程度を持ち帰って、あとはこのままにしておこう。

　ここは涼しいから、家に何かあった時の避難所兼倉庫扱いにするかな。

　帰り際に事務所に寄ってスペアキーをゲット。

　他の鍵は、自治会長のおじいちゃんが持っているハズ……生きてるかな、他の爺じいさん婆さんたち。

　とにかく、家に帰って夕食としよう。

　今日の献立はアルファ米のピラフと即席みそ汁、それに賞味期限ぎりぎりのハム。

　アルファ米はお湯で作ったのでホカホカだ。

　他の種類はそうでもないのに、何故かピラフだけ冷たいと異様にマズい。

「あー、しみじみうまい」

　こんな状況でも温かい飯が食えるのは幸せだなあ。

　飯と、家と、煙草……天国は意外と身近にある！

　さて、腹も膨れたので映画を一本見たら明日に備えて早く寝よう。

　新作に挑戦してクッソつまらなかったら明日に関わるし、見たことがあるやつにしよっと。

　と、いうわけで世界一後ろ結びが似合う長身無敵アクションスターのやつにしよう。

　息子を殺された父親がギャングとかを片っ端からぶち殺す……という内容である。

　この役者のアクション、いくつになってもカッコいいなあ！

　近年は動きが鈍くなってきたが、それでも映画中はほとんど傷一つつかない無敵っぷり！

　吹替の声優さんも渋くて大好きなんだよ。

　俺はよっぽどひどくない限り、アクション映画は吹替で見る派なんだ。

　中華が生んだ大人気アクション俳優なんか、原語版で見たら逆に違和感がすごいもん。

「安定して面白かった！」

　強すぎて微み塵じんも動きの参考にはならんがね。

　やはりアクション映画はカッコよくて強い主人公が大活躍してナンボだよなあ。

　大いに満足したので明日に備えて早く寝よう……おやすみ。
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　ここは、詩谷市内の小高い丘にある公園……時刻は朝の七時過ぎ。

　停まった軽トラの運転席から出る俺に続いて、助手席からは神崎さんも。

「さーて、まずは一か所目ですねえ」

「はい、頑張りましょう」

　神崎さんは、そう言って凛り々りしく微笑んだ。

　俺は早朝に軽トラで友愛に行き、神崎さんをピックアップしてここまで車を走らせた。

　宮田さんは「くれぐれも偵察だけに止めて、無理はするな」と俺たちを送り出した。

　森山くんは柱の陰からじとりとした視線を向けてきたが、神崎さんに見られるとどこかへ逃げた。

　大丈夫かな、あいつ？　高校生じゃないんだからもう……まあいい、今は仕事に集中しよう。

　なお、何故この公園を選んだかというと、ちょうど今回の目的地が見下ろせるからだ。

『詩谷市立北小学校』

　全校児童と教員約四〇〇名に加え、警察や近隣の住民が避難してきてその総数は六〇〇名前後。

　友愛高校より人数が多い避難所だったが、校内に多数のゾンビが発生したとの無線を最後に音信不通となった……と、いうことらしい。

　ちなみに、俺の出身校でもある……我が母校よ、なんということに……

　まあ、俺が卒業した後に全面改装したから面影もクソもないんだけどな。

　さてと、お仕事お仕事。

　懐から単眼鏡を取り出し、眼下の小学校へ向ける……これは家にあったものだ。

　一時期バードウォッチングに凝っていた、おやじの高級品である。

　趣味に金を惜しまない俺のやりかたは、どうやら父親からの遺伝だったようだ。

　神崎さんも、俺の横でゴツい双眼鏡を取り出した……似合う。

　校庭に人影はないが、そこら中に赤黒く変色した何かの肉片や染みが見える。

　っていうか、単眼鏡を使うまでもなく全体的に校庭の色が赤い。

　これは……大惨事が起こったようだな。

　校門は、折り重なったパトカー四台によって完全に封鎖されている。

　……逃げようとしたんじゃなくて、わざと封鎖したような感じだな。

「ゾンビを、外に逃がさないようにした……？」

「恐らくその通りかと、ここが崩壊すると見越してそうしたのでは？　運転席に遺体があります」

「すさまじい覚悟だ……」

「警察官の鑑、ですね」

　立派な人たちが、立派に死んでいく。

　俺にはとても真似できないな……する気もないけど、尊敬はする。

「校庭は生存者無し、校内はっと……」

　呟つぶやきながら、三階建ての校舎にピントを合わせる。

　カーテンが閉まっていて中を確認できない場所もあるが、いくつかの教室は中が見える。

　あっ生存者……じゃないやゾンビだ。

　色々欠損した人間が、教室内に集まってぼんやり立っている。

　子供のゾンビ、初めて見たな……やらなきゃやられるけど、あまり積極的には戦いたくない。

「ざっと見て、教室にいるのは全部ゾンビですかねえ」

「ここから確認できる範囲ではそうですね」

「全滅っぽいですな、こりゃ……」

　校舎に向かって左側の体育館は……ダメだ、扉が破られている。

　中は、例によってゾンビでぎっしり。

　あいつら、昼間は基本的に動かないからそれはそれで不気味なんだよな……

　急にアグレッシブになられても困るけども。

　今のところ、ここから見える範囲には生存者は確認できない。

　裏側は見えないが、この様子では絶望的だろう。

　そういえば、俺が行かせた金髪集団も見当たらな……あっいたいた。

　肌に悪趣味な塗り絵をしたゾンビの一団が、体育館にいる。

　やっぱここに来てたのか……特に俺は悪くないけど恨まないでくれよ。

　化けて出やがったら張り倒してやるからな。

　思わぬ発見はあったが、生存者はいないようだ。

　残らず死んだかゾンビになったっぽい……そろそろ次の避難所跡地へ向かうかなあ。

「田中野さん！　ちょっと、屋上を見てください」

　神崎さんが叫ぶ。

　屋上？　北小学校に上がれる屋上なんて……あっ！　改装したからできたのか！

　いかんな、俺が通っていた時の記憶で考えていた。

　屋上、屋上っと……

　フェンスで囲まれた屋上は、確かに校舎から上がれるようになっていた。

　芝生やベンチが見える、ちょいとした寛ぎの空間だが……

　ん？　給水塔の陰に何か……？

「なんか、テントみたいなもんが見えますね……」

「ええ、生存者の痕こん跡せきでしょうか」

　注意深く観察すると、校舎からの出入り口のドアが板か何かで封鎖されている。

　とりあえず、屋上に逃げ込むことができた誰かがいるようだ。

　給水塔の陰にピントを合わせ、最大倍率で拡大する。

　緑色のテントっぽいものの脇に靴が見える……二足、かな？

　角度が悪いので、こちらで少し移動して……リュックサックや段ボール箱が見えてきた。

　段ボール箱は、おそらく災害用物資を入れたものだろう。

　遠くて文字は読めないが、俺が知っているものとよく似ている。

　給水塔からフェンスまではロープが張られ、そこに服が干してあるようだ。

　サイズからして子供のものに見える。

　あ、テントが動いた！　誰か出てくるぞ！

「女の子……でしょうか？　どう思います、田中野さん」

「ええ、髪が長いのでたぶん……」

　遠すぎて顔がよく見えないが、背格好から小学生なのは確かだ。

　嘘だろ……たった一人で生き残ってたってのか!?

　なんたるバイタリティだ……俺よりメンタル強そう。

　その後も角度を変えつつ屋上を観察したが、いるのはその小学生だけのようだ。

　彼女？　は外で朝食を摂とった後、またテントに戻っていった。

　体力を温存するつもりなのか？

「まさか生存者がいて、しかも小学生だとは……これは、予想外だなあ」

「こんな状況なのに、かなり落ち着いているように見えますね」

　うーん……見つけたからには助けてやりたいが、どうすればいいんだろうか。

　校舎内はゾンビまみれだし、出入り口は封鎖されている。

　なんとか校舎を抜けても、ドアをガンガンやっていればすぐにゾンビに気付かれるだろう。

　一体一体は大したことないけど、さすがに一〇〇や二〇〇は数の暴力で押し殺されてしまう。

　あの子は一人だから食料や水の消費は多くないとはいえ、このままではジリ貧だ。

　考えろ……考えろ俺の素敵脳のう味み噌そ……何か手はないか……

「……お？　アレとアレがああなってるから、あそこをああして……」

　いけるかもしれん……というか、アレしかないな。

　とにかく、急いで宮田さんと連絡を取らなければ。

　車に積んできた無線機のスイッチを入れ、神崎さんに避難所へ繋つないでもらう。

『なんですって!?　子供が、一人で……？』

　宮田さんは、俺の状況説明を聞いてさすがに驚いている。

「ええ、実際見た俺も信じられませんが……確かに、生き残っています」

『しかし、どうするか……その状況では、たとえ警官を全員向かわせても……』

「それなんですがね」

『はい？』「──俺に、いい考えがあります」
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「……本当に、やる気なのですか？」

　神崎さんが心配そうに聞いてくる。

　……やりたくないけど、やらなきゃ仕方ないことも世の中にはあるのだ。

　あの子が大人ならここまでしなかったかもしれんが、子供となると話は別。

　さすがに、何も悪いことをしていない子供を見殺しにするのは寝覚めが悪すぎる。

　この距離で今まさにゾンビに囲まれて食われそう、って状況ならまだしも。

　やれるだけのことは、やってみる。

　なあに、失敗しても俺が死ぬだけさ……それなら、賭かける価値はある。

「やはり私が行った方が……」

「いやいや、神崎さんはもしもの時の援護射撃をお願いしますよ。サポートしてくれるんでしょ？」

「それは……そうですが。くれぐれも、お気を付けて」

「はは、駄目だったら軽トラあげるんでさっさと逃げてくださいね？　はいこれ鍵かぎ」

「──え、縁起でもないことを言わないでくださいッ！」

　ヒエッ、小粋なジョークなのにすっごい怒られた。

　俺より何倍も貴重な人材である神崎さんを危険に晒さらすわけにはいかないから、我慢してください。

　適材適所！　適材適所でござる！

「……よし！」

　剣けん鉈なた以外の全ての武器を外し、身軽になる。

　そして軽トラの荷台に積んでいたロープを持つと、気を引き締めて行動を開始した。

　公園に神崎さんを残し、丘を下って小学校の横を目指す。

　学校は周囲に一・五メートルほどの外壁があり、その上には二メートルほどのフェンスがある。

　校門から外壁に沿って左へ移動し、ちょうど体育館の横あたりに到着。

　この体育館の屋根はかまぼこ形になっていて、頂点はだいたい校舎の三階と同じ高さだ。

　その校舎とは、屋根付きの渡り廊下で一階部分と繋つながっている。

　渡り廊下の屋根は、だいたい校舎の二階くらいの高さである。

　体育館の屋根を伝って廊下の屋根を渡り、校舎の二階部分のベランダの手すりを経由すれば何とか屋上にたどり着けそうなのだ。

　ゾンビまみれの体育館は横切れないし、校舎内も行動できる気がしない。

　見えない場所にもゾンビがいるかも……というわけで、信じたくないがルートはこれしかない。

「フェンスをよじ登るのなんて、いつぶりかね……」

　腹をくくるとまず外壁に上がり、フェンスに手をかける。

　フェンスを頂上まで登って、カサコソ反対側へ下りる。

　屋根の点検用だろう梯はし子ごが体育館の外壁に確認できたので、それを使って屋根へ登る。

　うお、高いな……おまけに風も強い、高所恐怖症じゃなくて助かった。

　そのまま、中腰で登るが頂上はさらに風が強く、油断すると体を持っていかれそうだ。

　少し座って休憩……微かに見える公園の神崎さんっぽい人影に手を振ってみる。

　なーんか、すっごい睨にらまれてる気がする。

「さて、気を取り直して行くぞ」

　結構滑るので、足元に気を付けながら今度は反対側へ下りていく。

　カツンカツンと音が鳴るが、下のゾンビ共に気付かれた様子はない。

　渡り廊下の屋根との接合部分に着いた。

　体育館と違い、屋根はそこそこ尖とがった二等辺三角形だ。

　強度を確認しながら、慎重に雨どいに足をかけつつ進む。

　ギシギシという音が心臓に悪い。

　肝を冷やしながら、なんとか校舎に到達……さあて、これからが本番だ。

　渡り廊下の屋根と校舎の正面は同じ奥行きになっているが、屋根の端とベランダの手すりが五〇センチほど離れている。

　壁はフラットで、足をかけられる場所はない。

　落ちたら、死にはしなくとも足は折れるだろう……ここまで来たら、やるしかない。

　若干の助走をつけ、手すり目掛けて飛ぶ──うおおおおっ！　よっしゃ、掴つかんだ！

　左手で手すりを掴み、揺れる反動で右手を持ち上げ、両手で手すりを抱えて這はい上がる。

　……ひぃ、何とかなった……もう二度とやりたくねえ。

　ここの教室はカーテンが引かれているので、中にゾンビがいても見られることはない。

　息を整え、ゆっくりと手すりの上に立って三階部分のベランダの下部分の出っ張りに手を伸ばす。

　軽くジャンプして掴み、反動と渾こん身しんの力で体を持ち上げる。

　ぐおおおぉ！　上がった！　こ、ここまで来たらあと一息だ。

　三階のベランダから同じことをすれば屋上へ上がれる。

　腕を軽く揉もみ、肩を回す……よーし、行くか！

　──その時、不意にカーテンが少し開いた。

　内部の風の動きか、ゾンビが触れたか、その瞬間運悪く室内のゾンビと目が合ってしまった。

「キィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　子供らしい高音で叫ぶゾンビ。

　畜生！　ここまで来て！　すぐに手すりに上がって屋上の端へジャンプ！

　体を引き上げる途中、ベランダからガラスの割れる音が聞こえた。

　早く上がれ！　早く！　早くッ！

　ブーツに何かが掠かするのを感じながら、すんでのところで屋上へ体を持ち上げることに成功した。

　あ、危なかった……

　下からはゾンビの大合唱と、地面に何か重くてやわらかいものが落ちる音がする。

　止まれないゾンビが、後ろから押されて何体か地上に落下していったようだ。

「ふぅ……へ？」

　顔を上げ、屋上のフェンスを登ろうと手をかけた目の前に……女の子がいることに気が付いた。

　ゾンビの声に驚いて確認しに来たのだろう。

　目をまん丸にして、武器のつもりか手にレンチを持っている。

　その女の子と、フェンス越しに見つめあうことしばし。

「──やあ、こんにちはお嬢ちゃん……助けに来たよ」

　とりあえず、そう声をかけた。

「こんにちは！　おじさん、下から登ってきたの？　すごーい！　ス〇イダーマンみたい！」

「いやあ、ハハハ……」

　女の子は目を丸くしたまま褒めてくれた。

　地獄からの使者と同列とは……照れるぜ。

　目の前の女の子は……一〇歳くらいだろうか？

　長い髪を、リボンで二つにまとめた明るそうな子だ。

　目のクリクリさは雄鹿原さんにちょっと似ている。

　屋上での生活の影響か、多少やつれているが元気そうだ。

「あのさ、おじさんそっちに行ってもいいかい？」

「うん、いいよ！」

　許可をもらったので、フェンスを乗り越えて屋上に入る。

　ずっと体に巻き付けていたロープを下ろし、一息つく……長く、険しい道のりだった……

　ついでに神崎さんの方角に、両腕で大きく〇を作ってアピールしておく。

「おじさん、何やってるの？」

「ん？　ああ、あそこの公園に仲間がいるんだよ。だからこうやって無事を知らせてるんだ」

「ふ～ん……」

　あっ、大事なことを忘れてた。

「おじさんは田中野一朗太っていうんだ。お嬢ちゃんはなんていうお名前かな？」

「ミク？　桜さくら井い美み玖くっていうの！」

「へえ、桜井ちゃんか、いい名前だね」

「美玖でいいよ、いちろーたおじさん！」

「ありがとうね、美玖ちゃん」

　一人きりでいて、心細かったのだろうか……

　随分人懐っこいが、こんな状況でもパニックを起こさず生き延びたのはすごい。

「美玖ちゃんは……ずっとここに一人でいたのかい？」

　屋上を見渡す……テントはしっかりと固定されているし、非常食の備蓄も十分ある。

　給水塔のメンテナンス用らしきハッチから、ホースが伸びている……水も大丈夫か。

　……しかし、これだけの段取りをこの子一人でやったとはとても思えない。

　特に、出入り口は板を釘くぎと南京錠で厳重に固定してある……大人じゃないとこれは無理だ。

「えっと……」

　問いかけると、美玖ちゃんは顔を曇らせた。

「……おとといまで、横よこ田たせんせーが一緒だったの」

「横田先生？　この学校の先生かな？」

「うん、美玖のクラス、四年二組のせんせー。テントはったり、お水出してくれたり、ひじょーしょくの食べ方教えてくれたり、全部やってくれたの……」

　やっぱり大人が一緒だったのか……しかし、一昨日まで？
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「今は、いないのかい？」

「うん……」

　しかし、この封鎖された屋上で一体どこへ……？

「せんせーはね」「ん？」

　美玖ちゃんが、ゆっくりと話し出す。

「……ごはんを探しに行って、『かまれた』って言ってた。なんのことだろ？」

「──っ！」

「それから、あっちに行っちゃった……『あぶないからぜったいこっちに来ちゃダメ！』って」

　校舎の裏側の方面を指差す美玖ちゃん。

「あっちから下におりて、またごはんを探しに行くからって」

「『いっぱいお水を飲んで、すこしずつごはんを食べて、動かずにじっとしてなさい』って」

　体力を温存させて、救助が来るまで生かそうとしたのか？

　確認のため、美玖ちゃんが指差した方向へ歩き出す。

「だめだよ！　そっちはあぶないんだよ!?」

「うん、だから美玖ちゃんはここにいてね。大丈夫、おじさんは大人だから」

　止めてくる美玖ちゃんの視線の高さまで腰を落とし、目を見ながら言った。

「うん……」

「……やっぱり、そうか」

　屋上の反対側にあるフェンスに、人が手足をかけたような跡があった。

　横田先生らしき人物は、その真下の地面に倒れている。

　損傷は激しいが、女性に見える……状況から、ここから飛び降りたと考えていいだろう。

　ゾンビに噛かまれた後、美玖ちゃんを巻き込まないように、自分でケリをつけたのか……

　なんとまあ……高山さんといいこの先生といい、俺の出会う故人たちは立派な人ばっかりだなあ。

　頭が下がるよ、本当に……死に際まで、他人を気遣えるなんてさ。

　さぞ、いい先生だったんだろうなあ……

「──横田先生……俺はあなたみたいにはなれないけど、美玖ちゃんのことは任せてください」

　眼下の彼女に手を合わせ、俺は美玖ちゃんの下へ戻った。

「いちろーおじさん！　どうだった!?　あぶなくなかった!?」

　なんか球界最高の安打量産機みたいな名前になってる!?

　まあ、『一朗太』って言いにくいもんなあ。

「うーい、ただいま。いやー危ないわ、床が割れてるんだもん……落っこちるかと思った」

「えっ、だいじょうぶ!?」

「大丈夫大丈夫、あっちには行かなくて正解。ほ～ら、美玖ちゃんは約束守れるいい子だねえ～！」

「にゅっ!?　きゃはっ、んんぅ～やぁん！　あははははは！」

　嘘をついた後ろめたさを誤魔化すように、やや乱暴に美玖ちゃんの頭を撫なでまわす。

　嫌がってない……よなこれ？　むっちゃ笑ってるし……事案になってないよな？

　……さて、いつまでもこうしているわけにもいかん。

　このやり取り、神崎さんに丸見えだもんな……狙撃される前に、とっととここを脱出しよう。

「よし、美玖ちゃん！　おじさんと一緒にここを出よう！」

「えっ……でも横田せんせー、まだかえってこないよ？」

　あ、そうか……うーん、どうしよう……そうだ！

「おじさんはねぇ、警察にも自衛隊にもたっくさんお友達がいるんだ。その人たちに横田先生を見つけてくれるように頼んでおくよ！」

「……ほんと？」

「本当さ！　あの公園にいるのも自衛隊の人なんだよ？　着いたら頼んであげるね！」

「うんっ！」

　よっしゃ、そうと決まればここを出よう。

　だが、来る時に使った三階のベランダはゾンビまみれでもう使えない。

　他の三階のベランダは、全てカーテンが全開になっているのを公園で確認済みだ。

　くそう、あのアクシデントさえなかったらベランダ経由で楽に帰れたのになあ。

　というわけで、やりたくないが『プランＢ』を使うこととする！

「こ、こわいよお……」

「大丈夫、おじさんだけを見てな！　あと、何か楽しいことを考えよう！」

　プランＢは屋上からロープを使って……渡り廊下の屋根まで直接降下するというアレな案である。

　最悪の事態を想定してロープを持ってきたのだが、まさか本当に使う羽目になるとはね……

　備えあればうれしいな、というやつである。

　まずは剣けん鉈なたでロープを切り、美玖ちゃんを抱っこする形でお互いの体を固定する。

　おんぶと悩んだのだが、落下した場合……美玖ちゃんを下敷きにする危険があるので却下した。

　それに、この体勢だと彼女は下が見えないから、恐怖心もいくらか薄れるはずだ。

　残ったロープを手すりの一番頑丈な部分に結び、存分に体重をかけて強度を確認。

　どうやら大丈夫そうなので、手すりを乗り越えていざ、降下ァ！

「お、おぐぐぐ……」

　アカン、これ予想以上にしんどい。

　腰を一周させて重さを軽減しているが、そのせいで腰が折れそう。

　逆ナ○キのマークみたいになっちゃう……ぐお……どっかでカラビナ、調達しとくんだった……

「ねえ、じえーたいの人ってどんな人？　こわい？」

「それがねえ、とっても綺き麗れいで優しいお姉さんなんだよ」

「えー!?　ほんと？」

「ホントホント、おまけに強くてかっこいいの」

「うっそだあ！」

「ほんとだって。見たらびっくりするぞー、美玖ちゃん」

　軽口を叩たたきながら降下していく。

　うまい具合に恐怖も薄れているようだな。

　神崎さん、話のタネになってくれてありがとう！

　なんとか渡り廊下の屋根に到達できた……手がブルブルする……少し、休憩しよ。

「キイイイイイイイイイイイイイイアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　なんだいきなり!?　うわっ!?

　地面に落ちたゾンビがまだ生きてる！　……生きてるって言うのかなこれ？

　その声がきっかけとなって、体育館の中から呼応するようにゾンビ達の大合唱。

　大勢の足音……体育館のゾンビ共が、外へ出てこようとしているようだ。

　奴らはここまでは上がってこれないが、あれだけの数だと集まって山みたいになるかも!?

「美玖ちゃん……おじさんを信じて、目をつぶってるんだよ」

「うっ、うん！」

　怯おびえて小刻みに震えている美玖ちゃんが、俺の背中に回した手にぎゅっと力を込めた。

　──横田先生、美玖ちゃんを守ってやってください。

　……ついでに、俺にもおこぼれの加護をどうか一つ。

　深呼吸し、覚悟を決める。

「──うおああああああああぁああ!!」

　来る時におっかなびっくり歩いた渡り廊下の屋根を、全力疾走。

　足元の雨どいが、ビキビキという不吉な音を立てるが気にしていられん!!

　最悪踏み抜いてもスピードが乗っていれば無視できる！　はず！

「んにゃろっ！」

　走り幅跳びの要領で一気に体育館の屋根に取り付き、そのまま勢いに任せて頂上まで走る。

　頂上から一切スピードを落とすことなく屋根の端まで走る、走る走る走る！

「こ、こ、だあっ！」

　悠長に梯はし子ごを使っていられんので、そのまま屋根から外壁のフェンス目掛けてジャンプぅ！

「──っぐぅ！」

　フェンスの頂点を通過し、てっぺんを左手で掴つかまえる。

　その左手を支点として、無理やり体を反対側のフェンスに引き付ける。

　うおおおお病み上がりの左肩！　がんばれ！　お前ならやれる!!

　フェンスにしがみつく時に、美玖ちゃんを潰つぶさないように気を付けて急いで下に降り始める。

　フェンス越しにこちらに殺到してくる大量のゾンビ──ヤバい、ヤバいヤバい!!

　途中から飛び降り、腰に悪そうな着地を決め……そのまま公園目掛けてダッシュ！

　お前もがんばれ、心肺機能!!

　援護の用意か、こちらに向けてライフルを構える神崎さんが見えてきた！

　頼もしさがエグい！　あと、もう少しじゃあああああっ！
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「か……神崎、神崎さぁん……うし、後ろはぁ？」

「後方クリア、追尾してくるゾンビはいません。小学校の外壁も無事です」

「も、もう目を開けてだいじょぶぅ？」

　神崎さんと合流し、ぜいぜいと息を吐きながら座り込む。

　美玖ちゃんは、ずっと目をつぶったままだ。

「つ……疲れたあ……」

　煙草喫ってなきゃもっと楽だったのかな……やめる気はないけども。

　ロープをほどき、美玖ちゃんを解放する。

「は……はあい、到着だ。よく我慢したねえ、えらいぞお」

「ジェットコースターみたいで楽しかった！」

「……いやあ、そりゃよかった。はは、はははは！」

　美玖ちゃんと顔を見合わせて笑う……肝の据わった子だよ、本当に。

「……一人でよく頑張ったわね、えらいわ」

　神崎さんが美玖ちゃんの前にしゃがみ込む。

　お姉さんっぽい口調は違和感が……いやあ、新鮮だなあ。

「あ！　おねーさんがじえーたいの人？」

「ええそうよ、私は神崎凛りん。あなたは？」

「桜井美玖！　です！」

「あら、元気がいいわね」

　元気よく答える美玖ちゃんの頭を撫でながら、神崎さんが微笑む。

　はえー、下の名前は凛っていうのか神崎さん……なんていうか、イメージ通り。

「ふわー……ほんとだ！」

「どうしたの、美玖ちゃん？」

　ようやく息も整ってきたし、そろそろここを離れるかね……

「いちろーおじさんが言ってたとーりだね！　すっごくきれい！　びじん!!」

「えっ？」「あっ!?」

　やめてくれたまえ情報漏ろう洩えいは！　恥ずかしい！

「……田中野さん」「はひっ！」

　神崎さんは、こちらを振り返らない……なんか、コワイ!?

「……撤退します。車の準備を」「──アイアイキャープテェン！」

　俺は、そそくさと軽トラに向かう……触らぬ何とかに何とかだ。

　　　　[image: ]

「かんざきおねーさん、どうしたの？　お顔がまっかだよ？」

「あ……く、くしゃみを我慢してたの。ねえ、田中野さん、本当にそんなこと言ってたの？」

「うんっ！　あと、やさしくて強くてかっこいいって！」

「そう……そうなの？　ふふ……」

「にゃあああああああああああ！　か～わ～い～いいいいいいいい！」

「にゅうううううううう!?」

　美玖ちゃんが、由紀子ちゃんに思い切り抱きしめられてもがいている。

　すっげえ！　巨乳で窒息するっていうラブコメにありがちなアレって、嘘じゃなかったんだ!!

　あっ！　神崎さんが俺を不法投棄された産業廃棄物を見る目で見てる!?　命だけは!!

　北小学校から美玖ちゃんを保護し、無事に友愛まで戻ってきた。

　……なお、神崎さんは膝ひざの上に美玖ちゃんを乗せたまま、道中一言も喋しやべらなかった。

　こんなおっさんに、綺麗だの美人だのと陰で言われてたんだもんなあ。

　セクハラで訴えられたら、確実に負ける。

　そして気まず過ぎる帰路を経て避難所に戻ったら、校舎の入り口で由紀子ちゃんに遭遇した。

　美玖ちゃんに俺の知り合いだと紹介し、元気よく自己紹介した彼女を見るなり……この状態になってしまったのだ。

「由紀子ちゃん由紀子ちゃんどうどう。美玖ちゃん窒息しちゃうからそれ」

「あっ……ご、ごめんねえ美玖ちゃん！」

「ぷはっ！　びっくりしちゃった！」

　けらけらと笑う美玖ちゃんは全く動じていない……これは、将来大物になるぞ！

「田中野さん、神崎さん。お疲れ様です」
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　玄関先での騒ぎに気付いたのか、廊下の奥から宮田さんが歩いてきた。

「その子が、北小学校の……」

「ええ、生存者です。名前は……おっと」

　美玖ちゃんは驚いたのか由紀子ちゃんから離れ、素早く俺の後ろに回り込んだ。

　宮田さんはデカくてゴツくて強そうだからなあ……すっごく、いい人なんだけど。

「おや、怖がらせちゃったかな？　おじさんは宮田剛ごう二じ郎ろうっていうんだよ。よろしくね」

　苦笑いして、宮田さんがしゃがみこむ……名前も強そう。

「……さ、桜井美玖です！　一〇さいです！」

「ほお～そうか、いいお名前だねえ。挨あい拶さつもしっかりできるし、元気でいい子だねえ」

　宮田さんはニッコリとほほ笑む……な、なんというアルカイックスマイル!!

　避難所の子供たちに『地蔵のおじちゃん』と言われるわけだ。

　俺には地蔵というか、顔の優しい不動明王か毘び沙しや門もん天てん、もしくは金剛力士に見えるけど。

　優しさ含有率一〇〇％の笑顔を見たからか、美玖ちゃんはおずおずと俺の陰から出てきた。

「こんにちはっ！　よろしくおねがいします!!」

「はい、よろしく。疲れたろう、ゆっくり休みなさい。ここにはお友達もたくさんいるからね」

　宮田さんに頭を撫なでられ、美玖ちゃんは嬉うれしそうにはにかんだ。
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「わーい！　たかーい！　かっこいー!!」

「ははは、そうかいそうかい」

　しばらく後、そこには宮田さんに肩車をされてはしゃぐ美玖ちゃんの姿が！

「うー……いいなあ。私も身長伸ばそうかなあ……」

　由紀子ちゃんが羨うらやましそうに呟つぶやく……羨ましがるポイントも目標もおかしすぎる。

「……由紀子ちゃん、ちょっとこっち」

「んー？　どしたの、おにいさん」

　美玖ちゃんが宮田さんに遊んでもらっているうちに、由紀子ちゃんを離れた所に呼ぶ。

「実はね──」

　美玖ちゃんに聞かせるわけにはいかないので、小学校で知ったことを今のうちに話しておく。

　横田先生のことをだ。

　あらかじめ由紀子ちゃんに伝えておくことで、先生について口裏を合わせてもらわなきゃな。

　後で、宮田さんにも伝えておかないと。

　……いつかは美玖ちゃんにも真実を伝えなくてはならないが、今はまだその時ではないだろう。

「……っていうわけなんだよ。雄鹿原さんにも伝えて、よかったら心のケアをしてあげてほしいな」

　ここで知ってる若い女の子なんて二人だけだし……神崎さん？　彼女は大人の女性でしょ。

　俺は避難所に住んでいないし、男だから……女性同士の方がいろいろとケアしやすいはずだ。

「頼んだよ由紀子ちゃ──」

「美ッ玖ちゃああああああああああああああああああああん!!」

「にゃあっ!?」

　俺の話を聞き終わるやいなや、涙目の由紀子ちゃんは美玖ちゃんを再び抱きしめた。

　コラ、また窒息……あ、そこは加減したのか。

「わ、私を本当のお姉ちゃんだと思ってくれていいからねえ！　いくらでも甘えていいからねえ!!」

「ゆ、ゆきこおねーさん、どうしたの？　おなかいたいの？」

　由紀子ちゃんは泣きながら美玖ちゃんに頬ずり……そういえば、昔妹が欲しいって言ってたな。

　美玖ちゃんは急に泣き出した由紀子ちゃんにびっくりしつつ、心配そうに涙を拭ふいたり頭をナデナデ……あれ？　姉妹関係が逆になってない!?

　ま、まあとにかく、美玖ちゃんはここでもやっていけそうだな。

　あんなにいい子なんだ、大丈夫だろう。

　今まで大変だった分、ここでは楽しく過ごせるといいんだけどな。

　……あ、そうそう。

　ここの避難所、満員だったんだけど受け入れて大丈夫かって心配していたんだ。

　宮田さんに聞いてみたところ、問題ないそうだ。

　以前、ゾンビを逃がそうとして噛かまれたアホの化身みたいな男子生徒。

　あいつがこの度めでたくゾンビ化して『処理』されたから大丈夫らしい。

　一足先にゾンビになった彼女の分も含めると、現在ここには二人分の空きがあるというわけだ。

　あんなアホ一〇億人分くらいの価値はあるけどな、美玖ちゃん。

　……命ってのは平等に尊いが、その振る舞いによってその価値は上下するのだ、たぶん。

　由紀子ちゃんにかわいがられる美玖ちゃんを見ながら、俺はそう思うのだった。
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　それからどうなったって？　美玖ちゃんなら俺の横で寝てるよ？

　……まあちょいと話を聞いてくれ。

　今日の所は帰って、家で映画でも見ようとしてたんだ。

　次の避難所探索は明日の予定だから、ゆっくり休んで備えようかと思って。

「いちろーおじさん、帰っちゃうの!?　お外はあぶないよ！　美玖といっしょにいて！」

　それを察した美玖ちゃんが、涙目で俺にしがみついて離れなくなってしまったのだ。

　図らずも屋上から脱出した時と同じ格好である、コアラの親子めいたスタイルで。

「いやあの、俺ここの人じゃないからね？　明日またっていうか、ちょくちょく来るからさ……」

「やっ！」

「おじさんはねぇ、おうちから（快適すぎて気楽すぎて絶対に）離れられないんだよ、美玖ちゃん」

「やーっ!!」

　……これである、うーん頑固。

　これがゾンビなら頭の一つでもぶん殴って引きはがす所だが、こんないい子じゃどうにもできん。

　……どうしよ、これ。

　由紀子ちゃんや、羨ましそうな顔しないでください。

　神崎さん、クスクス笑わないで助けて！

　雄鹿原さ……あっこれは自分も抱っこしてほしい顔だ！　たぶん！　大きい子は無理ですぅ！

　見かねた宮田さんが助けに入ってくれ、とりあえず今日は泊まっていけという話になった。

　まあ、リュックには食料も入っているので数日は帰らなくても大丈夫なんだけどさ。

　ということで、保健室を借りて泊まることになり……美玖ちゃんは俺から離れてくれた。

　泣く子とじ、じ……地蔵？　には勝てぬって言うしな。

　それからは、美玖ちゃんと夕食を食べた。

　本日の俺の夕食は海のチキンの缶詰と、そろそろヤバくなってきたキャベツ。

　美玖ちゃんが、自分の夕食を分けてくれようとするのを必死で止めた。

　そんなにかわいそうな夕食かな、これ……？

　夕食後は、保健室で楽しくお話をした。

　話の中でそれとなく聞き出してみたところ、美玖ちゃんは両親と三人暮らしらしい。

　父親は、この市の中心に位置する詩谷駅の駅員。

　母親は隣町、坂下のおばさんがいる……秋月町の役場職員だそうだ。

　両方人がうじゃうじゃいた環境だな……今はどうなっていることやら。

　それから早めに就寝したんだが……当初、俺と美玖ちゃんは別々に寝ていた。

　しかし、慣れない環境という状況もあってか、早々に俺のベッドにもぐりこんできた。

　元気そうに振る舞っていたが、そこはやはり小学四年生……寂しいのだろう。

　……明日からは由紀子ちゃんか雄鹿原さんに頼んで一緒に寝てもらおうかな。

　二人とも、大喜びで一緒に寝そうだ。

　事案になりそうな絵面だが、俺はロリコンではないので全く問題がない。

「えへへぇ……」

　美玖ちゃんは、俺の胸にぐりぐりと頭を押し付けてくる……猫みたいだ、くすぐったい。

「んぅ～……パパとおんなじにおいがするぅ……パパぁ……」

　美玖ちゃんはそう呟いて、幸せそうに眠りについた。

　……そうか、ひょっとしてお父さんも煙草を喫うのかな？

　……ん？　んん？　お　と　う　さ　ん？

　ちょっと待ってくれ、俺の年齢だとそんな子供は……計算したら、いてもおかしくないわ……

　美玖ちゃんがすやすやと眠りについたので、起こさないように気を付けてそっと保健室を離れる。

　……喫煙のためだ。

　今日の後半はずっと美玖ちゃんと一緒にいたため、タイミングがなかったのだ。

　校舎の入り口から出て、駐車場に向かう。

　ここには、誰かが設置した灰皿とベンチが置いてあるのだ。

　元々この学校は敷地内禁煙だったはずなので、ゾンビ騒動の後に置かれたものだろう。

　今は敷地から出ると最悪死んじゃうもんな、それぐらいは許していただきたい。

　喫煙所に向かうと、先客が一人いた。

「こんばんは、田中野さん。美玖ちゃんは寝ましたか？」

「ええ、寝つきのいい子ですね。疲れてたのもあるんでしょうが……」

　神崎さんも煙草を喫っていた。

　おや？　この香り……それ、マンドレイクじゃないか！

　好きになってくれたのかな、同好の士が増えるってのはいいもんだなあ。

「しっかしまあ、なんであんなに懐かれたもんだか」

「田中野さん……まさか、わからないのですか？」

「なんとも、皆目見当がつきませんねえ」

　あれ？　神崎さんが俺を残念な生き物のように見ているぞ、ナンデ？

「……孤立無援の状況で助けに来て、わが身の危険も顧みず救出してくれた人ですよ？　むしろ、懐かない方がおかしいです」

　あれぇ？　そう言われるとなかなかヒーローめいてるな……まるで自分じゃないみたいだあ……

「……薄々感じていましたが、田中野さんの自己評価は低すぎますね」

　若干俺を睨にらみ、不機嫌そうに神崎さんがこぼす。

「あなたが今までしてきたことは、普通の人がなかなかできるようなことではありませんよ？」

「ええ？　いや、でも……」

「あなたは人に感謝されることをしてきたのです。もっと自信を持ってください」

　こちらを、じっと見つめながら神崎さんは言った。

　雄鹿原さんを助けた。

　隣町に行き、自衛隊との連絡要員を連れてきた。

　避難所内で現れたゾンビに対処し、更に小学校から生存者を単身で救出した。

　……確かに客観的に見ればたいしたヤツだが、俺の場合この生活を楽しんでるからなあ。

　嫌なことはやってないし、たまたま俺の興味と噛み合った結果だから自覚がないんだろうなあ。

「……ま、前向きに善処しますよ」

「そうしてください……必ずですよ？」

　顔を見合わせて、どちらともなく吹き出す……神崎さんと少し仲良くなれた気がした。

　……ここのところ、毎日が充実している。

　嫌な上司にヘコヘコすることも、様々な理不尽を我慢することもない。

　ミスしたら、俺が死ぬだけ……実にシンプルだ。

　こんなこと口が裂けても言えないけど、俺は以前の世界よりこっちの方が性に合っているらしい。

　……保健室へ帰ったところ、目が覚めて俺がいないことに気付いた美玖ちゃんが大層ご立腹。

　その結果、コアラ親子スタイルでの就寝を強要されたことをここに記しておく。
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「あっさだよ～！」「ギュフン!?」

　何事!?　さっきまで俺が大好きなＲＰＧの新作発表会をネットで見て……なんだ、ドリームか。

「……おはよう、美玖ちゃん……」

「おはよー！　いちろーおじさん！」

　俺の胸の上で、美玖ちゃんは嬉しそうに笑っていた……子供って、朝から元気だなあ。

　顔をデオドラントシートで拭ぬぐい、無理やり目を覚ますと朝食だ。

　美玖ちゃんは配給の災害用物資、俺はカロリーバーと水。

　……美玖ちゃん、分けてくれようとしなくていいから、朝はこれくらいで十分だから。

　あ、チョコバー食べる？　いいのいいの、いっぱいあるから。

　ほらほらそんなに急いで食べると喉のどにつっかえる……あああ、言わんこっちゃない。

　そして持参した井戸水を使って歯を磨き、朝の身支度をする。

　今日は二つ目の避難所を偵察に行くからな、入念に確かめておかないと。

「ねえ、おじさんってニンジャなの？」

　手裏剣の歪ゆがみや錆さびをチェックしていると、美玖ちゃんが不思議そうに覗のぞき込んできた。

　気が付けば結構な数の手裏剣を所持しているからな、そう見えてもおかしくない。

　校舎を登ったり下りたりしたし。

「うーん……どっちかっていうとサムライかなあ。こいつの方が得意だし」

　傍らに立てかけた日本刀を指差して答える。

　美玖ちゃんが中を見たがったので、危ないから絶対触るなと言ってから抜いて見せる。

　目を輝かせて刀身を見つめてくるが、触ったり持ちたがったりはしなかった。

　……いい子だなあ、きっとご両親の教育がよかったんだろうな。

「じゃあ、おじさんのお仕事はサムライなんだね！」「えっ」

「ちがうの？　じゃあ……なんのお仕事？」

「……さ、侍に、ござる」

「すっごーい！　サムライってまだいたんだあ、テレビの中だけじゃないんだね！」

「ははは……そうでござるよ、美玖どの……」

「サムライのお仕事ってどんなことするの？」

「そのォ……困ってる子供を助けたり、悪者と戦ったり、する……で、ござる」

「わあ！　すごーい、ほんとのヒーローみたい！」

　今更、こんないたいけな娘にお気楽無職だなんて言えない……

「美玖のおじーちゃんも、カタナとか売ってるんだよ！」

「へ、へえ……そうなんだ～」

　刀を売ってる……？　武道具店か？　でも、桜井武道具店なんて聞いたことないなあ。

　……そして今は正義のラストサムライになろう、それしかない……それしかないのでござる！

　さて、今日の目的は詩谷高校の偵察だ、気を引き締めていこう！

　身支度をして玄関へ向かう。

　美玖ちゃんも後ろからトテトテついてくる……カルガモの子供みたいだ。

「あっ、おはようおにいさん！　それに美っ玖ちゃあああああぁん！」

　廊下の向こうから由紀子ちゃんが走ってきて、美玖ちゃんを抱え上げてくるくる回る。

「きゃー！　ゆきこおねーちゃんおはよー！　きゃーっ！」

　美玖ちゃんはぐるぐる回されているが笑顔だ、ほほえましい光景である。

「田中野さん！　おはようございますっ！」

　騒ぎを聞きつけてか、雄鹿原さんもやってきた。

「や、おはよう二人とも」

　そのまま話しながら、四人で玄関まで歩く。

「おはようございます、田中野さん。今日もよろしくお願いします」

「神崎さん、おはようございます。こちらこそ」

　玄関には、神崎さんがフル装備で待機していた……相変わらず隙のない立ち振る舞いだな。

「いちろーおじさん、お仕事？」

　由紀子ちゃんに抱っこされた状態で、美玖ちゃんが不安そうに聞いてきた。

　昨日のことを思い出して怖くなったようだ。

「そうだよ、昨日みたいなね」

「……あぶなくないの？」

「だーいじょうぶ！　おじさん結構強いし。それにホラ、神崎おねーさんがついてるからね！」

　力こぶを作りながら、笑顔で答える。

「なにかお土産も持って帰ってくるからね～。お姉ちゃんたちと遊んで待ってなよ～」

　由紀子ちゃんの腕の中にいる美玖ちゃんの頭を、若干乱暴に撫なでる。

　彼女はくすぐったそうに笑ってくれた。

「うん……じゃあ、いってらっしゃい、おじさん！」

「おう！　行ってきます!!」

　あっ、なんかすげえやる気出た！

　娘がいたらこんな感じなのかなあ……俺の場合はまず結婚相手がいないけども。

「──サムライのお仕事、がんばってね！」

　……やべえ、サムライ設定忘れてたァ!!

　美玖ちゃん以外から生暖かい目線で見送られつつ、神崎さんと駐車場へ向かう。

「ふふ……サムライのお仕事、ですか？」

「触れないでください、死んでしまいます」

　面白がっているのか、くすりと笑う神崎さん。

「──おい！　待ってくれ！」

　呼び止められたので振り返ると、いつぞやの原田くんが立っていた。

「……何かな？」

「あんたたち、外に行くんだろ!?　俺も、俺も連れて行ってｋ」

「──断るッ！」「えっ」

「……なあんで今に至るまで、謝罪も一切してない態度の悪い奴を連れてかなきゃならんのだ？」

　呆あつ気けに取られている原田くん……もう原田でいいや、こいつ。

　いっつも謝るどころか、たまに会う度に睨みつけてきたもんな。

　由紀子ちゃんが俺によく話しかけてくるから、嫉しつ妬とで敵てき愾がい心しんでも持ってるんだろうけど。

　森山くんはこいつに比べりゃ百万倍マシだな。

　おおかた由紀子ちゃんにいいとこ見せようって魂胆だろうが、そんなのに付き合っていられるか。

　なにより俺の軽トラ二人乗りだし、荷台にも乗せたくねえわ、こんなの。

「だいたい、いきなり話しかけてきてそれか？　謝罪って概念知ってる？　失礼にも程があるだろ」

「元より、未成年の非戦闘員を連れていく余裕はありません。足手まといです」

　俺と神崎さんに続けざまに言われ、原田の顔は赤くなるやら青くなるやら大忙しだ。

「なっ！　あっ……！　お、俺は戦える！　この前とは違う！」

　なんか追い詰められた悪の怪人みたいなこと言いだしたぞ。

　肝心のこの前の謝罪がまだなんだけど……？

　そこまで謝罪が欲しいわけじゃないけど、ここまで後回しにされると腹も立ってくる。

「ふうん、そっかあ……」

　リュックを下ろし、原田に近付く。

「じゃあ、かかってこいよホレ」

「な……にぃ!?」

「戦えるってんなら、証拠を見せてみろってんだよ原田。謝罪どころか戦い方も忘れたのぉ～？」

　最高に腹が立つであろう顔で煽あおり倒す。

　それを見た原田が、顔を真っ赤にしてこちらに飛び出す……はっ、馬鹿野郎が。

「ほーれ！」

　地面を蹴けり、盛大に砂を顔面にぶっかけた。

　たまらず目を押さえる原田のがら空きになった鳩尾に、かなり手加減した前蹴りを叩たたき込んだ。

「がぐっ!?　……うううううう、ひ、卑ひ怯きようだぞ！」

「ゾンビやら悪い人間が正々堂々戦ってくれると思ってんのかアホ。マヌケ。童貞」

「──っのやろォ!!」

　罵ば倒とうのどの部分が気に障ったか知らないが、膝ひざをついていた原田がまた殴りかかってきた。

　馬鹿みたいに振りかぶって放たれる、その大振りの右みぎ拳こぶしに──右肘ひじを、叩き込む。

　痛みに動きを止めた原田の右手を掴つかみ、足を払いつつ引き寄せてそのまま地面に引き倒す。

　そして呻うめく原田の背中に膝を置いて押さえつけ、額を掴んで首をグイッとのけぞらせた。

「で？　どうする？」

「ぐ……ヒッ!?」

　反らせた顔によく見えるように、腰から抜いた剣けん鉈なたを目の前でヒラヒラ。

　腹の部分で、頬をペタペタもしてやる。

「まだやるか？　やらねえなら……なんか俺に言うことがあるよなあ、原田くんよぉ!?」

「……こっ、このまえっ、は、す、すいませんで、したっ」

「おー、やっと人間らしくなったなあ。よろしいよろしい」

　剣鉈を鞘さやに戻し、リュックも背負って立つ。

「さて、行きましょうか神崎さん。アホのおかげでロスしちまった」

「はい」

　歩き出そうとした視界の隅で、原田が憤怒の表情で立ち上がるのが見えた。

　……煽りすぎたかな？　後悔はしてないけど。

　そのまま俺に向かって飛びかかろうとしている……懲りないなあ。

　何発かぶん殴って失神でもさせようかと考えていると、神崎さんが俺の前に出た。

「──情けない。せめて引き際を知りなさい」

「うるっせえよｋ」

　神崎さんは、何かを叫びながら手を伸ばす原田の……右ふくらはぎに、鋭いローキックを放った。

　崩れ落ちかけたその反対側にも、もう一発……凄すさまじく、痛そうな音が響く。

「あああ!?　いいいいいがああああああ！」

　……うっわあ、すげえ痛そう。

　今のアレ、蹴り足がほぼ見えなかったぞ……右足からスイッチした左足もだ。

　パパァン！　みたいな音だったもん。

　打ち下ろしのローキックは、衝撃の逃げ場がないからダメージが凄すごいって漫画で読んだ。

　骨が折れるわけでも、血管が爆発するわけでもないがとにかく痛そう。

　無力化にはもってこいの技だな、マネできる気がしないけども……木刀でぶん殴った方が楽だし。

　……しかし、神崎さんの戦闘力がヤバすぎる。

　この人絶対普通の自衛隊員じゃねえ、知りたいけど知りたくない！　不思議！

　地面でもがく原田に、ダメ押しで一言。

「──悪いな原田、そもそもこの車二人乗りなんだ」

　あっ、忘れるとこだった。

「あとさ、お前由紀子ちゃんが好きなんだよな？」「!?」

　えっ嘘、バレてないと思ってたのこいつ。

　しょっちゅう目で追ってるし、俺から見てもバレバレなんだが。

　気付いてないのは由紀子ちゃんくらいのもんだぞ、おい。

「アピールしたいんなら避難所の中でやれってんだ」「……う」

「誰よりも一生懸命働いたりな。由紀子ちゃんだけ構ってたら嫌われるぞ」「っ!?」

「当たり前だろお前。よく考えてみ？　自分にだけ優しくて他人には塩対応。そんな男をあの娘が好きになるわけねえだろうがよ。あとなあ……」

　しゃがんで、目線を合わせる。

「独りよがりの好意で勘違いして、あの娘を傷つけるようなことでもしようとしたら……」

　目の前で、ゆっくりと刀を抜く……奴は、恐怖に染まった顔でそれを見ている。

「よく聞けよ……俺が、こいつでぶち殺してやる、必ず、必ずだ。本気だからな？」

　　　　[image: ]

「……いやー、出がけにめんどくさい事に巻き込まれましたなあ」

「彼、悪い意味で有名ですよ。由紀子ちゃん以外への対応がひどすぎて。子供も泣かせていますし」

「うわあ……馬鹿の上にカスで屑くずとは救えないなあ」

　出発した車内にて、神崎さんと話す。

　原田は俺が脅したのが相当こたえたのか、よろよろ足を引きずりながら校舎へ帰っていった。

　いや、やっぱり神崎さんの二連ローキックのせいかなアレは。

　なんか心配なので、道すがら無線でアイツはやばいと宮田さんにチクっておいた。

　宮田さんも悪評は知っていたようですんなり話は通った、これで安心。

　……由紀子ちゃんに護身用の手裏剣でも持たせておこうかな？

　そんなことを考えながら、煙草に火を点けた。

　……さて、いざゆかん詩谷高等学校！
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　まあ出がけに色々あったが、その後は何も問題はなく目的地に到着した。

　今回の目的地は、『詩谷市立詩谷高等学校』

　避難民の数は、おそらく三〇〇人前後。

　警察が避難誘導をしていたのは確かだが、北小学校より前に通信が途絶し現在に至る。

　初めから連絡が取れないとのことだが……こいつは、絶望的かもな。

　前回の北小学校が丘から見下ろせる立地だったのに対し、ここは丘の上に建っている。

　住宅地の中心に、にょっきり高校が生えている感じ。

　その住宅地から離れた所にある駐車場に停車し、神崎さんと一緒に住宅街に足を踏み入れた。

　武器だけを持っていくことにする……前回のこともあるので、一応ロープも。

　神崎さんは、ライフルを持って大型サバイバルナイフを腰に差している。

　ライフルには、さらに追加で銃剣が装着されていた……すっごい強そう……

　しかし、見通しが悪い……ゾンビに気を付けないとな。

　高校に通じる道路は事故った車でいっぱいだったので、ここを抜けていくしかない。

　アクション映画の特殊部隊のように、神崎さんと前後を確認しながらゆっくり歩く。

　とにかく、ゾンビに見つかって声を上げられるとマズい。

　住宅街中のゾンビが押し寄せてきては偵察もクソもない。

「……前方、自販機の脇にゾンビ一」

　単眼鏡で前方を確認……片腕のゾンビが、後ろ向きでゆらゆらしている。

「……撃ちますか？」「いえ、俺が」

　音が響くし、なにより銃弾は貴重だしね。

　壁に沿ってゆっくりゾンビに近付き、自販機の影から飛び出すと同時に顔面に木刀を叩き込む。

　倒れ込むその後頭部を、さらに一撃！　よし、処理完了。

　時に迂う回かいし、時に後ろからゾンビの脳天を叩き割り、じりじりと高校に接近していく。

　住宅地だけあってゾンビが多いな……

　不意に、路地の陰からゾンビが顔を出した──いかん、気付かれる！

「──っふ！」

　神崎さんが音もなく動き、ゾンビの頭に銃剣を突き刺す。

　正確に目を貫通した剣先がそのまま脳を破壊したのだろう。

　少し呻いて、ゾンビは静かになった……心強すぎる、もう神崎さんだけでいいんじゃないかな。

　住宅地を抜け、高校の建っている丘の下までたどり着いた。

　……教員や来客用の駐車場と、生徒の駐輪場が見える。

　生徒や教員は、そこから長い階段を上って高校に向かうようだ。

「車や自転車がそのままになってるってことは……」

「ええ、学校にはまだ大勢が残っているということですね」

　……生きているにせよ、死んでいるにせよな。

　周囲に人影がないことを確認し、奥まった所でしばし休憩、お互いに一服する。

「そういえば、神崎さんもマンドレイクを気に入ったんですねえ」

「……え、ええ、何故かこの後味が癖になりまして」

「でしょう？　わかる人がいて嬉うれしいなあ。今度探索したら、そっちの分も確保しときますね！」

「いいのですか？　ありがとうございます」

「いいんですよお、多分俺たちしか喫わない銘柄ですし！」

　今度から無人コンビニを積極的に漁ろう。

　有人？　以前みたいなことがあったら手裏剣が減るからパス。

「うっし、出発」

　休憩もすんだところで、駐輪場の奥から階段を上っていく。

　住宅地のそこかしこにゾンビが見えるが、連中は目が悪いので、大きい音を立てなきゃ大丈夫だ。

　あれ？　でも小学校の子供ゾンビは渡り廊下の上まで見えてたよな……？

　うーん、個体差があるんだろうか……まあいい、今考えても仕方ない。

　歩くうちに、校舎が見えてくる……もうすぐだ。
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「なんとも、これは……」

　階段を上りきった俺たちの目に飛び込んできたのは、閉じた校門の先にいる大量のゾンビ。

　いちいち数えていられないが、ざっと見積もっても一〇〇体以上だ。

　この高校も四方を塀に囲まれているので、外には出られないようだ。

　外壁に沿って移動を開始……時折塀の上のフェンスから頭を出し、敷地内を観察する。

　おふくろの手鏡かなんか、持ってくればよかったなあ。

「もれなくゾンビまみれですな、こりゃあ」

「服装から察するに、生徒や教員のようです……警官もいますね」

　ぐるっと回り、校門の反対側まで来た。

　ここの向こうはグラウンドらしい……覗のぞき込むと、がらんとしている。

「どうします？　一応、中を確認しておきますか？」

「周囲にはゾンビがいないようですし、退路を確保しつつ偵察しておきましょう」

　まずは、俺からフェンスを乗り越えて中に。

　目の前に二階建てのアパートめいた建物がある……これは部室棟ってやつかな。

　周囲を確認……気配や音はなかったから、神崎さんに合図を送る。

　彼女は俺の横に、ほとんど音をさせずに飛び降りてきた。

　ライフル持ってるのに、なんちゅう身のこなしだ……やはり、ニンジャ！

　とりあえず、部室棟を探索だ……生存者がいるかもしれない。

　一階から確かめていくが、鍵かぎがかかっている部屋ばかりで内部にも人の気配はない。

　ゾンビが発生したのは昼っぽいから、ここには元々人がいなかったのかもしれんなぁ。

　二階も探索するが、どの部屋もしっかり施錠されている。

　最奥の『柔道部』と書いてある部屋だけ、鍵が開いていた。

　ドアに手をかける俺の後ろで、神崎さんがライフルを構える。

　音を立てないように、ゆっくりと開けた。

　……中は八畳ほどの空間だった。

　柔道着が干されていたり、備品が転がっている他にはゾンビも人間もいない。

　荒らされた様子もないので、ここにも初めから誰もいなかったのだろう。

　窓から校舎の裏側が見えてちょうどいいので、単眼鏡を取り出して偵察を開始した。

　校舎の裏庭、各階、そして屋上……どこもかしこも、笑っちゃうほどゾンビだらけ。

　美玖ちゃんが生き残っていたのが、いかに奇跡的だったかがよくわかるな。

「駄目ですね、ここは全滅と考えた方がよさそうだ」

「残るは体育館ですが……どうやらダメなようです。扉が破られています」

　俺も見てみるが、確かに扉が破られて中にゾンビがみっちりだ。

　美玖ちゃんみたいに、孤立した環境で生き残っていれば助けようもあるが……これは無理だなあ。

　外からアプローチできそうな所には、ゾンビしかいない。

「残念だけど、ここは壊滅と判断した方がいいでしょうなあ……撤退しますか？」

「ええ、それが賢明ですね」

　こりゃあ、由紀子ちゃんにいい報告はできそうにないな……未み来らい永えい劫ごう内緒にしておこう。

　柔道部から出て、一応最終確認のため部室棟の屋根に上る。

　う～ん……ダメだ、生存者がいる気配すらない！　では撤退！
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　駐輪場まで帰ってきたが、二人いると周囲の確認が楽でいいや。

　神崎さんがチート級の戦闘能力を有しているっていうのもあるけども。

　そのまま、来た時と同じように住宅地を抜ける。

　昼間のゾンビは積極的に移動しないので、来る時のルートをそのまま使えるのがいいな。

　といっても何事にも例外はつきものだから、周辺の警戒は怠らないけど。

　その後特に何が起こるわけでもなく、軽トラを停めた駐車場の近くまで帰ってきた。

　さて、帰りにスーパーかコンビニでも物色して美玖ちゃんへのお土産を探すか……

「……田中野さん、車の近くに生存者が」

　そんなことを考えていると、神崎さんが後ろから肩を掴つかんで止めてきた。

　路地からこっそり確認すると、軽トラの周りに四人いて、しきりに車内を覗き込んでいる。

「どうしますか？」

「……まずは俺が行きます。神崎さんは何かあった時の援護をお願いします」

「わかりました。お気を付けて」

「これ以上デカい傷が増えるのはごめんですからね……気を付けますよ」

　木刀を神崎さんに預け、奴らに近付いていく。

　バットが二人、木刀が一人、最後の一人がつるはし……全員武器持ちか。

　つるはしを持っているのが女で、残りは男……ちょっとつるはしだけ殺意が高すぎませんかね？

　放っておいたら窓ガラスを割られそうだ。

「おーい、俺の車に何の用だ？」

　軽い感じで声をかけながら近付くと、連中は一斉にこちらを向く。

「おいってば、止まれよ」

　バットを持った男が無言でこちらに近付いてくる。

　にやけているが、その目は本気で……残りの三人も身構えている。

　こいつらも荒事に慣れているな、まあいい、警告はしたから先手必勝だ。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ。おいおい危ない──なっ！」「あぎっ!?」

　早足になりつつあったバットその一に向け、握っておいた十字手裏剣を投とう擲てき。

　回転しながら高速で飛んだ手裏剣は、狙い通り奴の太ふと腿ももに着弾。

　続けてもう一枚放つと、右胸に深々と突き刺さった。

「ああっ!?　お、おお、お前ェ！」

　後ろの集団から、血相を変えてバットその二が飛び出してきた。

「顔に気を付けろよっ！」「──ぇあっ？　ぐぅう!?」

　顔面に向けて右手で投げると見せかけ、左手に握った棒手裏剣を下手で飛ばす。

　奴は顔を咄とつ嗟さにかばったが、手裏剣はその腹に突き刺さって無力化……フェイントだよ、まぬけ。

　かなり深々と刺さったから、痛みで動けまい……さて、三人目はどう出る？

　俺とこいつらの距離は一〇メートルほど離れている。

　残る二人に見せつけるように、腰の刀をゆっくりと抜刀。

　腰を落とし、変形気味の八双に構えた。

「──どうするよ？」

　声をかけると、木刀がこちらにゆっくりと歩き出す……へえ、やる気かい。

　奴の構えは下段、すり足気味で正中線のブレが少ないってことは剣道経験者だな。

　──その肩に、十字手裏剣が突き立った。

「えっ……ぎゃぁあっ!?」

　信じられない、と目を見開くそいつの間合いに踏み込み、脛すねを深々と切り付けた。

　木刀は、けたたましい悲鳴を上げて地面に倒れ込む。

　……馬鹿野郎、お前らみたいな奴らに誰が正々堂々戦ってやるかよ。

「いっで!?　いでぇ！　死ぬ、しっ──」

　喚く木刀の頭を蹴けり飛ばして気絶させ、血振り。

　……さて、残るつるはし女に目を向ける。

「やっやめて！　こっちに寄るとこの車を……」

「どうぞ？」「えっ」

「この距離なら……精々一回振るのが関の山だろ？　次の瞬間に、手裏剣をぶち込んでやるよ」

　反動もつけていない手振りのつるはしでは、窓ガラス一枚割れるかどうかってとこだ。

　……なおハッタリである、できれば愛車には傷一つつけてほしくない。

「転がってるアホ共と同じになりたいのか？　別に止めないけど……さっさと決めろ」

　脅すとそこまで馬鹿じゃなかったのか、女はつるはしを下ろして軽トラから離れた。

　作る手間があるので、十字手裏剣だけは刺さった奴らから回収する。

　もちろん全員、頭を蹴り飛ばして失神させた後だ。

「──お見事です」

　女に銃口を向けつつ、暗がりから音もなく神崎さんが合流。

　それを見た女は小さく悲鳴を上げ、さらに遠くまで離れた。

「素晴らしいお手並みですね」

「はは、ある意味この傷のおかげですよ」

　神崎さんが銃を構えて女を牽けん制せいしている間に、さっさと運転席に乗り込みエンジンをかける。

「──あ、あなた自衛隊でしょお!?」

　神崎さんも乗り込み、さあ出発しようかとしている矢先……女が大声で問いかけてきた。

「国民をまもっ、守るのが仕事でしょう!?　あたしたちも助けなさいよォ！」

　……何言ってんだ？　それなら襲いかかる前に言ってほしい。

　あっそうか、俺しか見えなかったから仕方ないな。

「できかねます。私の主要任務に『それ』は含まれておりませんので」

　……神崎さんがなんかとんでもないこと言ってるけど何も聞こえなかった！　何も!!

「ど、どうでもいいけど、早く逃げないとゾンビが来るぞお！」

　話を遮り、クラクションを連打すると、住宅地の方から聞こえる『奴ら』の叫び声。

「あああああああああ！　ひ、人殺しっ！　ひとごろしぃ！」

　女が叫ぶが……おいおいなんだ、自己紹介か？

「それじゃあ、お達者で～！」

　そう言って、車を発進させる。

　バックミラーでゾンビに群がられるアイツらを確認しながら、さらにアクセルを踏み込んだ。

　ふう……最後にとんでもなく疲れてしまった。

　その後、帰りながら発見した無人コンビニを物色することにした。

「あの……田中野さん、バックヤードは確認しないのですか？」

　……やっぱり神崎さんは頼りになるなあ!!　そして今までの俺のアホ！
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　詩谷高校を偵察した翌日。

　俺は、土砂降りの音を聞きつつ自宅ではなく避難所で目を覚ました。

「一晩明けてもよく降るなあ……」

　昨日、避難所に大量のお土産を持ち帰って宮田さんに報告を済ませた後のこと。

　急にバケツをひっくり返したような豪雨が降ってきた。

　雨が止むまで待っていたが、全く止まないので避難所に泊まらせてもらうことにした。

　場所は、いつもの保健室……ここ、もう俺の別荘みたいになってないか？

　美玖ちゃんは、由紀子ちゃんと一緒に寝るらしく別室に行っている。

　あの子は夜を怖がるので、しばらくは由紀子ちゃん達がローテーションを組んで寝るらしい。

　しばらく……いいや絶対ずっとだ、由紀子ちゃんがあの子を一人で寝かせる未来が見えない。

　俺は多少落ち着かないとはいえ、他の避難民が雑魚寝しているのに比べれば破格の待遇だ。

　……また作業を手伝って、ヘイトを下げておかねば。

　まあ、昨日大量に持ち帰った食料等のおかげでしばらくは評判がいいだろうが。

　というわけで、目覚めてみれば相変わらずの雨。

「……こりゃあ、今日の探索は中止だなあ」

　いまだになんでかはわからないが、ゾンビは夜間や雨の時は活発に動くのだ。

　現に避難所の外を見れば、遠くをウロウロと歩き回るゾンビが見える。

　こっちの視界は悪い上に、ゾンビは元気……そんな状況での偵察が上手くいくとは思えない。

　特に、最後の偵察場所である『詩谷市民会館』は市内の中心部にほど近い場所にある。

　ゴチャゴチャしたビル群の中で、ゾンビ有利な状況は恐ろしすぎる。

「おはようございます、田中野さん」

　廊下に出るとちょうど宮田さんが近くにいたので、今日は中止か確認するとそうだと言われた。

　昨日の疲れもあるだろうから、今日はゆっくり休んでいいとの許可までもらってしまった。

　日頃の行いがいいからだなあ、うん……今日はここでゴロゴロしよう。

　今回は秘密兵器であるプレイヤーも持ち込んでいる。

　家にあるデラックスなやつじゃないけど、コンパクトなやつを以前電気屋で確保しておいたのだ。

　持ち運んで壊しても惜しくない。

　バッテリーもフル充電だし予備バッテリーもある……これなら一日中見ていられるぞ！

「さーて、どうしよ」

　リュックサックを開けて、持ち込んだＤＶＤを物色する。

　ＤＶＤはディスクを取り出してバインダーにセットしてあるから、かなりの数が持ち運べる。

　俺的三大アクション映画俳優の一人、頭頂部が涼しそうなアクションスター主演のやつにするかな。久しぶりに、ぼやきまくる刑事モノの一作目を見たい！

　ボロボロになりつつも最後にカッコよく決める……これがいいのだ。

　ソファにだらしなく寝っ転がり、テーブルの上に置いたプレイヤーを起動。

　しばし映画を堪能する……もう亡くなったけど、この吹替の声優さんははまり役だ。

　今度暇な時に、赤タイツの宇宙一かっこいい海賊のアニメシリーズも一気見しよう。

「いちろーおじさん！　おねぼうさんね！」「うおっ!?」

　そんな時、ガラッとドアが開いて美玖ちゃんが顔を出す。

　最高にだらしない体勢でいるところを見られた！　恥ずかしい！

「あーっ！　おじさんテレビ見てるの？　美玖も見ていーい？」

「ち、ちょっと待ってね、準備するから」

「うんっ！」

　プレイヤーを見た美玖ちゃんがこちらに寄ってきた。

　い、いかん！　さすがに一〇歳にはこれは刺激的すぎる……即座にディスクを取り出す。

　うーん……子供が見ても大丈夫なの、あるかな？

　我ながら人がバンバン死ぬ映画ばっかりなんだよ。

　美玖ちゃんはおとなしく座っているが、その目はワクワク感でキラキラ輝いている。

「おにいさーん、美玖ちゃん知らな……あっいた！」

「おはようございますっ、田中野さんっ！」

「あっ！　ゆきこおねーちゃん、ひなおねーちゃん！　いっしょにえいが見ようよー！」

「わぁ、おにいさんってばいい物持ってるね！　見たい見たい！」

「映画なんて久しぶりです……！」

　ひええ！　人が増えたァ！　何か、何かないのか……おっ！

　……これならいいんじゃないか？　残酷な表現もないし。

　というわけで、四人で映画を見ることとなった。

　女子三人とギチギチに密着するのはまずいので、保健室の椅子に座ってソファを女性陣に譲った。

　雰囲気を出すためにカーテンを閉める。

　ポップコーンがないのは残念だが、いつものチョコバーと回収したジュースを配る。

　さあ、上映開始……今回選んだのは、米の国の会社が作ったアニメ映画。

　ひょんなことから、意思を持つ巨大ロボットと友情を育むことになった少年の話である。

　子供の時に劇場で見て以来何度も見ている大好きな作品だが、三人は存在すら知らないとのこと。

　……これが、ジェネレーションギャップか。

　少年は、順調にロボットと仲良くなっていく。

　いいよなあ……このどこかレトロフューチャーを感じさせるデザイン。

　三人は画面に釘くぎ付け……評判は上々のようで嬉うれしい。

　そして、映画はクライマックスに突入。

　ここ、いつ見ても泣くんだよなあ……油断すると今回も泣きそう。

「うう、ろぼっとさん……」「ひぐっひぐうっ」「ぐすっぐすっ」

　三人とも感動しているな……特に由紀子ちゃんなんて号泣してるわ、最年長なのに。

　その後、映画を見終わった三人はため息をついた。

「こ、こんないい映画知らなかった……」

「由紀子ちゃんちょっと泣きすぎでしょ」

「おじさんもおめめがまっかだよ？　ろぼっとさん、よかったねえ！」

「あのロボット、いいキャラですねえ……」

「だろお？　俺の知ってるロボの中でもトップクラスに好きな奴だよ！」

　各々感想を言い合う……これも映画鑑賞の醍だい醐ご味みだ。

　一人でじっくり見るのもいいが、大勢で見た後にわいわい言い合うのもいいものだなあ。

　こんなに喜んでくれるなら、今度は子供向けのアニメ映画なんかも探してこようかな。

　いっそのこと、大量にＤＶＤを持ち込んでシアター的なものを作ってもいいな！

　避難民さんたちも暇しているだろうし。

　あれからちょこちょこ電気屋を覗のぞくが、こういうプレイヤーは手つかずで放置されてるし。

　というか、ここ学校だったわ、探せば再生機器はいくらでもありそう。

　そんなことをしていたらいい時間になっていたので、このままみんなで昼食にする。

　三人は配給、俺は自前だ。

　……そういえば、この前宮田さんに食料の備蓄について聞いてみた。

　今のところは元々の備蓄分と、最初に警察がありったけ物資を運び込んだので大丈夫だそうだ。

　だがこの先避難生活が長期化することを見据え、現在は野菜を育てている。

　肉はないが、そこは大豆で代用するとのことだ。

　自衛隊との連携が始まれば肉とかも調達できそうだしな。

　郊外には牧場もいくつかあるし、田舎なので山には鹿や猪がいる。

　少なくとも、差し迫った危機は内側にはない……問題は『外側』だ。

　この先物資が消えるにつれて、物資が豊富なここを狙ってくる奴らが絶対いる。

　最近周囲に出没しているという奴らもそうだろう……いつか、トラブルが起こらなければいいが。

　まあ、それはさておき昼食。

　本日のメニューは焼き鳥の缶詰と自衛隊製の白米缶詰、そしてトマトジュースである。

　……あのさあ、みんな自分の分を分けようとしなくてもいいから！　これで大丈夫だから！

　飯を食いながら聞いてみたら、やはりこの雨の影響でみんな午後の予定はないようだ。

　それでは、引き続き映画鑑賞会といこう……さあて、次は何を見ようかな。

　海外アニメ映画を見たら、次は日本のアニメ映画だろう。

　よーし、前回がしんみりエンドだったので、今回は綺き麗れいに終わるやつにしよう。

　画面の中では、黒服の魔女が箒ほうきで空を飛んでいて……その箒には軽口を叩たたく黒猫の姿も見える。

　眼下には、宝石をちりばめたような街の明かり。

　確認したところ誰も見たことがないというので、魔女が宅配便をする超名作映画を見ている。

　美玖ちゃんはともかく、高校生の二人もちゃんと見たことがないとは思わなかった。

　テレビでも結構再放送してるのにな……でも、その方が新鮮に見られていいか。

　空にあるでかい城を探す映画と迷ったが、かわいそうなロボットが出てくるので今回はＮＧ。

　初めての街での生活、飛べなくなるアクシデント。

　そしてデッキブラシでの大活躍を経て、映画は大団円を迎えた。

　いつ見ても、ＥＤの爽さわやかさはすごい。

「おもしろかった！　ねこさんかわいい！」

「うぅ、結局また喋しやべれるようになったのかなあ……そこが気になるよぉ」

「パン屋さん、子供が産まれたんですねえ……猫ちゃんも」

　三人とも大満足のようで、よかったよかった。

　俺一人ならこのままぶっ続けで映画マラソンとしゃれこむのだが、今回は美玖ちゃんもいる。

　あまり目を酷使させるわけにもいかない、今回はこのくらいにしておこう。

　ここの生徒だった雄鹿原さんに聞くと、やはりこの学校にも再生機器があるようだ。

　宮田さんに、俺がいない時でも鑑賞してもいいか聞いてみよう。

　ＤＶＤは俺が提供してもいいしな、在庫は大量にあるし（店に）。

　俺のコレクションは……バンバン爆発したり人が死んだりするものばっかりだからなあ。

　大勢子供もいることだし、なんかこう……情操教育になるものを仕入れるのもいいな。

　その後、三人はまた夕食を一緒に食べようと言って保健室から出ていった。

　……また分けられそうな気がするので、夕食は豪華なものをチョイスしておくかなあ。
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　鍛錬を怠ると体が鈍るから、体育館の二階にある柔道場に来た。

　ここは避難民が使っていないので鍛錬にはもってこいだ、ちゃんと宮田さんに許可は取ったぞ。

　ついでにその時に映画鑑賞について聞いてみたところ、快く許可をいただいた。

　外に出れない現状、特に子供たちのフラストレーション解消に良さそうだ、とのこと。

　電気は大丈夫なのかと聞いたが、なんとここの屋上はすべてソーラーパネルになっているらしい。

　天気がいい日なら、それくらいの電力は十分に賄えるそうだ。

　エコに配慮した学校だったのか……すごいなあ。

　そうと決まれば、今度大量に映画を仕入れてこなければな。

　……だが、より一層この学校が狙われそうな気がしてきた。

「ふぅ……」

　いつものように、腰に刀を差して型の練習を行う。

　以前はやらなかった座の型という、座って抜刀する型を特にやる。

　これからは人間相手の戦いも遺憾ながら増えそうなので、奇襲の方法は多いに越したことはない。

　正座の状態から膝ひざ立ちになりながら抜く方法や、周囲を囲まれた状態での座りからの立ち回り。

　平伏した状態からわずかな動作で抜きつつ突く方法。

　横に座っている相手を押さえながら切る方法など、いくつかの型を練習した。

　それが終われば今度は木刀での素振りと、手裏剣の素振り。

　脇差を用いた立ち回りは、剣けん鉈なたで代用する。

　……いい感じに汗をかいたので、柔軟体操をして終了。

「お疲れ様です」「──ヒエッ!?」

　道場の入り口に神崎さんが！

「い、いつからいらっしゃったんですか……？」

「座って四方を切り付ける型のあたりでしょうか。所作がとても美しかったです」

　それほぼ初めからじゃん！　普通に入ってきてくださいよ！

「秘伝の型などが見られるかと思いまして……こっそり見ていました」

　濃い武術マニアか！　……あー、そういえばそうだったこの人！

　ウチの流派にそんなカッコイイものないよ！

　奥伝は大体初見殺しのド汚くてえげつない技だよ！　……あったわ、一応。

　あの夜に使った『飛ひ燕えん』がまさにそうじゃん。

「あるのですね？」

「そんないいもんじゃないですよ……あの晩にも見せたでしょ？」

「では、他もいつか見せてくださいね？」

「あの、今でもいいんですが……？」

「ふふ、私、楽しみは後に取っておく派ですから」

　……さいですか。

　神崎さんがタオルを差し出してくれたので、受け取って汗を拭ぬぐう……すっごいふわふわ。

　ここは、俺の家と同様に井戸水が使えるから洗濯もできるんだよな。

　後でインナーと下着を洗濯させてもらおう。

　校舎に戻りながら話す。

「そういえば、映画を見たそうですね。美玖ちゃんが嬉しそうに教えてくれました」

「あー、そうなんですよ。少しでも娯楽があればいいかと思って」

「夕食の後もご覧になるのですか？」

「短めのを見ようかなあ……美玖ちゃんがいるので子供向けですけど、よかったら来ます？」

「よろしいのですか？　それでは是非」

　というわけで夕食後、またみんなで映画鑑賞をした。

　森の奥に住んでる、デカい妖よう精せいみたいなアイツや猫形のバスが出てくるやつだ。

　これはさすがにみんな見たことがあるようだが、楽しく見れたようで何より。

　美玖ちゃんはこの映画が大好きなようで、大層喜んでいた。

　ちなみに、死んだ目をした森山くんを見かけたので羽交い締めにして無理やり参加させてやった。

　彼も神崎さんと映画が見れて満足だろう。

　気を利かせて隣の椅子にしてやったら、映画が終わるまで石像みたいになってたけど。

　結局、雨が止まないので今夜も泊まることになった……まあ、たまにはこんな日も悪くないな。

　映画に影響されてか、俺の上に乗っかって寝息を立てる美玖ちゃんを見ながらそう思った。
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　ほのぼのと過ごした翌日。

　昨日までの豪雨がウソのように晴れ上がったので、近隣最後の避難所へ偵察に向かう。

『詩谷市民会館』……以前はコンサートや催し物なんかをやっていたイベントホールだ。

　ここも堅けん牢ろうな作りなので避難所に選ばれたが、例によってすぐに音信不通に。

　なので、何人ほど避難民がいるか、どれくらいの警官がいるかなど、すべての情報が不明だ。

　宮田さんは、ここはパンデミック初期に壊滅したと考えている。

　その市民会館は、市内中心部にほど近いビル群の中にある。

　パンデミックは平日に発生したので、かなりゾンビの数が多いと考えられる。

　ノコノコ車で乗り付けたら、どこぞのサンバカーニバルみたいになってあっという間にお陀だ仏ぶつだ。

　ということで、目的地の五〇〇メートルほど手前にある有料駐車場に軽トラを停めた。

　ここ、以前は一時間二〇〇円上限なしという高額駐車場だったが、今となっては関係ない。

　パンデミック様々ってのは……さすがに不謹慎だな。

　周囲を確認しながらビル街に入る……静かというか、静かすぎるな？

　ここら辺は市内でもかなり大きいオフィス街だったんだぞ。

「……ここまで人の気配がないってのは、なんかおかしくないですか？」

「そうですね。まとまってどこかに避難しているか、それとも……」

　ゾンビになったか、死んだか。

　……がらんとしたビル街を進む。

　左右のビルを眺めているうちに、神崎さんがあることに気付いた。

「ゾンビがいます。それも多数」

「えっどこに……うわぁ……」

　ビルの窓越しに、チラホラとゾンビが見える。

　例によって、陰になった部分にぼうっとしている……ははん、出社してからゾンビになったのか。

　ああなっちゃうと知能は動物以下だから、扉を開けられずそのまま中に取り残された、と。

　ゾンビがアホでほんとに助かった……

　しかしまあ、死んで？　からも会社から帰れないとは哀れであるなあ。

　無職でよかった！　……これは負け惜しみではないぞ。

　まあ、それでも奴らは力が強いし直線のスピードは速い。

　捕ほ捉そくされれば数の暴力で追い回されるし、疲れ知らずなので逃げ続けるとこっちが先に疲れる。

　アクション映画みたいに、でっかい銃でも持ってりゃいくらでも相手してやるが、いかんせん俺の装備では何とも心許ない……見つからないに越したことはないのだ。

　周囲のビルの窓から適度に距離を取りつつ進んでいくと、お目当ての市民会館が見えてきた。

　このまま向かってもいいが、以前の偽装避難所事件のことがあるので気を付けることにする。

　会館の真正面には、道を挟んで四階建ての立体駐車場がある。

　コンサートやなんかの時は、みんなここに自転車や車を停めて向かう。

　……懐かしいなあ、高校の時初めてできた彼女とコンサートに来たっけ。

　いい思い出……いや、よく考えたらコンサートの帰りに振られたんだった。

「あの、何故振られたんですか？」

　ヒエッ!?　心を読まれた！

「いえ、普通に声に出してらっしゃいましたが」

　ああ、そうなの？

「いや、別につまらん話なんですがね……」

　駐車場の階段を上りつつ説明……なんのことはない。

　コンサートの帰り道に、いわゆる不良に絡まれたのだ。

　彼女は結構な美人だったし、相手の不良は彼女の幼おさな馴な染じみだった。

　前から彼女が好きだったのかなんだったのか、しつこくそいつは絡んできた。

　今の俺なら適当にあしらえると思う……思うが、当時の俺は血気盛んなお年ごろだった。

　そいつにいきなり顔をぶん殴られて、頭に血が上ってしまったのだ。

　それでカッとなってしまい、そいつを完膚なきまでにボッコボコにしてしまった。

　彼女の前だったから、ついつい格好いいところを見せようとしてしまった結果だ。

「暴力を振るう人は嫌い」……そう言って俺の頬を平手で打ち、彼女はそのまま帰ってしまった。

　すぐに追いかければよかったのかもしれないが、思わず……

「オイオイ、じゃあ今振るったのは？」と、言ってしまったのだ。

　彼女は顔を真っ赤にして雑踏に紛れてしまい、その後電話で別れを告げられた、というお話。

「なんというか……一言余計でしたね。気持ちはわかりますが」

「いやあ……若気の至りです」

「その後、その女性とは？」

「学校でもずうっと無視されてましたからねえ……それっきりです」

　その後、『ＤＶ男』などという根も葉もない噂が流され、真に受けた連中に絡まれたし。

　どれだけ事実無根だと言っても信じてくれないので、喧けん嘩かで五人ほど病院送りにした記憶がある。

　あの娘、モテてたもんなあ……今となっては苦い思い出だ。

　しかし、今もあの娘は元気にしているのだろうか……特に、気にならないな。

　っていうか、あの噂明らかにアイツ由来だろ。

「あの、何か良くないことを考えていませんか？」

「……ナンノコトデスカナ？」

　なんてことを話しながら、最上階まで到達。

　そこにいた二体のゾンビをサクっと処理し、市民会館を偵察する。

　正面ゲートは閉じられ、中に人影がいくつか見えた。

　お、警官がざっと見ただけで六人もいるじゃないか！

　施設の中、事務所のような場所にも二人ほど確認できる。

　ここの避難所は大丈夫そう……連絡が取れないのは、通信機が故障したせいかな？

　周囲にゾンビはいないようだし、直接コンタクトを取って確認を……

　ん？　神崎さんが難しい顔をしてる……なんか、気になるところでもあるのかな？

「──そこにいるのは誰だ！」

　声に振り向くと、階段の入り口に三〇代後半くらいと二〇代前半の男性警官が、二人いた。

「あー、すいませんお巡りさん。俺たちは……」

「──自衛隊のものです。詩谷基地から、市内の偵察に派遣されました」

　……んん？　遮って急にどうしたんだろう？

　まあいい、ここは神崎さんに任せよう……何か、考えがあるんだろうし。

「おお、自衛隊か、ありがたい！」

「こっちも物資が足りなくて困ってたんだよ！」

　神崎さんは警官二人の方に歩いていく。

　お？　後ろ手に何か持って……前に俺があげた棒手裏剣じゃないか。

　コッチに向けて、くいくいと動かしている……まさか。

「私は神崎陸士長です……あなた方のお名前と階級を、お聞きしたい」

　その手裏剣を目の端で確認しつつ、俺も立ち上がる。

「そっちの男は？　自衛隊ではないようだが……？」

「『災害時特別防衛法第二条七項』によって現地招集した民間人です。ご存じですよね？」

「ああ、わかっているが、こちらには人手がなくて……俺は後藤巡査長、こっちが木村巡査だ」

「……なるほど」

　棒手裏剣の先端がこちらに向き……そのまま、すいっと横に一文字を描く。

　──アイアイサー！

「右っ！」

　十字手裏剣を右側の警官……たしか後藤巡査長の方に投とう擲てきし、そのまま前に走る。

　手裏剣が下腹部に刺さり、驚きよう愕がくの表情を浮かべるそいつに肉薄し、側頭部に木刀を叩たたき込む。

　後藤は、少し呻うめいてそのまま地面に倒れ込んだ。

　神崎さんの方は、すくいあげるような上段蹴げりを木村巡査の顎あごに叩き込んでいた。

　一瞬で意識を刈り取られた木村は、糸が切れた人形のように地面に倒れ込む。

　うーん、俺と違ってスマート。

「……で、これでよかったんですよね？」

「はい。というか、よく信じてくれましたね……」

「そりゃあ、神崎さんのやることですもん。信用しかないでしょ」

「そ……そうですか、ええと、その……ありがとうございます」

　自衛隊だし、俺の一億倍は頼りになるしな。

　……で、こいつらはなんなんだろう、汚職警官？

　マジで神崎さんが指示するからやっただけだしな。

　神崎さんは、懐から取り出した結束バンドで失神している奴らを拘束すると、タオルを噛かませた。

　はえー、すっごい手慣れてる……

「こいつらは警官ではありません」「あ、そっちか」

　……汚職警官じゃなかったか。

「ちなみに、なんでわかったんです？」

「理由は二つですね。まず、先程私が言った法律は存在しません」

　え、そうなんだ……スラスラ言うから普通にそんなのがあるのかと思っちゃったよ。

「まあ、知らなかったとしてもその次はいけません。後藤巡査長と名乗った彼の識別章ですが……」

　あ、胸ポッケについてる紋章みたいなやつね。

「これは巡査部長のものです。そして木村巡査がつけているのは巡査長……さすがに、これを間違える警察官はいないでしょう」

　なるほど……こいつらが『他人の制服を着て』いなければそんな間違いは犯さないだろう。

　納得したので、とりあえず二人から拳けん銃じゆうと銃弾を奪う。

　こいつらには詳しく話を聞く必要があるな。

　若い木村の方を残し、後藤は近くに停まっていたワゴン車の中にぶち込んで隔離しておく。

　さて、ここからが本番……しばらくすると、木村が目を覚ました。

　拘束されている状況に驚き、暴れようとしている。

「騒ぐな……金玉切り取るぞ」

　抜いた刀の切っ先を軽ーく太ふと腿ももに刺す。

　男性だけに効果は抜群のようで、一瞬で静かになった。

　……嫌そうな顔しないでくださいよ神崎さん、俺も切らないし切りたくないから。

「これからタオルを取ってお前にいくつか質問する。叫んだりしたら……わかってるな？」

　木村は、かわいそうなほどブンブンと頷うなずいた。

　拘束された状態で、刀とライフル向けられてりゃそうなるわな。

　タオルを外すが、叫ぼうとしたらいつでも喉のどを掻っ切れるように刀身を喉に添えた。

　これから先は神崎さんに任せよう。

「死にたくなければ、こちらの質問にだけ答えろ」「……っ」

「返事は？」「は、はい……」

　こっわ、神崎さんの低い声こっわ！　いつもと口調も違うし迫力が……

「本物の警官ではないな？」

「は、はい……」

「何故、警官に化けている？　その服はどうした？」

「あ、あの、しゃ、しゃちょうが……」

　怯おびえながらつっかえつっかえ話す木村が話したことをまとめると……こうなる。

・こいつらは、市内にある工務店の社員。
・市民ホールに避難してきたが、扱いに不満を持った社長が社員を扇動し、警官を殺した。
・警官が少数だったのと、ゾンビ騒動で混乱していたこともあって避難所は楽に制圧できた。
・それからは警官のふりをして避難民を引き入れ、暴行や略奪などやりたい放題。


　この……屑くずどもが！

　いきり立つ俺を止めるように、神崎さんがさらに質問する。

「仲間は何人だ？　……後で後藤にも同じ質問をする、嘘はつかないことだ」

「じ、一五人です、ほんとです……！　たす、助けて……！」

「──誰が、聞かれたこと、以外、喋しやべれと、言った？」

「ひっ……す、すいま、すいません……！」

　……一瞬で冷静になれた。

　神崎さんもかなり怒っているが、必死にそれを抑え込んでいるのが分かったからだ。

　一応ジャンル上は年長者な俺が、真っ先にキレるわけにはいかない。

　この後、木村ヘッドを強くノックして再び気絶させ、後藤と入れ替える。

　結果は木村と同じだった……いや、なお悪い。

　……現在、市民会館にはこいつらニセ警官以外の生存者はゼロだ。

　全員こいつらが殺してしまったか、暴行の結果衰弱して死んでしまったようだ。

　……ゾンビよりタチが悪い、はらわたが煮えくり返りそうで、噛んだ口から血の匂いがする。

　しかも近いうちに『遠征』して、新しい獲物を探しに行く予定だったという。

　近隣の避難民は全て『消費』したからだそうだ。

「な、なあ……もうこれで全部だ、全部喋ったよ……本当だ」

「あ、あそこにはもう戻らない……このまま別の場所に行く。い、行くから、見逃して……」

「し、質問には正直に答えたろ……？　た、たすけてくれよぉ……」

「……こ、の……」

　後藤の懇願に、神崎さんの重心が前方に移動し始める。

　彼女はそのまま、銃剣を後藤の──

「──がっ!?　ごほ、ぶ……」

「正直に全部話したな……えらかったから楽にしてやる。……安心して地獄に堕ちろ」

「──田中野さんっ!?」

　後藤の喉を貫いたのは、銃剣ではなく俺の日本刀だった。

　捻ひねりながら抜くと、顔に鮮血が降り注ぐ……シールド、あってよかった。

　後藤は全身を弛し緩かんさせ、しばらくゴポゴポと不ふ明めい瞭りような音を立てた後、永遠に静かになった。

　──ふん、こんなもんか、人間を殺すってのは。

「おやぁ、死んでる。オカシイナー、目を離したすきにゾンビにやられたみたいですねえ」

「な、何故です……私、私が……！」

「……それじゃ、力み過ぎて的を外しますよ神崎さん。叫ばれでもしたら面倒だ」

「あな、あなたが手を汚す必要は……」

　震えている神崎さんの肩に手を置き、ポンポンと叩く。

　若干青ざめ、目を潤ませた彼女と視線を合わせ……美玖ちゃんにするように頭を撫なでながら言う。

「落ち着きましょうよ、俺だって散々ゾンビをぶち殺してきたんです……今更ですよ？」

「しかし、ゾンビとこいつらは……」

「──こいつらは、ゾンビ以下だ。……俺もね、こいつらには心底腹が立ってるんですよ」

「田中野、さん……」

　連中は、超ド級の屑で……ゾンビと違って頭も若干いいから始末が悪い。

　生かしておくと、いつか避難所のみんなに害があるかもしれない……あの避難所モドキのように。

　殺せるんだったら、殺しといた方がいいのだ。

　今まで散々ゾンビを成仏させてきたんだ、今更ゾンビ以下の害獣に遠慮することはない。

　それに、今まで相手した生存者だって大体もう死んでいるだろう。

　この手で直接殺すか、ゾンビに間接的に殺させるかの違いだけだ。

　……しばらくすると、神崎さんは落ち着きを取り戻したようだ。

　さっきのナデナデはやりすぎだったな……訴えないでください！

「あの……田中野さん、さっきはお見苦しいところを……」

「いやいやそれが普通でしょ、普通は俺みたいなのの方がヤバいんですから」

　返答に苦笑いすると、神崎さんは木村を入れたワゴンの方へ歩き出す。

　吹っ切れたような表情……その背中に声をかける。

「俺が、やりましょうか？」

「──いえ、大丈夫です」

　神崎さんはワゴンに乗り込み、すぐに戻ってきた。

　銃剣には、赤黒い液体が付着している。

「困りました……目を離した隙にゾンビにやられたようです」

「うっわ、最近物騒ですねえ。コワイナー」

　俺たちは目を見合わせると、お互いに笑った。

　平時ならヤバい光景だが、今は非常時……これくらいの方が長生きできるってもんだよ。

「さあて、これから大仕事ですなあ」

「ええ、あと……」

「……一三匹、残ってる」

　──アイツら全員、決して生かしておくものか。
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　ゾンビより遥はるか下のランクの連中を成仏させ、俺たちはまた市民会館を見下ろしていた。

「さっきの二匹は偵察要員だって言ってましたし、戻らないと怪しまれるでしょうねえ」

　あいつらは、人間のジャンルに断じて入れたくないので匹と数えることにした。

「一気にいきますか、神崎さん」

「ええ、襲う側は襲われる側になることを想像しません。銃があることで油断もしているかと」

「笑えるくらい楽勝ですな」

「……自信があるのは結構ですが、油断は禁物ですよ？」

「ご心配なく、事実ですよ。それにこっちには神崎さんがいて、向こうにはいませんし？」

「あ、あの……私への期待値が大きすぎませんか……？」

　それに俺は、正々堂々って概念に絶縁されそうな外道流派の使い手だし。

　悪漢共には御仏の慈悲も、人の慈悲も無用なのである。

　……別に正義の味方を気取るわけじゃないが、ああいう奴らをのさばらせておく道理はない。

　街中のチンピラ連中と違い、殺人に慣れた奴らは何度でもやる。

　見て、知ってしまった以上放っておくわけにはいかない……言い方は悪いが、寝覚めが悪くなる。

　俺は、そういう面倒臭い性格なのだ。

　……さて、市民会館の一通りの外観は頭に入った。

　正面突破は愚の骨頂、戦車にでも乗っていない限り撃ちまくられて死ぬ。

　奴らが拳銃の素人でも、距離さえ詰められれば当たってしまうだろう。

　というわけで、神崎さんと作戦会議をした。

「その方法は、田中野さんにリスクが高すぎます！」

「とは言っても、これが一番効果的でしょう？　お互いのスキルと相談した結果ですよ」

「それは……そう、ですが……」

　予想通り、神崎さんはお気に召さないようだが、現状これが一番確実なのだ。

「毎回、田中野さんばかりを矢面に立たせてしまって……」

「適材適所ですよ適材適所。神崎さんは近接もいけますけど……俺に射撃スキルはないですもん」

「……危ないと思ったら即撤退を。必ずです、約束してください」

「たぶん、俺がこの世で一番大切なのは自分の命ですよ？　任せといてください」

「ある程度したら私も行きますので、どうかご無理だけはなさらないでください……！」

「わ、わかりました。わかりましたから……！」

　神崎さんが俺の両手をきつく握って、心底心配そうに見つめてくる。

　まるで女神様だ……慈愛のオーラを感じる気がする……！

　でも俺、そんなに頼りないかなあ……前に油断して大怪我したから当然か。

　渋々だが、神崎さんにも納得してもらえたようなのでヨシ！

　さあ、うかうかしていられないぞ、兵は神速を尊ぶ……だっけか？

　と、いうわけで現在俺は市民会館に隣接しているビルの二階にいる。

　駐車場のニセ警官共の視界に入らないように、カサコソ死角を移動してたどり着いた。

　市民会館は、正面ゲートから大きな駐車場を挟んで本体の大きいホールが一つある構造だ。

　ニセ警官共は、駐車場に七匹……ということはホール内部に六匹いるってことだ。

　今回の作戦はこうだ。

　俺が隣のビルから会館に潜入し、時間になったら駐車場の敵を神崎さんが狙撃開始。

　浮足立った内部の敵に対し、俺が大暴れして鎮圧というか殲せん滅めつ。

　孫子曰いわく、『不意を衝ついて一気に攻勢をかければ絶対勝てるよ』……だっけか？

　ビルの雨どいを伝ってスルスルと敷地に入る……周囲に敵はいない。

　外壁を伝い、従業員出入り口へ。

　不用心にも鍵かぎが開いていたのでそのまま中に入った……これからが本番だ。

　適当な小部屋に隠れて時間を確認。

　俺も神崎さんも、腕時計はソーラー電波式なので誤差はない……あと、二分か。
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　しばし後、定刻通りに外から『たぁん』という銃声と何人もの悲鳴が聞こえた。

　だがこちらからも銃声が響き、銃撃戦っぽくなってるみたい。

　馬鹿め、神崎さんは一〇〇メートル先のビルの屋上だから、拳けん銃じゆうで当たるわけねえだろ。

　……よし、俺も行くか。

「──南雲流、田中野一朗太。……推して参る」

　……ちょっと恥ずかしいが、気合は入った。

「なんだぁ、どこの馬鹿が撃ちやがった!?」「弾は貴重なのによぉ！」

　前方にある警備員詰め所から二匹出てきた……こいつは幸先がいい！

　十字手裏剣を投げると同時に、鉈なたを抜いて走り出す。

「げぐっ!?」

　手裏剣は、右側のニセ警官……その後頭部に深々と突き刺さった。

　急に前方へ倒れる仲間に呆あつ気けにとられた左側のヤツに、飛び蹴げりを食らわして地面に倒す。

「ぎゃっ!?　なんっ、っご!?」

　そのまま延髄に剣鉈を突き刺し、捻ひねる。

　ごぎり、という感触と共にそいつがビクンと痙けい攣れん……倒れつつ、永遠に静かになった。

「おまっ……！　なん、だお前!?」

　詰め所にはもう一匹いたらしい。

　死体から引き抜いた血まみれの剣鉈を、振り返らずに後ろへ投とう擲てき。

「ぎ、あぁっ!?」

　低い姿勢のまま振り返ると、剣鉈はそいつの膝ひざ下したに突き刺さっていた。

「っしぃい……！」

　床を蹴って疾走の体勢に入りつつ、抜刀。

「ぃひっ!?」

　腰の拳銃を抜こうとしていたそいつの、右手首の動脈付近を居合抜きの要領で斬る。

　そのまま刀を返し、上段から切り下げて首を薙なぐ。

　そいつは、パクパクと口を開閉しながら倒れ込み、床に膨大な量の献血を開始した。

「ああああ!?　てっ、てめえ！」

　廊下の端、ホールの玄関からこっちを見た男が拳銃を握って叫ぶ。

　献血野郎の上を転がり詰め所に飛び込むと即銃声、開いたままのドアを貫通する音がする。

「おい！　こっちだ、こっちにいるぞォ！」

「畜生、よくもナカガワたちを……ぶっ殺してやる！」

　二匹、釣れたな。

　どうやって料理してやろうかと立ち上がった俺の目に、部屋の状況が飛び込んできた。

「──ッ！」

　奴らの『戦利品』だろう。

　部屋の中に積まれた服や食料品に鞄かばん、リュックサック、そして……そして……

　真新しい、赤いランドセル。

　……奴らがしたことは、偵察の二匹から聞いていた。

　だがこうして目の前にそれがあると、嫌でも現実を直視してしまう。

　……畜生、鈍るから感情を意図的に無視してきたが、もう無理だ。

「──外、道ォ……！」

　詰め所に向かう足音が、二匹分。

「お、オカノとヤマシタも死んでる……!?」

「この野郎！　楽に死ねると思うなよ、ゴラァ！」

　屑くずが一丁前に仲間の心配かよ、笑わせる。

「楽に死ねると思うなだァ……？　そいつは！　こっちの！　セリフだ!!」

　大声で怒鳴り返し、詰め所の奥にある机の陰に隠れる。

　反対側にある棚のガラス戸に、こちらを窺うかがう二匹が映った。

　両方とも、拳銃を正面に構えている。

「──よしみんな、今だ！　やれぇ！」

　あたかも、他の仲間たちに攻撃の指示を出すかのように叫ぶ。

　それを聞いた二匹が、はじかれたように通路に向き直った。

　実際に神崎さんが撃ってくれているから、信ぴょう性は抜群だ。

　机の陰から飛び出しつつ、両手に持った十字手裏剣を投擲。

「おあっ!?」「いだぁっ!?」

　左の奴は首筋、右の奴は上腕に刺さった。

　刀の峰を口に咥くわえ、地を這はうように走る。

　右の一匹が銃を向けようとしてくるが、構わずに口から刀を吐き出し、空中で握る。

「──るぅああっ!!」

　変則の脇構えから、上昇する燕つばめのように上段へ切り上げる。

　引き金が引かれるより一瞬早く、刃がグリップの部分に当たって奴の小指と薬指を半ば切断。

　衝撃で上方に跳ね返った拳銃が暴発し、その反動で奴の手を離れる。

　そのまま、そいつの膝を正面からへし折るように足裏で蹴り付けた。

　首を押さえて止血に必死な左の一匹の土手っ腹に、握った棒手裏剣を突き刺す。

「んんんんんんん!?」「こっごぽ、がっ!?」

　床に倒れたそいつらを、見下ろす。

　二匹の拳銃を遠くへ蹴け飛とばし、無力化。

　そのまま二匹の脇の下を切り、踏み下ろしたブーツで足首を片方ずつ砕く。

　これで、動けずゆっくりとくたばれることだろう。

「……楽に死ねると思うなよ……せいぜい、のたうち回って無様に死ね」

　真っ青な二匹の顔を見下ろしながら吐き捨て、残りの拳銃を回収。

　呻うめく二匹を置き去りにして、歩き出す。

「……あと、一匹」

　刀身を拭ふいて納刀し、ホールの廊下を入り口に向かって歩く。

　……外の銃声は、少し前から聞こえなくなった。

　拳銃装備のチンピラと現役凄すご腕うで自衛官では、最初から勝負にもならんだろうさ。

　　　　[image: ]

　メインホールには誰もいない……どこだ、どこにいやがる。

　そのまま反対側まで行くと、コンサート関係者が使う楽屋のエリアに入った。

　廊下に備え付けてある金属製のごみ箱を蹴り飛ばすと、派手に騒音が響き渡った。

　……耳をすますと、ある楽屋から音が聞こえた。

　そこまでわざと足音を響かせて歩き、扉の横で何回か足踏みをする。

　突如、銃声と共に扉に穴が開いていく……一、二、三、四、五。

「ぐあっ!?」

　大げさに叫び、廊下に倒れて音を出し……扉の死角に、音を立てず這っていく。

　そしてゆっくりと膝立ちになり、柄に手をかけて深呼吸。

　ノブが回り、扉が開き始める。

　震える銃口がまず先に見え、じわじわと拳銃本体が出てきた。

「──っしぃいあっ!!」

　手首が見えた瞬間、膝立ちから立ち上がりながらの抜き打ちを放つ。
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　俺の今までの人生で最も正確で、最も速く、最も威力が乗っているであろうその斬撃。

　──それは、拳銃を持ったままの手首を根元から切り飛ばした。

「ぎっ!?　ああ、あがァあぁああァっ!?」

　悲鳴を上げるそいつの反対側から、ドアを思い切り蹴る。

　ドアにしこたま手首の切断面を挟まれ、そいつはもう一度汚い悲鳴を上げた。

　床に落ちた手首を拳銃ごと蹴飛ばし、ドアに手をかけて一気に開く。

「うぅ、ぐ、ううあああ！　ああがああ!!」

　五〇代くらいの大柄な男が、床に転がって悲鳴を上げている。

　そいつは、血が噴き出る右手首を必死に左手で押さえて止血しようとしていた。

「──よお、あんたが『社長』か？」

　問いかけると、睨にらみつけてくる……ふん、まだ元気だな。

「て、てめえ、仲間が帰ってきたら、八つ裂きに、されるぞ。い、今すぐ逃げた方がいい……」

「で？　あんたが『社長』なのか？」

「きっ、聞こえてないのか!?　仲間が」

「──みんな死んだよ」「……はァ？」

「あんたの所の従業員は、全員仲良くあの世に行った、って言ったんだよ」

　……まあ、ギリ生きてるのはいるかもしれんけど誤差だ。

「この際社長でもどうでもいいか……もう一個だけ質問がある」

「う、嘘ついてんじゃねえっ！　あんだけいた仲間が、そんな……」

　軽く、顔を斬りつける。

「あっづ!?　や、やめろぉ!?」

「質問に答えろよ。今すぐ死にたいか？」

「なっなにっ、なにっが、聞きたい、んだ……!?」

「ここに避難してきた人たち……どうした？」

「……えっ？」

「どうした？　……早く答えろ、治療しないと失血死するぞ」

　そう言うと、答えれば治療してくれると勘違いしたのかやっと話し出した。

「み、身みぐるみ剥はいで、こ、殺した後……裏の川にしゅ、捨てた……」

「……なる、ほど」

　こいつに聞きたいことは、これ以上ないな。

「た、助け、助けてくれよ……し、死にたくねえよォ!?」

「子供まで殺しておいてよく言えたもんだなぁ……オイ」

　刀を構えて近付くと、男は後ずさりして逃げようとする。

　壁際まで到達すると壁に沿って立ち上がり、不意にとんでもないことを言い出した。

「──やめっ、やめてくれ！　む、娘が、子供がいるんだ！　ここで死にたくねえよ!!」

　……一瞬、一体何を言われたのかわからなかった。

　全身に鳥肌が立ち、うなじの毛がぞわりと逆立つのが自分でもよくわかった。

「……そいつは、本当、か？」

「ほ、本当だ！　し、しし、写真もある！」

　男はここに突破口を見出したのか、無事な方の手でポケットをまさぐり、写真を取り出した。

「なっ、なっ！　こ、これだ。これが娘っ──」

「──あんたみたいな親なら、いない方が娘のためだ」

　俺が喉のど笛ぶえを真一文字に切り裂いたからか、それ以上は声にならなかった。

　男は『信じられない』といった顔で、首から吹き出す鮮血を見つめている。

「どぶ鼠──死ね!!」

　俺が吐き捨てるのと、男が床に倒れ込むのはほぼ同時だった。

　男はごぽごぽと不ふ明めい瞭りような音を立てながら、手に持った写真を見つめて血の海の中で息絶えた。

　楽屋から出て、廊下の壁に体を預ける……力が抜けて、ずるずるとそのまま床に足を投げだした。

　倦けん怠たい感がすごい……そしてたまらなく、煙草が喫いたい。

　床に刀を放り出し、胸ポケットから煙草の箱を取り出す。

　震える手でライターを取り、何度も何度も擦る。

　やっと火が点いた……思い切り煙を喫い込む。

「っごは、ごほっ!?」

　盛大にむせ、涙目になりながらそれでも……喫う。

「──あぁ、ちくしょう。こんな時でも……煙草は美味いなあ」

　不意に、足音。

　こっちに向かって、神崎さんがすごい勢いで走ってくるのが見えた。

「ああ！　嘘、嘘ォ!?　田中野さんっ！　田中野さぁん!!」

　……なんかすごい誤解されている気がする……全身返り血まみれだし、俺。

　ああ……でも、これを喫い終わるまで立ち上がりたくないなあ……ごめんね、神崎さん。
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「あの……も、申し訳ない……許してください……!!」

「……」

　現在俺は、市民会館の廊下で神崎さんに土下座している。

　彼女は正面で仁王立ちになって腕を組み、絶対零度の視線を俺に注いでいる。

　このままだと氷漬けになりそうだ……どうして、こうなった。

　さっきまで俺は全身返り血にまみれ、座り込んでボーッと煙草を喫っていた。

　それを重傷だと勘違いした彼女は、血相を変えて走り寄るなり有無を言わさず上着をはぎ取った。

「大丈夫ですから！」と叫ぶ俺を無視し、あっという間に上半身は裸に剥むかれてしまった。

　そのまま、涙目で俺の上半身をまさぐり倒し、無傷だという事実に気付くと動きを止めた。

　しばらくして急に顔を真っ赤にしたかと思うと、立ち上がって俺を恨めしげに睨んで今に至る。

　……これは、セクハラに該当するのであろうか。

「ちょっと、いろいろあって疲れただけなんですよ……紛らわしい真似をしてすみませんでした」

「……本当に、本当に心配したんですよ！」

「スミマセンスミマセンご勘弁ください」

「……まったく、もうっ、もうっ！　田中野さんの馬鹿!!」

　コメツキバッタよろしく頭を下げ続けることしばし。

　神崎さんは、かわいく頬を膨らませながらなんとか許してくれた。

「と、とにかく、会館内は全滅です。外はどうですか？」

　お許しが出たので服を着ながら立ち上がり、神崎さんに聞く。

「……死体だけです」

　そいつは重畳、ほんの少しだけ街が綺き麗れいになったな。

　床に落としたままだった刀を拾うと、歪ゆがみはないが盛大に刃こぼれしている。

　何匹か、骨ごと無理やり叩たたき切ったからなあ……

　安物とはいえ、これまでの酷使によく耐えてくれたもんだ。

　とりあえず血を拭ふき、納刀する。

　砥ぎに出そうにもこの状況ではなあ……

　ダメもとで自分で研ごうにも、さすがに専用の砥と石いしがない。

　家にあるの、包丁用と農業器具用のクッソ適当なやつだからなあ。

　帰って、別の一振りと交換する必要があるな。

　アレはそこそこ高かったんだけど、背に腹は代えられんし。

「……神崎さんって色々できそうですけど、砥ぎとかはできませんか？」

「田中野さんは私を何だと思ってるんですか……」

　クールビューティ完かん璧ぺき超人……かな？

　……気を取り直し、手裏剣と剣けん鉈なたを回収しつつ会館内を見回る。

　悪用されないように拳けん銃じゆうと銃弾は残らず回収したが、警察手帳はついぞ発見できなかった。

　嫌々死体を確かめたが、どこにもなかったので捨てたのかもしれない……見下げ果てた奴らだ。

　詰め所にあった衣類や食料品には、手を付ける気がしない。

　神崎さんも、ランドセルを見て拳こぶしを握りしめていた。

「神崎さん、俺……ここの物資、持って帰りたくないんです……甘いかも、しれませんけど」

「……私も、同じ気持ちです。報告だけして、ここはこのままにしておきましょう」

　ここにしか物資がないわけじゃないし、また街を探索すりゃいい。

「──あんたたちを殺した奴らは残らず地獄に堕としたぞ、無念だろうけど成仏してくれよ……」

　最後に衣服の山に手を合わせ、会館を後にした。

「少しやることがあります」そう言って神崎さんは会館内に消えていった。

　手伝おうかと言ったが、そこまで手間がかかるわけじゃないので待っていてくれとのことだった。

　お言葉に甘えることにして、エントランスのベンチに座りゆっくりと一服。

　三本目を喫おうか悩んでいると帰ってきた……本当に、ちょっとした用事だったみたいだな。

　二人で、正面入り口からそこかしこにニセ警官の死体が転がっている駐車場へ出る。

　数を数えると七匹……俺が殺した奴と合わせて一三匹だから、しっかり全滅だ。

「すっご……」

　全員、頭を撃ち抜かれて死んでる……えっ、あんな距離から、全員にヘッドショットを!?

　そりゃあ負けるわけがないとは思ってたけど、ここまで圧倒的だとは……

　神崎さん半端ねえ！　怒らせないようにしよ！　いかん、もう怒らせてた！　命だけは!!

　駐車場のビルに戻り、置いていたリュックサックに拳銃をざらざらと流し込む。

　銃弾は全く扱い方がわからないので、全部神崎さんに預けることにした。

　背中で暴発したら一瞬でレンコンみたいな死体になってしまう……餅もちは餅屋だ。

　さて、本当に色々あったがやっと帰れるなあ……あっ、会館はどうしよう。

　あのままにしておいて、またややこしい誰かに悪用されても困る。

　今から戻って警官の制服だけでも、燃やすなりなんなりした方がいいかな？

　そう神崎さんに相談すると……彼女は腕時計を確認しつつ呟つぶやいた。

「もうすぐですので、ここから見ていましょう」

　えっ？　なにが──

　直後、体にズンと地響きを感じる。

　会館の窓ガラスが内側から全て割れると同時に、どでかい爆発音と衝撃波が体を襲う。

　その後、窓という窓から粉ふん塵じんと火炎が噴き出てきた。

　呆あつ気けにとられた俺の前で、建物全体が黒煙と炎に包まれていく。

「うわぁ……うわぁ……」

　あっという間に、会館は『元』会館になってしまった。

「これなら、再利用はできないでしょう？」

「えっなに……あの……なに？」

「自家発電機用のボイラーに少し細工をしました。……延焼用に燃料系統にも、色々と」

　ぼ、ボイラーってこんなに爆発すんの!?

　爆発もそうだが、こんな短時間でそれができる神崎さんもとんでもねえ！　やっぱ何者だ!?

「アアアア！」「オアオオオオオ！」「イイイイイイイイイ！」

　爆破の衝撃でガラスが割れた周囲のビルから、ボロボロとゾンビが出てくる。

　高所から落下した奴はそのまま動かなくなったが、それ以外はみんな会館に向かって走っていく。

　ざっと、一〇〇体以上はいる……このダメ押しで再利用できなくなったな、会館。

「ここ一帯のゾンビはあそこに引き寄せられたので、今のうちに撤退しましょう」

「アイアイキャープテン！」

「やめてくれませんか、それ」「ハイ!!」

　なんとも言えない気持ちのまま、俺たちは帰路についた。
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　車に乗り込み、エンジンをかける。

「うおっ!?」「どうしました？」

「……俺がすごいスプラッタですよ!?」

「……私が、勘違いした理由がわかりましたか？」

　ミラーに映る俺は全身返り血にまみれ、どこもかしこもどす黒く染まっている。

　なんだこれは……これじゃあ、避難所に行くわけにはいかんな。

　美玖ちゃんに一生もののトラウマを植え付けてしまう。

　最悪の場合、ずっとコアラスタイルで外に出してもらえなくなる恐れすらある。

　……一回自宅に戻って洗濯やら着替えやらが必要だな。

「あの……神崎さん、すみませんけど」

「ご自宅に寄られるのですね？　どうぞ……というか、避難所に行くようなら私が止めます」

　話が早くて助かる！

　アクセルを踏み込み、自宅へと向かうことにした。
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　うーん、久方ぶりの我が家に着いたぞ！　庭の野菜くん達も元気そうだ！

　以前設置した適当ハンドメイド水やりマシーンは、問題なく水を供給しているようだ。

　さすがにそれなりの時間がかかりそうなので、神崎さんにも入ってもらう。

　ベランダ経由で二階に上がり、階段を通って一階の居間まで案内する。

「ショボい家ですけど、楽にして映画でも見ていてください。あ、お水もどうぞ」

「いえそんな、お気遣いなく……す、すごい数のＤＶＤですね」

　居間の本棚にギッチギチに詰め込まれたＤＶＤを見て驚く神崎さん。

　ソファに案内して座ってもらい、どれでも好きなのを見ていいと伝えて脱衣所へ向かう。

　うわ、いかんいかん……着替えを持っていかなきゃ……今は俺一人じゃないってのを忘れてた。

　以前釣具屋から回収した服の上下や、下着を持って風ふ呂ろ場ばに行く。

　タライに井戸水を張って、今日着ていた服を沈めると水がみるみる真っ赤に染まっていく。

「ひえ……ホラー映画みたい」

　それを横目で見ながら、体を洗う……冷たい！　井戸水だからキンッキンに冷えてやがる！

　……これ、冬の風呂どうしようかな。

　何とか効率的にお湯を沸かす方法を考えなきゃな……凍死してしまう。

　耐えながら頭もしっかり洗い、サッパリした。

　水みず風ぶ呂ろなので卵肌とはいかないが、それでもさっきまでのスプラッタ一朗太よりはだいぶマシだ。

　返り血は、ほぼ全て服がガードしてくれていたのもよかった。

　なお、ベストと上下の服の方は駄目だった。

　洗濯用洗剤を付けてどんなにガシガシこすっても、血の汚れが落ちない。

　インナー以外は諦あきらめるしかない……釣具屋で予備を回収しておいて助かった。

「ぶるる……」

　震えながら居間に戻ると、神崎さんがビーズクッションにもたれかかって眠っていた。

　プレイヤーの明かりに照らされたその顔は、いつもと違って少し幼く見える。

　そういえば、この人っていくつなんだろう？　やっぱり二〇代前半……？　くらいかな。

　……彼女も、今日は大変だったもんなあ。

　俺みたいに近距離で戦ったわけじゃないが、それでもあいつら相手に銃撃戦をしたんだし。

　それに、この人はたぶん……今日、初めて人を殺したんだ。

　今は、このまま寝かしておいてあげよう。

　起こしてしまわないように気を付けながら、自室へ向かう。

　自室のベッドに座り、今日差していた刀を詳しく点検。

　……血汚れは綺麗に落とせたが、やはりこの刃こぼれはどうしようもないな。

　今すぐ折れるほどのダメージはないが、切れ味は以前と比べてもだいぶ落ちているだろう。

　今日までがんばってくれた愛刀に感謝しつつ、箪たん笥すから刀袋に包まれた日本刀を取り出す。

　紐ひもをほどくと、俺の所有する三振りの中で二番目に高い刀が顔を出す。

　いわば、松竹梅の『竹』だ。

『梅』の拵こしらえが黒一色だったのに対し、こいつは全体的に黒漆っぽい上品な色。

　ぬるりと光を反射する鞘さやは、蛇腹のように段々になっている。

　柳生出身の片目大剣豪に憧あこがれて、刀剣商に注文を付けて柳生拵えにしてもらった逸品だ。

　中身も無銘とはいえ……もちろんいいものだが、拵えの値段も『梅』とはまるで違う。

　刃渡りは、二尺四寸五分。

　今までの刀は刃渡り二尺だったので、だいたい一三センチ強長くなる。

　この長さに体を慣らす必要があるので、さっそく避難所で柔道場を借りよう。

　今までの愛刀を刀袋にくるみ、箪笥にしまう。

「ご苦労さん、砥ぎの手段が見つかったら復活させてやるからな」

　それまで、ゆっくり休んでくれよ。

『松』の一振りはまだ安置しておく。

　こいつはそれ以外の二振りの値段を足してもまだ足りないから、恐ろしくて使えない。

『竹』でも十分実用に耐えるし……本当は実用しないのが一番だが、そうも言っていられない。

　新たな相棒を片手に階段を下りると、神崎さんは俺愛用のビーズクッションに埋まってすやすや眠っていた。

　あ～、これ人を駄目にするもんな、仕方がない……臭くないかな？　大丈夫かな？

　上からタオルケットでもかけてあげようと近付いたところ、彼女の目がスッと開いた。

　ヒエッ!?　〇ルゴさんかな？

「……あっ」

　俺を認識すると、神崎さんは若干顔を赤くした。

「す、すみません田中野さん。どうやら眠ってしまったようです」

「いいんですよ。今日は色々あったし……もう少し休まれたらどうです？　俺、二階にいますんで」

　あわてて立ち上がろうとする神崎さんを手で制しながら言う。

「いえ、そこまで甘えるわけには……」

「いえいえ、大活躍の立役者じゃないですか。そんくらい、いくらでも甘えてくださいよ」

　冗談抜きで、この人いないと俺死んでたかもしれないしな。

　クッションどころか妹、もしくは両親のベッドまで提供するぞ俺は。

「そうですか……そ、それでしたらお願いが……」

「どうぞどうぞ！　なんでも言ってください！」

「あ、あの……」

　恥ずかしそうに言った神崎さんのお願いは……風呂を使わせてほしいとのことだった。

　避難所にも簡易的な風呂はあるが、避難民の数も多いので毎日入れるものでもないらしい。

　やはり女性、そこらへんは大事だもんなあ……むしろ先に入らせてあげればよかった。

　風呂場には俺の残念なことになった服が置いてあるし。

　水風呂なこと、シャンプー等は好きに使っていいことを伝え、俺は自分の部屋に戻った。
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「冷たい……けど、気持ちいい」

「シャンプーにリンスまで使わせてもらって……田中野さんは本当にいい人ね……」

「……ずうずうしい女だって、思われてないかしら、私」

「今日も色々と気を遣ってくれたし……恩返し、しなくちゃ」
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　しばらくすると下から声をかけられ、サッパリした表情の神崎さんと合流。

　バスタオルは自分で洗って返すと言われた。

　気にしなくてもいいのに……いやその方がいいか。

　俺が洗濯するから大丈夫！　って言うのはだいぶ変態っぽいし。

　美玖ちゃんでも問題なく見れそうなＤⅤＤをいくつか物色すると、身支度をして家を後にした。

「──ところで田中野さん、それはもしや……柳生拵えですね？」

　……ブレないなあ、神崎さんってば！
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　いや、しかしまあ……我ながらこの生活にも慣れてきてしまった。

　ゾンビはいるし、インフラは壊滅してるし、外で出会うのは基本的にチンピラばかり。

　だけども……コンビニを探れば煙草は手に入るし、我が市のホームセンターには作物の種もあれば便利な電化製品も、それを使うための発電機もある。

　ちょっとした電気があれば、今までため込んでいた映像媒体は見放題だし、ゲーム機も動く。

　新発売のものは出ないだろうが、それまでに出たもので一生楽しめるだろう。

　食料は保存食がまだまだあるし、色々妨害があったが海や川に行けば魚も楽に釣れるだろう。

　だってゾンビまみれの状況で釣り人をやろうなんて人間、まだ少ないだろうし。

「……いかんな、ポストアポカリプスの方が生きやすいぞ、俺。森羅万象は宝の山じゃないか」

　天国も、宝の山も……意外と近所にあるんだな。

「あの、今何かおっしゃいましたか？」

「あ、いえ何も……フヒヒ」

　助手席の神崎さんが不思議そうに聞いてきたので、笑ってごまかす。

　流石にこれは言えないや、不謹慎だし……でも、事実なんだよなあ……。
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　青い空、白い雲。

　真っ白く美しい砂浜と……水平線まで続く、コバルトブルーの海。

　ずっと来たかった場所なだけあって、日本でイメージしていた夢の光景となんら遜そん色しよくはない。

「今日もいい天気ねえ」

　横に座って、私と同じように空を見上げている母が呟つぶやく。

「ね～、ホントに」

　それに同意しつつ、傍らに置いたボトルを持ち上げて呷あおる。

　少し生ぬるくなったスポーツドリンクが、喉のどを通過していく。

「『アレ』さえなければ、最高なのにね」

「そうねえ」

　同意する母の声に重なって、遠くから悲鳴に似た叫び声が聞こえてくる。

「──アアアアア!!　ガアアアアアアアアアッ!!」

「アレは困るわねえ……また増えたのかしら？」

「電気フェンス、壊れなきゃいいけど……」

　ぐい、とドリンクを呷って、溜ため息いきを一つ。

「ちょっと配電盤、見てくるね」

　母にそう言い、私は暑い日差しの中で体を起こした。

　私の名前は、夢ゆめ元もと雅みやび、旧姓田中野雅。

　新婚ほやほやの、新妻だ……いや、ほやほやどころではない。

　──私は、いまだ新婚旅行の最中なのだ。

「雅、どうしたの？」

　砂浜からほど近い管理小屋へ行くと、夫である誠まことさんがいた。

　片手に斧おのを持ち、もう片手には不ふ揃ぞろいな板……ああ、寝場所の補強と修繕用か。

「ちょっとね、電気柵さく用の配電盤チェック」

「ああ、ありがとう……雅がそういうの得意で助かったよ」

　日本にいた頃はスマートなサラリーマンだったが、日焼けして少し逞たくましくなったように見える。

　……私の好みからはちょっと外れ始めているが、この場合は仕方ないだろう。

「それ、屋根の？」

「うん、親父の手伝い。ウチのも元気だけど、お義父さんもバイタリティに溢あふれてて凄すごいよねえ」

「アウトドア好きなだけよ……怪我、しないでね？」

「あはは、大丈夫！」

　そう言って、楽しそうに誠さんは去って行った。

　……父の行動力と母の楽観性には感謝しているが、夫の性格もどんどん変化していく気がする。

「……兄さんに似なきゃ、いいけど」

　よし、配電盤は正常……連結したソーラーパネルは無事だし、蓄電池の予備も十分確保している。

「おーい！　かあさん見ろ見ろ！　大漁、入れ食い！　たまらんな～!!！」

「あらまあ～！　今日もご馳ち走そうね！」

　……海の方から聞こえてきた我が父のあの声を聞くに、今日の食料も大丈夫そうだ。
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　私は会社の同僚である誠さんと、三年の交際期間を経て結婚した。

　父母にも、そして兄さんにも反対されず。

　向こうのご両親にも快諾していただけた。

　そして、自分としても満足できる結婚式を挙げ……お互いの両親を招いての、新婚旅行。

　期間は二週間、行先は南半球のリゾート地……そこに点在する群島で、素晴らしいバカンス。

　結婚式同様、満足できるものになる……はずだった。

　飛行機が島に到着し、島のバンガローで荷解きを済ませてすぐに、異変が起こった。

　まず、無線機と携帯電話が不通になった。

　そして電気も止まり……何らかの災害の前触れかと、家族で固まっていた時。

　──色んな所から、絶叫や悲鳴が風に乗って聞こえてきた。

　人が獣のように、人を襲っている。

　まるで地獄か……パニック映画の光景だった。

　頭が真っ白になって立ちすくむ私の頬を、父が強く叩たたいた。

「ホラしっかりしろ！　みんなぁ、ここは開けていて危ないから逃げるぞ～！」

　父が、今まで見たことがない真剣な顔でそう言っていた。

　父と母の誘導に従って……私はほぼ無意識で誠さんたちと避難を開始した。

「ふむ……音に敏感で、頭の方は犬より悪そうだな～」

　逃げ惑う人たちを観察し、父が呟きながら先頭に立って走る。

　そして、桟橋に繋つながれたままだった小舟に飛び乗り……ここからほど近い島に避難したのだ。

　そこには私達以外にも一〇〇人ほどの人間がいて、島にあるホテルに立てこもっていた。

　勿もち論ろん、当初はそこへ合流しようとしたんだけど……

「いやいや、後から来たのにそんな図々しいことはできんよ～」

　父はそう言って地図を確認し、島の北端にある灯台に避難することになった。

　何故か!?　と詰め寄ったが、

「人は群れるとゴタゴタするからなあ。人種が違えばもっとひどくなるぞ～、我々は家族だけで固まっていた方が、なにかと便利だぞ～？」

　そう、ヘラヘラしているだけだったが……今となって、その考えが正しかったとわかる。

　長い間使われていなかった様子の灯台守の住居を修復した頃のことだ。

　──ふと灯台から見ると、ホテルが盛大に炎上していた。

「うわ～、意外と早かったな～……誠くん、夢元さん、フェンスの工事を急ぎましょうや」

　初めから何もかもお見通しです、というような顔で……父は私達の生活空間を電気柵で囲った。

「電気流れてた方が効くと思うんだよな～。見た感じゾンビって動物みたいなもんだし」

　日本にいる時より、父が二〇歳は若返ったように見えた。
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「雅ちゃん、何か手伝えることってある～？」

「あ、お義母さん！　いえ、大丈夫です！」

　──義母の声で我に返った。

　高校で家庭科の教師をしていた義母は、こんな生活でも不満はさほどないようだ。

　嫁である私にも、ニコニコと優しくしてくれる。

　……誠さんが結構達観した性格なのも、この人の影響だろうか。

　お義父さんも同じような性格だけど。

「田中野のお父さん、こ～んなにおっきい魚釣ってたわ！　干物にしたら随分長持ちしそうねえ！」

「あ、あはは……」

　私達をここへ誘導して、家の周りを整備した後……父は本当に一日中釣りをして過ごしている。

　元から兄さんと一緒によく行っていたが、ここに来てさらに釣り好きレベルが上がった。

　灯台守が使用していたらしい数々の釣り道具も、それを後押ししたのだろうけど。

「この前鞣なめした革もいい感じよ！　この分なら全員分の冬服が作れるわよ～！」

「ありがとうございます、お義母さん」

　……おかしい。

　ゾンビが発生して、外部との連絡は取れず……明日をも知れぬはずだ、今の我々は。

　でもなんで、ウチの父母も誠さんの父母もこんなにイキイキしているのだろうか。

　お義父さんだって、周辺の木を伐採しては毎日楽しそうにテーブルやら食器やら作っている。

　……バイタリティに溢れすぎではないか、親世代は。

「そういえば、日本はどうなっているかしらねえ……学校の生徒たちが心配だわぁ」

　自分の身は心配ではないのか、と心の中で突っ込んだ。

「雅ちゃんはどう？　ホラ……あの人！」

　どの人だろうか。

「お兄さんよ！　結婚式で子供たちと一生懸命遊んでた、あのいいお兄さん！　心配でしょう？」

　……兄さん、か。

　確かに私の結婚式で、泣く子をあやしたり外へ連れ出したり……子供たちに大人気だったなあ。

「ええ、まあ……心配は、その、心配ですけど」

「そうでしょう？　私達はそっちのお父さんのお陰で平和に暮らせてるけどね……」

　心配だわ～、と続けながら義母は去っていった。

「兄さん……かぁ」

　我が兄、田中野一朗太。

　長すぎる前髪だけが特徴の、見た目は一般的な日本人……脱いだら筋肉と傷痕が凄いっていうのは、この場合セールスポイントになるのだろうか？

　普段は父に似てヘラヘラしていて、基本的に人畜無害なのに……戦闘能力が高すぎるのだ。

　現在無職になった原因だって……そりゃあ、女としては腹が立つ相手だけど……だからってセクハラ社長を半殺しにしたって……。

　私が学生時代にちょっとエグいイジメに巻き込まれた時は……凄かったなあ。

　女性には手を出さなかったけど、腕っぷしの強そうな男連中は軒並み病院送りだったし。

　兄さんの暴れっぷりが凄すぎて、イジメの件よりもよっぽど問題になったなあ。

　……なんとかって、個性的な道場に通っていたせいかもしれない。

　何度か会ったことがある道場主のおじいちゃんは、すっごく洒落しやれてて格好いい人だけど。

　腕っぷしだけじゃなくて、ああいう部分も学んでほしいと思ったものだ。

　……あのおじいちゃんも、無事だろうか。

　まあ、あんなに強い兄さんをボコボコにするくらいだから、元気だろうけど。

　ちょっと切ない気分になった……日本は多分夜だな、兄さんはちゃんと眠れているんだろうか。
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「お～い、どうしたんだこんな所で」

　父の釣った南国感溢れる魚で美味しい夕食が終わり、夕暮れの時刻。

　思い立って、灯台を登る……水平線に沈む夕日は、こんな時でも美しい。

　……と、思っていると父が来た。

　ちなみに母は料理がからきしなので、今日の夕食は父が作った。

　まあ、母はそれ以外の家事は完かん璧ぺきだけど。

「ん～……景色、見てる」

「お～！　いい眺めじゃないか！　かあさん、こっちこっち」

「ほんと！　いい景色ねえ……絶景だわ！」

　図らずも田中野家が集合してしまった。

　この二人、ここへ来てからもっと仲良くなっていないか？

「……ねえ、いつ日本に帰れるんだろうね」

　ふと、答えのない質問をしてみる。

「そうねえ……なるようにしかならないんじゃない？」

　達観したような母。

「喚いても騒いでも助けが来るわけじゃないからなあ……父さん、船は操縦できるけど」

　そう言えば船舶免許持ってたな、父。

「距離が遠すぎるからなあ。クルーザーくらいなら港湾施設にいくらでもあるとは思うが、燃料もそうだし食料ももっと必要だし……ナビは一応生きてるから大丈夫だろうけどなあ……」

　ああ、父が長考に入ってしまった。

　アウトドア、否サバイバル関係のことになると……こうなったらしばらく反応しない。

「ねえ、母さん……兄さんのことだけどさ」

「一朗太の？　なあに？」

　本当に今更だけど、なんで兄さんはそんな……戦国武将の幼名みたいな名前なんだろうか。

　ウチの親しん戚せきにもそれ系の名前、いないし。

「うん、あのさ。お義母さんに昼間聞かれたの。『心配でしょう？』って」

「あら～、向こうのお義母さんは優しいわねえ。嫁の兄にまで気を遣ってくれて」

　それは、そう。

「でさあ……その時私、心配だって言ったんだけどさ……実はね……」

「「「絶対、元気にしてると思ってる」」」

　異口同音、田中野家の意見がシンクロした。

　……ああ、やっぱり。

「あの子は大丈夫でしょ、腕っぷしは抜群だし。元気にしてるわよ」

「俺の息子……にしては腕っぷしが強すぎるけどなあ。まあ元気だろ」

　と、両親が言う。

「やっぱり？　兄さんがさ、ゾンビにどうこうされるの、想像できなくてさあ」

　よかったあ、やっぱりこういう話は家族にしかできないや。

「案外、日本に帰ったら嫁さんもいるかもしれんな！　こういう状況下だとああいうタイプはモテるからなあ～、はっはっは！」

「えぇ～？　……兄さんがァ？」

「世界中がこうなら無職とか関係ないしね？　逆に、生き生きしてるんじゃない？　あの子は」

　……笑う父母を見て、私はなんだか嬉うれしくなるのだった。

　──兄さん、私達は元気だよ……兄さんも元気だとは思うけど、体には気を付けてね。

　日本からはるか遠い南国の空の下で、私はそう思うのだった。

　あ、流れ星……

　　　　[image: ]

「──ぶぇっくしょん!?」

「風邪ですか？　田中野さん」

「いや……誰か噂でもしてるんじゃないですかね？」


[image: ]

　はじめまして、秋あき津つモトノブと申します。

　この小説は、『ゾンビ映画』に『ぼくのかんがえた最強の』主人公をぶち込んだものです。

　つまり、トラブルの元である人間コミュニティには近づかない、極力単独行動をする、使えそうな物資を好きなように回収する。元人間だろうが何だろうが、良心の葛かつ藤とうもなくゾンビを初手で殴る殴る殴る。マイペースで、ワガママで、意外と面倒見が良くて、ちょっとネジの外れた主人公をです。彼はある意味で、私の理想そのものなのかもしれません。

　そして、この作品が本になるまで評価してくださった読者の皆様。

　キャラクターたちを、我が脳内の何百倍も素敵な姿としてこの世に出してくださった神かん奈な月つき昇のぼる先生には足を向けて眠れません。初めてラフを拝見した時には息を呑のみました。

　素晴らしい推薦文を書いていただいた、カルロ・ゼン先生。見た瞬間に引き込まれる文章力のすさまじさは、推薦文でもいかんなく発揮されておりました。脱帽です。

　右も左もわからない私を、手厚くサポートしてくださった担当様。

　私が関わった全ての人々に、この場を借りて感謝を申し上げます。

秋津　モトノブ
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『神崎凛の独白。』


「一体いつまで続くんだろうな……この生活」

「皆目見当がつかんよ、この状況自体が悪夢みたいなもんだ」

　隊員二人が、目視偵察をしつつ話し込んでいる。

「龍宮市には姉夫婦がいるんだが……どうなっているのか」

「この秋月町ですら把握しきれていないんだ。まずはここと詩谷市を足掛かりにしないとな……」

　話し込んでいるけれど、視線は油断なく周囲に向けられている。

　何かあれば、即座に射撃体勢へ移行できるように。

　……あれは！

「方位、右三〇度。動く影あり」

　私の声に、話し込んでいた両隊員が即座にライフルを向ける。

「了解……確認した。　種別……『Ｚ』　数、三」

「こちらを視認している……来るぞ！　各個射、用─意……！」

　安全装置を外し、照準越しに目標を狙う。

「左端を狙います」「了解、中央だ」「右端をやる」

　千切れた手、飛び出した片目、病的なまでに白い肌。

「撃て！」

　軽い引き金と、肩に響く反動。

　『Ｚ』……ゾンビは、右目を撃ち抜かれて後ろ向きに倒れた。

　しばらく注視する……もう、動かない。

「無力化、確認……慣れないな、いくら化け物とはいえ人間を撃つのは」

「そう、だな」

　二人の感想に、私も心中で同意した。

　陸上自衛隊『秋月仮設本部』所属、神崎凛……陸士長。

　それが、現在の私の身分だ。

　突如としてゾンビが発生した『あの日』

　花田一等陸尉の指揮により、生き残りの隊員たちと協力して詩谷駐屯地を脱出。

　ここ、秋月町の『秋月総合病院』を接収し……防御陣地を構築。

　周辺の避難民を受け入れて……現在に至る。

「ふぅ……」

　警戒任務のローテーションが終わった私は、病院中庭のベンチに腰かけて息を吐く。

　今日『射殺』したのは、全部で……五人、いや五体。

　この生活も長くなり、すっかりゾンビを撃つことに慣れてしまった。

　自衛隊という職に就く時に、いつか銃を撃つこともあるかもしれないということは考えていた。

　……しかし、まさかフィクションから出てきたような怪物を撃つことになるとは。

「……煙草、喫いたいな」

　すっかり辞めたつもりだったが、この状況では一服もしたくなるというものだ。

　この前の単独探索の時に、確保しておくべきだったか。

　……この前の、単独探索、か。

「……元気かしら、あの人」

　夜の詩谷市で、私を助けてくれた……不思議な男の人。

　確か名前は……

「田中野、さん」

　そう、田中野さんだ。

　任務で、詩谷市内の状況を探っていた私は……夜間のゾンビの機動性を甘く見ていた。

　音が目立つバイクを土手に停車させ、音を出さないように気を付けて探索していたが……運悪くゾンビの集団に見つかってしまった。

　開けた空間では不味い、奴らの走る速度は私よりも遅いが、スタミナは無尽蔵。

　住宅地が見えたので、そこへ誘引して振り切ろうとしていた、その時だった。

『──そこの人ッ！　こっちに逃げてこい！　この家の表側に回れ！』

　住宅地にある一軒から、男の声がした。

　不確定要素が多すぎる状況で、見ず知らずの民間人を信用することはリスクが高い。

　だけど、何故だかその時の私は……その声を信用することにしたのだ。

　特異な状況下で、少しパニックになっていたのかもしれない。

　──結論から言うと、田中野さんは考えうる限り最高水準の民間人だった。

　一見した時は、長すぎる前髪が特徴の中肉中背の男性で、私よりも年上。

　けれども……私がバランスを崩して倒れそうになった時に支えてくれた彼の肉体は……まるで鋼のような筋肉に包まれていた。

　表面的な筋肉ではなく、内部に……かなり高密度のインナーマッスル。

　思わず、息が止まる程驚いた。

　しかし、それを上回る驚愕を覚えたのは……彼の、高水準な近接戦闘技術。

　あまり見慣れない、分厚く重そうな形状の木刀を手足の延長のように振り回し、ゾンビの手足を一撃で破壊。

　そうやって無力化したかと思えば、何のためらいも見せずに頭を砕く。

　ただの力任せにできる技術ではない、あれは……私の知らない、剣術の動きだ。

　我ながらかなりの武術オタクだと自負している私でも知らない、流派。

　特に、あれだ。

　彼だけに戦わせておくわけにもいかないと、私が援護した時。

　私のミスで、致命傷を与えられなかったゾンビを屠った時の動き。

『──横に跳んで、避けろォ！』

　私と話している時とは全く違う、殺意に満ちた視線。

　それをした田中野さんは、腰に差していた包丁を緩く放ると──その束を正確に蹴った。

　その包丁は、ゾンビの顔面に音を立てて突き刺さったのだ。

　苦し紛れの動きではない、アレもやはり……何らかの、技。

　その動きがあまりにも流麗で、機敏で、その、格好よくて。

　私は、恥ずかしいことに戦闘中にもかかわらず……少し、見惚れてしまった。

「疲れているようだな、陸士長」

　不意にかかった声に、すぐさま立ち上がって敬礼。

「──申し訳ございません、一等陸尉！」

　ここの指揮官、花田一等陸尉が愉快そうに微笑んでいた。

「はは、いいから楽にしていろ。安全地帯での余暇まで目くじらは立てんよ」

「……ハッ！」

　……私としたことが、少し思考の海に溺れていたようだ。

　指揮官の前で、なんという体たらく……情けない。

「任務復帰が早すぎたのではないか？　単独偵察で働いたのだ、もう少し体を休めればいいものを」

「いえ、そういうわけにはまいりません」

　気を遣わせてしまったようだ……そんなに腑抜けた顔をしていたのか、私は。

「まあ座れ。私も休憩時間だ……休める時には休まねば、急には働けん」

　一等陸尉が向かいのベンチに腰掛け、懐に手を入れる。

　敬礼を解いて座った私に、何かが放り投げられた。

「たしか、喫うのだったな。遠慮はいらん、死んだ隊員の持ち物に紛れていた」

　それは、真新しいパッケージの煙草だった。

「し、しかし……」

「指揮官命令だ、受領せよ」

　そうまで言われてしまうと……仕方があるまい。

「拝領いたします、一等陸尉」

「うむ、遅くなったが単独任務の報酬だ。ライターも付けておいたぞ」

　頭を下げ、煙草を一本取る。

　咥えて火を点け、息を吸い込む。

「……ふぅ」

　格別の味だ……折角禁煙したというのに、これでは辞められなくなってしまう。

　体が重くなったように錯覚する程、体に響く。

　まさに、悪魔的な酩酊感だ。

　鼻をつく煙草の匂い……そういえば、田中野さんの体からも煙草の匂いがしていた。

「……ッ！」

　だ、抱きしめられた時のことをまた思い出してしまった。

　大人になってから男性にあんなこと、されたことがなかったから……！

　……駄目だ、今日の私はどこかおかしい、まるで思春期の子供じゃないか。

「久方ぶりの煙草に当てられたようだな。ゆっくり楽しむといい」

　懐から取り出した葉巻を楽しむ一等陸尉が、薄く笑っている。

　とても絵になる……まるで、自衛官ではなく映画で見たマフィアのドンのようだ。

「ときに陸士長、報告にあった謎の民間人だが……随分と気に入ったようだな」

「……それは、何故でありますか？」

　心でも読まれたのか？　この方は本当に底が知れない……

「いやなに、報告書に記載された『彼』の動きがあまりに鮮明だから、な」

　……そんなに、詳しく書いていただろうか。

　駄目だ、帰還した勢いで一気に書き上げたことしか覚えていない。

「この状況下において、あれほどの戦闘技能を持っているなら……連携も考えてみるのも、手かもしれんな」

「そっ……そうですか」

　思わず腰を浮かせかけてしまう。

「ゾンビ共に対して、近距離で挑めるほどの民間人は貴重だ。しかも陸士長のお墨付きをあればな」

　お墨付きとは……そ、そんなに熱を入れて書いたのだろうか、私は。

「陸士長に対しては友好的な人物と推測できる……また遠征する時は、コンタクトを取ってもらうことがあるかもしれんぞ」

「──ッハ！　その際は全力で友好関係を構築できるよう、粉骨砕身いたします！」

　私の返事が予想外だったのか、かなり珍しいことに一等陸尉が軽く目を見開いた。

「ははは、頼もしいな陸士長。その時は期待しているぞ」

　一等陸尉は、楽しそうに紫煙を吐いた。

　……少し、頬が熱い気がする。

「……前方、影アリ！　国道からこちらへ向かって来るぞ」

　その声に我に返り、銃を構える。

　……職務中になんという体たらくだ、猛省せねば。

　スコープによって拡大された視界に、人影が見える。

　何か、リュックのようなものを背負って……真っ直ぐ歩いてくる。

　その人影に、放置車両の影から飛び出したゾンビが飛び掛かる。

　ということは、人間か！

「……援護の必要はないな、とんでもない動きだ」

　隊員がそうこぼしたように、人影はゾンビを鮮やかに殴り倒した。

　飛び掛かるゾンビの動きを見切って跳び下がりつつ、体が空中にある状態で脳天を砕いている。

　……まさか。

「どうやら人間のようだ……どうする？　明らかにここを目指しているが」

「見たところ武装はあの木刀……木刀？と、腰の日本刀だな、銃は確認できない」

「どこから来たか知らんが、『Ｚ』共と近接戦闘をしながら徒歩で移動とは……いよいよフィクションじみてきたな」

「とにかく一等陸尉に伝令しろ、門前で静止して止まらぬ時には威嚇射撃だ」

　隊員たちが話す中、その人影はゆっくりと着実に近付いてくる。

　その姿を見ながら、私の疑念は確信に変わりつつあった。

「……確証が持てませんが、自分の知り合いだと思われます」

　そう言うと、隊員たちが一斉に振り返った。

　……私に知り合いがいるのがそんなに珍しいのだろうか？

「……では、声掛けは陸士長に一任する。任せたぞ」

「了解」

　人影がどんどん接近してくる。

　ヘルメットやベスト等を着込んでいるが……間違いない。

　あの前髪、それに武装……あの時のままだ！

「──そこで止まりなさい！　この避難所は満員で入れません！」

　接近する人影に声をかける。

　するとその人……『彼』は、即座に武器を捨てて腹ばいになった。

「すいませーん！　知人がここにいるはずなんで、安否を確認したいだけなんで～す！」

　この声も、あの日と同じだ。

「あの、そこまでしていただかなくても……あの、ひょっとして田中野さん、ですか？」

　半ば確信しながらも、そう声をかけた。

「え？」

　『彼』……田中野さんは顔だけを上げ、私を確認した後に柔らかく微笑んだ。

「あぁ……お久しぶりです、神崎さん」

　覚えていてくれた、という事実に少し……少しだけ胸が高鳴った。

「──はい、お元気そうでよかったです」

　そう返したが、変な笑顔になっていないかどうか……何故だか、私はそれが気になっていた。

　何かが、変わりそうな予感がする。
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